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この使用説巧書について 


この使用説明書は、使用目的や操作の習熟度に応じて、前から後ろへ 
と順番に読み進めていただく構成になっています。 



「簡単な操作で気軽に ■ 「すべての機能を使い 
撮影したい！」な b ■ こなしたい ！」なら 



■ 

_1 

■ 


r A 

はじめに （ P .1 〜 24) 

カメラの各部名称や撮影の前に必要な準備について説明しています。 

V J 


■ 

1 

■ 


广 

[ 

撮影か5再生まで 

V 

基礎編】撮影と再生 （ P .2 己〜 32) 

、カメラの基本的な操作について説明しています。 
_ J 


1 

n 

1 

■ 



【応用編】撮影 （ P .3 目〜1日 6) ' 

露出などを変更して、より本格的な撮影を 
楽しむための操作について説明しています。^ 


1 

■ 



【応用編】再生 （ P .1 己7〜 182) ' 

撮影した画像の再生や、パソコン、プリンター 
などと接続する方法について説明しています。^ 


1 

■ 


' 驗定 j 

メモ IJ ーカード0： 
、 カメラの基本 

漏】カメラの基本設定 （ P . 183〜197) ' 

>初期化やカメラに内蔵されている時計の設定など、 

:的な設定をする方法について説明しています。 ^ 


■ 


1 

■ 


【設定編】撮影.再生についての設定、 
カスタムメニュー （ P .198 〜 274) 

より詳細な設定について説明しています。 


-^ 




付録 （ P .27 曰〜 328) 

カメラの基本データなどの資料や索引があります。困ったとさは 
^ r 故障かな？と思った引「警告メッセ^ジ」をご覧ください。 
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ま全上のごミ主意 


給表示の例 


記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具 
体的なま意内容（左図の場合は感電ま意）が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止の行為（してはいけないこと）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

• 記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントか5抜く）が描かれています。 


A 警告（カメラとレンズについて) 


分解禁止 

分解したり修理-改造をしない 
こと 

感電したり、異萬動作をしてケ 
ガの原因となります。 


落下などによって破損し、内部 
が露出したとさは、露出部に手 
を触れないこと 

接角虫禁止 

〇 

感電したり、破損部でケガをす 
る原因となります。 

バッテリー、電源を抜いて、二 

すぐに 

コンサービスセンターに 修理を 

修理依頼を 

依頼してください。 


€ 

バッテリーを 

取る 

熱くなる、煙が出る、こげ臭い 
などの異常時は、速やかにバッ 
テリーを取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけ 
どの原因となります。 

〇 

バッテ IJ 一を取り出す際、やけ 
どに充分ま意して < ださい。 

修黯を 

バッテ U —を抜いて、ニコン 
サービスセンターに修理を依頼 
して < ださい。 

(D 

水につけたり、水をかけたり、 
雨にめ5したりしないこと 

かかけ禁止 

発火したり感電の原因となります。 


ご使用の前に「安全上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。こ 
の「安全上のごま意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。お読みに 
なった後は、お使いになるちびいつでを見られるところに必ず保管してください。 

表示と意昧は、次のようになっています。_ 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 

可能性が高いと想定される内容をおしています。 

A 巧なこの表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 
胃 D 可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が 
，と急 想定される内容および物的損害の発生が想定される内容をおしています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 



























A 警告 

(カメラとレンズについて） 

Q 

使用禁止 

引乂-爆発のおそれのある場所 
では使用しないこと 

プ□パンガス、ガソ U ンなどの 
引火性ガスや粉塵の発生する場 
所で使用すると、爆発や火災の 
原因となります。 

Q 

使用禁止 

レンズまたはカメラで直接太陽 
や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となります。 

0 

発光禁止 

車の運転者等に向けてフラッシュ 
を発光しないこと 

事故の原因となります。 

Q 

発光禁止 

フラッシュを人の目に近づけて 
発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するとさは] m 
必上離れてください。 

A 

保管を意 

幼児の□に入るルさな付属品は、 
幼児の手の届かないところに置 
<こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医 
師にご相談ください。 

A 

警告 

ストラップが首に巻を付かない 
よラにすること 

特に幼児-児童の首にストラッ 
プをかけないこと 

首に巻を付いて窒息の原因とな 
ります。 

使用禁止 

AC アダプター 使用時に雷が鳴り 
出した 5、 電源プラグに触れな 
いこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れ 
て < ださい。 


A 

警告 

指定のバッテリーまたは専用 AC 
アダプターを使用すること 

指定政がのちのを使用すると、火 
災-感電の原因となります。 

A ま意 

(カメラとレンズについて） 

A 

感電を意 

めれた手でさね 5 ないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

製品は幼児の手の届かないとこ 
ろに 置く こと 

保管を意 

ケガの原因になることびあります。 


A 

使用しないとさは、レンズに 
キャップを付けるか、太陽光の 
あたらない所に保管すること 

保管を意 

太陽光び焦点を結び、火災の原 
因になることびあります。 

A 

移動を意 

兰脚にカメラやレンズを取り付 
けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりして、ケ 
ガの原因となることびあります。 

A 

使用を意 

飛行機内で使ラとをは、航空会 
社の指示に従ラこと 

本機器び出す電磁波などにより、 
飛行機の計器に影響を与えるおそ 
れびあります。病院で使ラ際ち、 
病院の指示に従ってください。 

[0 

墨 

プラグを抜< 

長期間使用しないとをは 電源 
(バッテリーや AC アダプター） 

を外すこと 

バッテ U —の液われにより、火 
災、ケガや周囲を巧損する原因 
となることびあります。 

0 

発光禁止 

内蔵フラッシュの発光窓を人体 
やちのに 密着 させて発光させな 
いこと 

やけどや発火の原因となること 
びあります。 


w 










































0 

使用禁止 

Li-ion リチャージャブルバッテ 
U—EN-EL3e は、 D200 に対応 
しています。 EN-EL3e に対応し 
ていない機器には使用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

危険 

バッテリーか5もれた液が目に 
入ったとをはすぐにされいな水で 
洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷 
害を与える原因となります。 

A 警告 

(専用リチウムイオン巧電池について） 

A 

保管を意 

バッテリーは幼巧の手の届かな 
い所に置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医 
師にご相談ください。 

かかけ禁止 

水につけたり、め5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

変色•変形、そのほか今までと異 
なることに気づいたときは、使 
用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

充電の際に所定の充電時間を超 
えてち充電が完了しない場合に 
は、充電をやめること 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

バッテリーをリサイクルするとき 
や、やむなく廃棄するとをはテー 
プなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破 
裂、発火の原因となります。二 
コンサービスセンターや U サイ 
クル協力店へご持参くださるか、 
お住まいの自ミ台体の規則に従つ 
て廃棄してください。 


A ま意 

(カメラとレンズについて） 

0 

禁止 

本機器や AC アダプターは布団 
でおおったり、つつんだりして 
使用しないこと 

熱びこわりケースび変形し、火 
災の原因となることびあります。 

Q 

放置禁止 

窓を閉め切った自動車の中や直 
射曰光が当たる場所など、異常 
に温度が高<なる場所に放置し 
ないこと 

内部の部品に悪影響を与え、火 
災の原因となることびあります。 

Q 

禁止 

同捆の CD-ROM を音楽用 CD プ 
レーヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大さな音 
びして聴力に悪影響を及ぼす場 
合びあります。 

A 危検 

(専用リチウムイオン巧電池について） 

0 

禁止 

バッテリーを义に入れたり、力 □ 
熱しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

分解禁止 

バッテリーをショート、分解しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

危険 

専用の充電器を使用すること 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

危険 

ネックレス、ヘアピンなどの金 
属製のちのと一緒に持ち運んだ 
り、保管しないこと 

ショートして液われ、発熱、破 
裂の原因となります。 

持ち運ぶとさは端テカバーをつ 
けて < ださい。 








































A 警告 

(専用リチウムイオン巧電池について） 


A 

バッテリーからちれた液が皮膚 
やを服に付いたときはすぐにき 
れいな水で洗ラこと 

警告 

そのままにしておくと、皮膚び 
かぶれたりする原因になります。 

A ま意 

(専用リチウムイオン巧電池について） 

A 

を意 

バッテリーに強い衝撃を与えた 
り、投げたりしないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ることびあります。 

A 警告 

(クイックチャージャーについて） 

分解禁止 

分解したり修理-改造をしない 
こと 

感電したり、異常動作をしてケ 
ガの原因となります。 


接角虫禁止 

〇 

すぐに 
修理依頼を 


落下などによって破損し、内部 
が露出したとさは、露出部に手 
を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをす 
る原因となります。 

電源プラグを コンセント から抜 
いて、 ニコンサービスセンター 
に修理を依頼して<ださい。 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いな 
どの異常時は、速やかに電源プ 
ラグをコンセントから巧くこと 

バジ&そのまま使用すると火災、やけ 
どの原因となります。 

電源プラグを コンセント から抜 
く 際、やけどに充分を意して く 
ださい。 ニコンサービスセンター 
に修理を依頼して<ださい。 


€ 

:ッテリー 
取る 

〇 

すぐに 
修理依頼を 


(D 

水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨 
にめ5したりしないこと 

発火したり感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

引乂-爆発のおそれのある場所 
では使用しないこと 

プ□パンガス、 ガソリンなどの 
引火性ガスや粉塵の発生する場 
所で使用すると、爆発や火災の 
原因となります。 

A 

警告 

電源プラグの金属部やその周辺 
にほこりが付着している場合は、 
乾いた巧で拭さ取ること 

そのまま使用すると火災の原因 
になります。 

0 

使用禁止 

雷が鳴り出したら電源プラグに 
触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れ 
て < ださい。 

0 

禁止 

電源コードを傷つけたり加工し 
たりしないこと 

また、重いちのを載せたり、加 
熱したり、引っ張ったり、無理 
に曲げたりしないこと 

電源コードび破損し、火災、感 
電の原因となります。 

A 

感電を意 

めれた手で電源プラグを巧を差 
ししないこと 

感電の原因になることびあります。 

A ま意 

(クイックチャージャーについて） 

A 

感電を意 

めれた手でさね5ないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

放置を意 

製品は幼児の手の届かないとこ 
ろに置くこと 

ケガの原因になります。 









































はじめに 


お使いになる前に 


ニコンデジタルー眼レフカメラ D 2 日日をお買い上げくださいまして、 
まことにありびとうございます。 

お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分 
に理解してから正しくお使いください。お読みになった後は、お使い 
になる方びいつでも見られるところに保管し、 D 2 日日での撮影を楽し 
むためにお役立てください。 

このカメラには、この使用説明書のほか、じ(下の説明書び付属してい 
ます。これらの説明書ちあわせてよくお読みください。 

簡単操作ガイド 

撮影の方法と、撮影した画像をパソコンに転送する手順を、簡単に説明しています。 

付属のソフトウエアの使用説明書に D - ROM に収録） 

付属のソフトウエアを使用すると撮影した画像をパソコンに転送でさるほか、パソ 
コン上で画像を調整したり、見やすく整理したりすることびでさます。 

カスタ マーヴ ポート 

下記アドレスのホームページで、サポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm 

表記について 

• コンパクトフラッシュカードに F 力ード）を「メモ U - 力ード」と表記しています。 

• ご購入時のカメラの設定を「初期設定」と表記しています。 

商標説明 

• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお 
ける登録商標です。 

• Macintosh®、Mac OS 、 QuickTime は米国およびその他の国で登録された米国アップルコ 
ンピュータ社の商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は Adobe Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標または特 
定地域における同社の登録商標です。 

• Microdrive ® は Hitachi Global Storage Technologies の登録商標です。 

• Pentium は米国インテル社の登録商標です。 

• Piet 日 ridge □ゴは商標です。 

•その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 




はじめにお使5になる前に 







参本製品を安/こ \ してお使いいただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー(レンズ、スピードライト、バッテリー、バッテリーチャージャー、 
AC アダプターなど）に適合するよラに作5れておりますので、当社製品との組み合わせでお使い 
<ださい。 

• Li-ion U チヤージャブルバッテ U - EN - EL 3 e には、ニコン純正品であること 
を示すホ□グラムシールび貼られています。 


• 模做品のバッテ U —をお使いになると、カメラの充分な性能び発揮でさないほか、バッテリーの 
異萬な発熱や液われ、破裂、発火などの原因となります。 

• 他社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、事故-故障などび起こる可能性びあります。 
その場合、当社の保証の対象がとなりますのでごを意<ださい。 

参大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラび正萬に機能すること 
を事前に確認して<ださい。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益 
喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

参保証書とカスタマー登録カードについて 

この製品には「保証書」と「カスタマー登録カード」び付いていますのでご確認<ださい。「保証書」 
は、お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご購入年 
月日」「ご購入店」び記入された保証書をお受け取り<ださい。「保証書」をお受け取りにならないと、 
ご購入後]年じ(内の保証修理び受けられないことになります。お受け取りにならなかった場合は、 
ただちに購入店にご請ホ<ださい。 

• カスタマー登録は下記のホームページからち行えます。 

https://reg.nikon-innage.com 

参あ5かじめご承知いたださたいこと 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固<お断りいたします。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての巧償はご容赦<ださい。 

参著作権についてのごを意 

あなたびカメラで撮影したわのは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利者に無断で使ラ 
ことびでさません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であってわ、 
撮影を制限している場合びありますのでごを意ください。また、著作権の対象となっている画像は、 
著作権法の規定による範囲内で使用するし U がは、ご利用いただけませんのでごを意ください。 

♦ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのごま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス B 情報技術 
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、ラジオやテレビの近くで 
お使いになると、受信障害を引さ起こすことびあります。 

使用説明書にしたびって正しくお取り扱いください。 

参カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するとさのごを意 

メモ1」ーカード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完全には消去さ 
れません。譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータび復元され、重要なデー 
夕び流出してしまう可能性びあります。メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理し 
て < ださい。 

メモ U —力ードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ消去専用ソフトなどを使ってデータを完全に 
消去するか、初期化後にメモ I 」一力ードびいっぱいになるまで、空や地面などの画像で置さ換える 
ことをおすすめします。なお、プ U セットホワイトバランスの画像 （ P . 已 9) わ、同様に別の画像 
で置き換えてから譲渡/廃棄してください。メモ U —力ードを物理的に破壊して廃棄する場合は、 
周囲の状況やけびなどに充分ごを意<ださい。 
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各部の名称 


カゾラ本体 

ひとつのボタンに複数の役割びある場合は、カツコ内に記載しています。 


フラッシュ取り付け部 
(アクセサリーシュ ー） ： P .28 已 


内蔵フラッシュ： P .120 



レンズ取り外しボタン： P .11 

フオーカスモードダイヤル： 
P .28、 84 


フラッシュ□ック解除 
ボタン： P .122 

0フラッシュシンク □ 
モードボタン： P .126 
(阻 調光補正： P .127) 


シンク□夕ーミナル： 
P .28 已 

ストラップ取り付け部 
(吊り金具）： P .11 

10ピンターミナル： 
P .289 


ビデオ出力端子： P .1 日7， 

DC 入力端子： P .286 
(別売の AC アダプター 
EH -6 を接続します） 

US 巨5品子： P .171、 17巨- 



はじめに各部の名称 












































カゾラ本体（つづま) 



AF ネ甫助光ランプ： P . 日已 
(セルフタイマー： P .132) 
啸目軽減： P . 12己） 

ヴブコ7ンドダイヤル 


ストラップ取り付け部 
(吊り金具）: P .11 


プレビユーボタン： P .103 
フアンクシヨンボタン： P .269 
バッテリーカバー： P .13 
バッテリーカバー開閉ノブ： P .13 


シャッターボタン 

画質モードボタン： P .43 R 30 

(設定リセット： P .1 己曰） 

韻 a 露出モードボタン： P .102 
(F0 画 巧フォーマッ トボタン： P .21) 

動作モードダイヤル 
□ックボタン： 

P .38 



ik ホワイトバランス 
ボタン： P . 已4 


ff に0感度ボタン： P .49 


動作モードダイヤル： 
P .38 


兰脚ネジ穴 


電源スイッチ： P .2 已 
イルミ ネーター スイッチ： 
P .7 

sm 露出捕正ボタン： 
P .1 13 

(設定リセット： P .1 已日） 


表示パネル： 
P .6 


-0- 距離基準マーク： 
P .98 











































接眼目当て： P .147 


ファインダー接眼窓： P .24 


@削除ボタン： P .166 
(F0 画 苗 フォーマツ トボタン ： P .21) 

® オートブラケティング 
ボタン： P .1 1已 

@ 再生ボタン： 

P .32、 1已7 

參メニュ — 

ボタン： P .34 

© サムネイル 
ボタン： P .162 

〇プ□テクト 
ボタン： P .16 已 
(? ヘルプボタン 
P .37) 

#実行ボタン： 

P つ巳 

巧拡大： P .1 日 4) 

液晶モニター: P .291 

フォーカスエリア □ツ クレバー： 
P .86 

-7ルチセレクター 


視度調節ダイヤル： P .24 

測光モードダイヤル： P . 100 

® AE / AF □ツクボタン： 
P .93、 111 


メインコマンド 
ダイヤル 



嚷 AF 作動 
ボタン： 

P .8 已 


マルチセレクターの基本的な使いちは、 I ソ下の通りです。 

■■■■ 画像再生時 （ P . 1 62) の使い方 
I 上に移動 "••ー メニュー操作時 （ P .3 已）の使い方 


前画像を表示 


次画像を表示 

上の階層に移動 

下の階層に移動 


取り消し 

決定 


画像情報の切り換え表示コマ数の切り換え 




下に移動 ] I 決定 
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I ホワイトバランス色温度表示 ........ P . 己7 

シャッタースピード ....... P . 102〜10召 

露出補正値 . P .1 13 

調光補正値 . P .127 

ISO 感度 . P .49 

ホワイトバランス微調整量 . P . 己己 

ホワイトバランス色温度 . P . 已8 

1ホワイトバランスプ U セットデータ番号 

. P .61 

I オートブラケティングコマ数 ..... P .1 16 

W 目ブラケティングコマ数 . P .72 

インターバル回数 . P .143 

非 CPU レンズ焦点距離 . P .1 已〇 

1 フラッシュシンク□マーク 

. P .124、 2已3 

I プ□グラムシフトマーク . P .102 

露出モード . P .102 

時刻未設定マーク . P .187 

画像サイズ . P .46 

画質モード . P .41 


1フオーカスエリア表示 . P .86 

AF エ U アモード表示 . P .88 

ホワイトバランスモード . P . 已1 

記録可能コマ数 . P .26 

連続撮影可能コマ数 . P .39 

PC カメラモード表示 . P .172 

I ホワイトバランスプ U セットデータ 

取得モード表示 . P .61 

1000コマ!;>(上補助表示 . P .9 

I バッテリー残量表示 . P .26 

フラッシュシンク□モード . P .126 

電子音マーク . P .248 

絞0値 . P .102 〜108 

絞り込み段数 . P .10 日、110 

オートブラケティング補正値 ..... P .1 16 

W 目ブラケティング補正値 . P .72 

インターバルコマ数 . P .143 

非 CPU レンズ開放絞り値 . P .1 已3 

PC 接続中マーク . P .172 

絞り込み段数マーク ........ P .106、 110 


(説明のため、すべての表示を点灯させています) 



COMMENT 


巧必巧@巧の 


r-- 画剛 ：ica 

■ —— VM r h 

i 麗 




-藤 


化— 

I 

米 

婴 


四 

ぶ因 

巧ふ 

尾 1 

0t 


田 

■ 互田田 I 

凹阳阳 

■ 田田田 I 

田 
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©- 

©- 


t 


t 


/ す错樹麵 


皿四 ISO-AUTO を日 3 


yyis 


RAW 

FINE 

NORM 

BASIC 


COMMENT 


-WIDE — 
と 

田田[り田田 


田 [ H ] 互 


H! 回因 UABCD 


四!]店 


A \\ い . 

ホ巧 



liiiiiiliiihiiiiiiliiiiiilliiiliiiiiii 

团 BEDABCDi 


調光補正マーク . P .127 

露出補正マーク . P .1 13 

ISO 感度マーク . P .49 

感度自動制御設定マーク . P .241 

FV □ックマーク . P .129 

画像コメント入力設定マーク ..... P .188 
フオーカスエリアワイドフレームマーク 

. P .92 

カスタムメニュー設定表示 . P .229 

撮影メニュー設定表示 . P .199 

オートブラケティングマーク ..... P .1 16 
W 目ブラケテイングマーク . P .72 



— © 

露出インジケータ —•. 

....... P .109 

露出補正インジケーター ...... 

....... P .1 13 

オートブラケティングインジケーター 


. P .1 16 

W 巨ブラケティングインジケーター 

. P .72 

PC 接続中インジケーター . P .172 

GPS 通信マ-ク . P .1 已4 

多重露出マーク . P .137 

インターバルタイマー設定マーク 
. P .143 


laWB イル三ネーター 

イルミネーターを点なさせると、暗いところで表示パネルび確認しやすくなりま 
す。電源スイッチをイルミネーター♦こまで回すと、半押しタイマー （P.25、 
247) び作動するととをに、表示パネルび照明されます。電源スイッチを放すと 
電源スイッチは日 N の位置まで自動的に戻りますび、イルミネーターは半押し夕 
イマーの作動中は点なし続けます。ただし、シャッターをさった直後には消なし 
ます。 
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回 


ファインター (説明のため、すべての表示を点灯させています) 


I 構図用格子線 . P .9 

(カスタムメニュ ー d 2 r 格子線表示」を 
I 「 ON 」 に設定している場合のみ表示され 
ます。 

中央部重点測光ェリア0 8 mm ... P . 100 

カードなしマーク※ . P .23、 304 

バッテリー残 量 表示※ . P .26 

白黒マーク※ . P .7 已 

I フォーカスエリア（ノーマルフレーム） 

. P .90、 233 

I フォーカスエリア（ワイドフレーム） 

. P .90、 233 

ピント表示 . P .30、 84 

I 測光モード . P .100 

AE □ックマーク . P .1 11 

シャッタースピード ....... P . 102〜108 

絞0値 . P .102 〜10召 

絞り込み段数 . P .106、 110 

I 露出モード . P .102 

《カスタムメニュ ー d 3 で非表示にできます （ P .249) 


調光補正マーク . P .127 

露出補正マーク . P .1 13 

ISO 感度 . P .49 

記録可能コマ数 . P .26 

連続撮影可能コマ数 . P .39 

1ホワイトバランスプリセットデータ 

取得モード表示 . P .61 

I 露出補正値 . P .1 13 

調光補正値 . P .127 

1 PC 接続中マーク . P .172 

レディーライト . P .122 

I FV □ックマーク . P .129 

I フラッシュシンク□マーク 

. P .124、 2已3 

I 絞り込み段数マーク ........ P .106、 110 

露出インジケーター . P .109 

露出補正インジケーター . P .1 13 

I 感度自動制御設定マーク . P .241 

1000コマ!;>(上補助表示 . P .9 
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t 3 fSi 1 000コマ w 上補助表示 

記録可能コマ数び]日日日コマし U 上あるとさに点なし 
ます。たとえば] 26日コマ撮影でさるとさは、ちの 
ように表示されます。 


[S3 電源 OFF 時の表示 

電源び日 FF のとさを、バッテ IJ - び入っていれば、 
表示パネルには記録可能コマ数び表示されます。 



■困 BBWBI1 



巧バリブライト-フォーカスエリア/マルチデイスプレイ-スクリーンについて 


このカメラはフオーカスエ U アを選択すると、選択されたフオーカスエ U アびファイ 
ンダースク U —ン上に鮮明に表示される、パ 'U ブライト-フオーカスエ U アを装備し 
ています。この機能により、周囲び明るい場合はフオーカスフレームを黒く表示し、 
周囲び暗い場合はフオーカスフレームを瞬間的にホく表示しますので、選択された 
フオーカスエ U アを素早く確認することびできます。さらにカスタムメニュー d2 「格 
子線表示」 （P.248) を rONJ に設定することにより、構図用の格テ線を表示させる 
マルチディスプレイ■スク IJ ーンを装備しています。この構図用の格テ線は撮影時の 
構図決定に効果的で、風景撮影や PC ニッコールを使用してアオ U 撮影などを行うと 
さに便利です。 

《これらの機能に使用されている液晶の特性により、選択されたフオーカスエ U アか 
ら外側に延びる細い線び見える場合やフオーカスフレームを照明する際にファイン 
ダー内びホくなる場合びありますび、いずれち故障ではありません。 

巧高温-低温下での液晶表示について 

表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、 
低温下では液晶の応答速度び多少遅くなることびあります。一方、パ 'U ブライト- 
フ オーカ スエ IJ アとマルチディスプレイ- スク IJ ーンに使用されている液晶表示は、 
高温下では薄く、低温下では濃くなって液晶の応答速度び遅くなる特性びあります 
び、いずれの場合を常温時には正常に戻ります。 

巧ファインターについてのごま意 

カメラにバッテ IJ 一び入っていない、あるいはバッテ U —残量び全くない状態では、 
ファインダー全体び暗くなり、像びはっさりと見えませんび、故障ではありません。 
新しいバッテ U —を入れると明るくなります。 9 


はじめにき部の名称 




















撮影の準備 


レンズを取01 寸ける 

カメラ内部にほこりなどび入らないようにごを意ください。 




1 カメラの電源が 日 FF になって 



いることを確認してか5、 レン 



ズの裏ぶたとカメラのボディー 



キャップを外す 



0 レンズを取り付ける 

• レンズとカメラの着脱指標を合わせな 
びらレンズを差し込み、矢印のち向に 
回してください。カチッと音びすると 
ころまで回すと、取り付けは完了です。 


raag レンズについて 

この使用説明書ではレンズについて、 AF-S DX 18-7 日 mm F 3 .已 -4 .已 G ED を用 
いて説明しています。 


レンズの各部名妳 


ズーム リング 




フオーカスリング： P .98 


A - M 切り換えスイッチ： P .9 召 


はじめに撮穀の準備 

























レンズを取 0 がすときは 

カメラの電源を日 FF にしてから、カメラ前面のレン 
ズ取り外しボタンを押しなびら、レンズを矢印のち 
向にいっぱいまで回し、引さ抜いてください。取り 
外した後は、カメラとレンズにそれぞれのキャップ 
を取り付けて < ださい。 


巧絞〇リングのあるレンズについてのごま意 

絞り IJ ングのあるレンズを取り付ける場合は、最小絞り（最大値）にして、□ックし 
てください。詳しくはレンズの使用説明書をご覧ください。 



.LCD モニターカバー BM-6 の取0付け方-取0かし方 


モニターカバーを 装着する場合は、液晶 モニ 
ター 部の上にある溝に モニター カノ（一の上部を 
はめ込み（①）、 モニターカバーの 透明な部分 
び液晶 モニタと 重なるように置 さ、カチ ッと音 
びするまで上から軽く押してください。（⑨)。 


モニターカバーを 取り外す場合は、 カメラを 
しっかりと支え、ち図の よ ラに モニターカバー 
の下からゆっくりと外します。 


，ストラップの取0付け手順 


/ ' " 1 _ 

lO] 






























































八ツテリーを巧電してカゾラに入れる 

付属のバッテ U - EN - EL 3 e とクイックチャージャ ー MH -18 a (充電 
器）の組み合わせでお使い< ださい。 

• Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 3 e は、出荷時にはフル充電されていま 
せん。ご使用前にクイックチャージャー MH -18 a でフル充電してください。 

1.バッテリーを充電する 



クイックチャージャーと電源 
コードを接続し、電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 



.2 バッテ U — をクイックチャー 
ジャーに取り付ける 
• バッテ IJ 一は 端テカバーを外して 
から、左図のように、正しい向さ 
で取り付けて < ださい。 

•「 CHARGE 」 ランプび点滅し、充 
電び始まります。 




1 .3 「 CHARGE 」 ランプび点滅から点 



打に変わると、充電は完了です 



• バッテ IJ 一を取り外し、電源プラグ 



をコンセントから抜いてください。 



• 使い切ったバッテ IJ 一を充電する 



には、約2時間]己分かかります。 


はじめに撮穀の準備 
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2 .バッテリーをカメラに入れる 

2.1 電源び日 FF になっていることを 
確認してから、カメラ底面のバッ 
テ U —カパーを開ける 


2.2 充電したバッテ U —を入れ、バッ 
テ U —力八'一を閉じる 
• 左図のよラに、正しい向さで入れ 
て < ださい。 


八ッテリーを取0出すとまは 

バッテ U —をカメラから取り出す前に、必ず 電源び OFF になっていることを確 
認してください。 取り外したバッテ IJ 一には、ショートを防止するため、必ず 
付属の端テカノ く一を取り付けてください。 


raaa Li - ion リチャージャブルバツテリー EN - EL 3 e について 

Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 3 e は、 D 200 に入れることにより、 
バッテ IJ 一に関する情報について通信を行ラことびでさる IJ チウムイオンバッ 
テ IJ 一です。この通信機能により、バッテ U —の状態をカメラで確認することび 
できます。 EN - EL 3 e をこのカメラで使用した場合、表示パネルで目段階の表示 
を行う ( P .26) ほか、セットアップメニューの「電池チェック」 ( P .196) によ 
り、液晶モニターに詳細なバッテ U —の残量や、直前の充電からの合計撮影回数、 
バッテ U —の劣化度を表示することびでさます。 




はじめに撮影の準備 


D 使用でまないバッテリーについて 

D 2 日日には、 Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 および EN - EL 3 a ( Dl 日日/ 

D 7 日シリーズ / D 已日用バッテリー）や、 CR 2 ホルダ MS - D 7 日は使用できません。 じ 


















巧バッテリーとクイックチャージャーの使用上のごま意 

•お使いになる前に、必ず「安全上のご注意」 （ P . V 〜 viii )、 「カメラと付属品の取り扱し^ 
上のご注意」 （ P .29 己〜29目）をお読みになり、記載事項をお守りください。 

•バッテ U —は日〜40での範囲を超える場所ではお使いにならないでください。充 
電は室温（日〜35む）で行ってください。 

•カメラの使用直後など、バッテ IJ 一内部の温度び高くなっている場合は、温度び下 
びるのを待ってから充電してください。 

•バッテ IJ 一をカメラやクイックチャージャーから取り外しておくとさは、付属の端 
テカノ（一を取り付けてください。 

• クイックチャージャーに付属の電源コードは、他の機器に接続しないでください。 
この電源コードは日本国内専用です。曰本国外でお使いになる場合は、別売の専用 
コードび必要です。詳しくは ニコン サービスセンターにお問い合わせください。 

• クイックチャージャーを使用しないとさは、電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


はじめに撮穀の準備 
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曰付と時刻を設定する 


カメラの内蔵時計を合わせます。 



電源を ON にして、メニューボ 
タン^^を押す 

• カメラ背面の液晶モニターに、 
左のよラな画面び表示されます。 

• ご購入後、初めて電源を ON にし 
てメニューボタンを押した場 
合は、セットアップメニュー画 
面び表示されますので、ステッ 
プ已へお進みください。 



カメラ背面にあるマルチセレク 
ターの◄を]回押す 


• 左のよラに、画面の左側にある 
アイコン（絵文字）部分び黄色で 
表示されます。 



▲または▼でなアイコン ( セット 
アップメニュー）を選ぶ 

• 左のよラに、なアイコンび黄色 
で表 TJX されます。 



d 齿ード フォー マット 


I クリ-こが巧-?づ 
T ビデオた力 
有ワールドタイム 
さ函 （ Language ) 
画®コメン h 


►を押す 

• 左のよラに、文字の部分び黄色 
で表术されます。 
























▲または▼で 「ワールドタイム」 

を選ぶ 

• 選択した項目び黄色で表示され 
ます。 



▲または▼で 「現在地の設定」 を 

選ぶ 



►を押す 

• 左の画面び表示されます。 



◄ または►で現在地のあるタイ 


ムゾーンを選ぶ 

• タイムゾーンに含まれる都市名と、 
UTC (Coordinated Universal 
Time = 世界協定時）との時差び 
表 TJX されます。 



















めお定 M 巧ち 


巧巧を @巧を 


時 S 铁 

化こ:の:：犯 


20 ® P I 


ワールドタイム 
71日時のほを 


フールドタイム 
つ日時の阻を 


実行ボタン參を押す 

• タイムゾーンび有効になり、左 
の画面に戻ります。 


▲または▼で 「曰時の設定」 を選 
ぶ 


►を押す 

• 左の画面び表示されます。 


▲または▼で「年」を合わせる 


残りの数値を合わせる 

• ►を押すと、「月」を変更でさる 
ようになります。下、それぞ 
れの項目について、ステップ13 
と同じよラにして日付や時刻を 
合わせてください。 


[51 ワールドタイム 1 

3日時の阻を 


运 年 

月0 

Y 20(^ 

迅姐 

■ 時 

巧教 

H m- 

■ M-M 

1の货を 

M 決定 


フールドタイム 


S Wb 時の巧是 _ tJl 

***>* 三 ILI" ■んぉ "K" 


Teh ". 5 vvul 
のけ9 

如的/01巧11かの00 




己姐が班 
月迅分迅 
年陋時狙 



はじめに撮影の準備 
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実行ボタン参を押す 

• 時刻の設定び有効になり、左の 
画面に戻ります。 



▲または▼で「日付の表示順」を 

選ぶ 























メニューボタン暴を押す 

• ワールドタイムの設定び完了し、 
メニュー画面に戻ります。 


〇及夏時間について 

夏時間とは、夏の間だけ]時間繰り上げて、曰中の 
明るい時間を有効利用する趣旨で、現在約7日ヶ国 
で採用されている制度です。カメラで夏時間を設定 
すると、設定時刻び]時間進みます。 

夏時間に設定するには、「ワールドタイム」画面（手 
順7、]]、 ] 目）でマルチセレクターの▲または ▼ 

で 「夏時間」 を選択し、►を押します。「夏時副画 
面び表示されますので、▲または▼で roN」 を選択します。マルチセレクター 
の►を押すと夏時間に設定され、「ワールドタイム」画面に戻ります。 

•夏時間びない場合や、現在地の時刻び夏時間ではない場合は 「OFF」 （初期設定） 
を選択します。 

•カメラの内蔵時計を夏時間に合わせて設定する場合は、 「曰時の設定」 の前に 
「夏時間」 を roNj に設定してください。 

•夏時間の地域と、夏時間ではない地域の間を移動する場合、 「夏時間」 の設定の 
切り換えび行われないと、正しい時刻び記録されませんのでご注意ください。 



























乂モリーカード（別売）をカゾラに入れる 

このカメラは、撮影した画像をメモ U —カード（コンパクトフラッシュ 
カード）に記録します。メモ U —カードは付属していないため、別途お 
買い求めください。 

《表示パネルとファインダー内表示のイラストは、説明に関係ある部分だけを強調し、直 
接関係び無い部分は色を薄くしています。実際にはすべて同じ色で表示されます。 


1.メモリーカードを入れる 

1 .1 電源び OFF であることを確認し、 
メモ U —力ードカノ（一を開ける 

• メモ U —カードを抜さ差しするとさ 
は、必ず電源を日 FF にしてください。 

• メモ U —カードカバー開閉ノブを 
g 方向に回すと（①）、メモ U — 
カードカバーび開さます (( D ) 〇 


1.2 メモ U —カードを入れる 

• 左図のよラに正しい向さで、メモ 
IJ 一力ードス□ットの中に挿入し 
て < ださい。 

• 向きを間違えて挿入すると、カメ 
ラおよびメモリーカードが破損す 
るおそれびあります。正しい方向 
で挿入しているか、再度ご確認く 
ださい。また、無理に巧し込まな 
いで < ださい。 

• メモ U —カードび正し<挿入され 
ると、メモ U —カードアクセスラ 
ンプび点打し（緑色）、イジ I クト 
レバーび出てさます。 

• 挿入後、メモ U —カードカバーを 
閉めて < ださい。 


























































2 .メモリーカードを初期化（フオーマット）する 
メモリーカードを初期化すると、カード内のデータはすべて消えてし 
まいます。 カード内に必要なデータび残っている場合は、初期化の前 
に、パソコンなどに保存してください。なお、メモ U —カードをカメ 
ラから抜くとさは、その前に必ず電源を OFF にしてください。 

2.1 電源を日 N にして、2っの F ( S ボ 
タン（削除ボタン®と露出モー 
ドボタン €») を同時に約 2 秒じ （ 

上押す 

f 〇广 つ.2表示パネルとファインダー内表 

示に For (フオーマット）とい 

(333) う文字び点滅したら、再度2っ 

^ の FG 画巧ボタンを押す 


333 


• メモ IJ ーカードの初期化び始まり 
ます。 

• 初期化中は、電源を日 FF にしたり、 
バッテ IJ 一やメモ IJ 一力ードを取 
り出したりしないで<ださい。 

• f 〇 r (フォーマット）表示か点滅 
しているとさに F 0 画巧ボタンじ(外の 
ボタンを押すと、初期化は解除さ 
れます。 


•初期化び完了すると、表示パネルに記録可 
能コマ数（これから撮影できるコマ数）び表 
示されます。 


P の F 弓•，い 

司の 3 ] 



はじめに撮影の準備 
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巧大容量のメモリーカードを使用する場合 

すでにたくさんのフオルタ'一や画像び記録されているメモ IJ ーカードを使用する場 
合、メモ IJ ーカードを挿入したとさや、カメラの電源スイッチを日 N にしたとさなど 
に行われるファイル検索に時間びかかるため、撮影や再生するまでに時間びかかる 
場合びあります。 


はじめに撮穀の準備 
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メモリーカードを取0出すときは 

1 メモ U —カードアクセスランプび消なしているこ 
とを確認してください。 


2電源を OFF にしてか5、 メモ IJ - 力ードカバーを 
開けて < ださい。 

3 メモ U —カードイジェクトレバーを奥に押し込む 
との))、カードび押し出されるので、引き抜いて 
取り出してください (( D ) 〇 
• カメラをご使用後、メモ U —カードび熱くなつ 
ていることびあります。取り出しの際は、ご注 
意ください。 

• メモ IJ ーカードとメモ IJ ーカードイジェクトレ 
バーの両方を同時に押すと、カメラおよびメモ 
U —カードを破損するおそれびありますのでご 
を意ください。 




メモリーカードが入つていない場合 

メモ U —力ードび入っていない場合、表示パネルおよびファインダー内の記録可 
能コマ数表 Tjd こは卜 E -) マークび表汀^され、ファインダースク IJ —ン上に力一 
ドなしマークりび点なします。 

•電源を日 FF にした場合でを、カメラに充電された 
バッテ U - を入れているか、 AC アダプター EH -6 
(別売）をつないでいれば、表示パネルの [- E -] 

マークとファインダースク U —ン 上の カー ドな し 
マークのび点な します。 


卜,5-) 



はじめに i がの準備 
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ファインター巧の見え方を調節する 

撮影するときは、ファインダーをのぞさながら構図を決めます。あら 
かじめ、ファインダー内びはっさり見えるように調節してください。 



レンズの前キヤップを取り外し、 
電源を日 N にする 



0 視度調節ダイヤ J レで調節する 

• ファインダーをのぞさなびら視度 
調節ダイヤルを左ちに回し、フオー 
カスエ U アの枠線（シャッターボタ 
ンを半押ししたとさに表示されま 
す）び最もはっさり見えるように調 
節してください。 

• 爪や指先で目を傷つけないように 
ごを意 < ださい。 


フオーカ スエリア 


はじめに撮影の準備 
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磨礎編】撮影と再生 


初期設定で撮影する 


ここではカメラをご購入時の状態（初期設定）で使用するための、簡単 
な撮影ち法を紹介します。下のステップ！〜目の手順で撮影してく 
ださい。 

《表示パネルとファインダー内表示のイラストは、説明に関係ある部分だけを強調し、直 
接関係び無い部分は色を薄くしています。実際にはすべて同じ色で表示されます。 


ステップ1:電源を ON にする 



電源を日 N にする 

• レンズの前キャップを外してくだ 
さい。 

• 表示パネルとファインダー内表示 
の表示び点打します。 

• 撮影時には、液晶モニターは点打 
しません。 


P •，巧巧が 

[ 333 ] 




Da 


EZZ=] A 


.2 バッテ U —の残量を確認する 


半巧しタイマー 

このカメラは、シャッターボタンを半押ししてから何を操作しないで約目秒（初 
期設定）経過すると、バッテ IJ 一の消耗を抑えるために半押しタイマーびされて 
待機状態に入ります。待機状態になると、表示パネルのシャッタースピード/絞 
り値表示とファインダー内表示び消なします。シャッターボタンを半押しする 
と、半押しタイマーび再び作動してこれらの表示び再点なします。 


【基礎編】撮影と再生初期設定で撮影する 
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バッテリー残量の表示 


表示パネル 

ファインダー 

意味 

化の 

凌 7 J ^ なし 

バッテ U - は充分に残っています。 


表のなし 

バッテ U —び減り始めました。 





バッテ U — び残り少なくなりました。バッテ1 J 一 
交換の準備をしてください。 

q __ n 

(点滅） 

(点滅） 

撮影でさません。バッテ IJ 一を交換してください。 


AC アダプター EH -6 (別売）を使用した場合、バッテ IJ 一残量表示は表示されません。 



.3 メモ U —カードの残量を確認する 
• 表示パネルとファインダー内表示 
に、記録可能コマ数（これから撮影 
でさるコマ数）び表示されます。 


/ J 卜 U L L _ 

I \ \ 

gffTiTSii A 

II 。」哪- 


o' 

I 、 


カードの残量びなくなると、左の 
ように表示されます。不要な画像 
を削除するか、別のカードに交換 
して < ださい。 



【基礎編】撮影と再生初期設定で撮影する 
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ステップ 2 :撮驚に関する設定をする 

この「基礎編」では、各機能を初期設定状態にして撮影を行います。初 
期設定状態から撮影者の好みに合わせて設定を変更する場合は、「応用 
編」をご覧ください。なお、「基礎編」では G または D タイプレンズを 
装着した場合の操作例について説明しています。 

2.1 カメラの初期状態を確認する 

r ——露出 


質 ド 



P 

巧ぶ 少 

画像サイズ 

■ 

L 


画質モード- 


—— 

r 1 ゴゴゴ 1 

NORM 

— 

[] 

■czEJA 1 


フオーカスエリア ホワイトバランス 


表示ノ ネル フアインダー内表示 


•ご購入時は画質モード、画像サイズ、 IS 日感度、ホワイトバランス、露出モード、 
フオーカスエ U アび次のよラに設定されています。 


画質モード 

NORMAL 

通常のスナップ写真などの撮影に適し 
ており、画質とファイルサイズのバラ 
ンスに優れています。 

P .41 〜 P .4 己 

画像サイズ 

L 

画像は3872 X 2592ピクセルの画 
素数で記録されます。 

P .4 目〜 P .47 

IS 日感度 

100 

IS 日]日日に相当するに日感度で撮影 
しま 9 〇 

P .48 〜 P .50 

ホワイト 

バランス 

A 

けー ト） 

照明光の種類に応じて、カメラび自動 
的にホワイトバランスを調節します。 

P .51 〜 P .74 

露出モード 

P 

(プ□グラム 
才ート） 

撮影状況に応じて最適露出となるよラ 
にプ□グラム線図にしたびって自動的 
に露出制御を行います。 

P .102 〜 P .1 ]0 

フオーカス 

エ IJ ァ 

中央 

シャッターボタンを半押ししたとさ 
に、中央のフオーカスエ U アと重なる 
被写体にピントを合わせます。 

P .8 目〜 P .87 


【基礎編】撮影と再生巧期設定で撮影する 


27 


















































2.2 カメラ上面の動作モード□ック 
ボタン（①）を押しなびら、動作 
モードダイヤルを 3(1 コマ 撮影） 
に合わせる（⑨） 

• シャッターボタンを押すたびに 
1コマずつ撮影するモードです。 
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カメラ背面の AF エ U アモードセ 
レクトダイヤルを〔 【】 ](シングル 
エ U ア AF ) に合わせる 
•]] 力所のフオーカスエ U アの中か 
ら、撮影者自身び選択した]つの 
フオーカスエ IJ アだけでピント合 
わせを行ラモードです。 



2.4 


カメラ前面のフオーカスモード 
ダイヤルを S (シングル AF ヴー 
ボ）に合わせる 

• このモードでシャッターボタンを 
半押しすると、選択されたフオー 
カスエ IJ ア内の被写体に自動的に 
ピントび合います。被写体にピン 
卜び合っている場合のみ、撮影で 
さます。 



【基礎編】撮影と再生初期設定で撮影する 
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2.5 測光モードダイヤルを 63 (マル 
チパターン測光）の位置にセット 
する 

• この測光モードでは]00己分割 
RG 目センサーにより得られるさま 
ざまな情報に基づいて、最適な露 
出値を決定します。 

• ファインダー内表示に！^び表示 
されます。 


ステップ3:カゾラを傷える 

3 



カメラをしっかりと構える 



38^カメラの構え方 

•ち手でカメラのグ IJ ッ I プを包み込むように 
しっかりと持ち、左手でレンズを支えます。 
•わさを軽く締めます。 

•片足を少し前に踏み出すと、上半身び安定し 
ます。 

•縦長（縦位置）の画像を撮影したいとさは、 
左図のようにカメラを縦にして構えます。 



3.2 


構図を決める 

• ファインダーをのぞさなびら、構 
図を決めてください。 

• 中央のフオーカスエ U アに、被写 
体び重なるようにしてください。 


フ オーカ スエリア 


【基礎編】撮影と再生初期設定で撮影する 
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ステップ 4: ピントを合わせる 



ピント表示 


シャッターボタンを半押し（下記ヒント 
参照）する 

• 中央のフオーカスエ U アに重なっている被 
写体に自動的にピントび合います。 
•ピントび合ラと、「ピピッ」という電子音び 
鳴り、ファインダー内のピント表示（参）び 
点打します。 

•シャッターボタンを半押ししている間、ピン 
卜は固定されます。 

•暗い場所などでは、 AF 補助光ランプび光る 
場合びあります。 


I ファインダー内のピント表示参の点なおよび点滅については次のとおりです。 


ファインダー内 
ピント表示 

意味 

参 

(点な） 

被写体にピントび合っています。 

• 

(点滅） 

オートフオーカスでピントを合わせることびでさません。 


Ha ^ シャッターボタンの半巧し 

シャッターボタンを軽くお巧を感じるところまで押して、そのまま指を止めるこ 
とを、「シャッターボタンを半押しする」といいます。半押しするとピントび合い、 
半押しを続けている間、そのピントで固定されます。そのまま深く押し込むと、 
シャッターびされます。 



半押しすると、 そのまま深く 

ピントが固定 押し込んで撮影 
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【基礎編】撮影と再生初期設定で撮影する 








































ステップ 5: 露出をお認する 



露出を確認する 

•露出モードび/こ•（プ□グラムオート）の場 
合、シャッターボタンを半押しすると、自 
動的にシャッタースピードと絞り値びセッ 
卜されます。撮影をする前に、ファインダー 
内のシャッタースピード表示と絞り値表示 
を確認してください。 


•被写体び明るすざる、または暗すざる場合は、表示パネルとファインダー内表 
示に！; TF の表示び点打します。 


表示 

意味 

hi 1 

被写体び明るすざます。別売の ND (光量調節用）フィルターをご使 
用 < ださい。 

i 〇 

被写体び暗すざます。フラッシュを使用するか、に日感度を高く設 
定してください。 


ステップ6:撮彰する 




シャッターボタンを半押ししたまま、さ 
らに深<押し込む 

•シャッターびされ、画像びメモ U —カード 
に記録されます。 

• メモ IJ ー カードアクセスランプび点なしてい 

る間は、 メモリーカードやバッテリーを取り出 
したり 、 AC アダプターを 取りがさないでくだ 
し、。 


【基礎編】撮影と再生巧期設定で撮影する 
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撮影した画像を確認する 


撮影した画像は、カメラ背面の液晶モニターに表示されます。 



このカメラは、ワンタッチでメモ U — 
カードに記録した画像を再生でさます。 
撮影済みの画像を再生するには再生ボタ 
ン@を押します。最後に撮影した画像 
び液晶 モニターに 表示されます。 

• カメラ背面にあるマルチセ 
レクターの◄または►を押 
すと、ほかの画像を見るこ 
とびでさます。 

• 撮影に戻るには、再生ボ 
タン®を押すか、シャツ 
ターボタンを半押しして 
<ださい。 



画像を削おする 




液晶 モニターに 画像び表示されている状 
態で削除ボタン®を押すと、削除確認 
画面び表示されます。 

•もう一度削除ボタン®を押すと、表 
示中の画像び削除されて、再生画面に 
戻ります。 

• 削除するのをやめたいとさは、再生ボ 
タン®を押すか、シャッターボタン 
を半押ししてください。 



【基礎編】撮影と再生撮影した画像を確認する 


32 










































応用編につし 1 て 


ここから【応用編】に入ります。【基礎編】をひと通りマスターしたら、 
さらに高度な撮影や、撮影した画像のプリントなどに挑戦してみましょう。 


[メニュー画面で設定を行いたい 

> 


メニューの操作方法： P .34 

連続（連写）で撮影したい 
ミラーアップを行いたい 


■ 

動作モード： P .3 吕 



像の大きさや画質を変えたい 
音い場所で旧0感度を上げたい 


画像の色を見た目と合わせたい 
特殊な照明の下で撮影したい 


撮影意図に合わせて画像の仕上びりを 
調整したい . 


像の用途に合わせて色空間を設定したい 


被写体の動きに合ったピント合わせを 
行いたい 


画質モードと画像サイズ： P .41 


旧0感度： P .48 


ホワイトバランス： P . 己 


仕上びり設定： P .7 曰 


色空間： P .82 


ーカス： P .84 


g ントを自分で合わせたい 



-カス： P .98 


シャッタースピードと絞りをカメラま 
かせにして、気軽に撮影したい 


露出モード P (プ□グラムオート）： 
P .102 


動きの速い被写体をと5えたい 
被写体の動きを強調したい 


[^景の奥行きやぼかし方を調整したい 


シヤッ タースピー ドと絞りを 
自分で設定したい 


像を明るく/暗くしたい 


蔵フラッシュを使いたい 


ルフタイマーを使って撮影したい 


数の画像を重ねて写し込みたい 


定時間ごとに自動でシャッターをさりたい 


CPU レンズを使いたい 


露出モード S (シャツター優先才ート）： 
P .104 


露出モード A (絞り優先オート）： P . 10巨 


露出モード M (マニュアル）： 
P .108 


露出補正： 


フラッシュ撮影： P .120 


セルフタイマー撮影： 


画像合成と多重露出： P .133 


インターバルタイマー： 


レンズ情報手動設定： P .148 


GPS を使用した撮影： P . 1己4 


@影した画像を再生したい 


応用編につ5て 
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乂ニューの操作方法 


撮影や再生、カメラの基本的な設定をするとさは、おもにメニューを 
使います。 

メニューを表示するには 

メニューボタン善を押すと、液晶モニターに下のようなメ 
ニューび表示されます。 


表示中のメニューに、 
ページがある場 
スライダーが表 
示されます 

>各項目の設定がアイコ 
ンで表示されます 



4種類のメニユ 
(下表参照）を示すアー 
イコン（絵文字）です 

最近設定した項目 
(下表参照）を示すアー 
イコン（絵文字）です 



惦晶 モニター の明るさ 


>クり-ニンクミラ-アツブ 
1 ] ビデオ出力 
有 j ワールドタイム 
言語 (Language) 
画像コメント 


7 左のアイコンで選択したメニュー内に 
ある設定項目が一覧表示されます 


ヘルプがある場合に表示されます ( P .37) 

このアイコンび表示されているとさにヘル 
プ/プ□テクトボタン@を押すと、その項 
目のヘルプ（説明）び表示されます 

メニューの種類 

Lil 下の4種類のメニューと「最近設定した項目」びあります。どのメ 
ニューび表示されているかは、画面左端のアイコンで確認でさます。 


「►1 再生メニュ- ( P .212) 

撮影した画像に対する操作や、再生についての設定 
などを行ないます。 

〇撮影メニュー ( P .198) 

撮影についての設定を行います。 

^カスタムメニュー 

( P .226) 

カメラの各種設定を、好みに合わせて変更します。 

だ）セットアップメニュ ー 

U ( P .183) 

メモ U —力ードの初期化や、カメラの基本的な設定 
などを行ないます。 

胃 1最近設定した項目 

撮影メニューとカスタムメニューのラち、最後に設 
定したメニュー項目から順番に] 4のメニュー項目 
び表示されます。 


応用編に 0 G て乂ニュ I の操作方法 























▲または▼を押すたびに、再生、撮影、 
カスタム、セットアップ、最近設定した 
項目の各メニューが切り替わります。設 
定したいメニューを選んでください。 


▲または▼を押すたびに、已種類のメ 
ニュー画面が切り替わります。どのメ 
ニューが表示されているかは、アイコン 
で確認でさます。 




w おゴニュー切0めえ 
リセット 

拓なフオルター巧を 
ファイルち巧ま 
仕上が D 田を 


—の切り換え⑨ 


一の 表示 


Q ぉットグッ y | メニュ产 

■ — I 

あ巧モニターの巧るち 0 

J, 卜。巧ラ-?,， 一 

T ビデオ出力 m 

1|1ワールドタィム ー 

^さ陌比日11叫 age) 曰 

巧巧コタント OFF 


メニュー ボタン®を押して、 メニュ ー 
を表示します。 


Ftp 哪 

I # 


2 



「[■日 おットアップタニュー 1 

*1 力ードフォーマット 

-■ 

^ お巧モニターの巧るち 

0 

獻卜。ぉラ训 

一 

tpjjf デオホカ 

画 1 

フールドタイム 

一 

H ま巧扎 an 叫叫 e) 

曰 

Q 函&コタント 

OFF 


マルチセレクターの◄を押すと、画面左 
側のアイコンが黄色で表示されます。 


メニュー項目の設定 

メニューの操作には、マルチセレクターを使います。 

• 画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ IJ ア□ックレノ（一の設定位置に 
関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


マルチセレクターの使い方 


• 上の階層に戻る 
• 取り消す（メニューボタン 
(# も同じ役割です）_ 

• 下の項目に移動する 
• 数値を減らす 

メニュー項目の設定方法 



上の項目に移動する 
数値を増やす 

• 下の階層に進む 
•決定する（マルチセレク 
ターの中央部、実行ボタ 
ン®も同じ役割です） 

決定する（実行ボタン 
碰1も同じ役割です） 



に 

〇 

い 

て 


ォドが卜^が 

ブイ\ホソ資廷一 
時タラタリタが 
が禹ス非ブ舌 m 


メニュ I の操作方法 






































►を押すと、3で選んだメニュー内のメ 
ニュー項目を選べる状態になります。 
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メニュー項目の設定① 



国 if モード 


Wtf+FIHE 

RAW+HORMAL 

m+mic 

m 

FINE 


FORMAL 


卜巧を！ 


►を押すと、己で選んだメニュー項目が 
表示されます。 



►を押すと、設定が有効になり、已の画 
面に戻ります。 


囚メニュー画面か5撮影に戻るには 




口_|1がプ_^ュ_ 

〇 UK ゴニュー切0めえ A 
石リセット — 

e , — *■ — a - W Afkfk 


リセット 

— 

i お沒フすルター巧を 

の日 

1ファイルる巧定 

的 C 

1化上が口のを 

な N 

1る空旧 

脚 


?防«モード 


▲または▼を操作して、設定したいメ 
ニュー項目を選びます。 
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一項目の設定② 



FINE ►巧定 I 


▲または▼を押して、設定する内容を選 
びます。選択中の内容は黄色の八イライ 
卜で、変更前の内容は黄色の枠で表示さ 
れます。 


•撮影モードやカメラの状態によって、 
設定でさないメニュー項目びありま 
す。この場合、その項目はグレーで表 
示され、選ぶことびでさません。 

• 画像の削除やメモ IJ 一力ードの初期化 
など、重要な設定項目については、マ 
ルチセレクターの►ではなく、マル 
チセレクターの中央部や実行ボタン 
® を押して決定する場合びあります。 
この場合は、画面にしたびってマルチ 
セレクターの中央部または実行ボタン 
® を押して < ださい。 


メニューボタンを押すか、シャッターボタンを半押しします（液晶モニターび消 
打します）。メニュー項目びすでに選択されている場合はメニューボタン參をこ度 
押すと撮影モードに戻ります。 



応用編に 0 G て乂ニュ I の操作方法 


が 










































:ユー画面のヘルプ機能について 

メニュー画面で項目を選択しているとさなど、画面の左下にヘルプマーク？び表 
示されている場合は、ヘルプ機能び使用でさます。プ□テクト（ヘルプ）ボタン 
ffi を押している間、その項目の説明び表示されます。 


0妄■豆出 


連镜 して 巧をされた巧なコ 
マを1国ほにちなまず。巧 
.が途中でがが经通ずると妾 
■31 出を途中お玲し、それ 
までに巧おされた西巧をさ 
巧して巧がします。肩の 
I ゲイン補正いこより、巧を 
可時にけ/コマ巧)のゲインで 


ヘルプ内容び画面に収まっていない場合、プ□テクト（ヘルプ）ボタン®を押し 
なびらマルチセレクターの▼を押すことにより、ヘルプ画面を下方向にページ単 
位で切り換えて内容全体を見ることびでさます。 


巧 r 最近設定した項目 J の□ックと消去 

セットアップメニューの「最近設定した項目」 （ P . 191)では、「最近設定した項目」 
メニュー画面に表示される内容を、□ックしたり、すべて消去することびでさます。 
これにより、「最近設定した項目」メニュー画面の内容をいったん消去し、必要な項 
目のみを表示して□ックすることびでさます。 








































【旅用編】撮影 


動作モードダイヤルにより、撮影動作を S (1 コマ撮影)、 Cl (低速連 
続撮影)、 Ch (高速連続撮影)、& (セルフタイマー撮影)、 MuP (ミラー 
アップ撮影）から選択でさます。 

動作モードの切0換え 

動作モードを変更するには、動作モードダイヤル□ッ 
クボタンを押しなびら、動作モードダイヤルを回して 
セットします。動作モードは、次のとおりです。 



S 

1コマ撮影 

シャッターボタンを押すたびに]コマずつ撮影と記録び行われ、 
記録中はアクセスランプび点なします。連続撮影可能コマ数び 
日になるまで、すぐに次の撮影び可能です。 

Cl 

低速連続撮影 

シャッターボタンを押し続けると、約]〜4コマ/砂^連続して 
撮影び行えます。 

Ch 

高速連続撮影 

シャッターボタンを押し続けると、約5コマ/秒^で連続して撮 
影び行えます。動さのある被写体などに使用すると便利です。 

0 

セルフタイマー撮影 

手ブレを軽減したい場合や撮影者自身わ被写体として加わりた 
いような場合はセルフタイマー撮影び行えます （ P .1 31)。 

Mup 

ミラーアップ撮影 

シャッターボタンを]回押すとカメラ本体のミラーアップを行 
し、をラー度押すと]コマ撮影してミラーび戻ります （1 回目の 
シャッターボタンを押した後約3日砂経過した場合は、自動的 
にシャッターびされます)。撮影時にミラーアップの振動による 
ブレを防ぐことびでさます。ミラーアップ中は、オートフオー 
カス、測光、ファインダーで構図を確認することびでさません 
のでごを意ください。 

《連続撮影速度は、 

フオーカスモード C 、 露出モード S または M 、 ]/2已日秒じ(上の高速 


シャッタースピードでの値です。 


動作モード 



【応用編】撮影動作モ—ド 
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図 d4 :ほ速連続撮影時の撮影速度 (P.249) 

Cl 低速連続撮影設定時の連続撮影速度を1〜4コマ/秒の範囲で選択でさます。 




























sa 3 連続撮影可能コマ数の表示 

•シャッターボタンを半押しまたは押し続けている 
間、連続撮影可能なコマ数び表示パネルとファイ 
ンダー内表示に表示されます。連続撮影時はメモ 
U —カードへの記録び終わったコマ数分だけ続け 
て撮影でさ、最大で]日日コマまでの連続撮影び可 
能です。 

•メモ IJ - 力ードへの書き込み中に連続撮影速度び低下した場合は、レ M ) び表 
示されます。 

.画質モードを 「 FINE 」、「 NORMAL」、「BAS に」に設定した場合、実際の連続 
撮影可能コマ数にかかわらず、連続撮影可能コマ数表示部に表示されるコマ数 
は最大で2已コマ ( r ,?5) です。 

•連続撮影可能コマ数については「付録資料集」 ( P .307) をご覧ください。表 
示される連続撮影可能コマ数は、おおよその目まです。画質モードで RAW 圧 
縮や FINE / NORMAL / BAS にの圧縮記録を設定した場合は、撮影条件に 
よりフアイルサイズび異なるため、連続撮影可能コマ数び増減します。 


P i ごこ • f 5 ぶ t 

_ "Ml 

击 J 酬 [••パ) 




i 編】撮影動作モ—ド 
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巧連続撮影時の構図の縦位置-横位置情報について 

連続撮影時の構図の縦位置-横位置に関する情報は、連続撮影開始時の情報び記録さ 

れます。連続撮影中に構図を変えてを、反映されませんのでご注意ください。 

巧連続撮影時の記録時間 

•記録時間の目安は ■ UU 下のとおりです （ SanDisk 社製メモ U - 力ード SDCFX シリー 
ズ （ Extremein ) ] G 目使用時で、に日感度び]日日の場合)。 

画質モード RAW (非圧縮）+目 AS に、画像サイズ L :約5日秒 （19 コマ） 

画質モード RAW (非圧縮） ：約5日砂 （22 コマ） 

画質モード FINE 、 画像サイズ L :約35砂 （37 コマ） 

•連続撮影終了直後にメモ IJ ーカードアクセスランプび点なしている間は、カメラ本 
体からメモ U —カードを取り出さないでください。メモ U —カード、画質モード、 
画像サイズによっては、数十砂から]分間程度アクセスランプび点なします。 

• データ書さ込み中にカメラ本体からメモリーカードを取り出すと、画像データび消失 
するだけでな<、カメラ本体とメモリーカードに不具合び生じるおそれびあります。 

•メモ U —カードアクセスランプ点な中に電源スイッチを日 FF にすると、撮影された 
すべての画像びメモ IJ ー カードに記録されてから電源び切れます。ただし、画像を 
メモ IJ - 力ードに書き込み中に、削除ボタン®を押しなびら電源スイッチを日 FF 
にし、そのまま削除ボタン®を]砂じ(上押し続けると、まだメモ U —カードに書き 
込まれていない画像は記録されずに電源び切れます。 

• 連続撮影時にバッテ IJ 一の残量びなくなった場合は、新たな撮影動作は行われず、 
撮影済みの画像データびメモ U —カードに記録されて終了します。 

• マイクロドライブを使用すると、まれに書さ込み速度び低下することびあります。 


【応用編】撮影動作モ—ド 
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《撮影メニューの 「JPEG 圧縮」 で、 JPEG 画像記録時にファイルサイズを優先してデー 
夕を圧縮 （「サイズ優先」） するか、画質の低下を抑えることを優先してデータを圧縮 （「画 
質優先」） するかを選択することびでさます （ P .44)。 

巧 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録について 

•画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL」、「RAW + BASIC 」 のいず 

れかに設定して撮影した場合は、カメラでは JPEG 画像のみ再生可能です 。 JPEG 
画像と同時記録された RAW 画像はパソコンでの再生専用になります。 

• RAW 画像と同時記録された JPEG 画像をカメラ上で削除すると、 RAW 画像ち削除さ 
れます。 41 


画質モードと画像ヴイズ 


画質モード 

画像を記録する際の画質を選択します。 BASIC、NORMAL FINE 、 
RAW の順に画質び高くなります。 


RAW 

撮像素テからの生出力を] 2 bit のデータで記録します。パソコン 
で RAW 画像を表示するには、付属のソフトウエアまたは別売の 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4 lU 降） ( P .286) び必要です 。 RAW 
には非圧縮 RAW と圧縮 RAW びあり、撮影メニューの 「RAW 圧 
縮」で選択でさます （ P .4 己)。 

-非圧縮 RAW 
圧縮せずに記録します。 

-圧縮 RAW 

画像を圧縮して記録します。見た目の画質を損なラことなく、 
RAW の非圧縮記録に対して約已日〜目日％のファイルサイズで 
保をすることびできます （ P .3 日7)。また、 RAW の非圧縮記録 
に対して記録時間び短くなります。 

FINE 

画像データを約1/4の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。^ 

NORMAL 

画像データを約1/8の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。^ 

BASIC 

画像データを約1/16の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。^ 

RAW+FINE 

RAW (非圧縮または圧縮）と FINE ^ の、2種類の画像を同時に 
記録します。 

RAW+NORMAL 

RAW 俳圧縮または圧縮）と NORMAL ^ の、2種類の画像を同 
時に記録します。 

RAW+BASIC 

RAW 俳圧縮または圧縮）と目 AS に^の、2種類の画像を同時に 
記録します。 


【応用編】撮影画質モ—ドと画像サイズ 











I 

と 


ズ因 ファイル名について 

•このカメラで撮影された画像には DSCjinnn.xxx (撮影メニュー 「色空間」 を 
「 AdobeRGB 」( P .82) に設定した場合は _ DSCnnimxxx ) という名称び付きます。 
nnnn には日日日]〜9999までの数字び、 xxx には選択した画質モードの拡張テび 
入ります。拡張テは RAW の場合： NEF 、 FINE / N 日 RMAL / 目 AS にの場合； 
JPG 、 イメージダストオフデータ （ P .194) の場合； NDF となります。 

•撮影メニューの 「ファイル名設定」 を使用すると、 DSCjinnn . xxx または 
_ DSCnrinn . xxx の 「 DSC 」 の3文字を任意に変更することびできます （ P .2 日5)。 

• 同時記録された RAW 画像と JPEG 画像のファイル名は同じですび、拡張テびそれ 
ぞれ NEF 、 JPG になります。 

囚関連 データ 

42 1枚のメモリーカードで記録できる〕マ数 一「付録資料集」 （ P .3 日 7) 


画質モードの設定には、撮影メニューの 「画質モード」 で設定する方 
法、および画質モードボタン►とメインコマンドダイヤルで設定す 
る方法びあります。 RAVV 画像の非圧縮/圧縮の選択は撮影メニューの 
「RAW 任縮」 でのみ行うことびできます。 

撮影メニューの r 画質モード J で設定する場合 


Q 捕!がメーュー 

〇巧がタニュー阁〇巧无 A 
U たツ K — 

^柏贸フォルダー巧を 100 
T つァイル S 巧を DSC 

有 I 化上が〇巧定 @N 

■をを巧 


iNflRMAI > ホを i 


IN 0 RNAL 

►ホを ■ 

]BASIC 

_ 


撮影メニュー画面の 「画質モー 
ド」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 


0 画質モード選択画面び表示され 

ます。マルチセレクターの▲また 
は▼を操作して、設定する画質 
モードを選択します。マルチセレ 
クターの►を押すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻り 
ます。 


【応用編】撮影画質モ 







画質モードボタンとメインコマンドダイヤルで設定する場合 

画質モードボタンを押しなびら、メイ ■ 


• RAW 画像の場合、画質モードボタン^とメインコマンドダイヤ 
ルでは非圧縮と圧縮の選択はでさません。 RAW 画像の非圧縮と圧 
縮を選択する場合は撮影メニューの 「RAW 任縮」 ( P .45) で選択し 
て < ださい。 

•」 PEG 画像の場合、画質モードボタン^とメインコマンドダイヤ 
ルでは圧縮時の優先内容の選択はでさません。 」 PEG 画像圧縮時の優 
先内容を選択する場合は撮影メニューの 「JPEG 任縮」 ( P .44) で選 
択してください。 


巧 RAW 画像とホワイトバランスブラケティングの組み合わせについて 

画質モードを 「 RAW」、「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL」、「RAW + BAS に」 

に設定している場合は、ホワイトバランスブラケティング （ VV 日ブラケティング）を 
使用でさません。また、ホワイトバランスブラケティング設定時にこれらの画質モー 
ドに設定するとホワイトバランスブラケティングの設定び解除されます。 43 


ンコマンドダイヤルを回して使用する画質 
モードを表示パネルに表示させます。 




[ 333 ] 
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画質モ—ドと画像サイズ 
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JPEG 任縮の設定 

画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL」、「RAW + BASIC 」、 
「 FINE 」、「 NORMAL 」、「 BASIC 」 に設定して撮影した JPEG 画像の記録 
時に、ファイルサイズを優先してデータを圧縮するか、画質の低下を抑え 
ることを優先してデータを圧縮するかを選択することびでさます。 


サイズ優先 

(初期設定） 


JPEG 画像を、ファイルサイズびほぼ一定になるよラにデータを 
圧縮します。 


画質優先 


JPEG 画像を、画質の低下を抑えるよラに、画質モードに合わせ 
て最適化した圧縮を行います。 


それぞれの設定による効果の度合いは、 」 PEG 画像の絵柄によって異な 
りますび、次のような場合は効果び大さくなります。 

• 複雑な絵柄の場合 

• 画質モードび 「RAW + BASIC 」 または 「 BASIC 」 に設定されている場合 
• ISO 感度び高い場合 ( P .48) 

• 輪郭強調び強い場合 ( P .77) 

JPEG 画像圧縮の設定は撮影メニューの 「 JPEG 任縮」で行います。 



撮影メニュー画面の 「 JPEG 任 
縮」を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 



>なを1 


る画巧巧を 


0 」 PEG 圧縮選択画面び表示されま 

すので、マルチセレクターの▲ま 
たは▼を操作することにより、「ヴ 
イズ 優先」または「画質優先」を選 
択します。マルチセレクターの ► 
を押すと、設定び有効になり、撮 
影メニュー画面に戻ります。 


【応用編】撮影画質モ—ドと画像サイズ 
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非任縮 RAW と任縮 RAW の選択 



撮影メニュー画面の 「 RAW 任縮」 
を選択して、マルチセレクターの 
►を押します。 



2 


ますので、マルチセレクターの 
▲または▼を操作することによ 
り、「非任縮 RAW 」 または「任縮 
RAW 」 を選択します。マルチセ 
レクターの►を押すと、設定び有 
効になり、撮影メニュー画面に戻 
ります。 


「 RAW 任縮」の設定は、画質モードび 「RAW + FINE」、「RAW + 
NORMAL」、「RAW + BAS に」、 「 RAW 」 の場合のみ有効です。 
RAW 画像の非圧縮/圧縮の選択は、撮影メニュー 「 RAW 任縮」で 
のみ可能で、画質モードボタン^とメインコマンドダイヤルでは 
でさません。 


【応用編】撮影画質モ—ドと画像サイズ 
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画像サイズ 


画像を記録する際のサイズ（大ささ）を選択します。 D 2 日日では、3種 
類の選択び可能です。一般的に画像サイズび大さければ、大さいサイ 
ズでの出力（プ U ント）び可能になります。 


画像 サイズ 

内容 

出カサイズ^ 

L 

画像を3872 X 2592ピクセルで記録します。 

約 49.2 X 32.9 cm 

M 

画像を2896 X 1944ピクセルで記録します。 

約 36.8 X 24.7 cm 

S 

画像を] 936 X 1296ピクセルで記録します。 

約24.目 X ] 6.5 cm 


《出力解像度 200 dpi でプ U ントしたとさのおおよそのサイズです。 


• 画質モードで RAW を選択した場合は、画像サイズび固定されるた 
め画像サイズの設定はでさません。 RAW で保存した画像を付属の 
ソフトウエアや別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.4 Li ( 降）を使用 
してパソコンで表示する場合、 3872 X 2 己92ピクセルサイズに 
なります。 

画像サイズの設定には、撮影メニューの 「画像サイズ」 で設定するち法、 
および画質モードボタン^とサブコマンドダイヤルで設定する方法 
びあります。 


【応用編】撮影画質モ—ドと画像サイズ 
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囚関連 データ 

1枚のメモリーカードで記録でさるコマ数 


— ► 


「付録資料集」 （ P .307) 









撮影メニューの r 画像サイズ J で設定する場合 



撮影メニュー画面の 「画像サイ 
ズ」を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 



2 


1^悄 

289 SX 1 WS 6 H 

ロサイズ S 

1936 X 1296/2 5 M 


ますので、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより、 
設定する画像サイズを選択しま 
す。マルチセレクターの►を押す 
と、設定び有効になり、撮影メ 
ニュー画面に戻ります。 


画質モードボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場合 


画質モード ボタン^を 押しなびら、 サブ 
コマンドダイヤルを回して使用する画像サイ 
ズを表示パネルに表示させます。 
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に 0 感度 


ISO 感度を標準 （ ISO ] 日日相当）よりち高く設定することびでさ、暗い 
ところでの撮影にも対応します。 

IS 日感度は10日〜] 6日日相当の間で]/3段ステップで設定できます。 
また、 IS 日感度を] 6日日相当に対してさらに約]段まで増感できます。 

IS 日感度の設定には、撮影メニューの り SO 感度設定」 で設定するち法、 
および ISO 感度ボタンぶとメインコマンドダイヤルで設定するち法び 
あります。 

撮影メニューの nso 感度設定 J で設定する場合 


11111 SOSf な巧を 


撮影メニュー画面の り so 感度 
設定」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 



2 


ISO 感度設定選択画面び表示され 
ますので、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより、 
設定する IS 日感度を選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、 
設定び有効になり、撮影メニュー 
画面に戻ります。 


娜ィニ: 

画をサイス 
JPE 旭捕 
國圧縮 

ホワイトバラシス 
S が時ノイズ晚ま 
吉感巧ノイスおち 


ISO 巧巧陌定 


【応用編】撮影 


—so 感度 
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ま 9 〇 


itJtJ 


に'5 


ISO 


が G 


500 ► H 00 ► が G ► だぶ 


SSC 


800 


1000 


l ^50 


《 《 《 + 

U t n ^ 心 >_いつ — ,^ 心 しいつご ^ 心いこ >つ n 

n i.u > F flu. I > F fiu.D > r f Cl uu 

《ファインダー内表示では、すべて《ィ , と表示されます。 


巧高感度に設定した場合 

IS 日感度を高く設定すると、低く設定したとさに比べて、多少ヴラついた画像になる 
ことびあります。特に、 ] 6日日よりを高く増感した設定では、撮影した画像上にヴラ 
つさ、色ムラび発生します。 

因高感度ノイズ除去 

撮影メニューの 「高感度ノイズ除去」 ( P .209) を使用すると、 IS 日4日日似上の高感度 
で撮影を行った場合に、撮影した画像上のヴラつさを低減することびでさます。 「する 
(強)」 に設定するとをっとを効果び強く、つづいて 「する（標準)」、「する（弱)」 の順 
になります。高感度ノイズ除去び機能すると、連続撮影可能コマ数び減少します。な 
お、 「高感度ノイズ除去」 の設定にかかわらず、 IS 日感度び8日日よりを高くなった場 
合は、常に高感度ノイズ除去び行われます。この場合、 「高感度ノイズ除去」 を 「しな 
い」 に設定すると、 「する（弱)」 よりを弱いノイズ除去の効果び適用されます。 49 



IS 日感度ボタンがを押しなびら、メイン 
コマンドダイヤルを回して希望する ISO 
感度を表示パネル、ファインダー内表示 
に表示させます。 



表示ノ ネル フアインダー内表示 

初期設定 （1/3 段ステップ）では、 ISO 感度は次のように切り替わり 


いつ n 

I U U 

ISO 


ISO 感度ボタンとメインコマンドダイヤルで設定する場合 




【応用編】撮影— so 感度 














Mbl : 感度の自動制御 （ P .239) 

設定した IS 日 感度で適正露出び得られない場合、自動的に IS 日 感度を変更して適正露 
出を得る（をしくは適正露出に近づける）ことびでさます。制御される IS 日 感度の上 
限は、「200」、「400」、「800」、「1600」の中から指定できます。ただし、 ] 目日日よ 
りを高く増感した時は、カスタムメニュー b ] 「感度自動制御」 を 「する」 に設定でき 
ません。また、カスタムメニュー b ] 「感度自動制御」 を 「する」 に設定している場合は、 
1 目日日より を高く増感できません。 

Mb 2 : 旧0感度設定のステップ幅 ( P .242) 

IS 日 感度の切り換え段数を]/ 2 段または]段ごとに変更でさます。この場合、 IS 日感 
度は次のように切り替わります。 


1/2段 


I0S <— 

— ► 

い-いつ 

1 1 U 

SB0 <— 

个 

— ► 

U n n 
1 u u 

▼ 

8。•コ ◄ — 

— ► 

1 い—いつ 

1 1 u u 



u いつ 

fl l.«J 


1段 


100 




IB0S 




がぶ 
I B 0 0 

t 

H il.b 


HOO 


hi IJJ 


IS 日感度の切り換え段数を変更したとさに、設定されている IS 日感度び変更後の切り 
換え段数でを在しない場合、最を近い値に変更されます。 


【応用編】撮影— so 感度 
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ホワイト八ランス 


微調整び日の場合の値です。 

微調整び日の場合の値です。他社製フラッシュを使用する場合、「ホワイトバランス 
の微調整」 （ P . 已已）を参考に調節してください。 

51 


人間の目は、晴天、曇り空、白熱電球や堂光丹の室内など、光源の色 
に関係なく白い被写体は白く見えます。それに巧して、デジタルカメ 
ラで人間の目に白く見える色を画像でわ白く見えるようにするには、 
照明光の色に合わせて調整を行う必要びあります。この調整を「ホワイ 
トバランスを合わせる」といいます。 

ホワイトバランスはじ(下の9種類から選ぶことびでさます。 



ホワイトバランス 

設定される 
色温度 

内容 

A 

才ート 

約3500〜 
800日 K《i 

] 日日已分割 RGB センサー、撮像素テで色 
温度を測り、カメラび自動的に調節しま 
す 。 A (オート）で充分な効果を得るには、 
G または D タイプレンズのご使用をおすす 
めします。また、内蔵フラッシュやスピー 
ド'ライト（月 IJ 売） S 巨-800、 S 巨-600を 
カメラに装着して使用する場合は、フラッ 
シュ発光時の条件に応じて適したホワイト 
バランスに調整されます。 

水 

電球 

約3000に※！ 

白熱電球下での撮影に適しています。 

//1\\ 

堂光な 

約42日〇に※！ 

白色堂光な下での撮影に適しています。 

米 

晴天 

約己200に※！ 

晴れの曰の順光での撮影に適しています。 

ち 

フラッシュ 

約5400 

内蔵フラッシュやニコン製スピードライト(別 
売）を使って撮影する場合に適しています。 

A 

曇天 

約6000に※！ 

曇りの曰の撮影に適しています。 

をん 

晴天曰陰 

約8000に※！ 

晴れの曰の曰陰での撮影に適しています。 

巧 

色温度設定 

約2己00〜 
10000 K 

設定する色温度を数値で選択します 
( P .57)。 

PRE 

プリセット 

— 

撮影者び被写体や光源を基準にホワイトバ 
ランスを合わせたり、メモ U —カード内の 
画像と同じホワイトバランスに合わせるこ 
とびでさます （ P .59)。 


12 


【応用編】撮影ホワイトバランス 

















ほとんどの場合は A けート）で撮影できますび、 A け一りでは 
対応でさない場合や、特定の照明光に固定したい場合は、適応する 
特定のホワイトバランスを選択してセットします。また、「ホワイト 
バランスの微調整」 （ P . 日己）（色温度設定時、プ U セットモード時を 
除く）や、撮影者自身びホワイトバランスをセットする「プ U セット 
ホワイトバランス」 （ P . 己 9) も使用可能です。 

スタジオ用スト□ボを使用する場合は 、 A (オート）に設定してい 
てち適正なホワイトバランスび得られない場合びあります。その場 
合は、ち（フラッシュ）モードにして微調整を行うか、プ U セットホ 
ワイトバランスをご使用ください。 


[ S 1 を温度について 

光の色には、赤味を帯びたをのや青味を帯びたをのびあり、人間のを観で光の色 
を表すと、見る人によって微妙に異なってしまいます。そこで、光の色を絶対温 
度 （K :ケルビン）といラ客観的な数字で表したのび色温度です。下図のよラに 
色温度び低<なるほど赤味を帯びた光色になり、色温度び高<なるほど青味を帯 
びた光色になります。 


赤味大 




青味大 


4000 5000 6000 


80001000012000 [K] 
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快晴の空 


曇天 


忌宪色 


晴天昼光 

忌 I 白色 


白色 

温白色 

八□ゲン電球 
白熱電球 

電球色 


石油丹 

ろラそ < の炎 
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ホワイトバランスの設定には、撮影メニュー 
の 「ホワイトバランス」 で設定する方法、お 
よびホワイトバランスボタン％とメインコ 
マンドダイヤルで設定する方法びあります。 

いずれの場合も、設定されたホワイトバランスのアイコンび表示パネ 
ルに表示されます。 

撮影メニューの「ホワイトバランス J で設定する場合 


〇围疫サイブ 
ク JPE 旭搞 
t - fRAH 圧搞 


I ホワイトバランス 


撮影メニュー画面の 「ホワイト八’ 
ランス」 を選択して、マルチセレ 
クターの►を押します。 



0 ホワイトバランス選択画面び表 
示されますので、マルチセレク 
ターの▲または▼を操作するこ 
とにより、設定するホワイトバラ 
ンスを選択し、►を押します。因 
(色温度設定） を選択した場合は、 
色温度設定画面び表示されます 
( P . 己7 )。 PRE (プ U セット）を選 
択した場合は、プ U セット画面び 
表示されます （ P . 日9)。それ iU 外 
のモードを選択した場合は、ホワ 
イトバランスの微調整を設定す 
る画面び表示され、微調整値を決 
定すると、設定び有効となります 
( P . 己己)。 
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ホワイトバランスボタンとメインコマンドダイヤルで設定する場合 
• ホワイトバランスボタン%を押しなびら、 

メインコマンドダイヤルを回して希望す 
るホワイトバランスのアイコンを選択し 
9 〇 

C 



MeB : 才ートブラケティングのセット ( P .263) 

カスタムメニュー e 已 「オートブラケティングのセット」 で rWB ブラケティング」 を 

選択すると、設定したホワイトバランスに対して、自動的に調整量を変化させなびら 
複数の画像を記録することび可能です。詳しくは「ホワイトバランスブラケティング」 
5^ ( P .72) をご覧ください。 


A 


け-卜 ） ^ (電嫩^健光灯）^ (晴天） 


フ4シュ) 


PRE ィ 
(プ U セット)^ 


^色温度設定)^ 


も'‘ 

(晴天曰陰） 


A 

詹天） 
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ホワイトバランスの微調璧 

P . 己3〜己4の操作でホワイトバランスを因 
(色温度設定 )、 PRE (プ U セット）1；(外に設 
定した場合は、さらに微調整を行うことび 
できます。ホワイトバランスの微調整は撮 
影メニューの「ホワイトバランス」、もしくはホワイトバランスボタン 
%とサブコマンドダイヤルで行います。いずれの場合ち、微調整値び 
C 外に設定されると表示パネルにホワイトバランス微調整表示 
び点打します。 

• 調整範囲は]段ステップで±3段です。 

•] 段は約]日ミレッドに相当します趙光好モードを除く）。設定され 
る色温度は光源の種類によって異なります。 

• 「一」方向に微調整を行った場合は画像び赤味びかり、「+」方向に微 
調整を行った場合は画像び青味びかります。 


ragg ミレッド (MIRED) とは 

色温度の逆数を百万倍 （1 日 e ) したをのです。色温度は、同じ色温度差でを、色 
温度の低い場合では色の変化び大さ<、色温度の高い場合では、色の変化び小さ 
くなります。たとえば同じ]日日日ケルビンの違いでを目日日日ケルビン付近では 
変化はほとんどありませんび、3日日日ケルビン付近では]日日日ケルビンの違い 
で光色び大さく変わります。ミレッドは、その変化幅をほぼ同じに表現する尺度 
であり、色温度補正フイ j レターの単位としてを利用されます。 


例）色温度の差 （K :ケルビン） 
4000 K - 300 0 K 二1000 K 
7000 K - 600 0 K 二1000 K 


ミレッドの差 （M :ミレッド） 
83 M 
24 M 
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撮影メニューの「ホワイト八ランス J で設定する場合 



撮影メニュー画面の「ホワイトパ’ 
ランス」を選択して、マルチセレ 
クターの►を押し、因（色温度設 
定）、 PRE (プ U セット）1；(外の希 
望するホワイトバランスを選択 
してマルチセレクターの►を押 
すと、微調整画面び表示されま 
す。 


ホワイトバランス 


2 



マルチセレクターの▲または ▼ 
で設定する微調整量を一3〜+ 3 
の範囲で選択します。マルチセレ 
クターの►を押すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻り 
ます。 


ホワイトバランスボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場合 
ホワイトバランスボタン％を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回 
して希望するホワイトバランスの微調整量を表示パネルに表示させま 
す。 



3妙-?转••{妙 G 林イ-林イ林イ -3 
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囚関連 データ 

ホワイトバランスの各微調整値に対する色温度 


— ► 


「付録資料集」 （ P .309) 























を温度設定 

フラッシュや人工の照明を使用しない曰中の風景写真などでは、色温 
度を指定してホワイトバランスを設定することびでさます。ホワイト 
バランスで因（色温度設定）を選択すると、撮影者びホワイトバランス 
に使用する色温度を、 3] 種類の色温度の中から数値で設定することび 
でさます。光源び堂光灯の場合や、フラッシュ撮影の場合は、それぞ 
れ端（堂光好）モード、ち（フラッシュ）モードを選択してください。 

撮影メニューの「ホワイトバランス J で設定する場合 


I ずワイトバランス 
稱ちがな 

m If 天 

V フラッシュ 

a が 

を商天曰隆 


[_囚色溫度おを 




撮影メニュー画面の「ホワイト八’ 
ランス」を選択して、マルチセレ 
クターの►を押し、因（色温度設 
定）を選択してマルチセレクター 
の►を押すと、色温度設定画面び 
表 7 J \ されます。 


5000 K ► 巧を 1 


2 


5300 

K 

5600 

K 

5900 

K 1 

6 扣〇 

K 1 

6700 

K 


マルチセレクターの▲または ▼ 
で設定する色温度を2500 K 〜 
1日00 OK の範囲で選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、 
設定び有効になり、撮影メニュー 
画面に戻ります。 
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巧試し撮りについて 

ホワイトバランスで 「色温度設定」 を選択した場合は、試し撮りをして、設定した色 
温度び撮影状況に適しているかどラかを確認することをおすすめします。 57 









ホワイトバランスボタンとサブコマンドタイヤルで設定する場合 
ホワイトバランスボタン％を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回 
して希望する色温度を表示ノてネルに表示させます。 



巧[ぶ K 和今巧5な K 


3〔ぶが和今巧5が 


巧5が 


パ[ぶ K 


が巧が和今 ？ g なが 


EI ぶが和今が [ ぶ K 一 たぶが一がごが 


sees'► 3BDtT4—k 3intT4—k EISOtT 


••にぶが 


SElOtT 


がぶが一がごが 


リ8(3が 


5£ぷが一55ぶが一5なロロ K 


•5 5ぶが一5’ぶが一’}ぶが一’厂ぶが 

t 

-►ににぶ 一 3ぶが 和今 83 [{が 
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プリセットホワイト八ランス 

プ U セットホワイトバランスでは、撮影する照明下で取得したホワイ 
トバランスまたは撮影済みの画像のホワイトバランスデータをカメラ 
にプ U セットデータとして保存し、ホワイトバランスを設定します。 
カクテル照明や特殊照明下で、前記のオートや電球モードなどの各設 
定や、色温度設定では望ましいホワイトバランスび得られない場合に 
便利です。 

プ U セットデータを保存するには、次の方法びあります： 



プ U セツトデータを新規に取 
得して保をする 

• 撮影する照明下で白またはグレーの被写体を基 
準にして撮影を行い、撮影データより取得して保 
をする ( P .61) 

撮影済みの画像のホワイトバ 
ランスをコピーして保をする 

• メモ IJ ーカード内の画像で使用されたホワイト 
バランスデータをコピーして保をする ( P .66) 

• 別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4 し U 降）で調 
整したホワイトバランスデータをコピーして保 
をする ( P .65) 
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d-1 〜 d-4 

次のデータをプリセツトデータとして保存します。 


d - 日に保存されているプ U セツトデータ 
のコピー ( P .64) 


メモリーカード内の画 
像で使用されたホワイ 
トバランスの コピー 
( P .66) 



別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.41^ U 降）で調整したホワイトバランスのコピー ( P .6 己） 


巧すでに設定されているプリセツトデータの変更について 

使用するプ U セットデータ （ d - O 〜も4)は、撮影メニュー ( A 〜 D ) ( P .199) ごと 
に選択することびできます。ただし、各プ IJ セットデータ （ d - O 〜も4)の内容は、す 
ベての撮影メニューで共用しています。したびって他の撮影メニューで使用されてい 
るプ U セットデータの内容を変更すると、その撮影メニューのホワイトバランスを変 
要されることになります。 d -1 〜 cl -4 の内容を変更する場合に他の撮影メニューでそ 
のプ U セットデータび使用されているとさは、液晶モニターに警告メッセージび表示 
60 されます。 


プ U セットデータは、 d - 日〜 d -4 の日つの場所に保存でさます。また、 
各プ U セツトデータにはコメントを添付することびできます （ P .7 日)。 


d-O 

新規取得したプリセツトデータの保存をし 
ます。新規取得するごとに新しいプリセツ 
トデータに上書をされます。 
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プリセツトデータの新規取得 

• あらかじめプ U セツトホワイトバランスをセツトする照明下で、白 
またはグレー（無彩色）の被写体を用意しておいて<ださい。スタジ 
才用スト□ボにてプ U セツトホワイトバランスをセツトする場合は、 
被写体をグレー（18%標準反射板）にすることをおすすめします。 

• 新しく取得されたプ U セツトデータは、常にん日に保存されます。 

• 白またはグレーの被写体を基準にプ U セツトデータを取得するとさ 
は、いずれの露出モードの場合でも、適正露出で撮影してください。 


ホワイトノ くランスボタン%を押し 
なびら、表示パネルに PRE (プ U 
セット）び表示されるまでメイン 
コマンドダイヤルを回します。 

• 取得-保を後すぐにそのプ IJ セッ 
トデータを使用する場合は、ホワ 
イトバランスボタン%を押しなび 
らヴブコマンドダイヤルを回して 
d -0 を選択します。 



P d-s _^ 

醒 P パ 

。 \mn ~PRE 



いったんホワイトバランスボタン 
^から指を離し、再度ホワイトバ 
ランスボタンをを].己秒上押 
し続けます。プ U セット取得モー 
ドになり、表示パネルとファイン 
ダー内表示に PrE の文字び、表 
示パネルに PRE のアイコンび、そ 
れぞれ点滅します。 
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プ u セット取得モード中に、撮影 
する照明下で白またはグレー（無 
彩色）の被写体をファインダー 
いっぱいにとらえてシャッターボ 
タンを押すと、その被写体を基準 
にプ U セットデータび取得され、 
d - 日に保存されます。 

• ピントび合わなくてもシャッターび 
され、プ U セットデータび正常に取 
得されます。 

• シャッターボタンを押してプ IJ セット 
データを取得してち、メモ U —力一 
ドへの画像の記録は行われません。 



つ4 

お 



プ U セットデータび取得される 
と、表示パネルのシャッタース 
ピード表示部に tZood の文字 
び、ファインダー内表示のシャッ 
タースピード表示部に乙,ゴの文 
字びそれぞれ約3秒間点滅し、プ 
U セット取得モードを終了しま 
す。プ U セット取得モードび終了 
すると、撮影モードに戻ります。 


• 被写体び極端に低輝度または高輝度の場 
合、カメラびプ U セットデータを取得で 
さないことびあります。この場合、表示パ 
ネルとフアインター内表汀^のシヤッター 
スピード表示部/絞り値表示部に,つ〇 〔 M ゴ 
の文字び、それぞれ約3秒間点滅し、プ 
U セット取得モード（手順 3) に戻ります。 





















•新規取得したプ u セットデータは、常にも日に保存されます。他の 
プ U セットデータ ( d -1 〜 d -4) を選択している場合、そのままでは 
新規取得したプ U セットデータを使用でさません。新規取得したプ 
U セットデータを使用するには、プ U セットデータとしてん日を 
選択してください。 

• も日に新規取得したプ U セットデータは、 d -1 〜 d -4 にコピーするこ 
とびでさます （ P .64)。 

• 出荷時のプ U セットデータん日〜 d -4 は晴天モードと同じ色温度 
己2日日 K に設定されています。 

• プ U セット取得モードを解除するには、ホワイトバランスボタン|^ 
を押して < ださい。 
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新規取得したプリセットデータのコピー ( d -1 〜 d -4 のみ） 

ん日で取得したプ U セットデータを、選択したプ U セットデータの保存 
場所に コピーし ます。 

撮影メニュー画面の「ホワイト八’ 
ランス」から PRE (プ U セット） 

を選択してマルチセレクターの 
►を押すと、プ U セットデータの 
保存場所一覧び表示されます。 


2 マルチセレクターの 

►を押して、プ U セツトデータを 
コピーする保存場所を選択しま 
す。 


3 マルチセレクターの中央部を押す 

と、プ U セットメニューび表示さ 
れます。 

• プ U セットメニューの表示中に、保 
を場所を変更する場合は、マルチ 
セレクターの▲または▼を操作し 
て保を場所（ん1〜 d -4) を選択し、 
► を操作して保を場所を切り換え 
ます。 
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マルチセレクターの▲または ▼ 
を押し、 「 d -0 をコピ ー」を選択 
し On 9 〇 


マルチセレクターの►を押すと、 
ん日で取得したプ U セツトデータ 
を指定した保存場所にコピーし、 
保存場所一覧に戻ります。 

• d - 日のプ U セツトデータにコメン 
卜びある場合、コメントもコピー 
されます。 


Nikon Capture 4 のホワイトバランス操作について 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4 i ； l 降）を使用すると、 D 2 日日で撮影された 
RAW 画像をパソコン画面で確認しなびらホワイトバランスを調整することびで 
きます 。 Nikon Capture 4でホワイトバランスを調整した画觀ま、プ U セット 
データとして直接カメラに保をしたり、メモ U —カードに記録し、 「使用する画 
像の 選択」を使用してコピーすることもできます。また 、 Nikon Capture 4で 
編集されたホワイトバランスのコメントをプ IJ セットデータのコメントとしてコ 
ピーされます。詳しくは Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 
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撮影済み画像のホワイト八ランステータのコピー ( d -1 〜 d -4 のみ） 

選択したプ U セツトデータの保存場所に、メモ U —カード内の画像で使 
用されたホワイトバランスを、プ U セツトデータとしてコピーします。 


ホワイトバランス 



ホワイトバランス 




2 



撮影メニュー画面の 「ホワイト八’ 
ランス」 から 、 PRE (プ U セット） 
を選択してマルチセレクターの 
►を押すと、プ U セットデータの 
保存場所一覧び表示されます。 

マルチセレクターの 
►を押して、プリセットデータを 
コピーする保存場所を選択します。 



Hi 巧巧ずる面ほの进巧 ►I 


4 


マルチセレクターの中央部を押す 
と、プ U セットメニューび表示さ 
れます。 

• プ U セットメニューの表示中に、 
保を場所を変更する場合は、マル 
チセレクターの▲または▼を押して 
保を場所 ( d - l 〜 d -4) を選択し、 ► 
を押して保を場所を切り換えます。 

マルチセレクターの▲または ▼ 

を押し、 「使用する画像の選択」 

を選択します。 


d - O をコビー 



【応用編】撮影ホワイトバランス 






















5 マルチセレクターの►を押すと、 
メモ U —力ードに保存されてい 
る画像び一覧で表示されます。 


I ずワイトバランス 
随用ずる画なの理巧 

I 

■iliBI 

蘭 £ 朔 S 适図が大 


6 マルチセレクターで画像を選択 
します。 

• 選択した画像は、サムネイルボタ 
ン©を押している間、拡大して確 
認することびでさます。 



7 


マルチセレクターの中央部を押す 
と、メモ U —カード内の選択画像 
のホワイトバランスデータび指 
定した保存場所にコピーされて、 
プ U セツトデータの保存場所一 
覧に戻ります。 

• メモ IJ ーカード内の選択画像に画 
像コメントびある場合、画像コメ 
ントをコピーされます。 


d i 編】撮影ホワイトバランス 


巧 r 使用する画像の選択 J で選択できないメモリーカード内の画像について 

「使用する画像の選択」 では、 D 2 日日で撮影された画像のみ選択でさます。他のカメ 
ラで撮影した画像は、画像の一覧に表示されず、選択でさません。 67 












プリセットデータの選択 

選択したプ U セットデータを、 lil 降の撮影で使用するホワイトバラン 
スに言又定しまろ。 

撮影メニュー画面の 「ホワイト八’ 
ランス」 ( P .198) から PRE (プ 
U セット）を選択してマルチセレ 
クターの►を押すと、プ U セット 
データの保存場所一覧び表示さ 
れます。 

マルチセレクターの 
►を押して、設定するプ U セット 
データを選択します。 

• プ U セットデータの保を場所一覽 
び表示されているとさに実行ボタ 
ン參を押すと、選択されている保 
を場所のプ U セットデータびその 
まま設定されて、撮影メニューに 
戻ります。 

マルチセレクターの中央部を押す 
と、プ U セットメニューび表示さ 
れます。 

• プ U セットメニューの表示中に、設 
定するプ U セットデータを変更する 
場合は、マルチセレクターの▲ま 
たは▼を操作して保を場所 （ d - 日〜 
d -4) を選択し、►を操作して保を 
場所を切り換えます。 



ホワイトバランス 
ブ IJ セット 




コタント巧ホ 
巧巧ずる面ほの邊巧 
d -0 を コビー 
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L 巧定 ►み定 J 


コイント巧を 
巧用ずる西ほの巧巧 
d - 0をコピ 


4 


マルチセレクターの▲または ▼ 
を押して、「設定」を選択します。 


〇画该サイブ 
ク JPE 旭結 
三- [RAW 圧搞 

t n WC aiSMlM 

有：長が時ノイズおち 
ち感度ノイズ除モ 
ISO おな巧を 


5 


マルチセレクターの►を押すと、 
設定び実行されて撮影メニュー 
に戻ります。 


Ml その他のプリセットデータ選択方法について 

ホワイトバランスを PRE (プ IJ セット）に設定している場合は、ホワイトバラン 
スボタン%を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回してプ IJ セットデータを 
選択することび可能です。ホワイトバランスボタンを押している間、選択中 
のプ U セットデータの保を先び表示パネルに表示されます。 


mm[x~ 
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プリセットデータのコメント編集 

選択したプ U セットデータにコメント（最大 36 文字）を入力します。 

1 撮影メニュー画面の 「ホワイト八’ 

ランス」 から PRE (プ U セット） 
を選択してマルチセレクターの 
►を押すと、プ U セットデータの 
保存場所一覧び表示されます。 


2 マルチセレクターの 

►を押して、コメントを入力する 
プ U セツトデータを選択します。 


マルチセレクターの中央部を押す 
と、プ U セットメニューび表示さ 
れます。 

• プ U セットメニューの表示中に、コ 
メントを入力するプ U セットデータ 
を変更する場合は、マルチセレク 
ターの▲または▼を押して保を場 
所 ( d -0 〜 d -4) を選択し、►を操作 
して保を場所を切り換えます。 


ホワイトバランス 
ブ IJ たット 


过船 けを 
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4 


マルチセレクターの▲または ▼ 
を押し、 「コメント 編集」を選択 
しふ 〇 



Cj マルチセレクターの►を押すと、 

コメント入力画面になります 
( P .188)。 



G コメント入力後に実行ボタン® 

を押すと、プ U セットデータの保 
存場所一覧に戻ります。 


つタント巧ま 


画巧を 


のが I - V ル @ A 力 S ) 決定_ 


巧巧ずる面ほの进折 
d -0 をコビー 


j 夕 I ワイトバランス 
ブ U たット 


d i 編】撮影ホワイトバランス 


) 8 G V 

( 7 F U 

J 6 E T 

S 5 P S 

% 4 C R 

rj 3 B 〇 
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WB (ホワイトバランス）ブラケテイング 

WB (ホワイトバランス）ブラケティングは、 ] 回の撮影で設定したホ 
ワイトバランスに対してセットした撮影コマ数分 （1 回の撮影で最大9 
コマ）だけ自動的に色温度をずらして記録します。複数の光源び混在し 
ているなど、ホワイトバランスの決定び難しい場合や、微妙な白の色 
味を好みで選びたいとさなどに効果的です。 

WB ブラケティングの設定 


，弓才ートフラケティンヴ 
のセット 


r お化 •巧が1フラ巧 f ) ヴ 
AE 化 巧 巧。ブ 

t 7うマれ m 子。う 


カスタムメこユー e 己 「オートブラ 
ケティングのセット」 （ P .263) で 
「W 目ブラケテイング」 を選択しま 

す。 



〇 オートブラケティングボタン® 

を押しなびら、メインコマンドダ 
イヤルを回して撮影コマ数を表示 
パネルに表示します。日コマじ(外 
に設定されると、表示パネルに 
WB ブラケティングマーク mm 
と w 目ブラケティングインジ 
ケーターび表示されます。 
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オートブラケティングボタン® 
を押しなびら、サブコマンドダイ 
ヤルで補正ステップ （ P .3] 0) を 
セットします。 

• ホワイトバランス補正ステップの] 
段は、約]日ミレッドに相当します。 






影します。 



• W 巳ブラケティングでは、 ] 回の撮 
影でセツトされたすべてのコマ数 
び記録されます。 


• W 目ブラケティングとホワイトバ 
ランスの微調整び同時にセットし 
てある場合、微調整に W 目ブラケ 
ティングの補正び加算されます。 

• W 目ブラケティングを解除する場合 
は、オートブラケティングボタン 
® を押しなびら、メイン〕マンド 
ダイヤルで表示パネルの撮影コマ 
数を0にセットし、 W 目ブラケティ 
ング マーク 哑5回 田を消打させま 
す。この場合、セットした補正ス 
テップは次回の W 目ブラケティン 
グ時まで保持されます。また、ツー 
ボタン U セット （ P .1 已 6) でも解除 
でさますび、この場合はセットし 
た補正ステップは保持されません。 

• W 目ブラケティングの撮影コマ数び 
記録可能コマ数より多い場合、絞 
り値び消打してシャッタースピー 
ド表示部に PL , L L ( FuU び点打 
し、記録可能コマ数び点滅し、レ 
IJ ーズでさません。新しいメモ U — 
カードに交換すると撮影できます。 






















巧 WB ブラケティングの制限について 

W 巨ブラケティングは、画質モードび RAW 、 または RAW + FINE、RAW + 
NORMAL RAW +目 AS にの場合は使用できません。また、ホワイトバランスを因 
(色温度設定）または PRE (プ U セット）に設定している場合を使用でさません。 

D 画質モードの変更について 

W 巨ブラケティングセット後に画質モードを RAW 、 または RAW + FINE、RAW + 
NORMAL 、 RAW + 目 AS ににセットにすると W 日ブラケティングの設定び解除され 
よ9 〇 

巧 WB ブラケティング時の連続撮影について 

動作モードにかかわらず、 VV 日ブラケティング時は]回のシャッターボタンの押し込 
みで]回の撮影を行い、セットしたコマ数の記録を行います。シャッターボタンを押 
し続けてを連続撮影にはなりません。 

巧電源スイッチを OFF にした場合 

W 日ブラケティングの場合は、メモ IJ 一力ードアクセスランプ点な中に電源スイッ 
チを日 FF にした場合、すべてのコマの記録び終了してから電源び切れます。ただし、 
削除ボタン®を押しなびら電源スイッチを日 FF にし、そのまま削除ボタン@を] 
秒似上押し続けると、まだメモ IJ 一力ードに書さ込まれていない画像は記録されずに 
電源び切れます。 

巧セルフタイマー撮影時 

セルフタイマー撮影時 （ P .] 31) に W 日ブラケティングを行った場合、一回のセルフ 
タイマー撮影で設定された撮影コマ数び全て記録されます。 

囚関連データ 

W 巨ブラケティングの設定コマ数と補正ステップの組み合わせ 一「付録資料集」 
(P.310) 

図 e 7 :才ートブラケティング撮影時の補正順序 （ P .265) 

マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるように変更でさます。 

回 e 8 :オートブラケティングの設定方法 ( P .265) 

オートブラケティングボタン®を押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、 
オートブラケティングの設定/解除を、オートブラケティングボタン®を押しなび 
らサブコマンドダイヤルを回すと、撮影コマ数と補正ステップを組み合わせで選択で 
さるように変更でさます。 


【応用編】撮影ホワイトバランス 


74 



仕上が 0 設定 


記録する画像の仕上びりを設定します。撮影シーンや好みに応じて 「標 
準」、「ソフトに」、「鮮やかに」、「よ 0 鮮やかに」、「ポートレート」 を 

選択すると、輪郭（シャープネス）、コントラスト、色再現、彩度、色 
相の組み合わせび、それぞれ最適な状態で再現されるように設定され 
ます。また、 「カスタマイズ」 を選択すると、撮影意図に合わせて輪郭、 
コントラスト、色再現、彩度、色相を個別に設定することび可能です。 


0 N 

(初期設定） 

標準的な画像に仕上げます。さまざまな撮影状況に対応します。 

燃 0 

ソフトに 

被写体の輪郭をソフトに再現します。人物の肌をなめらかに表 
現したいとさや、撮影後にパソコン上で画像をレタッチする場 
合に適しています。 

0 V 1 

鮮やかに 

彩度を高め、赤色と緑色を鮮やかに表現します。ややコントラ 
ストび高く、シャープな画像になります。 

0 vr よ 0 鮮やかに 

彩度とコントラストを高め、被写体の輪郭を強調した画像にな 
ります。 

好 P 0 

ポートレート 

人物撮影に適しています。コントラストを抑え、肌の質感や立 
体感を自然に仕上げます。 

感诊 

カスタ 7 イズ 

「輪郭強調」 （輪郭)、 「階調補正」 （コントラスト）、 「カラー設定」 
(色再現)、 「彩度設定」 （彩度)、 「色合い調整」 （色相）を個別に 
設定します （ P .77)。 

鄉 W 

白黒 

撮影した画像を白黒で記録します。 


Iffla ファインタースクリーン上の表示について 

仕上びり設定を 「白黒」 に設定すると、ファインダースク U —ン上に白黒マーク B/W 
び表示されます ( P .8)。 


巧 [0^ カスタマイズ J がかの仕上が0設定についてのご注意 

充分な効果を得るには、 G タイプまたは D タイプのレンズをお使いになることをおす 
すめします。 


i 編一撮影仕去り設定 


囚色空間について 

画像の色空間は、撮影メニューの階空亂で 「 sRGB 」 （初期設定）または 「 AdobeRGB 」 
から選択できます （ P .2 日6)。 
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巧仕上が0設定についてのご注意 

「カスタマイズ」 切外の仕上びり設定で撮影する場合、撮影画像を使用して最適な仕 
上びりになるよラに自動的に設定されます。同じよラなシーンを撮影する場合でを、 
被写体の位置、大ささ、または露出び変わると、仕上びりび変化することびありま 
す。仕上びりを固定して撮影したい場合には、「0終 カスタマイズ」 を選択して 「輪郭 
強調」、 「階 調補正」、「カラー設定」、「彩度設定」、「色合い調整」 を個別に設定するこ 
とをおすすめします。ただし、 「輪郭強調」、 「階 調補正」 を A (オート）に設定すると、 
シーンによって輪郭の強調度合いやコントラストび変化することびありますので、こ 
76れらを固定して撮影する場合は 、 A (オート）し：!外に設定して撮影してください。 


仕上びりの設定は撮影メニューの 「仕上が0設定」 で行います。 


〇巧おゾニュー巧0巧文 A ■ 

ぶわット ー‘ 

■^^お贸フォルダー掛を 100 
Y ファイル: g 巧定 DSC 


が上び G 巧定 


ををお！ 

面巧モー 



撮影メニュー画面から 「仕上が0 
設定」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 


化上が 0 K 定 


ITmrn 


0soy フ h に 
なVIががかに 
YIgvt より巧やかに 
■な树ボートレート 
0クカスタタイズ 
馆 Bf 白巧 


0 仕上びり選択画面び表示されま 

> 決动 すので、マルチセレクターの ▲ 

または▼を操作することにより、 
設定する仕上びりを選択しま 
す。マルチセレクターの►を押 
し、「0於 カスタマイズ」 を選択 
した場合は、カスタマイズ画面 
( P .80) び表示されます。それ 
外の仕上がりを選択した場合は、 
設定び有効となり撮影メニュー 
に戻ります。 
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巧輪郭強調についてのご注意 

輪郭強調を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適な輪郭の 
強調度合いを設定します。同じよラなシーンを撮影する場合でを、被写体の位置、大 
ささ、または露出び変わると、強調度合いび変化することびあります。輪郭の強調度 
合いを固定して撮影したい場合には 、 A (オート）切外の設定を選択することをおす 
すめします。 77 


仕上が0設定のカスタマイス 

仕上がり設定で 「好終カスタ7イズ」 を選択すると、撮影意図に合わせ 
て、 「輪郭強調」 （シャープネス）、 「階調補正」 （コントラスト）、 「カラー 
設定」 （色再現)、 「彩度設定」 （彩度)、 「色合い調整」 （色相）を個別に設 
定することびでさます。 

輪郭強調 

撮影シーンや好みに応じて、記録する画像の輪郭（シャープネス）を設 
定します。輪郭（シャープネス）を強調する度合いを意図的に調整でさ VI 


A 

才ート 

(初期設定） 

撮影した画像から、最適な輪郭をカメラび自動的に設定し 
ます 。 A (オート）を充分に活用するために、 G または D 夕 
イプレンズのご使用をおすすめします。 

◊ 0 

標準 

標準的なレべレで輪郭強調を行います。 

0-2 

弱 

輪郭強調の度合いは標準よりを弱くなります。 

0-1 

やや弱 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや弱くなります。 

0+1 

やや強 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや強くなります。 

0+2 

強 

輪郭強調の度合いは標準よりを強くなります。 

& 

しない 

輪郭強調を行いません。 
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階調補正 

記録する画像のコントラストを設定します。 


A 才—卜 

A (初期設定） 

撮影した画像から、最適なコントラストをカメラび自動的に設 
定します。 A (オート）を充分に活用するために、 G または D 
タイプレンズのご使用をおすすめします。 

3〇 標準 

標準的なコントラストです。暗いシーンから明るいシーンま 
で、さまざまな撮影状況を再現します。 

•- コン 請 スト 

コントラストを弱めにして、軟調な画像に仕上げます。晴天時 
の人物撮影や、顔などの白飛びび気になる場合に適しています。 

コッスト 

コントラストを強めにして、硬調な画像に仕上げます。霞んだ 
遠景を撮影する場合などに適しています。 


別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4_ tU 降）でューヴー定義し、 
カメラにダウン□ー ドしたトーンカーブを使用します。出荷時 
のトーンカーブは標準に設定されています。 


カラー 設定 

記録する画像の色再現を設定します。フイルムカメラでは好みの色調 
に応じてフイルムを選択しますび、 D 2 日日では、カラーモードの選択 
により色相、彩度、色域を特徴づけることびでさます。 


I モード I 

1 (初期設定） 

画像調整などを行わなくてを肌の色合いやグラデーション 
を自然で階調豊かに再現します。 

II モード n 

素材性を重視した色再現です。撮影した画像を積極的に調 
整、加工する場合に最適です。撮影メニューの「色空間」び 
「 AdobeRGB 」 に設定されている場合のみ選択できます。 

III モードの 

風景撮影に適したモードです。画像調整などを行わなくて 
を緑や青空などの色を鮮やかに再現します。 「モード I 」に 
比べ、やや硬調な画像に仕上びります。 


田階調補正についてのご注意 

階調補正を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適なコント 
ラストに設定します。同じよラなシーンを撮影する場合でを、被写体の位置、大ささ、 
または露出び変わると、コントラストび変化することびあります。コントラストを固 
定して撮影したい場合には 、 A (オート）似外の設定を選択することをおすすめします。 

巧 r モード nj について 

「モード n 」 は撮影メニューの 「色空間」 び 「 AdobeRGB 」 に設定されている場合のみ 
選択できます。 「モード n 」 に設定してから 「色空間」 を 「 sRGB 」 に変更すると、自動 
7 R 的に前回の 「 sRGB 」 設定時と同じカラーモードに変更されます。 


【応用編】撮影仕上がり設定 















彩度設定 

記録する画像の色の鮮やかさを設定します。 


A 才-卜 

撮影した画像から、最適な彩度をカメラび自動的に設定しま 
す 。 A (オート）を充分に活用するために、 G または D タイプ 
レンズのご使用をおすすめします。 

逸)0 標準 

(初期設定） 

標準的な彩度に調整します。通常の撮影ではこの設定をご 
使用になることをおすすめします。 

免)- 弱め 

彩度を抑えます。画像をパソコンでレタッチする場合など 
に適しています。 

盛+ 強め 

彩度を鮮やかにします。画像をプ U ンターで直接出力する 
場合に適しています。 


色合い調整 

記録する画像に対して色相の調整び可能です。色合い調整の数値は約 
-9° 〜約+9° (1 ステップ約 3°) の7段階で、0°び初期設定です。肌 
色を基準とした場合、+側に数値を高くすると黄色みび増し、一側に 
数値を低くするとホみび増します。他の色の場合、調節の度合いによ 
り多少変化することびあります。 


tSPBl 色相とは 

光の3原色（ホ、緑、青）のうち、2色の光を組み合わせると、さまざまな色を 
作り出すことびでさます。例えば、ホい光と緑の光の分量を変えて混ぜ合わせた 
場合の色の変化を見ると、次のよラになります。 


ホの光のみ 

ホの光多め 

ホと緑び同量 

緑の光多め 

緑の光のみ 

ホ 

オレンジ色 

黄色 

黄緑色 

緑色 


同様に、ホの光と青の光を混ぜ合わせた場合は、ホ紫色〜ピンク色〜組色に変化し 
ます。また、緑の光と青い光を混ぜ合わせた場合は、エメラルド色〜水色と変化し 
ます。これらの色を順番に環状に並べたわのを色相、あるいは色相環といいます。 

2色！;!外の3番目の色を混ぜ合わせると、だんだんと色び薄くなっていさます。3 
つの色び同量になると、色はなくなって無彩色となり、白またはグレーになります。 


D 彩度設定についてのご注意 

彩度設定を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適な彩度に 
設定します。同じよラなシーンを撮影する場合でを、被写体の位置、大ささ、または 
露出び変わると、彩度び変化することびあります。彩度を固定して撮影したい場合に 
は 、 A (オート）外の設定を選択することをおすすめします。 79 
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仕上び 0 設定のカスタマイズ方法 

仕上びりの設定のカスタマイズは撮影メニューの 「仕上が0設定」 から 
「0嫁 カスタマイズ」 を選択して行います。 


吐上が01田定 



な VI がやかに 
の r よ0がかかに 
[な P 0 ボートレー ト 
な S クカスタマイズ 
径勒 |白, 


撮影メニュー画面から 「仕上が0 
設定」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押します。 



A お巧留巧 
A 階旧補正 
I カラー おを 
惠〇お苗投定 
だちさい巧整 


2 


旧!定お了 ► ホ定 I 


4— A おなお巧 >1 

EH !S 画 


4 


仕上びり選択画面び表示されま 
すので、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより、 
「0終 カスタマイズ」 を選択しま 
す。 


マルチセレクターの►を押すと、 
カスタマイズ画面び表示されま 
す。 


マルチセレクターの▲または ▼ 
を操作することにより、 「輪郭強 

調」、「階調補正」、「カラー設定」、 
「彩度設定」、「色合い調整」のう 

ち、設定する項目を選択します。 


【応用編】撮影仕上がり設定 
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5 


Jo -3 お 

0-1 やや弓目 
' 0*1 ややな 
0+2巧 


E 网題 — >wm 


6 


0-1 やや弓弓 
'‘か1やや巧 
〇巧珪 


rnHMlaHHHii 

2抬巧留巧 

mmWmm 


7 



8 


0-3 抬巧留巧 
A 阻柄補正 
I カラー お定 
度〇裝巧暖定 
日’ちさい巧堅 


マルチセレクターの►を押すと、 
選択した項目の設定画面び表示 
されます。 


マルチセレクターの▲または ▼ 
を操作することにより、設定する 
内容を選択します。 


マルチセレクターの►を押すと、 
カスタマイズ画面（手順 3) に戻り 
よ9 〇 

• 手順4〜7を繰り返して、変更する 
すべての項目を設定します。 


カスタマイズ画面でマルチセレク 
ターの▲または▼を操作すること 
により、 「設定終了」 を選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、 
設定び有効になり、撮影メニュー 
画面に戻ります。 


i 編】 i が仕去〇設定 


81 













を空間 


記録する画像の色空間を指定します。画像の用途によって、適した色空間 
び選択でさます。 


sRGB 

湖期設定） 

画像を sRG 目色空間で記録します。画像調整などを行わずに 
再生やプ IJ ントする場合に適しています。 「 sRGB 」 を選択し 
た場合、撮影メニュー「仕上が0設定」の「カスタマイズ」で、 
「カラー設定」を「モード n 」 に設定することはできません。 

Adobe AdobeRGB 

画像を AdobeRG 目色空間で記録します。 sRG 巨色空間に比 
ベて色域び広いため、商業印刷に適しています。 


色空間の設定は撮影メニューの 「色空間」 で行います。 


1 撮影メニュー画面で 「色空間」 を 

選択して、マルチセレクターの ► 
を押します。 


2 色空間選択画面び表示されます 

ので、マルチセレクターの▲また 
は▼を操作することにより、設定 
する色空間を選択します。マルチ 
セレクターの►を押すと、設定び 
有効になり、撮影メニュー画面に 
戻ります。 



【応用編】撮影色空間 
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田を空間についてのご注意 

• カラーマネジメント機能を持たないアプ U ケーションで画像を開く場合、または印 
刷する場合には、 sRG 目色空間をおすすめします。 

• AdobeRG 目色空間で記録した JPEG 画像は、 DCF オプション色空間に対応してし^ 
ます。 DCF オプション色空間に対応しているアプ U ケーションやプ U ンターの場合、 
自動的に正しい色空間び設定されます。 DCF オプション色空間に対応していない 
アプ U ケーションやプ IJ ンターの場合は、 AdobeRG 日色空間に設定してください。 
詳細については、アプ U ケーションやプ U ンターの説明書をご覧ください。 
• ExifPrint 、 市販プ IJ ンターなどのダイレクトプ IJ ント、キオスク端末プ IJ ント、お 
よびプ IJ ントサービスなどでプ IJ ントする場合、 sRG 目色空間をおすすめします。 
AdobeRGB 色空間で記録した画像でを、市販プ U ンターなどのダイレクトプ U ン 
卜、キオスク端末プ U ント、およびプ IJ ントサービスで印刷でさることは確認して 
いますび、彩度び低下する場合びあります。 

巧付属のソフトウエア、 Nikon Capture 4をご使用の場合 

付属のソフトウエアや別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4 切降）をご使用になると、 
正しい色空間での処理び自動的に行われます。 


i 編】撮影蠢間 
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h —カス 


フオーカスモード、フオーカスエリア、 AF エ IJ アモードを設定すること 
により、カメラのフオーカス（ピント合わせ）機能をコント□-ルします。 

フオーカスモード 

フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF 
ヴーボ)、または C (コンティニュアス AF ヴーボ）にセッ 
卜して、シャッターボタンの半押しを続けると、フオー 
カスエ U ア内の被写体に自動的にピントを合わせます。 

また 、 M (マニュアルフオーカス）にセットして、撮影者自身びレンズの 
フオーカス U ングを回してピントを合わせることわできます。 


S 

シングル AF サーボ 
( AF-S ■フオーカス 
優先モード） 

ファインダー内のピント表示 （♦) び点なした状態でシャッ 
ターボタンの半押しを続けると、ピントはそこで固定（フオー 
カス□ック）されるモードで、風景などの静止した被写体の撮 
影に向いています。初期設定ではピント表示び点なしたとさの 
みシャッターびされるフオーカス優先モードとなっています。 

C 

コンテイニユアス 

AF サーボ 
( AF-C • レ U - ズ 
優先モート） 

ファインダー内のピント表示（参）び一旦点なしてをフオーカ 
スロックは行われず、シャッターをさるまでピント合わせの動 
作を続けるモードで、スポーツなどの動く被写体の撮影に向い 
ています。シャッターボタンの半押しを続けると、被写体び動 
いている場合には予測駆動フオーカス ( P .85) に切り替わり、 
被写体の動さに応じてピントを追い続けます。初期設定ではピ 
ント表示の点な/消なにかかわらず、いつでをシャッターをさ 
ることびでさるレ U —ズ優先モードとなっています。 

M 

マニュアル 
フオーカス 

撮影者自身びレンズのフオーカス IJ ングを回してピントを合 
わせるモードです。開放絞り値び f /5 .目よりを明るいレンズ 
を装着すると、ファインダー内のピント表示（参）によって合 
焦状態を確認でさる「フオーカスエイドによるピント合わせ」 
( P .99) び行えます。また、ピント表示の点な/消なにかかわ 
らず、いつでをシャッターをさることびでさます。 



静止している被写体を撮影する場合は S (シングル AF ヴーボ）に、動 
さのある被写体を撮影する場合は C (コンティニュアス AF ヴーボ）に、 
オー トフ オー カスに対応していないレンズを使用している場合や、 オー 
トフ オー カスでピント合わせびでさない場合は M (マニュアルフ オー 
が カス）にセットしてください。 


【応用編】撮影フォ—カス 
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回 a1 : AF-C モード時の優先ま件 (P.232) 

フオーカスモードび巳（コンティニュアス AF サーボ）のとさに、連続撮影時にでさる 
だけピントび合ラよラに連続撮影速度を落としてフオーカス動作を行ったり、フオー 
カス優先でピントび合っているとさのみシャッターびされるよラに変更でさます。こ 
の場合でを、ファインダー内のピント表示（参）び一旦点なしてをフオーカス□ック 
は行われず、シャッターをさるまでピント合わせの動作を続けます。 

図 a2 : AF-S モード時の優先条件 (P.232) 

フオーカスモードび S (シングル AF サーボ）のとさに、レ U —ズ優先でピントび合っ 
ていなくてをシャッターびされるよラに変更でさます。この場合でを、ファインダー 
内のピント表示（参）び点なした状態でシャッターボタンの半押しを続けると、フオー 
カス□ックび行われます。 

Ma6 : シャッターボタン半巧しによる AF レンズ駆動 （P.236) 

シャッターボタンの半押しではオートフオーカスび作動しないよラに変更でさます。 
設定にかかわらず、 AF 作動ボタン觀 M こよるオートフオーカスは可能です。 85 


AF 作動ボタンについて 

AF 作動ボタン參を押し続けると、シャッターボタンの 
半押しを続けたとさと同様にカメラび自動的に被写体に 
ピントを合わせます。 


(S3 予測駆動フォーカスについて 

フォーカスモードセレクトダイヤルを巳（コンティニ ユア ス AF サーボ）にセッ 
卜して、シャッターボタンを半押し、または AF 作動ボタン®を押し続けてピ 
ント合わせを行っているとさ、動いている被写体であるとカメラび認識すると、 
自動的に予測駆動フォーカスに切り替わります。予測駆動フォーカス作動時は、 
シャッターびされる時点での被写体の到達位置を予測しなびらピントを追い続け 
ます。 



d i 編】撮影フォ—カス 
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フォーカスエリアの選が 

このカメラには、撮影画面内に]]力所（初期設定）の 
フォーカスエ U アびあります。撮影時には、被写体の位 
置や構図に合わせてフォーカスエ U アの位置を選択でさ 
るので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント合わせ 
び行え、フォーカス□ック （ P .93) の手間を省くことびでさます。 

• グループダイナミック AF ( P .89) び設定されている場合は、フォー 
カスエ U アのグループごとに選択でさます。 

•至近優先ダイナミック AF ( P .89) び設定されている場合は、フォー 
カスエ U アは選択でさません。 

フォーカスエリアの選択方法 

• フォーカスエ U ア□ックレバーを•側に回転させて□ックを解除す 
ると、マルチセレクターびフォーカスエ U アセレクターとして機能 
しよ 9 〇 

• マルチセレクターの►を押してフオーカスエ U アを選 
択します。 



• マルチセレクターの中央部を押すと、中央部のフォーカスエ U アま 
たは中央のフォーカスエ U アのグループび選択されます。 

• フォーカスエ U アを選択した後にフォーカスエ U アを選択した位置 
に固定したい場合、フオーカスエ U ア□ックレバーを L 側に回転さ 
せて□ックでさます。 


巧フオーカスエリアの選択について 

液晶モニターで画像再生中、メニュー表示中および半押しタイマーびされている場合 
S 6 は、フオーカスエ U アを選択できません。 


【応用編】撮影フォ—カス 











Ma 3 : フオーカスエリアフレームの切り換え （ P .90、233) 

["] (シングルエ IJ ア AF モード)、阳](ダイナミック AF モード）の場合、撮影画面内 
のフオーカスエリアは、ノーマルフレームよりを広いエ U アでピント合わせを行ラ 7 
力所のワイドフレームに変更することびでさます。 

Ma 7 ： フオーカスエリア照明の点打設定 （ P .237) 

通常、ファインダー内のフオーカスエ U ア（フレーム）は、マルチセレクターで選択 
されたフオーカスエ IJ アを、被写体の明るさに応じて見やすいように瞬間的にホ色に 
自動照明しますび、照明しない、をしくは被写体の明るさに関係なく照明するよラに 
変更でさます。 

Mas ： フオーカスエリアの選択を循環方式に ( P .237) 

マルチセレクターの押す位置を変えることなく反対側のフオーカスエ U アの選択び可 
能になります。 

図 f 1 :マルチセレクターの中央ボタンの機能 （ P .266) 

「撮影モード」 により、マルチセレクターの中央部を押したとさの機能を、選択した 
フ オーカスエ IJ アを点なさせたり、マルチセレクターの中央部の機能を使用しないよ 
ラに変更でさます。 


【応用編】撮影フ T カス 
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AF ェ U アモード 


フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF ヴーボ)、また 
はじ（コンテイニユアス AF ヴーボ）にセツトしてシャツターボタンを 
半押しすると、オートフオーカスでピント合わせを行うことびでさま 
す。このとき AF ェ U アモードを切り換えることにより、ピントを合わ 
せるフオーカスエ U アをカメラびどのように選択するかを設定するこ 



応 

用 

編 



フ 

才 

I 

力 

ス 


とびでさます。 


• AF エ U アモードセレクトダイヤルを操作 
することにより、次の AF ェ U アモードを 
選択することびでさます。 



AF エリアモード 

表示パネル 

内容 

〔叫 

シングルエリア 
AF モード 

[] 

撮影者びマルチセレクターで選択した]つのフオーカ 
スエ U アのみでピントを合わせるモードです。動さの 
少ない被写体に対して、選択したフオーカスエ U ア単 
独で正確にピントを合わせたい場合などに便利です。 

い:】] 

ダイナミック 

AF モード 

+ + + 

+ +[+]+ + 

+ + + 

撮影者び選択した ] つのフオーカスエリアからピント 
を合わせたい被写体び一時的にはずれた場合でち、他 
のフオーカスエリアからのピント情報を利用してピ 
ントを合わせることびでさます（ファインダー内の 
フオーカスエリア表示は変化しません）。フオーカス 
モードの C (コンティニュアス AF ヴーボ）と組み合ね 
せて、動いている被写体（特に不規則な動さをする被 
写体）を追い続けるとさなど、被写体をフオーカスエ 
リアに正確に捉え続けることび困難な場合に便利です。 


巧表示パネルの AF エリアモード表示について 

•い]](シングルエ U ア AF モード)、阳](ダイナミック AF モード)、 [◊]( グループダ 
イナミック AF モード）の場合は、選択されているフォーカスエ IJ ア（またはグルー 
プ）によって、点なするフォーカスエ U アの位置び異なります。表のイラストは中 
央のフォーカスエ IJ アを選択した場合です。 

• [■■]( 至近優先ダイナミック AF モード）の場合は、実際にピントを合わせるフォー 
カスエ IJ アは表示されません。 

巧マニュアルフォーカス時の AF エ U アモードについて 

フォーカスモードび M (マニュアルフォーカス）の場合は、 AF エ U アモードび自動 
88 的に[【】](シングルエ IJ ア AF モード）になります。 
























AF エリアモード 

表示パネル 

内容 

[〇] 

グループ 
ダイナミック 
AF モード 

+ 的 + 

+ 

隣り合ラ複数のフオーカスエ IJ アを組み合わせ、上、 
下、左、ち、中央の5つのグループを構成し、撮影 
者びそのラちの]つのグループを選択してピント合 
わせを行います。選択されたグループの中央にある 
フオーカスエ U ア （[+]) でピントを合わせますび、被 
写体び一時的にはずれた場合でを、同じグループに 
含まれる他のフオーカスエ U アからのピント情報を 
利用してピントを合わせることびでさます。 

• 各グループに含まれるフオーカスエ U アは次のと 
おりです。 

ご] 

上 

1+!+ ] i+T 1 1 +ri 

左 中央ち 

し:]。 

下 

[-] 

至近優先 
ダイナミック 
AF モード 

+ + + 

+ + + + + 

.+1+ + — 

すべてのフオーカスエ U アのうち、一番手前にある 
主要被写体に重なっているフオーカスエ IJ アを使用 
して、自動的にピントを合わせるモードです。いず 
れかのフオーカスエ IJ アにピントび合いますので、 
ピントのはずれた画像を避けることびでさます。 

• 至近優先ダイナミック AF 時は、表示パネル、ファ 
インダー内表示とをにフオーカスエ U アは表示さ 
れません。また、任意のフオーカスエ U アを選択 
することをでさません。 

図 a 3 :フォーカスエリアフレームの切り換え （ P .90、233) 


い】] (シングルエ U ア AF モード)、 E 【:】] (ダイナミック AF モード）の場合、撮影画面内 
のフオーカスエ U アは、ノーマルフレームよりを広いエ U アでピント合わせを行ラ7 
力所のワイドフレームに変更することびでさます。 


図 a 4 :グループタイナミック AF の設定 ( P .233) 

グループダイナミック AF 時の、各グループに含まれるフォーカスエ U アの組み合わ 
せを変更したり、グ>1レープ内で一番手前にあるを要被写体に重なっているフォーカス 
エ U アでピントを合わせるように変更することびでさます。 

図 a 5: AF ロックオン ( P .236) 

通常、被写体との距離び大さく変わった場合、一定時間経過してからこれに追従する 
よラフォーカス動作を行いますび、これを解除して、ただちに追従するよラ変更する 
ことびでさます。 















フォーカスエリアフレームの切 0 換え 

AF エ U アモード （ P .88) び[。](シングルエ U ア AF モード）または 
〔与](ダイナミック AF モード）の場合のフォーカスエ U アを、初期設定 
のノーマルフレーム （1] 力所）から、より広いエ U アでピント合わせ 
を行うワイドフレーム （7 力所）に変更できます。 


ノーマルフレーム 
(11 点） 

(初期設定） 

11力所のフオーカスエ U アにあるフレームの内側でピントを合 
わせます。被写体の特定の部位に、ピントを合わせたい場合など 
に使用します。 

ワイド フレーム 
(7 点） 

ノーマルフレームよりを広いエ U アでピント合わせを行います。 
選択可能なフオーカスエ U アは7力所になります。ノーマルフ 
レームよりを被写体を捉えやすくなり、シャッターチャンスを逃 
しにくくなります。ただし、フオーカスエ U アび広くなるため、 
フレーム内に複数の被写体び含まれた場合は意図しない部分にピ 
ントび合うことびあります。 


それぞれの設定において、フオーカスエ U アは表示ノてネルおよびファ 
インダースク U —ン上で次のようになります（説明のため、すべての 
フオーカスエ U アを点打させています）。 


表示パネル 


〔【】〕 

シングルエリア 
A 巧ード 


い:】] 

ダイナ三ック 
AF モード 


ファインタ'ースク U —ン 


ノーマル 
フレーム 
(11 点） 

(初期設定） 


U L J U 



田的互 1 

—— r 1 —— 

U U L J U U 



田田 [+] 田田 

[][][] 



互的互 


ワイド 
フレーム 
(7 点） 


— WIDE — 
"[] — 



— W の E — 

で的甲 

[][][] 



田 + 的 + 田 




占的と 


AF エ IJ アモードび〔◊〕（グループダイナミック AF モード）または〔国〕（至近優先ダイ 
ナミック AF モード）の場合、フォーカスエ U アフレームの切り換えの設定にかかわ 
90 らず、フォーカスエ U アはノーマルフレーム （1] 力所）になります。 


【応用編】撮影フォ—カス 
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カスタムメニュー画面で 「オート 
フオーカス」 を選択して、マルチ 
セレクターの►を押します。 


カスタムメニュー画面の第2階 
層び表示されますので、マルチセ 
レクターの▲または▼を操作す 
ることにより、 「 a 3 フオーカス 

エリアフレーム 切換え」を選択し 

てマルチセレクターの►を押し 
よ9 〇 

フオーカスエ U アフレームの選 
択画面び表示されますので、マル 
チセレクターの▲または▼を操 
作することにより、フオーカスエ 
U アフレームを選択します。マル 
チセレクターの►を押すと、設定 
び有効になり、カスタムメニュー 
画面の第2階層画面に戻ります。 


カスタムメニューの ra 3 フオーカスエリアフレーム切換え J で設定する場合 


d i 編】撮影フォ—カス 
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フアンクシヨンボタンとサブコマンドタイヤルで設定する場合 


M フ？*ンクシヨンポタン 
のな陡 _ 

逸 巧がユ巧巧铁止 
m BKT 自助巧写 
因？がが-ン細が柏巧巧を 
四中巧が重点苗易巧を 
〇スわ卜測巧の巧の定 


凹 f 的’7卜的1リ?北 - i 切►巧を]] 


カスタムメニュ ー f 4 「ファンク 
シヨンボタンの機能」 （ P .269) を 
「フオーカスエリアフレーム切0 

換え」に設定します。 


0 ファンクションボタンを押しなびら、サブコマンドダイヤ 

ルを回して表示パネルのフオーカスエ U アワイドフレーム 
マーク ( WIDE ) を点好/消打します。 

• フオーカスエ IJ アワイドフレームマーク ( WIDE ) の点打中は、 
ワイドフレーム （7 点）となり、消打中はノーマルフレーム （1] 
点）となります。 



い二ご F コ .5 


固。 


也の 

[ 333 ] 


【応用編】撮影フォ—カス 
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フォーカスロック攝驚 

オートフォーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物や物など）び 
いずれのフォーカスエ U アからちはずれる構図の場合に使用します。 
また、才ートフォーカスび苦手な被写体 （ P .97) にも有効です。操 
作手順はシングル AF ヴーボ ( AF - S ) とコンティニュアス AF ヴーボ 
( AF - C ) で異なります。 





ピントを合わせたい被写体に 
フ オーカ スエ U アを重ね、 シャツ 
ターボタンを半押しします。 

• ピントび合うと、ピント表示 （•） 
び点打します。 



0 ピント表示 （•） び点打したら、 
フオーカス□ックを行います。 

シングル AF ヴーボ ( AF - S ) の 場合 

シャッターボタンを半押ししたままにす 
ると、ピントびそのまま固定（フオーカ 
ス□ック）されます。 

• AE / AF □ックボタン®を押してフ オーカ 
ス□ックを行うことをでさます。次のコン 
テイニュアス AF ヴーボ ( AF - C ) の場合を 
ご覽ください。 


d i 編】撮影フォ—カス 
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コンティニユアス AF ヴーボ ( AF - C ) の場合 

シャッターボタンを半押ししたまま、 
AE / AF □ックボタン®を押すと、ピン 
卜びそのまま固定（フオーカス□ック） 
されます。 

• シャッターボタンから指を離してち、 
AE/AF □ックボタン®を押している間は 
フオーカス□ックされます。また、 AE □ッ 
ク （ P .]]1) も同時に行われます。 



フオーカス□ックを行ったまま、 
構図を決めて撮影します。 


フォーカス□ック後は、主要被写体との撮影距離を変えないでください。 
シャッターボタンの半押しでフォーカス□ックした場合は、シャッター 
をさった後もシャッターボタンを半押ししたまま再度シャッターボタン 
を押し込めば、ピントを固定したまま繰り返し撮影でさます。 AE/AF 
□ックボタン®でフォーカス□ックした場合は、 AE / AF □ックボタン 
® を押したまま再度シャッターボタンを押せば、ピントを固定したまま 
繰り返し撮影でさます。 

ピントび固定された後に被写体び動いた（撮影距離び変化した）場合 
は、しりたんシャッターボタンや AE / AF □ックボタン®から指を離し、 
フォーカス□ックを解除してからピントを合わせ直してください。 


【応用編】撮影フォ—カス 


回 c 2 : AE / AF ロックボタンの機能 （ P .246) 

94 AE / AF □ックボタン®を押したときに、 AF □ックだけ行われるように変更できます。 























AF 補助光について 

このカメラは AF 補助光ランプを搭載してい 
ます。被写体び暗い場合でも、シャッターボ 
タンを半押しすると自動的に AF 補助光を照 
射し、被写体を照らしてオートフオーカスで 
のピント合わせび可能となります。 

•AF 補助光は、フオーカスモードび AF-S (シングル AF サーボ）で、 AF レンズを装着 
し、被写体び暗い場合に、次のいずれかの条件を満たすと自動的に照射を行います。 

-シングルエ IJ ア AF またはダイナミック AF に設定され、フオーカスエ U アび中 
央に選択された状態 

-グループダイナミック AF で、中央のグループ選択された状態、またはカスタ 
ムメニュー a4 「グループダイナミック AF」 び 「至近優先」 に設定され、中央の 
フオーカスエ IJ アを含むグループび選択された状態 
-至近優先ダイナミック AF 時 

• 使用可能な AF レンズの焦点距離は24〜20日 mm、AF 補助光び届く距離範囲の目 
まは約日.5〜 3m です。 

•ケラレを防止するために、 AF 補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。 
•下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離日. 7miU 内では AF 補助光を使用して 
のオートフオーカス撮影は行えません。 

. AF マイク 2 日日 mm F4D -AF-S VR ED 24-1 20mm F3 .己-己. 6G 

- AF-S ED 28-7 日 mm F2.8D - AF マイク IHED 70-180mm F4 .日-己. 6D 

• 下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離] miU 内では AF 補助光を使用しての 
オートフオーカス撮影は行えません。 

- AF-S DX ED 已 5 -2 日日 mm F4-5.6G 

• 下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離] .5miU 内では AF 補助光を使用して 
のオートフオーカス撮影は行えません。 

- AF-S VR ED 7 日- 2 日日 mm F2.8G - AF-S ED 8 日- 2 日日 mm F2.8D 

• AF ED 8 日- 2 日日 mm F2.8D 

•下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離 2.5miU 内では AF 補助光を使用して 
のオートフオーカス撮影は行えません。 

• AF VR ED 8 日- 4 日日 mm F4.5-5.6D 

• AF-S VR ED 2 日日- 4 日日 mm F4G は AF 補助光を使用したオートフオー カス 撮影 
は行えません。 
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• スピードライト（別売） S 日-8日日 、 S 巨-目日日、またはワイヤレススピードライトコ 
マンダー(別売） SU -8 日日を使用して撮影した場合、 AF 補助光の発光条件び満た 
されると、スピードライト側の AF 補助光（アクティブ補助光）び自動的に照射を行 
います。照射可能なフオーカスエ IJ アは AF レンズの焦点距離によって異なります。 



ノー 7 ル 

ワイド 


フレーム 

フレーム 


(1 1 点） 

(7 点） 


/ 〔。〕 \ 

g g 

。ィ。〕\。 

AF レンズの焦点距離び 24 〜 34mm の場合 

0 0 

日 回 日 

曰 白 

\ GD ノ 

• C 〇 。 

〜。 〕/ 山 


口/。 コ 

〇ィ。〕\。 

AF レンズの焦点距離び 35 〜 70mm の場合 

0 0 〔。〕 0 曰 

白 曰 

\ ご〕 / 

n 。 〔。〕 。 n 

U 。 。 U 


/ 〔。〕 \ 

。ィ。 〕\n 

AF レンズの焦点距離び 7] 〜]日 5mm の場合 

日日四日日 

\ の / 

n 。 〔。: ） 。 ？ 

U U 

〜。〕 ノ山 


その他のスピードライトでは、カメラ側の AF 補助光び自動的に照射を行います。 


田 AF 補助光の連続使用について 

AF 補助光を連続して使用すると、照射ランプを保護するため一時的に照射び制限さ 
れます。少し時間をおくと照射可能になります。また、短時間に何回を使用すると、 
AF 補助光の窓び熱くなることびありますので、ご注意ください。 

回 a 9 :内蔵 AF 補助光の照射設定 （ P .238) 

AF 補助光の照射を禁止することびでさます。 
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オートフオーカスのま手な被写体について 

次のような被写体では、オートフオーカスによるピント合わせびで 
きないことびあります。このような場合は、フオーカスモードを M 
(マニュアルフオーカス： P .98) に切り換えてピントを合わせるか、 
フオーカス□ック ( P .93) を利用しておおよそ同じ距離の被写体にピ 
ントを合わせ、そのまま構図を元に戻して撮影してください。 




ぶ 






献 




明暗差がはっさ0しない場合 

(白壁や背景と同色の服をきている人物など） 

フオーカスエリア內に遠いちのと近いちのが混在す 
る被写体 

(オリの中の動物や木の前の人物など） 

連続した繰0返しパターンの被写体 
(ビルの窓など） 

フオーカスエリア內の被写体の輝度差が著し < 異な 
る場合 

(太陽が背景に入った曰陰の人物など） 

フオーカスエリアに巧して主要被写体が小さい場合 
(フオーカスエリア內に遠くの建物と近くの人物が混 
在する被写体など） 

絵柄がこまかな場合 

(一面の花畑など、被写体がルさいか、明暗差が少な 
い被写体など） 
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7 ニュ アルフオーカス 

マニュアルフオーカス（手動）によるピント台ねせ 

フオーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすると、マニュアル 

フオーカス（手動）でピント合わせび行えます。 

• フオーカスモードセレクトダイヤルを M 
(マニュアル） にセットし、レンズのフオー 
カス U ングを回して、ファインダースク 
U —ンのマット面の像びはっさり見えるよ 
うに合わせます。ピント表示•の点灯•消 
灯にかかわらず、シャッターをさることび 
でさます。オートフオーカスび苦手な被写 
体 ( P .97) を撮影するときや、 AF ニッコー 
ル iU 外のレンズ装着時にご使用ください。 


• A - M 切り換えち式のレンズを装着して、マニュアルフォーカスでピ 
ントを合わせる場合は、レンズ側も M にしてください。また、 M/A 
(マニュアル優先オートフォーカス）モード機能を搭載しているレン 
ズを装着する場合は、レンズ側は M / A または M のどちらにセットし 
てもフオーカスび可能です。詳細はご使用になる各レンズの使用説 
明書をご覧ください。 
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距離基準マークについて 

距離基準マークは撮影距離の基準となるマーク 
で、カメラ内の撮像面の位置を示します。マニュ 
アルフオーカスや接写などでカメラから被写体 
までの距離を実測する場合、このマークび基準 
となります。レンズ取り付け面（レンズマウン 
卜）から撮像面までの寸法（フランジバック）は 
46.己 mm です。 



【応用編】撮影フォ—カス 






























フオーカスエイドによるピントさわせ 

フオーカスモードセレクトダイヤルを M 
(マニュアル）にセットしたとさ、開放絞り 
び f / 己目じ(上の明るいレンズを装着すると、 
ファインダー内のピント表示•によって合焦 
状態を確認できる「フオーカスエイドによる 
ピント合わせ」び行えます。 

• シャッターボタンを半押しして、半押し夕 
イマーび作動中にレンズのフオーカス U ン 
グを回し、ピントを合わせたい部分を選択 
しているフオーカスエ U アに重ねて、ピン 
卜表示•を点打させます。シャッターは、 
いつでわさることびでさます。また、いず 
れのフオーカスエ U アを選択してもフオー 
カスエイドび行えます （ P .86)。 




【応用編】撮影フォ—カス 
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測光-露出 


測光モード 

測光モードダイヤルを切り換えることによ 
り、 3 つの測光モードから、被写体の光の状 
況に最適な測光モードを選択することびでさ 
ます。 

•各測光モードをセットすると、ファイン 
ダー内に測光モード表示び表示されます。 

• 装着レンズによっては使用できない測光モードびあります ( P .27 目)。 


図 

3D-RG 巨 

7ルチパターン 
測光 n 

RGB 

マルチパターン 
測光 n 

RGB 

7ルチパターン 
測光 

このカメラは]日日已分割 RGB センサーを採用しています。 

] 日日5分割 RG 目センサーから得られた画面全域のさまざまな 
情報を分類して露出を決定する r3D-RGB マルチパターン測光 
n」 び可能です。特に明るい色（白や黄色）の被写体や、暗い色 
(黒や濃い緑色）の被写体び画面全体を大さ<占めているよラ 
な場合に威力を発揮し、目で見た感じにより近く再現します。 
また、 G または D タイプ外の CPU レンズ装着時は 「RGB マ 
ルチパターン測光 n」、 撮影メニューの 「レンズ情報手動 設定」 
(P.211) でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定した非 CPU 
レンズ装着時は 「RG 巨マルチパターン測光」となります。 

• AE □ック （P .1]1) や露出補正 ( P.113) を行うときは、中 
央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。 

团 

中央部重点測光 

ファインダー中央部（直径 0 8 mm の内側）を重点的に測光し 
て露出値をミ夫定しますので、ファインダー内の 0 8 mm の円を 
参考に測光範囲をミ夫定してください。 





l ^5 f 5 .目 P 。。 ：ロロ 13331 


【応用編】撮影測光•露出 
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スポット測光 


r スポッ ト測光」 はフオーカスエ U アに重なる 0 3mm 相当（全 
画面の約2.0%)を部分的に測光して露出値をミ夫定します。逆 
光時や コントラス トの差び激しいとさなど、 フオーカスエ IJ ア 
相当の狭い範囲での露出を基準にして撮影したい場合に適して 
います。 

• 測光エ U アは、選択されているフオーカスエ IJ アに連動する 
ため、撮影したい構図のまま、マルチセレクターを操作して 
測光エ IJ アを変えることびでさます。ただし、非 CPU レンズ 
使用時は、常に中央のフオーカスエ IJ アに相当する部分を測光 
しふ9 〇 

•至近優先ダイナミック AF モード時 （P.89) は、中央のフオー 
カスエ U アに相当する部分を測光します。 

•グループダイナミック AF モード時 （P.89) は、選択したグルー 
プの中央のフオーカスエ IJ アに相当する部分を測光します。 
•カスタム メニュー a3 「フオーカスエリアフレーム切換え」 を 
「ワイドフレーム （7 点)」 に設定している場合は、各フオーカ 
スエ IJ ア中央の0 3mm 相当の部分を測光します。 


巧非 CPU レンズ装着時の測光モードについて 

• 非 CPU レンズ装着時に測光モードを 「中央部重点測光」 または r スポット測光」 に 
設定している場合、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 (P.211) で焦点距離と 
開放絞り値を設定すると、測光の精度び向上します。 

• 非 CPU レンズ装着時に撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （P.21 1 ) で焦点距 
離と開放絞り値を設定しない場合は、マルチパターン測光を選択してを自動的に中 
央部重点測光に切り替わります。 

巧フイルター係数のかかるフイルターの使用について 

フイルター係数のかかるフイルター (P.288) を使用する場合、 3D-RG 日マルチパ 
ターン測光 n、RG 巨マルチパターン測光 n、 または RG 日マルチパターン測光の効果 
び得られない場合びありますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影す 
ることをおすすめします。 

図 b 6 :中央部重点測光の範囲 ( P .244) 

中央部重点測光時の測光範囲の直径を0 6mm、0 8mm、 0 ] 日 mm、 0 ] 3mm、 
または画面全体の平均のいずれかに変更でさます。 

Mb ? :基準露出レベルの調節 ( P .244) 

適正露出の基準を測光モードごとに明るめまたは暗めに調節することびでさます。 
1/6段ステップで、± ] 段の範囲で設定でさます。日似外に設定してを、露出補正マー 
ク囚は表示されませんのでごを意ください。 
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露出モード 

このカメラには、/コ（プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先才ート）、 
FI (絞り優先オート)、/1(マニュアル）の4つの露出モードびあります。 

P •• プ□グラムオート 

プ□グラムオート時は、プ□グラム線図 （ P .3]]) にしたびって、 
シャッタースピードと絞りび自動的に制御され、適正露出び得られま 
す。プ□グラムオートは、スナップ撮影など迅速な対応び必要な撮影 
に適しています。プ□グラムシフト、オートブラケティング （ P .]] 己）、 
露出補正 ( P .113) などを併用すると、より高度な撮影び楽しめます。 

• プ□グラムオートは CPU レンズ装着時のみ撮影でさます。 



露出モードボタン韻日をを押しな 
びらメインコマンドダイヤルを 
回し、表示パネルに/コを表示さ 
せます。 


2 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


.プ□グラムシフトについて 


プ□グラムオートで撮影中にメイン コマン ドダイ 
ヤルを回すと、露出を一定にしたままシャッター 
スピードと絞りの組み合わせを変えることびでさ 
ます。この機能により、プ□グラムオートにセッ 
卜したままシャッター優先オートや、絞り優先 
オートのよラな使い方びでさます。プ□グラムシ 
フト中は表示パネルにプ□グラムシフトマーク木 
び点なします。解除する場合は、プ□グラムシフ 
トマーク木び消なするまでメイン コマン ドダイヤ 
ルを回す、他の露出モードに切り換える、電源ス 
イッチを日 FR こする、カスタムメニュー b3 「露出設定ステップ幅」 (P.242) 
の設定を変更する、ツーボタン U セット (P.156) のいずれかを行います。 














































fc ン >1 


プレビューボタンを押し続けると、露出モードび 
卜■(プ□グラムオート ）、 tl (シャッター優先才一 
卜）のとさは制御される絞りまで、露出モードび 
月（絞り優先オート）、/1(マニュアル）のとさは 
セットしてある絞りまで、レンズの絞り羽根び絞 
り込まれます。この状態でファインダーをのぞく 
と、そのとさの絞りのおおよその被写界深度（ピ 
ントの合う前後の範囲）び確認でさます。内蔵フラッシュ、スピードライト（別 
売） S 日-8 日日、 S 目-目日日、 S 目 - R 2 日日 使用時は、モデ U ング発光び行われます。 


巧レンズの絞0リングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットさ 
れていない場合、表示パネルとファインダー内表示に 巧 E び点滅し、シャッターび 
されません。 

巧非 CPU レンズを取0付けた場合 

非 CPU レンズを装着した場合、露出モードを自動的に/こ!（絞り優先オート）に切り換 
えて制御します。この場合、表示パネルの P び点滅して警告し、ファインダー内表 
示に A び点なして、露出は絞り優先オート （ P .1 日 6) で制御されます。 

巧露出警告表示について 

次の警告びファインダー内表示や表示パネルに点なした場合は、被写体び明るすざた 
り暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

卜《《： 被写体び明るすざます。別売の ND (光量調節用）フィルターをご使用ください。 

また、 IS 日感度び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

しご： 被写体び暗すざます。フラッシュを使用してください。また、に日感度び低く 
設定されている場合は、高く設定してください。 

囚関連 データ 

プログラム線図^ 「付録資料集」 （ P .311) 

Mb 1 : 感度の自動制御 （P.239) 

P (プ□グラムオート）で 「感度自動制御」 を 「する」 にすると、設定した低速側シャッ 
タースピードでは露出不足になる場合や、シャッタースピードび]/8日日日秒でを露 
出オーバーになる場合に、自動的に IS 日感度を変更して、適正露出を得る（をしくは 
適正露出に近づける）ことびでさます。 

図色4 :プレビューボタンでのモデリング発光 （P.263) 

内蔵フラッシュ、ニコン製スピードライト S 目-8日日、 S 日-6日日、 S 日 - R 2 日日使用時 
にモデ U ング発光を行わないよラにするには、カスタムメニュー64 「モデリング発 
光」を 「 OFF 」 に設定してください。 
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5 :シャ ッ ター優先オート 

撮影者び好みのシャッタースピード (3 日 秒〜1/8 日日日 秒）をセットする 
と、カメラび自動的に絞りを決定します。スポーツシーンの撮影など被写 
体の動きを速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッター 
スピードで強調するなど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 
• シャッター優先オートは CPU レンズ装着時のみ撮影び行えます。 


露出モードボタン毫目をを押しな 
びらメインコマンドダイヤルを 
回し、表示パネルに5を表示さ 
せます。 


メインコマンドダイ 
ヤルで好みのシャツ 
夕ースピード （3 日 秒〜 
]/8000秒）をセッ I - 
し ^ 〇 



構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


a bulb が点滅した場合について 

露出モードを /1 (マニュアル）にして bu L b (バルブ）にセットした後、 bu i b を 
解除しないで5(シャッター優先オート）にセットすると、 bulb 表示び点滅して 
シャッターはされません。5で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して 
bulb じ(外のシャッタースピードにセットしてください。 

巧長時間露出の画像について 

シャッタースピードび低速になると、画像にノイズび入る場合びあります。このノイ 
ズは撮影メニューの 「長秒時ノイズ除去」 ( P .208) により低減することびでさます。 
104 長時間露出を行ラ場合は、残量び充分にあるバッテ U —をご使用ください。 
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巧非 CPU レンズを取0付けた場合 

非 CPU レンズを装着した場合、露出モードを自動的に月（絞り優先オート）に切り換 
えて制御します。この場合、表示パネルの S び点滅して警告し、ファインダー内表 
示に A び点なします。 

巧露出警告表示について 

次の警告びファインダー内表示や表示パネルに点なした場合は、被写体び明るすざた 
り暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

卜《《： 被写体び明るすざます。シャッタースピードをより高速側にセットし、それでを 
警告表示び消えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してく 
ださい。また、 IS 日感度び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

:被写体び暗すざます。シャッタースピードをより低速側にセットし、それでを 
警告表示び消えない場合はフラッシュを使用してください。また、 IS 日感度び 
低く設定されている場合は、高く設定してください。 

巧レンズの絞0リングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り IJ ングび最小絞り（最大値）にセットさ 
れていない場合、表示パネルとファインダー内表示に 巧 E び点滅し、シャッターび 
されません。 

Mb 1 : 感度の自動制御 （P.239) 

5(シャッター優先才ート）で 「感度自動制御」 を 「する」 にすると、セットしたシャッ 
タースピードでカメラの露出制御範囲を超えた場合に、自動的に IS 日感度を変更し 
て、適正露出を得る（をしくは適正露出に近づける）ことびでさます。 

Mb 3 : 露出値の設定のステップ幅 (P.242) 

表示パネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を1/2段または]段に変更できます。 

Mf 5 : コマンドタイヤルの設定 (P.270) 

「メインとサブの入れ換え」 により、サブコマンドダイヤルでシャッタースピードを 
セットするように変更でさます。 
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絞 0 優先オート 

撮影者び絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットすると、カメラび自動的 
にシャッタースピードを制御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景 
をボカすなど、被写界深度（ピントの合う前後の範囲）を優先した撮影 
に最適です。また、フラッシュ撮影時には、絞りを変えることにより調 
光範囲の変更も行えます （ P .3] 6)。 

1 露出モードボタン葡日をを押しな 

びらメインコマンドダイヤルを 
回し、表示パネルに/]を表示さ 
せます。 


サブコマンドダイヤル 
で好みの絞り（最小絞 
り〜開放絞り）をセツ 
卜します。 

•セツトでさる最小絞り、 
開放絞りはレンズの種 
類によって異なります。 

3 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


巧非 CPU レンズを取0付けた場合 

非 CPU レンズを装着して撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （ P .2]1) でレンズ 
の開放絞り値を設定した場合は、表示パネルとファインダー内表示に絞り値び表示さ 
れます。絞りのセットは、レンズの絞り IJ ングで行ってください。この場合、絞り IJ 
ングによる中間絞りの設定は可能ですび、表示は]段単位になります。 

• 開放絞り値を設定しない場合は、表示パネルとファ 
インダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示 
C ^ F 、 開放絞りはとなりますので、絞りのセッ 
卜と確認は、レンズの絞り IJ ングで行ってください。 


巧 C* 5 Q 加 

-— 口:的"け 

N0RM 〔 。 \m^ 


[333] 
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巧レンズの絞0リングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り IJ ングび最小絞り撮大値）にセットさ 
れていない場合、表示パネルとファインダー内表示に 巧 f び点滅し、シャッターび 
されません。 

巧露出警告表示について 

次の警告びファインダー内表示や表示パネルに点なした場合は、被写体び明るすざた 
り暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

卜《《： 被写体び明るすざます。より大さな数値の絞りにセットして、それでを警告表 
示び消えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 
また、 IS 日感度び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

Lo :被写体び暗すざます。より小さい数値の絞りにセットして、それでを警告表示 
び消えない場合はフラッシュを使用してください。また、 IS 日感度び低く設定 
されている場合は、高く設定してください。 

Mb 1 : 感度の自動制御 （P.239) 

FI (絞り優先オート）で 「感度自動制御」 を 「する」 にすると、設定した低速側シャッ 
夕ースピードでは露出不足になる場合や、シャッタースピードび1/8 日日日 砂でを露 
出オーバーになる場合に、自動的に に日 感度を変更して、適正露出を得る（をし くは 
適正露出に近づける）ことびでさます。 

Mb 3 : 露出値の設定のステップ幅 (P.242) 

表示ノくネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を]/2段または]段に変更でさます。 

Mf 5 : コマンドタイヤルの設定 (P.270) 

「メインとサブの入れ換え」 および 「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 により、メ 
インコマンドダイヤルまたはレンズの絞り IJ ングで絞りをセットでさます。ただし、 
「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 の設定にかかわらず、絞り U ングのないレン 
ズ （ G タイプレンズ）を装着している場合はコマンドダイヤルで、非 CPU レンズを装 
着している場合はレンズの絞り IJ ングで絞りをセットします。 
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r !: 7 ニユアル 

シャッタースピード（と … Lb (バルブ） および 3 日秒〜 1/8 日日日 秒） と 
絞り（最小絞り〜開放絞り）を、撮影者び自由にセットでさるので、表 
示パネルまたはファインダー内表示の露出インジケーターを見なびら、 
撮影状況や目的に合わせた露出決定びでさます。長時間露出（バルブ) 
ちこのモードでセツトします。 



露出モードボタン毫1をを押しな 
びらメインコマンドダイヤルを 
回し、表71^パネルに/1を表 7 J \ さ 
せます。 


2 


露出インジケーター（次ページ参照）を確認しなびら、 
シャッタースピードと絞りをセツトします。 



■け C * 5 〇 访5 

本1 


« (おぶ 


四 ！] A 



n 

だぶ F •ィ .5 少 





NORM 

圓 A 1 [おぶ 

じ]」困 A 


シャッタースピード (bulb および30秒、〜]/8000秒、）はメ 
インコマンドダイヤルでセットし、絞り（最小絞り〜開放絞り） 
はサブコマンドダイヤルでセットします（どちらび先でをかま 
いません)。 

シャッタースピードを bulb にセットしてシャッターボタンを 
押し続けると、シャッターび開いたままとなるバルブ撮影とな 
ります。 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 
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む卜 1 


露出インジケーターについて 

長時間露出（バルブ）を除いて、撮影者びセットしたシャッタースピードと絞り 
値の組み合わせによる露出値と、カメラび測光した露出値との差び表示されま 
す。表示パネレおよびフアインダー内表示の露出インジケーターの見方は次のと 
おりです。 


露出値のステップび 
1/3段の場合 

露出値のステップび 
1/2段の場合 

露出値のステップび 

1段の場合 

適正露出の場合 

適正露出の場合 

適正露出の場合 

(表示パネル） 

读示パネル） 

(表示パネル） 

(ファインダー内表示） 

(ファインダー内表示） 

+■■■?■■■■ 

(ファインダー内表示） 

+■■■?■■■■ 

]/3 段アンダーの場合 

]/2 段アンダーの場合 

1 段アンダーの場合 

读示パネル） 

读示パネル） 

(表示パネル） 

1 hi 

1 liii 

. hiiiii . 

(ファインダー内表示） 

(ファインダー内表示） 

(ファインダー内表示） 




3 段切上オー y (—の場合 

3 段切上オー y (—の場合 

3 段切上オー y (—の場合 

(表示パネル） 

(表示パネル） 

(表示パネル） 

-1- ■垂 — 

^lllllllllllllllllll 

^iiiiiiiiiiiiiiiiiil 

-1- ♦禱 ■•♦■■■I — 

^iiiiiiiiiiiiiiiiiil 

(ファインダー内表示^) 

(ファインダー内表示） 

(ファインダー内表示） 

: h . h .1 - ■- 

: hhi ぶ…- 

: hhi 


※露出値のステップび]/3段の場合、2段似上オーバーで、ファインダー内表 
示の露出インジケーターびこの表示になります。 

•光量びカメラの測光範囲を超えると、露出インジケーターび点滅して警告します。 


巧長時間露出について 

シャッタースピードび低速になると、画像にノイズび入る場合びあります。このノイ 
ズは撮影メニューの 「長秒時ノイズ除去」 ( P .208) により低減することびでさます。 
長時間露出を行ラ場合は、残量び充分にあるバッテ IJ 一をご使用ください。 


巧長時間露出時の電源について 

シャツタースピードを bu Lb (バルスにセツトして長時間露出撮影する場合は、撮 
影中のバツテ U —切れを防ぐため、電源としてフル充電した Li-ion U チャージャブル 
バツテリー EN - EL 3 e または AC アダプター EH -6 (別売）のご使用をおすすめします。 
撮影中にバツテ U —の残量びなくなった場合、撮影を終了して画像をメモ IJ ーカード 
に記録した後、電源び切れます。 






























巧レンズの絞0リングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り IJ ングび最小絞り（最大値）にセットさ 
れていない場合、表示パネルとファインダー内表示に 巧 E び点滅し、シャッターび 
されません。 

の非 CPU レンズを取0付けた場合 

非 CPU レンズを装着して撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （ P .2]1) でレンズ 
の開放絞り値を設定した場合は、表示 ノ （ネルとファ イ ンダー内表示に絞り値び表示さ 
れます。絞りのセットは、レンズの絞り IJ ングで行ってください。この場合、絞り U 
ングによる中間絞りの設定は可能ですび、表示は]段単位になります。 

• 開放絞り値を設定しない場合は、表示パネルとファ 
インダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示 
(^ F 、 開放絞りは ^ FC ) となりますので、絞りのセッ 
卜と確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 


巧 AF マイク□レンズ装着時の露出倍数について 

AF マイク□レンズをカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞りをサブコ 
マンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要はありません。レンズの 
絞り IJ ングでセットする場合だけ、露出倍数を考慮した補正び必要になります。 

Mb 1 : 感度の自動制御 (P.239) 

け （マニュアル）で 「感度自動制御」 を 「する」 にすると、セットしたシャッタースピー 
ド、絞り値で適正露出び得られない場合に、自動的に IS 日感度を変更して、適正露出 
を得る（をしくは適正露出に近づける）ことびでさます。 

Mb 3 : 露出値の設定のステップ幅 (P.242) 

表示パネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を1/2段または]段に変更できます。 

Mf 5 : コマンドタイヤルの設定 (P.270) 

「メインとサブの入れ換え」 および 「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 により、メ 
インコマンドダイヤルまたはレンズの絞り U ングで絞りをセットでさます。ただし、 
「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 の設定にかかわらず、絞り U ングのないレン 
ズ （ G タイプレンズ）を装着している場合はサブコマンドダイヤルで、非 CPU レンズ 
を装着している場合はレンズの絞り U ングで絞りをセットします。 


/一 j 巧 Q 加 ^ 

口 + . ii ?.. 
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AE □ック撮驚 

AE □ック撮影は、撮影画面内の特に露出を合わせたい部分をスポット 
測光などにより測光し、 AE / AF □ックボタン®を押してその露出を 
カメラに記憶させたまま、構図を変えて撮影する方法です。露出を合 
わせたい部分とその周囲とで、著し<明るさび異なる場合などに便利 
です。露出モードは/"!(マニュアル）じ(外にセットしてください。 

測光モードをスポット測光または 
中央部重点測光にセットします。 

• マルチパターン測光は充分な AE 
□ックの効果び期待でさないため、 
おすすめでさません。 


つ 露出を合わせたい部分にフオーカスエ U アを重ねてシャッ 

ム ターボタンを半押ししたまま、 AE / AF □ックボタン®を 

押して、ピント表示 （•） の点好を確認します。 


• AE / AF □ックボタン@を押している間は、測光モードに応じた部分の 
露出び記憶（□ック）され、構図を変えてを露出は変わりません（ファイ 
ンダー内表示に AE □ ックマーク AE 丄び点巧します)。 

• スポット測光で、測光エ U アとフォーカスエ U アび連動する場合 （ P .1 日 1) 
は、選択しているフォーカスエ U アを重ねた部分の露出び記憶されます。 

• 中央部重点測光にセットした場合は、ファインダー中央部 （08 mm の 
内側）を重点的に測光した露出び記憶されます。 

• フォー カスモードびシングル AF ヴーボ （ AF - S ) またはコンティ ニ ュアス 
AF ヴーボ ( AF - C ) の場合、 フォー カス□ックも同時に行われますので、 
ピント表示 （•） の点打を確認してください。 
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AE/AF □ックボタン®を押した 
まま、構図を決めて撮影します。 


Mc 1 : シャッターボタン半押しによる AE ロック （P.246) 

通常は AE / AF □ックボタン®を押した場合に AE □ックび行われますび、シャッ 
ターボタンを半押ししたとさに AE □ックび行われるように変更でさます。 

回 c2 : AE/AF ロックボタンの機能 （P.246) 

AE / AF □ックボタン®を押した場合に、 AE □ックだけ行われるように変更できま 
す。また、 AE / AF □ックボタン®を押すと、指を離してを AE □ックの状態び保持 
され、シャッターをさる、または半押しタイマーのオフで解除されるように変更でさ 

7/2ます。 


USSZ シャッタースピードと絞り値の変更 

AE/AF □ ックボタン®を押している間を次の操作びでさます。 


露出モード 

操作 

P (プ□グラムオート） 

プ□グラムシフト ( P .102) 

/ご （シャツター優先オート） 

シャッタースピードの変更 

H (絞り優先オート） 

絞り値の変更 


•いずれを、変更した後の露出表示にはそれぞれ制御されるシャッタースピード、 
絞り値び表示されます。 

• AE □ック中は、測光モードセレクトダイヤルを切り換えてを測光モードは変 
わりません （ AE □ックを解除すれば変わります)。 


t シド 
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露出補正 

露出補正とは、カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることを 
いいます。たとえば、八イキー（全体的に明るい!-ーン)、□ーキー（全 
体的に暗い!-ーン）など、作画意図に応じた露出表現をしたい場合な 
どに使用します。測光モードは中央部重点測光またはスポット測光を 
おすすめします。いずれの露出モードでもセット可能です（ただし露出 
モードび/"!の時は、インジケーター表示び変わるのみで、撮影者びセッ 
卜したシャッタースピードと絞り値は変わりません)。 

露出補正ボタン•押しなびら、 
メインコマンドダイヤルで補正 
量 （1/3 段ステップで±己段）を 
セットします。 

• 補正量をセットすると、表示パネ 
ルに露出補正マーク因び表示さ 
れ、補正量の確認は露出補正ボタン 
H •を押すだけで行えます。ファ 
インダー内表示には、+側に補正 
した場合はび、一側に補正した 
場合は^び表示されます。表示パ 
ネルとファインダー内表示には、露 
出インジケーターび露出補正インジ 
ケーターとして表示され、露出イン 
ジケーターの「0」び点滅します。 

• 補正の目安としては、被写体（たと 
えば人物など）に対して、背景び明 
るい場合は+側に、背景び暗い場 
合は一側に補正するのび基本です。 
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回 b4 :露出補正値、調光補正値の設定のステップ幅 （P.242) 

露出補正のステップを]/2段または]段に変更でさます。 

Mb 5 ： 露出補正簡易設定 （P.243) 

露出補正ボタン Hi を使用せずに、コマンドダイヤル（メインまたはサブ）の操作だ 
り4 けで、露出補正び行えます。 


2 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 露出補正を解除する場合は、露出補正ボタン n •を押しなびら、 
メインコマンドダイヤルで補正量を0.日にセットするか、ツーボ 
タン IJ セット （ P .1 已 6) を行ってください（カメラの電源スイッチ 
を日 FF にしてち解除されません)。 
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才ートブラケティング 

D 2 日日のオートブラケティングには大きく分けて、露出値をずらす AE 

ブラケティング、主要被写体の TTL 調光レベルをずらすフラッシュブ 

ラケティング、色温度をずらす VVB (ホワイトバランス）ブラケティン 

グの3種類びあります。 

• AE ブラケティング： AE ブラケティングをセットすると、シャッター 
をさるたびにカメラび表示する適正露出値（露出モードびマニュアル 
の場合は撮影ちびセットした露出値）に対して、セットした撮影コマ 
数（最大9コマ）と補正ステップで自動的に露出をずらして（露出補 
正なしで最大±4段）撮影します。いずれの露出モードでちセットび 
可能です。 

• フラッシュブラケティング： フラッシュブラケティングをセットす 
ると、シャッターをきるたびに、セットした撮影コマ数（最大9コ 
マ）と補正ステップで、自動的にフラッシュの光量をずらして（調光 
補正なしで最大±4段）撮影します。フラッシュブラケティングは 
i - TTL モード調光時および絞り連動外部自動調光時（スピードライト 
SB -800 (別売）使用時のみ）に使用できます。 

• WB ブラケティング： VV 目ブラケティングは、 ] 回の撮影で、設 
定したホワイトバランスに対してセットした撮影コマ数分 （1 回 
の撮影で最大9コマ）だけ自動的に色温度をずらして記録しま 
す。複数の光源び混在しているなど、ホワイトバランスの決定び 
難しい場合や、微妙な白の色味を好みで選びたいとさなどに効 
果的です。ただし、画質モードび RAW 、 または RAW + FINE 、 
RAW + NORMAL RAW + BAS にの場合は使用できません。また、 
ホワイトバランスを因（色温度設定）または PRE (プ U セット）に設 
定している場合も使用できません。操作方法については 「VVB (ホワ 
イトバランス）ブラケティング」 （ P .72) をご覧ください。 
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AE 、 フラッシュブラケテイングの設定 


囚関連 データ 


カスタムメニュー e 己 「オートブラ 
ケティングのセット」 （ P .263) で 
オートブラケティングを行う内容 

を 、 「AE •フラッシュブラケティ 
ンク '」、 「AE ブラケティンク'」、「フ 
ラッシュブラケティング」 から選 

択します。 

オートブラケティングボタン 
©を押しなびら、メインコマン 
ドダイヤルを回して撮影コマ数 
( P .312) を表示パネルに表示し 
ます。日コマ！; I 外に設定されると、 
表示パネルにオートブラケティ 
ングマーク回田とオートブラケ 
ティングインジケーターび表示 
され、表示パネルとファインダー 
内表示で露出補正マーク因び点 
滅します。 

オートブラケティングボタン 
©を押しなびら、サブコマ 
ンドダイヤルで補正ステップ 
( P .312) をセットします。 
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AE • フラッシュブラケティングの設定コマ数と補正ステップの組み合わせ 

-「付録資料集」 （ P .312) 
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AE • フラッシュ、 AEx 
フラッシュブラケテイング時 
の表示パネル 
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構図を決め、ピントを合わせて撮 
影します。 

•撮影中、シャッタースピードと絞 
りは補正された値び表示されます。 

• オートブラケティング時は露出イン 
ジケーターびオートブラケティング 
インジケーターとして表示されま 
す。撮影されたコマを示す表示び、 
オートブラケティングインジケー 
ター上から消えます。 

• AE ブラケティングと露出補正 
( P .113) を同時にセットすると、 
両方の補正値び加算された A E ブラ 
ケティング撮影び行えます。±4 
段を超える AE ブラケティング撮影 
を行ラ場合に便利です。 

• AE • フラッシュ、 AE 、 フラッシュブ 
ラケティングを解除する場合は、オー 
トブラケティングボタン®を押しな 
びら、メインコマンドダイヤルで表示 
パネルの撮影コマ数を日にセットし、 
オートブラケティングマーク向巧1を 
消好させます。この場合、セットし 
た補正ステップは次回の AE • フラッ 
シュ、 AE 、 フラッシュブラケティン 
グ時まで保持されます。また、ツー 
ボタンリセット （ P .1 己 6) でも解除で 
さますび、この場合はセットした補 
正ステップは保持されません。 


回 e 8 :オートブラケティングの設定方法 ( P .265) 

オートブラケティングボタン®を押しなびらメインコマンドダイヤルを回すとオー 
トブラケティングの設定/解除を、オートブラケティングボタン®を押しなびらサ 
ブコマンドダイヤルを回すと撮影コマ数と補正ステップを組み合わせで選択でさるよ 
ラに変更でさます。 















Ha^ AE ブラケティング 

AE ブラケティングの場合は、露出モードによって補正される内容（シャッター 
スピード/絞り値）び異なります。 


露出モード 

変化ずる内容 

P (プ□グラムオート） 

シャッタースピードと絞り値^1 

5(シャツター優先オート） 

絞り値^1 

fi (絞り優先オート） 

シャッタースピード^1 

M (マニュアル） 

シャッタースピード^2 


《 ] カスタムメニュー b ] 「感度の自動制御」 （ P .239) び「する」に設定されて 
いる場合、シャッタースピードや絞り値び制御範囲を超えると、自動的に 
IS 日感度び変化します。 

《2*カスタムメニュー e 目「オートブラケテイングの変化要素 （M モード)」 （iU 

下参照）により変化する内容を変更でさます。 

• カスタムメニュ ー65 「才ートブラケテイングのセット」 （ P .263) び 「 AE’ 
フラッシュブラケテイング」または 「AE ブラケテイング」に設定され、力 
スタムメニュ ー b ] 「感度の自動制御」 （ P .239) び「する」に設定されて 
いる場合、カスタムメニュー e 目の設定にかかわらずに日感度のみび変化 
します。 


巧カスタムメニュー ©5 の変更について 

撮影中にカスタムメニュー65「オートブラケティングのセット」 （ P .2 目 3) を rWB 
ブラケティング」に変更した場合、残りのコマはキャンセルされます。 

巧オートブラケティング時の連続撮影について 

動作モードを Cl (低速連続撮影）または Ch (高速連続撮影）にセットして撮影する 
場合 、 AE •フラッシュ、 AE 、 フラッシュブラケティングでは、シャッターボタンを 
押し続けるとセットしたコマ数の撮影び終了した時点でいったん停止します。シャッ 
ターボタンを押しなおすと次の連続撮影び可能になります。 

巧メモリー残量がな<なつた場合/電源スイッチを0 FF にした場合 

•AE •フラッシュ、 AE 、 フラッシュブラケティングの場合は、撮影中にメモ U - カー 
ドの残量びなくなってを、メモ U —残量のある他のメモ U —力ードに交換すれば残 
りを撮影でさます。 

•AE •フラッシュ、 AE 、 フラッシュブラケティングの場合は、撮影中に電源スイッ 
118 チを日 FF にしてを、再び日 N にすれば残りを撮影でさます。 
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巧セルフタイマー撮影時 

セルフタイマー撮影時 （ P .131) には 、 AE •フラッシュ、 AE 、 フラッシュブラケティ 
ングでセットした撮影コマ数のオートブラケティング撮影び]コマずつ行われます。 

図 ©6 :オートブラケティングの変化要素 （M モード） （P.264) 

通常、露出モードび/1(マニュアル）のとさに AE • フラッシュブラケティングを行う 
とシャッタースピードと調光量び、 AE ブラケティングを行うとシャッタースピード 
のみ変化しますび、シャッタースピードの代わりに、シャッタースピードと絞り値の 
両方、絞り値のみ、あるいはフラッシュの調光量のみを変化させて撮影するよラに変 
要でさます。 

図 e7 :才ートブラケティング撮影時の補正順序 （P.265) 

マイナス側からプラス側へ順まに撮影されるように変更でさます。 
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フラッシュ撮影 


巧蔵フラッシュについて 

このカメラは] 8 mm レンズの画角をカバーする、ガイドナンバー 
約]2 ( IS 01 日日 - m 、 2ぴ〇のフラッシュを内蔵しており、モニター 
発光を行う専用 TTL モード （ i - TTL モード）によって制御され、 i - TTL - 
目 L 調光やスタンダード i - TTL 調光によるフラッシュ撮影びできます。 
暗いところではちちろん、昼間の屋外撮影などでち、逆光の場合や主 
要被写体の陰影を弱めたいとき、人物の目にキャッチライトを入れた 
いとさなどに、補助光としても使用でさます。 


i - TTL モードでは次のような内蔵フラッシュ撮影び行えます。 


i - TTL - 巨し 
調光 

マルチパターンによる測光情報ををとにを要被写体と背景光のバラ 
ンスを考慮した日 L (バランス）調光を行います。シャッターボタン 
を押すと、フラッシュびシャッター開□直前にモニター発光を行い、 
画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の]日日已分割 RG 巨セ 
ンサーび瞬時にモニターし、主要被写体と背景光のバランスを考慮 
した最適な発光量をミ夫定します。 

• G または D タイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写体まで 
の距離情報を加味した最適な発光量をミ夫定します。 

• 非 CPU レンズ装着時は、レンズ情報（開放絞り値、焦点距離）を設 
定することにより、より精度び向上します （ P .148)。 

•測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動的にスタン 
ダード i - TTL 調光になります。 

スタンダード 
i - TTL 調光 

背景の明るさは考慮されず、撮影画面び基準露光量となるよラに調 
光されます。を要被写体のみを強調する場合や、フラッシュ撮影で 
露出補正を行ラ場合に適しています。 

•測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動的にスタン 
ダード i - TTL 調光になります。 
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巧 i-TTL モード時の旧0感度連動豁囲について 

i-TTL モード時の IS 日感度連動範囲は10日〜] 6日日です。 IS 日感度を] 6日日よりも高 
720 く増感した場合には、距離や絞りによっては適正な発光量にならない場合びあります。 






巧内蔵フラッシュ使用時のご注意 

•内蔵フラッシュ撮影時は、動作モードび Cl (低速連続撮影）または Ch (高速連続 
撮影）セットされていてを、連続撮影にはなりません。 

• 内蔵フラッシュの充電中は、 VR レンズのシャッターボタン半押し中の手ブレ補正 
を行いません。 

• 内蔵フラッシュを連続して使用すると、発光部を保護するために一時的に発光び制 
限されます。少し時間をおくと発光び可能になります。 

巧フラッシュの照射角 

内蔵フラッシュの照射角は] 8 mm までカバーしますび、装着するレンズや絞りの菜 
件によっては、周囲び若干暗くなることびあります （ P .3] 6、317)。 

巧フラッシュ使用時の感度自動制御について 

カスタムメニュ ー b ] 「感度の自動制御」 （ P .239) を「する」に設定すると、フラッ 
シュの光量び適正となるように感度自動制御び機能します。ただしカスタムメニュー 
b ] び「する」に設定されていてを、次のよラな場合は手前の被写体び露出アンダーに 
なることびあります。 

•低速シャッタースピードでフラッシュ撮影（ス□ーシンク □) を行う場合 
• 曰中の明るい場所でフラッシュ撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
• 背景び明るい場合 

このよラな場合には、次の操作を行ラことでフラッシュの照射光び届さやすくなります。 

• 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 
• ス□ーシンク□を解除する 

Me 3 : 内蔵フラッシュ発光モード （P.254) 

内蔵フラッシュの発光モードは、通常 i - TTL 調光ですび、次のいずれかに変更でさ 
9 〇 

•マニュアル発光モード：発光量はフル発光、1/2、1/4、1/8、 1/16. 1/32、 
1/64、]/128の8段階から選択できます。フル発光では、内蔵フラッシュのガイ 
ドナンバーは約] 3 (に日]日日 - m 、 2ぴ C ) となります。 

• IJ ピーティング発光モード：シャッターを開いている間、繰り返し内蔵フラッシュ 
び発光します。発光量、発光回数、発光間隔を設定でさます。 

• コマンダーモード：スピードライト（別売） S 巨-8日日、 S 巨-目日日、 SB - R 2 日日を力 
メラから離して発光させます （ P .254)。 
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巧蔵フラッシュを使用した撮驚 

ここでは内蔵フラッシュを使用した撮影の方法を説明します。 

1 測光モードをセットします 
( P .100)。 

• スポット測光外にセットすると 
i - TTL - 目 L 調光になります。 

• スポット測光にセットした場合、ス 
タンダード i - TTL 調光になります。 

2 フラッシュ □ ック解除ボタンを 
押して、内蔵フラッシュをポップ 
アップさせます。 

• フラッシュの充電び開始されます。 
充電び完了して撮影可能な状態にな 
ると、ファインダー内のレディーラ 
イト V び点打します。 

フラッシュシンク□モードを 
セットします （ P .12 己)。 
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4 シャッタースピード、絞り値をセットします。 

• 内蔵フラッシュ使用時にセツト可能なシャッタースピードと絞り 
値は下表のとおりです。 


露出モード 

セット可能な 
シャッタースピード 

セット可能な 
絞り値 

参照 

ぺージ 

P (プ□グラムオート） 

カメラび自動的に]/25日〜 
]/6日秒にセット^1 

カメラび 
自動的にセット 

P .102 

5(シャッター優先オート) 

1/2已〇〜30秒※2 

P .104 

/] (絞り優先オート） 

カメラび自動的に]/25日〜 
]/6日秒にセット^1 

任意の絞り^ 3 

P .106 

M (マニュアル） 

1/2已〇〜30秒※2 

P .108 


ス□ーシンク□モード、後幕ス□ーシンク□モード、ホ目軽減ス□ーシンク □ 
モード選択時は、シャッタースピードび最長3日秒まで延長されます。 

《21/2已日秒より高速のシャッタースピードにセットされている場合は、内蔵フ 
ラッシュをポップアップすると、自動的に同調シャッタースピードの]/2已日秒 
にセットされます。 

《3調光範囲は設定している旧日感度と絞り値によってミ夫まります。巧（絞り優先 
オート）または /" j ( マニュアル）時の絞りのセツトは内蔵フラッシュの調光範囲 
を考慮して行ってください。 



ファインダー内のレディーライト 
ちを確認します。 

• フラッシュの充電び完了して撮影 
可能な状態になると、ファインダー 
内のレディーライトちび点打して 
知らせます。フラッシュび上びっ 
た状態でレディーライトちび点打 
していないとさは撮影でさません。 


6 構図を決めてピントを合わせ、内蔵フラッシュの調光範囲 

( P .316) を考慮して撮影します。 

• シャッターをきった後、レディーライトちび約3秒間点滅した 
場合は、フラッシュびフル発光して露出不足の可能性びあること 
を警告しています。撮影距離、絞り値、 ISO 感度などを再度確認 
して、撮影し直してください。 















因関連データ 

内蔵フラッシュの調光範囲と限界絞り値^ 「付録資料集」 （ P .316) 

因関連データ 

内蔵フラッシュに使用可能なレンズ ー「付録資料集」 （ P .317) 

図 e 1 :フラッシュ撮影時の同調速度 （ P .253) 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの高速側を]/2日日砂、]/1目日砂、]/125 
砂、]/1日日砂、1/8日秒、1/6日秒に制限することびできます。露出モードび5 、 n 
の場合にシャッタースピードをこれらの値に固定するとさは、最も低速側 （3 日砂ま 
たは と IU Lb (バルブ)）の次のシャッタースピードを選択してください。この場合、 
表示パネルにフラッシュシンク□マーク X び表示されます。また、スピードライト 
(月 IJ 売） S 巨-8日日、 S 巨-6日日、 SB - R 2 日日使用時に、1/8日日日までの高速シャッター 
スピードで撮影可能な、オート FP 八イスピードシンク□に設定することをでさます 
(内蔵フラッシュ本発光時は FP 発光は行われません)。 

Me 2 : フラッシュ撮影時のシャツタースピードほ速制限 ( P .254) 


P (プ□グラムオート）、月（絞り優先オート）で、フラッシュ撮影時におけるシャッター 
スピードの低速側の制限を]/6日砂、1/3日秒、1/15砂、1/8秒、1/4砂、1/2砂、 
724 ] 砂、2砂、4砂、8砂、]5砂、3日砂に延長することびでさます。 



USR 内蔵フラッシュの収納 

内蔵フラッシュを収納するとさは、カチッと音びするまで手で軽く押し下げます 
(使用しないとさはバッテ IJ 一の消耗を防ぐため、常に収納状態にしてください)。 

モデリング発光について 

内蔵フラッシュ、スピードライト（別売） S 巨-8日日、 S 巨-目日日、 S 巨 - R 2 日日使用 
時には、 D 2 日日のプレビューボタンを押すとモデ IJ ング発光び行われ、照射光の 
効果を簡単に確認することびでさます。プレビュー時にモデ U ング発光を行わな 
いようにするには、カスタムメニュ ー e 4 「モデリング発光」 （ P .2 目 3) を 「 OFF 」 
に設定してください。 
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フラッシュシンクロモードの種類と特長 


セットでさるフラッシュシンク□モードは次のとおりです。 



n 

通常のフラッシュ撮影時にはこのモードでセットします。露出モー 
ドを/コ（プ□グラムオート）または/こ!（絞り優先才ート）にセットし 
てフラッシュ撮影を行うと、カメラび適正露出となるようにシャッ 
夕ースピードを]/6 日〜]/ 25 日 砂（スピードライト（別売）で 
才ート FP 八イスピードシンク □ ( P .282) を行う場合は1/ 目日〜 
]/8 日日日 秒）に自動的にセットします。 

先幕シンク □ 
モード 


則 1 

フラッシュび発光する前に約]秒間赤目軽減ランプのプ U 照射を行 
い、暗いところで人物の目びホく写るのを軽減することびでさます。 

• シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないよラ 
に注意してください（シャッターチャンスを優先するような撮影 
にはおすすめでさません)。 

赤目軽減モード 


阿 

赤目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされます。 
露出モードは/コ（プ□グラムオート）または/こ!（絞り優先才ート）に 
セットしてください。 

•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してくだ 
さい。兰脚のご使用をおすすめします。 

赤目軽減 
ス□ーシンク □ 
モード 


Pi 

露出モードを/コ（プ□グラム オ ート）または/こ 1 (絞り優先才ート）に 
セットしてフラッシュ撮影を行うと、通常はシャッタースピード 
び]/6 日〜]/ 25 日 砂（スピードライト（別売）で才ート FP 八イス 
ピードシンク □ ( P .282) をイ5う場合は]/ 目日〜]/ 8 日日日 秒、）に自 
動的にセットされますび、このモードでは、背景の露出を考慮して 
シャッタースピードび最長3 日 砂まで延長されます。これにより、 
背景を描写しなびらフラッシュを発光させ、夕景や夜景の雰囲気を 
活かした撮影び行えます。 

•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してくだ 
さい。兰脚のご使用をおすすめします。 

ス□ーシンク □ 
モード 


rearI 

シャッター後幕の走行開始（シャッターび閉じる）直前にフラッ 
シュを発光させます。動く被写体をフラッシュで撮影する場合に、 
その被写体の動さを想像させる光の流れなどを被写体の後方に自然 
な形で表現でさます。 

• 露出モードを P (プ□グラムオート）または/](絞り優先オート） 
にセットすると、ス□ーシンク□モードを自動的にセットされま 
す。シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレにミ主意して 
ください。兰脚のご使用をおすすめします。 

後幕シンク □ 
モード 
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フラッシュシンク□モードの設定 

フラッシュシンク□モードはフラッシュシンク□モードボタン0とメ 
インコマンドダイヤルでセットします。フラッシュシンク□モードボ 
タン0を押しなびら、メインコマンドダイヤルを回して希望するフ 
ラッシュシンク□モードを表示パネルに表示させます。 




辽 S 

□ 

阻 



先幕 
シンク □ 
モード 


<§> ち I 赤目軽減 

モード 


ち.赤目軽減 
SLOW ス□—シンク □ 
__ ) モード※3 


み I 後幕シンク □ , 

rear ! 


モ-ド※2 


。み戴- □ 

_ ) モー ド※ 1 


/ 


《 ] 露出モードび S またはけの場合、ス□ーシンク□モードは設定でさません。こ 
のモードを選択した場合は自動的に「先幕シンク□モード」に変更されます。 

《2露出モードび P または A の場合は、ス□ーシンク□モードも自動的 ( —ち I 
にセットされ、フラッシュシンク□モードボタン凸から指を離すと SLOW 
ちのよつ(し表 7 J \ されます。 L J 

《3露出モードび5またはけの場合、赤目軽減ス□ーシンク□モードは設定でさま 
せん。このモードを選択した場合は自動的に「ホ目軽減モード」に変更されます。 


巧スタジオ用大型スト□ボ使用時について 

スタジオ用大型スト□ボでは正しい同調び行えないため、後幕シンク□モードは使用 
でさません。 
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巧赤目軽減ランプのケラレについて 

装着するレンズの種類により赤目軽減ランプの光にケラレび生じ、画面内の人物の位 
726置によっては赤目軽減効果びそこなわれることびあります。 



































調光補正 

調光補正とは、フラッシュとカメラび行う適正な調光を意図的に変え 
ることをいいます。たとえば、発光量をより多<して主要被写体を一 
段と明るく照らしたいとさ、あるいは発光量をより少なくして、主要 
被写体に光び強く当たりすざないようにしたいとさに使用します。 


調光補正ボタン(フラッシュシンクロ 
モードボタン 0) を押しなびら、サブコマン 
ドダイヤルで補正量 （1/3 段ステップで+ ] 
段〜一3段）をセットします。 

• 補正量をセットすると、表示パネルとファ 
インダー内表示に調光補正マーク日扫び 
表 7 J \ されます。 

• 補正の目安としては、被写体（たとえば人 
物など）に対して、背景び明るい場合は+ 
側に、背景び暗い場合は一側に補正するの 
び基本です。 




調光補正を解除する場合は、調光補正ボタン ay を巧しなびら、サブコマンド 
ダイヤルで補正量を0.日にセツトするか、ツーボタン U セツトを行ってください 
(カメラの電源スイツチを日 FF にしても解除されません)。 

Hai スピードライト（別売）の調光補正について 

スピードライト（別売 ） S 目-8日日、 S 目-6日日装着時わ、調光補正を行うことびで 
さます。 


調光補正の設定方法 



WS f5 .日 P 
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図 b4 :露出補正値、調光補正値の設定のステップ幅 （P.242) 

調光補正量のステップ幅を]/2段または]段に変更でさます。 


U 7 


















FV □ック 

調光量を□ック（固定）することにより、被写体に調光量を合わせたま 
ま構図を変えたり、同じ調光量を維持したまま撮影することびできま 
す。被写体び画面の中央にない場合など、自由な構図で適切な調光量 
のフラッシュ撮影び可能です。 

• FV □ック中にカメラの IS 日感度や絞り値を変更しても、フラッシュ 
の発光量び補正されることにより FV □ックは維持されます。 


西* rw □パ•レ: a 巧が H ► みを iJ 


く喊かが-•の 0 拟段涅お 
11 AE - I 7 が-け 於と 同じ 
想 巧が 1巧巧な止 
BKT 6 KT 自巧速写 



2 


ム 


iW- 


カスタムメニュー f 4 「ファンク 
シヨンボタンの機能」 （ P .269) 
で、 「FV □ック」 湖期設定）また 

は 「FV □ック-レンズ情報設定」 

に設定します。 


フラッシュ □ ック解除ボタンを 
押して、内蔵フラッシュをポップ 
アップさせます。 


調光範囲を考慮して、調光量を合 
わせたい被写体び画面の中必に 
なるようにカメラを構え、シャツ 
ターボタンを半押しして被写体 
にピントを合わせます。 
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4 D 2 日日のフアンクシヨンボタン 

を押します。 

• フラッシュびモニター発光を行い、 
調光量を計算します。 

• FV □ックび行われ、表示パネルと 
ファインダー内表示に FV □ック 
マーク（日 Esa 、 日!）び表示され 
ます。 


5 構図を変更します。 


~W 16 シャツターボタンを押して撮影 

▼ U します。 

ミ \ • FV □ツク中は、被写体の露出を一 

- 定にしたまま複数のコマを撮影す 

ることびできます。必要に応じて 
手順己〜目を繰り返してくださし、 

7 D 2 日日のフアンクシヨンボタン 

を押します。 

• FV □ツクび解除され、表示パネル 
とファインダー内表示から FV □ツ 
クマーク（日 ESa 、 日!）び消なし 
ます。 
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巧内蔵フラッシュの FV □ックについて 

内蔵フラッシュのみを発光させてフラッシュ撮影を行う場合、 FV □ックはカスタム 
メニュ ー e 3 「内蔵フラッシュ発光モード」 （ P .254) び 「TTL モード」 （初期設定）に 
130 設定されている場合のみ機能します。 


スピードライト側就の FV ロックについて 

スピードライト（月 IJ 売） S 巨-800、 S 巨-6日0、 SB - R 200イま用時を、 FV □ック 
を行うことびできます。この場合、 S 日-8日日の発光モードの種類を TTL また 
は AA に、 S 日-6日日の発光モードの種類を TTL にセットしてください（詳しく 
はそれぞれのスピードライトの使用説明書をご覧ください）。 FV □ック中に、 
SB -80 日、 SB -6 日日のズーム位置を変更しても、スピードライトの発光量び補 
正されることにより、 FV □ックは維持されます。 

カスタムメニュー e 3 「内蔵フラッシュ発光モー ド」 ( P .254) を 「コマンダーモー 
ド」 に言受定して、補助な （ S 巨-800、 S 巨-600、 SB - R 200) を使用する場合、「コ 
マンダーモード」の設定画面で次のいずれかを行ラことにより FV □ックを使用 
でさます。 

•内蔵フラッシュ、 A グループ、日グループのラち、いずれかの「発光モード」を 
mu に設定する 

• 補助なび SB -8 日日のみで構成されているグループびある場合は、そのグループ 
の「発光モード」を mu または 「 AA 」 に設定する 


フラッシュ撮影 










セルフタイマー撮影 


セルフタイマーによる撮影は記念写真など、撮影者自身もいっしょに 
写りたいとさなどに便利です。 

1 兰脚などを使用してカメラを固定します。 

9 動作モードダイヤル□ックボタ 

ン（①）を押しなびら、動作モー 
ドダイヤルを & (セルフタイマー 
撮影）にセツトします（⑨)。 


P 構図を決め、ピントを合わせます。 

• フォー カスモードび S ( AF - S ) でピ 
ントび合っていないとさなど、カメ 
ラのシャッターびされない状態では 
セルフタイマーは作動しません。 

• 適正露出に影響を与える接眼部か 
らの逆入光を防ぐため、/1(マニュ 
アル）1；(外の露出モードでカメラか 
ら離れてインターバルタイマー撮 
影を行う場合は、付属のアイピー 
スキャップ DK - 已で接眼部を覆っ 
て<ださい。アイピースキャップ 
は、接眼目当てを取り外し、ファ 
インダー接眼部の上から差し込む 
ように取り付けます。 

• AF (オートフォーカス）でピントを 
合わせる場合は、セルフタイマーを 
作動させるとさにレンズを体などで 
覆わないよラにま意してください。 




封 
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4 シャッターボタンを押します。 

• セルフタイマー撮影を開始すると、 
セルフタイマーランプ （ AF 補助光） 
び約8秒間点滅、約2秒間点巧し 
て合計で約]0秒後にシャッターび 
されます。 

• セルフタイマーの作動中は電子音 
び繰り返しなります。シャッター 
びされる前の約2秒間は、電子音 
の間隔び短くなります。 

• セルフタイマーの作動中に内蔵フ 
ラッシュを上げると、作動中のセ 
ルフタイマーをキャンセルします。 
ファインダー内のレディーライト 
ちび点打してから再度シャッター 
ボタンを押すと、再びセルフタイ 
マーび作動します。 


[gai セルフタイマーの解除方法 

動作モードダイヤル□ックボタンを押しなびら、 
動作モードダイヤルをセルフタイマー公似外に 
セツトします。 



巧シャッタースピードがと化,し！:,にセットされている場合について 

露出モードび/"|(マニュアル）で、シャッタースピードび と化, L と, にセットされてい 
る場合は、シャッタースピードび約]/6砂でシャッターびされます。 

回 c4 :セルフタイマーの作動時間 (P.247) 

732セルフタイマーの作動時間を2砂、5砂、2日砂のいずれかに変更でさます。 
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画像合成とる重露出 


D 2 日日では、次の2種類の方法で、 ] つのフレームに複数コマを重ね 
て写し込み、 ] つの画像として記録することびでさます。 


画像合成 

メモ U —力ードに記録され 
ている D 2 日日で撮影された 
RAW 画像から、選択された2 
つの画像を重ね合わせて1つ 
の画像に合成し、元画像とは 
別の画像として記録します。 

•同じメモリーカードに記録されている RAW 
画像であれば、2つの画像の撮影時間や場 
所び異つていても合成することびでさます。 

• 画質モードを RAW に設定して合成した画 
像であれば、さらに別の RAW 画像と合成 
することびでさます。 

多重露出 

連続して撮影する2〜]日コ 
マを重ねて写し込み、 ] つの 
画像として記録します。 

• 最大で]日コマ分を同時に重ね合わせるこ 
とびでさます。 

• すべての画質モードで撮影可能です。 

•合成前の画像び残らないため、メモ U —力一 
ドの容量を有効に使用することびでさます。 


画像合が 

画像合成は撮影メニューの 「画像合成」 で行います。 

• 合成された画像は、設定されている画質モードと画像サイズ （ P .41) 
で保存されます。画像合成を行5前に、これらの設定をご確認くださ 
し、合成された画像をさらに別の RAW 画像と合成する場合は、画質 
モードを RAW に設定してください。 

1 撮影メニュー画面で 「画像合成」 

を選択して、マルチセレクターの 
►を押します。 


2 画像合成設定画面び表示され、 

「画像1」び八イライト表示され 
ます。 
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実行ボタン®を押すと、メモ 
U —力ードに記録されている 
RAW 画像のサムネイルー覧び表 
示されますので、マルチセレク 
ターを操作して、合成する画像の 
1コマ目を選択します。 

• サムネイルボタン©を押している 
間、選択した画像を拡大表示する 
ことびでさます。 


画煤2 化む- 



4 


ES お大 »困挥おお 


マルチセレクターの中央部を押 
すと、選択した画像び設定され、 
画像合成設定画面に画像]とプ 
レビューび表示されます。 


1西@合が 


画逆1 

函谋2 了 b む- 

曲 

1 

mm 

国 

H 化大 

»函挥おお 


マルチセレクターの▲または ▼ 
を操作することにより、合成する 
画像の]コマ目のゲイン（出力) 
を設定します。日.1〜2.日の範囲 
で日.1ごとに設定でさます。 

• 各数値は初期設定の 1.0 (補正な 
し）を基準にした比率です。たとえ 
ば0.己に設定するとゲインは約半 
分になります。 

• 「プレビュー」で、設定後の状態を 
確認でさます。 


マルチセレクターの◄または►を操作することにより 「画像 
2」を選択します。「画像1」と同様に、合成する画像の2コ 
マ目を選択し、ゲインを設定します。 


L 田呈自 L 


6 
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画像1、画像2の設定び終わった 
ら、画像合成設定画面からマル 
チセレクターの◄または►を操 
作することにより 「合成」 を選択 
し、実行ボタン參を押して合成 
画像の確認画面を表示します。確 
認後、保存する場合は実行ボタン 
1® を押します。 


• 保を前に画像の選択や「ゲイン」の数値を変更する場合は、サムネイルボ 
タン©を押すと、画像合成設定画面に戻ります。 

• 確認画面を表示せずに合成画像を保をする場合は、マルチセレクターを 
操作して r 保を」を選択し、実行ボタン»を押します。合成画像びメモ 
IJ ーカードに保をされ、液晶モニターに表示されます。 

• 作成された画像は、新規の画像として、元の画像とは別に保をされます。 


巧 r 画像1 J 、 「画像 2 J で選択できないメモリーカード内の画像について 

•「画像1」、「画像2」では、 D 20 日で撮影された RAW 画像のみ選択でさます。機種 
の異なるカメラや RAW 似外の画質モードで撮影した画像は、画像のサムネイルー 
覧に表示されず、選択でさません。 

•非表示設定されている画像は、画像のサムネイルー覧に表示されず、選択でさません。 

田作成されるを成画像の設定について 

.画質モード、画像サイズ、ファイル名は、画像合成時のカメラの設定び適用されま 
す（ファイルま号は、記録フォルタ'一内で最大のファイルま号 +] になります)。画 
像合成された画質モードび RAW であれば、さらに別の RAW 画像と画像合成する 
ことびでさます。 

•作成される合成画像のホワイトバランス、仕上びり設定は、「画像1」で選択された 
画像と同じ設定になります。 

巧作成されるを成画像の撮影情報について 

作成される合成画像の撮影データ（撮影曰時、測光モード、シャッタースピード、絞 

り値、露出モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、「画像1」で選択 

された画像と同じ内容になります。 





多重露出 

多重露出撮影の設定は撮影メニューの 「多重露出」 で行います。 

多重露出撮影の開始 

撮影メニュー画面で 「多重露出」 
を選択して、マルチセレクターの 
►を押します。 


口 li おゾニュ- 


〇長が時ノイス徐去 

OFF ■ 

、ちおおノイズお去 
が一 1如おな泣定 
困巧合成 

圓 

100 


且辰•巧出 



>決を！ 


:コマ敎 
自巧ゲイン巧正 


0 多重露出設定画面び表示されま 
すので、マルチセレクターの▲ま 
たは▼を押して、 「コマ数」 を選 
択します。 


を重巧出 

コマ数 



マルチセレクターの►を押すと、 
コマ数の設定画面び表示されま 
す。マルチセレクターの▲または 
▼を押して、一連の多重露出で画 
像を重ねて撮影するコマ数を設 
定します。2〜]日コマの範囲で 
設定可能です。 



4 


マルチセレクターの►を押すと、 
多重露出設定画面に戻りますの 
で、マルチセレクターの▲また 
は▼を押して、 「自動ゲイン補正」 
を選択します。 
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c 自動ゲイン補正の設定画面び表示 

されますので、マルチセレクター 
の▲または▼を押して、 「する」 
または 「しない」 を選択します。 

• それぞれの内容は次のようになり 
ます。 


する 

,(初期設定） 

すべてのコマを設定されている露出条件で撮影したあと、多重露出 
を行うとさに、撮影されたコマ数に合わせて自動的にゲイン（出力） 
を補正します。 

•各コマのゲインは、 [1 -撮影コマ数]となります。たとえば、 
撮影コマ数び2コマの場合は]/2、4コマの場合は]/4となり 
ます。 

' しない 

すべてのコマを設定されている露出条件で撮影したあと、補正せず 
に多重露出を行います。 


6 マルチセレクターの►を押すと、 

多重露出設定画面に戻りますの 
で、マルチセレクターの▲または 
▼を押して、 「設定終了」 を選択 
します。 


マルチセレクターの►を押すと、 
多重露出設定び有効になります。 

• 多重露出設定び有効になると、表 
示パネルに多重露出マーク0び 
点好します。 


尸 の巧 .5 占 / 

Mr n ™ (こけ二}) 

画い- 




巧多重露出撮影 時のホワイトバランスについて 

ホワイトバランス （ P .51) を A (オート）に設定して多重露出撮影を行ラ場合、ホワ 
イトバランスは晴天での撮影に適した色温度に固定されます。晴天似外の光源で多重 
露出撮影を行う場合は 、 A (オート） i ； (外のホワイトバランスを光源の種類に合わせ 
て設定してください。 


















巧メモ IJ — カードの交換について 

多重露出による撮影中は、メモ U —力ードの交換を行わないでください。 

巧多重露出で撮影された画像の撮影情報について 

多重露出で記録された画像の撮影データ(撮影曰時、測光モード、シャッタースピード、絞り 
73 S 値、露出モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、 ] コマ目の内容になります。 


Q 構図を決め、ピントを合わせて] 

コマ目の撮影を行います。 

• 多重露出による撮影び開始される 
と、表示パネルの多重露出マーク 
画び点滅します。 

• 動作モード ( P .38) を S (1 コマ 
撮影）にセットして撮影する場合、 
シャッターをさるたびに]コマず 
つ撮影されます。 Cl (低速連続撮 
影）または Ch (高速連続撮影）に 
セットして撮影する場合は、シャッ 
ターボタンを押し続けると、多重 
露出で設定された撮影コマ数び終 
了した時点で画像び記録され、多 
重露出び解除されます。 

g 2 コマ目じ(降の撮影を行います。 

• 操作のないまま3日秒び経過する 
と、それまでに撮影されたコマを 
重ね合わせた画像を記録し、多重 
露出び解除されます。 

1 Q 設定されたコマ数の撮影び終了 
^すると、一連のコマを重ね合わせ 
た画像び記録され、多重露出び解 
除されます。 

• 表示パネルから多重露出マーク！ ■ 
び消打します。 
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巧多重露出撮影時の半押しタイマーについて 

•カスタムメニュ ー c 3 「半押しタイマー」 （ P .247) を「4秒」、「6秒」、「8秒」、「16秒」 
に設定している場合、多重露出の]コマ目を撮影してから多重露出び解除されるま 
で、半押しタイマーの作動時間びそれぞれ3日砂延長されます。 

• 多重露出び解除されるまでの時間を3日秒切上にする場合は、カスタムメニュー c 3 
「半巧しタイマー」 を 「制限なし」 に設定するか、 AC アダプター EH -6 (別売）を使 
用して < ださい。 

巧液晶モニターの点なについて 

多重露出の撮影途中、画像の再生やメニュー画面の表示で液晶モニターを点なした場 
合、液晶モニターび消なしてから操作のないまま3日秒び経過すると、画像び記録さ 
れて多重露出び解除されます。 

巧多重露出とオートブラケティングの設定について 

オートブラケティングを設定してから多重露出を設定すると、オートブラケティング 
び解除されます。また、多重露出を設定するとオートブラケティングを設定すること 
びでさません。 

巧を重露出とインターバルタイマー撮影の組み含わせについて 

多重露出を設定してから]コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮影 
( P .141) を設定すると、設定されたインターバルで多重露出撮影を行ラことびでさ 
ます。この場合、 「インターバルタイマー」 で設定された撮影回数とコマ数 （1 回の撮 
影コマ数）にかかわらず、設定されたインターバルで]コマずつ撮影され、 「多重 露出」 
で設定されたコマ数の撮影び終了すると、画像び記録されて多重露出とインターノりレ 
タイマー撮影の両方び解除されます。ただし、多重露出撮影時は、操作のないまま 
3日砂経過すると撮影び終了します。 「インターバルタイマー」 のインターバルを30 
秒より長く設定した場合、次のいずれかを行ってください。 

• カスタムメニュー c 3 「半巧しタイマー」 （ P .247) を 「制限なし」 に設定する 
• AC アダプター EH -6 (別売）を使用する 

多重露出び途中で解除された場合はインターバルタイマー撮影を解除されます。 

巧多重露出撮影時に変更でまない項目について 

多重露出による撮影中は、 ] コマ目を撮影してから多重露出び解除されるまで、次の 
機能をセットしたり、設定を変更することびでさません。 

• 「多重露出」 iU 外の撮影メニューの全項目。ただし、多重露出を設定してから]コマ 
目を撮影する前にインターバルタイマーを設定し、撮影を開始した場合、 「インター 
バルタイマー」 を選択することびでさます。 

•オートブラケティング 
• メモ IJ 一力ードのフオーマット 

•セットアップメニューの 「イメージダストオフデータ 取得」 

•ク U —ニングミラーアップ 
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多重露出撮影の終了 

次の場合、一連の多重露出撮影び終了し、その時点で撮影び完了してい 
るコマを重ね合わせた画像び記録されます。多重露出撮影は終了した時 
点で解除され、通常の撮影待機状態に戻ります。再度多重露出撮影を行 
うには、撮影メニューの 「多重露出」 を設定し直してください。 

• 「コマ数」 で設定された撮影コマ数の撮影び終了した場合 
• 撮影途中で操作のないまま3日秒び経過した場合 

• カメラの電源スイッチを OFF にした場合（削除ボタン®を押しびら 
電源スイッチを OFF にすると、画像の記録を行わずに終了します。） 

• バッテ U —の残量びなくなった場合 

• 撮影画像を再生し、削除ボタン®の操作によって削除した場合 

• 多重露出設定画面で、多重露出撮影設定 
後に表示される 「設定解除」 を選択し、マ 
ルチセレクターの ► を押した場合 


多重露出設定画面で、多重露出撮影開始 
後に表示される 「中断」 を選択し、マルチ 
セレクターの►を押した場合 




巧途中で終了した場合の自動ゲイン補正について 

多重露出の 「自動ゲイン補正」 を 「する」 に設定して多重露出撮影を行ったときに、撮 
影コマ数び設定されたコマ数に満たさずに途中で終了した場合、実際に撮影されたコ 
マ数から補正値び計算されます。 

巧ツーボタン U セツトについて 

ツーボタン U セットでは多重露出設定画面の内容は IJ セットされません。また、多重 
140 露出の設定中にツーボタン U セットを行ってを、多重露出は解除されません。 
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インターバルタイマー撮影 


□200 は、設定した開始ち法（即時または設定時刻）と撮影間隔で自動的 
に撮影を行う、インターバルタイマー撮影び可能です。つぼみびゆっくり 
と開く様テや、蝶び羽化する様テなどを記録したい場合などに便利です。 

インターバルタイマー撮影の開始 


娜ィ ニュ 

〇長が 時 ノイス おち 
. ち 感度ノイブ 除ま 
-- ISO 孩度巧を 

^^国巧を巧 
百 i を重巧出 


撮影メニュー画面で 「インター八’ 
ルタイマー」 を選択して、マルチ 
セレクターの►を押します。 



巧移曲巧巧を ©08:06 


つ インターバルタイマー撮影設定画 

面で、マルチセレクターの▲また 
は▼を操作することにより、開始 
卜 U ガーの「即時スタート」また 
は「開始時刻設定」を選択します。 

• 「即時スタート」： 約3秒後に最初 
の設定コマ数を撮影し、1；(後設定 
された撮影間隔とコマ数で撮影を 
繰り返します。 

• 「開始時刻設定」： 設定された開始 
時刻に最初の設定コマ数を撮影し、 
1；(後設定された撮影間隔とコマ数 
で撮影を繰り返します。 


巧試し撮0について 

インターバルタイマー撮影を開始する前に、試し撮りをすることをおすすめします。 
特にインターバルタイマー撮影では、撮影時間ごと、直前にピントを合わせます。 
フォーカスモードび S (シングル AF サーボ）で、被写体にピントび合わない場合は、 
その回の撮影びキャンセルされますのでご注意ください。 
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開始時刻 

「開始トリガー」 で 「開始時刻設定」 を選択した場合の開始時刻を 
設定します。マルチセレクターの◄または►で時-分を選択し、 
▲または▼で数値を設定します。 

• 「開始 トリガー」 で「即時 スタート」 び選択されている場合は設 
定でさません。 

撮影間隔 

インターバルを設定します。マルチセレクターの◄または►で時 
間•分-秒を選択し、▲または▼で数値を設定します。 

撮影回数 X 
コマ数 

撮影回数とコマ数を設定します。マルチセレクターの◄または ► 
で、撮影回数（左側)、 1 回の撮影〕マ数（ち側）を]巧ずつ選択し、 
▲または▼で数値を設定します。 

• ち側に合計撮影コマ数び表示されます。設定時のメモ IJ 一力一 
ドのメモ IJ 一残量によって、撮影コマ数や撮影回数び制限され 
ることはありません。 

残0 

撮影開始後の残りの撮影回数（左側）と]回の撮影コマ数（ち側） 
を表示します。この項目を設定することはでさません。 

撮影動作 

インターバルタイマー撮影の開始動作を選択します。マルチセレク 
ターの▲または▼で 「開始しない」 と 「開始する」 を切り換えます。 

• 「開始しない」：「開始しない」 を選択して実行ボタン參を押す 
と、インターバルタイマー撮影の設定を行い、撮影メニュー画 
面に戻ります。 

• 「開始する」：「開始する」 を選択して実行ボタン®を押すと、 
インターバルタイマー撮影の待機状態になります。設定された 
開始方法で最初の設定コマ数を撮影し、切後設定された撮影間 
隔とコマ数で撮影を繰り返します。 


巧インターバルタイマー撮影時の電源に:^いて 

インターバルタイマー撮影を行ラ場合は、撮影中のバッテ IJ 一切れを防ぐため、電源 
742として AC アダプター EH - 目（別売）のご使用をおすすめします。 



巧な曲巧 SS を 货11:日2 



7ルチセレクターの ◄ または►を 
操作して次の設定項目を表示し 
よ9 〇 

• インターバルタイマー撮影の設定 
をキャンセルする場合は、メニュー 
ボタン懼)を押してメニュー画面を 
終了してください。 


【応用編】撮影インタ—バルタイマ—撮影 













4 すべての項目を設定したら、「撮影動作」の「開始する」を選 

択した状態で、実行ボタン参を押します。 

• カメラを兰脚などで固定することをおすすめします。 

• カメラび撮影の待機状態になります。設定した開始ち法で最初の 
設定コマ数び撮影され、1；(後設定したインターバルとコマ数で撮 
影を繰り返します。 

• 設定した全ての撮影回数と撮影コマ数の撮影び完了すると、イン 
ターノりレタイマー撮影び終了します。 

• 設定した開始時刻まで]分！;!内の場合や、露出モードび/" I (マ 
ニュアル）でシャッタースピードびと, L , し！:, （バルブ）にセットさ 
れている場合など、インターバルタイマー撮影を開始でさない場 
合は、警告メッセージを液晶モニターに表示してインターバルタ 
イマー撮影設定画面に戻ります。 


iHi インターバルタイマー撮影時の表示パネルについて。 

インターバルタイマー撮影の待機状態では、表 
示パネルにインターバルタイマー設定マーク 
I …口 W/J- び点滅表示ホれ、撮影直前になると 
シャッタースピード表示部に残りの撮影回数び、 

絞り値表示部にその回の残りの撮影コマ数び、そ 
れぞれ表示されます。 

• 待機状態でシャッターボタンを半押しすると、残りの撮影回数と撮影コマ数び 
表示されます。ただし、シャッターボタンから指を離した状態で半押しタイ 
マーびオンの間はシャッタースピードと絞り値び表示され、撮影回数と撮影コ 
マ数は表示されません。 

•撮影回数を重ねるごとに撮影回数表示の数値び]ずつ減っていさます。また、 
1コマ撮影するごとに撮影コマ数表示び]ずつ減りますび、次の回に移行する 
とさに設定した撮影コマ数に戻ります。 


巧 r 時刻設定 J について 

「時刻設定」 を選択して、開始時刻を指定する場合は、あらかじめセットアップメ 
ニューの 「ワールドタイム」 (P.187) で日時び正確に設定されていることをご確認く 
ださい。 




【応用編】撮影インタ—バルタイマ—撮影 
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巧インターバル（撮影間隔）の設定について 

実際のインターバルタイマー撮影には、インターバル時間のほか、シャッタースピード 
の時間やカメラび処理を行う時間などび含まれます。そのため、設定したインターバ 
ルや画像のファイルサイズによっては、設定した間隔で撮影でさない場合びあります。 

巧メモリーカードのメモリー残量がない場合は 

メモ U —カードのメモ U —残量びない場合、撮影時刻ごとにカウントは進みますび、実 
際の撮影は行われません。撮影を続行するには次のいずれかの操作を行ってください。 

• 不要な画像を削除する 

• 電源スイッチを日 FF にしてメモ U —残量のあるメモ U —力ードに交換し、再度電源 
スイッチを日 N にしてインターバルタイマー撮影再開の操作を行ラ 

巧オートブラケテイングとインターバルタイマー撮影の組みをわせについて 


インターバルタイマー撮影とオートブラケティングを同時に行ラ場合は、オートブラ 
ケティングを先にセットしてからインターバルタイマーを設定してください。 
•インターバルタイマー撮影時に AE •フラッシュ、 AE、 フラッシュブラケティンク' 
を行ラ場合は、インターバルタイマーの「コマ数」の設定にかかわらず、撮影時間 
ごとにオートブラケティングでセットされたコマ数び撮影されます。 

•インターバルタイマー撮影時に VV 目ブラケティングを行う場合は、インターバルタ 
イマーの「コマ数」の設定にかかわらず、撮影時間ごとに]コマ撮影し、オートブ 
744 ラケティングでセツトされたコマ数び記録されます。 




口 RO 

た 一---、 CD 00 
む 002 x 1=0002 _ 




インターバルタイマー撮影の待機状態で、撮影メ 
ニューから 「インターバルタイマー」 を選択すると、 

液晶モニターのインターバル設定画面に撮影動作、 

開始時刻、撮影間隔、残りの撮影回数と撮影コマ数 
び表示されます。ただし、「撮影動作」似外の設定 
変更はでさません。 

このとさ、マルチセレクターの▲または▼を押すと、 

「撮影動作」の「停止」と「終了」び選択でさます。実 
行ボタン®を押すと選択び実行されます。 

• 「停止」：インターバルタイマー撮影び一時停止状態になります（次ページ参照)。 
• 「終了」：インターバルタイマー撮影を終了して通常の撮影モードに戻ります。 


USSz インター八ルタイ7—撮影待機げ態のインターバル設定画面にごいて 


贫巧れ冷技巧 ©11 04 


巧了 


インタ—バルタイマ—撮穀 
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インターバルタイマー撮影の一時停止と再開 

次の場合はインターバルタイマー撮影び一時停止状態になります。 

• 撮影待機中に実行ボタン參び押された場合 
• 「撮影動作」で「停止」び選択され、実行ボタン参び押された場合 
• 電源スイッチを OFF にして、再度 ON にした場合（電源スイッチび 
OFF にセットされている間にバッテ U —やメモ U —力ードを交換し 
ても、一時停止状態び持続します。） 

インターバルタイマー撮影を再開する手順は次のとおりです： 



巧按曲巧巧是 货14; 08 


インターバルタイマー撮影設定画 
面で、開始卜 U ガーの「即時ス 
タート」または「開始時刻設定」を 
選択します（撮影間隔、撮影コマ 
数、撮影回数は設定でさません)。 
• 「開始時刻設定」を選択した場合は、 
開始時刻を設定します。 



2 


マルチセレクターの◄または ► 
でインターバル設定画面の「撮影 
動作」を表示します。 


巧按0な巧を ©12:30 
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I [。コ 

お を〇〇可 下' 日日" I 

10002x1=0002 


巧按曲巧巧ま货12:; 


マルチセレクターの▲または ▼ 
で「再開」を選択し、実行ボタン 
#を押します。 

• 撮影途中の回で停止状態になった場 
合、その回の残りのコマはキャンセ 
ルされます。再開した場合は、次の 
回の]コマ目から撮影されます。 


【応用編】撮影インタ—バルタイマ—撮影 
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撮影のキャンセル 

前の回から設定撮影間隔び経過し、次の回の撮影開始時刻になったと 
きに iu 下の状態にある場合は、その回の撮影を全コマキャンセルしま 
す。撮影はその次の回から再開されます。 

• 前の回のコマび撮影中、またはセルフタイマー作動中の場合 
• 連続撮影可能コマ数び日の場合 
• メモ U —カードに空さびない場合 

• フォーカスモードび S ( AF - S ) で、被写体にピントび合わない場合 
(撮影時間ごと、直前にピントを合わせます。） 


巧を重露出とインターバルタイマー撮影の組みをわせについて 

多重露出 （ P .136) を設定してから]コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮 
影を設定すると、設定されたインターバルで多重露出撮影を行うことびでさます。こ 
の場合、 「インターバルタイマー」 で設定された撮影回数とコマ数 （1 回の撮影コマ 
数）にかかわらず、設定されたインターバルで]コマずつ撮影され、 「多重露出」 で設 
定されたコマ数の撮影び終了すると、画像び記録されて多重露出とインターバルタイ 
マー撮影の両方び解除されます。ただし、多重露出撮影時は、操作のないまま3日砂 
経過すると撮影び終了します。 「インターバルタイマー」 のインターバルを3日秒より 
長く設定した場合、次のいずれかを行ってください。 

• カスタムメニュー c 3 「半押しタイマー」 （ P .247) を 「制限なし」 に設定する 
• AC アダプター EH -6 (別売）を使用する 


146 多重露出び途中で解除された場合はインターバルタイマー撮影を解除されます。 


インターバルタイマー撮影の終了 

次の場合はインターバルタイマー撮影び終了します。 

• 「撮影動作」で「終了」び選択され、実行ボタン參び押された場合 
• ツーボタン U セット ( P .156) び行われた場合 
• 撮影メニューの「リセット」 （ P .2 日 1) び行われた場合 
• オートブラケティング （ P .] ] 5) びセット、または解除された場合 
• バッテ U —の残量びなくなった場合 

インターバルタイマー撮影終了後は通常の撮影待機状態に戻ります。 


【応用編】撮影インタ—バルタイマ—撮影 





巧動作モードについて 

動作モードに関係なく、]回の撮影ごとに設定された撮影コマ数び撮影されます。 

•巳 H (高速連続撮影）では5コマ/砂、 S (1 コマ撮影)、 Cl (低速連続撮影)、 Mup 
(ミラーアップ撮影）ではカスタムメニュ ー d 4 「低速連続撮影速度」 ( P .249) で設 
定された速度で、]回の撮影ごとに設定された撮影コマ数を撮影します。 

•公（セルフタイマー撮影）ではコマごとにカウントダウンを行い撮影します。 

• Mup (ミラーアップ撮影）では、撮影時間直前になるとコマごとに自動的にミラー 
アップして撮影します。 

巧インターバルタイマー撮影待機中の各種設定について 

インターバルタイマー撮影の待機中でを、各種設定やメニュー画面、画像再生の操作 
び可能です。ただし、次のことにご注意ください。 

• ツーボタン U セット （ P . 15目）、才ートブラケティング ( P .115) のセットまたは解 
除び行われた場合、インターノりレタイマー撮影は終了します。 

• メニュー画面や再生画面を表示している場合、撮影時刻の約4秒前に液晶モニター 
び消なし、撮影モードに戻ります。 

巧撮影メニューの切0換えとリセットについて 

インターバルタイマー撮影設定画面の内容は、すべての撮影メニュー （ A 〜 D ) 
( P .199) で共通です。したびって、撮影メニューの 「撮影メニュー切0換え」 で撮 
影メニューを切り換えてを、インターバルタイマー撮影は続行します。また、撮影メ 
ニューの 「リセット」 を実行した場合、確認画面び表示されますので、マルチセレク 
ターの▲または▼で 「はい」 または 「いいえ」 を選択してください。 

• 「はい」 を選択して►を押すと、すべての撮影メニューでインターバルタイマー撮影 
設定び初期状態（開始卜 U ガー；即時スタート、撮影間隔：]分、設定：]回/] 
コマ、撮影動作：開始しない）に IJ セットされ、実行中のインターバルタイマー撮 
影は終了します。 

•「いいえ」 を選択して►を押すと、撮影メニューの IJ セットは行われず、インターバ 
ルタイマー撮影は続行します。 

田アイピースキャップについて 

適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光を防ぐた 
め、 /"!( マニュアル）じ(外の露出モードでカメラから 
離れてインターバルタイマー撮影を行ラ場合は、付属 
のアイピースキャップ DK -5 で接眼部を覆ってくださ 
い。アイピースキャップは、接眼目当てを取り外し、 

ファインダー接眼部の上から差し込むよラに取り付け 
ます。 



【応用編】撮影インタ—バルタイマ—撮影 
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非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 


非 CPU レンズ装着時に、装着しているレンズの情報（焦点距離、開放 
絞り値）をカメラで設定することにより、じ(下の機能び使用できます。 
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• 焦点距離を設定して使用できる機能 

-スピードライト调 j 売） S 目-8日日、 S 巳-600の自動ズーミング 
. 再生画面での焦点距離表示（焦点距離に*印び付さます。） 

• 開放絞0値を設定して使用でまる機能 

-レンズでセットした絞り値表示（表示パネル、ファインダー内表示） 

-スピードライトの絞り連動外部自動調光 
-再生画面での絞り値表示（絞り値に*印び付さます。） 

• 焦点距離と開放絞0値の両方を設定して使用でまる機能 

- RG 目マルチパターン測光 x’l 

レフレックスニッコールなど一部のレンズをご使用の場合、焦点距離と開放絞り 
値を設定してち RG 巨マルチパターン測光では充分な精度び得られない場合びあり 
ます。中央部重点測光またはスポット測光を選択して撮影してください。 

• 焦点距離と開放絞0値の両方を設定すると精度が向上する機能 

-中央部重点測光 
-スポット測光 
- i - TTL - 巳 L 調光 ’ x’s 

《2測光モードはスポット測光 I ソ外にセットしてください。 

焦点距離の設定 

焦点距離の設定には、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 で設定す 
るち法、およびフアンクシヨンボタンとメインコマンドダイヤルで設 
定するち法びあります。 


•設定できる焦点距離は 6、8、 ] 3、 ] 己、]目、] 8、20、24、2 己、 
28、3 己、 43、4 己、己 0、 己己、己 8、70、80、8 己、 86、100、 
]0 己、 135、180、200、300、360、400、500、600、 
800、1000、1200、1400、1600、2000、2400、2800、 
3200、4000 mm です。 


148 



焦点距離を撮影メニューの「レンズ情報手動設定 J で設定する場合 
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撮影メニュー画面で 「レンズ情報 
手動設定」 を選択して、マルチセ 
レクターの►を押します。 


レンズ巧巧手が巧定 


防点巧巧 （ rnn ) 


投适なし 



0 レンズ情報手動設定画面び表示さ 

れますので、マルチセレクターの 
▲または▼を操作することによ 
り、 「焦点距離 （ mm )」 を選択してマ 
ルチセレクターの►を押します。 


I 心ンブ巧巧手れ巧定 
库点距が （ Fnn ) 



3 


焦点距離選択画面 （1 ページ目） 
び表示されますので、マルチセレ 
クターの▲または▼を操作するこ 

とにより、「6〜 45 mm 」、 「50〜 
180 mm 」、 に00〜4000 mm 」 のう 

ち、装着しているレンズの焦点距 
離び含まれる項目を選択してマル 
チセレクターの►を押します。 
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4 焦点距離選択画面にページ目）び表 

示されますので、マルチセレクター 
の▲または▼を操作することによ 
り、装着しているレンズの焦点距離 
を選択します。マルチセレクターの 
►を押すと、設定び有効になり、レ 
ンズ情報手動設定画面に戻ります。 


【応用編】撮影非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 
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フアンクシヨンボタンを押しなびら、メインコマンドダイ 
ヤルを回して装着レンズの焦点距離を表示パネルに表示さ 
せます。 

• 内蔵フラッシュ、スピードライト（別売 ） S 目-8日日、 S 目-6日日使 
用時は、 FV □ックび機能するため、設定できません。内蔵フラッ 
シュびポップアップしている場合は収納し、スピードライト装着 
時はスピードライトの電源を日 FF にしてください。 



焦点距離をフアンクシヨンボタンとメインコマンドタイヤルで設定する場合 



ffllfFV □パ•いか!巧 K ► み定 iJ 
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カスタムメニユ ー f 4 「ファンク 
シヨンボタンの機能」 （ P .269) を 
「 FV □ッ ク-レンズ 情報設定」に 

設定します。 
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【応用編】撮影非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 
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田該当する焦点距離がない場合 

ズームレンズ使用時や、テレコンバーター使用時など、一致する焦点距離び選択項目 
にない場合は、装着レンズの焦点距離に最も近く、かつ大きい値を選択してください。 

巧ズームレンズ装着時について 

非 CPU ズームレンズを装着してズーミングを行った場合、変化するレンズの焦点距 
離や開放絞り値とカメラで設定されているレンズ情報は連動しません。ズーミングを 
行った場合は、再度レンズ情報を設定してください。 

巧設定の記憶に〇いて 

焦点距離と開放絞り値は一組の値として記憶されます。いったん焦点距離と開放絞り 
値を設定すると、次回からは焦点距離を設定するだけで記憶された開放絞り値び呼び 
出されます。 
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開放絞 0 値の設定 

開放絞り値の設定には、撮影メニューの「レンズ情報手動設定」で設定す 
る方法、およびフアンクシヨンボタンとサブコマンドダイヤルで設定す 
る方法びあります。 

• 設定できる開放絞り値は f /1 .2、 ] .4、1.8、2、2.己、2.8、3.3、3.己、4、 
4.己、己、己.6、6.3、7.1、8、9.己、 ]] 、 ] 3、 ] 己、] 6、 ] 9、22です。 

開放絞0値を撮影メニューの「レンズ情報手動設定 J で設定する場合 


[q W ぉゾ ニ ：!— 1 

〇 長が時ノィスなち 

OFF ' 

. ち感度ノイズなモ 
じ〇孩な巧を 

圓 

1助 

L 国使 合成 

- 

有 i を S 巧 出 

OFF 

■れ卜刷タイト 

肝 ■ 

1 1レンス W 巧を 曲 おを 



撮影メニュー画面で「レンズ情報手 
動設定」 （ P .211) を選択して、マ 
ルチセレクターの►を押します。 


[E 


レンズ巧巧手叔巧定 


お点巧强 （ mn ) 



0 レンズ情報手動設定画面び表示さ 

れますので、マルチセレクターの 
▲または▼を操作することによ 
り、「開放絞0値」を選択してマ 
ルチセレクターの►を押します。 



開放絞り値選択画面び表示され 
ますので、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより、 
装着しているレンズの開放絞り 
値を選択します。マルチセレク 
ターの►を押すと、設定び有効に 
なり、レンズ情報手動設定画面に 
戻ります。 
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開放絞 0 値をフアンクシヨンボタンとサブコマンドタイヤルで設定する場合 


limrvih ウ，レ? X 。巧お卜を到] 


カスタムメニユ ー f 4 「ファンク 
シヨンボタンの機能」 （ P .269) 
を 「 FV □ッ ク-レンズ 情報設定」 

に設定します。 


0 フアンクシヨンボタンを押しなびら、サブコマンドダイヤ 

ルを回して装着レンズの開放絞り値を表示パネルに表示さ 
せます。 

• 内蔵フラッシュ、スピードライト（別売 ） S 巳-80日、 S 目-6日0使 
用時は、 FV □ックび機能するため、設定できません。内蔵フラッ 
シュびポップアップしている場合は収納し、スピードライト装着 
時はスピードライトの電源を OFF にしてください。 
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GPS を使用した撮影 


このカメラは、 ] 日ピンターミナル （ P .289) に接続した GPS 変換コー 
ド MC -3 己（別売）を介して GPS 機器と通信し、画像データに撮影時 
の緯度、経度、標高 、 UTC (協定世界時）を記録することびでさます。 


GPS 機器との接続について 

データ 形式び NMEA 0183《 ver .2.01 1；(降の GARMIN 社製、およ 
び MAGELLAN 社製の GPS 機器と接続び可能です。 

《 NMEA 二 National Marine Electronics Association 
次の GPS 機器び動作確認済みです。 

GARMIN 社製 ： [ eTrexJ シリーズ 

MAGELLAN 社製：に|3日订「ョ1<」シ U - ズ 

GPS 変換コード MC -3 己は、 GPS 機器メーカーの PC ケーブルに接 
続します。詳しくは MC -3 日の使用説明書をご覧ください。 

P GPS 機器との通信について 

を • GPS 機器の通信形式を、 NMEA に設定してください。 

I • GPS 機器の使用ち法については、 GPS 機器の使用説明書をご覧く 

し ださい。 

i • GPS 機器との通信び開始されると、表示 

養ぶ パネルに GPS 通信マーク曲 a び表示され 

ます。この状態で撮影を行うと、画像デー 
夕に撮影時の緯度、経度、標高、 UTC び 
記録されます。 

• GPS 機器との通信中は、半押しタイマーびオフになりません。 

• GPS 機器との通信び2秒 LU 上途絶えると、表示パネルから GPS 通 
信マーク曲 a び消好します。この状態で撮影された画像データには 
撮影時の緯度、経度、標局、 UTC は記録されません。 

• GPS 機器と通信を行って撮影された画像は、再生時の画像情報に 
GPS データのページ ( P .160) び追加され、記録された撮影時の緯 

巧4 度、経度、標高、 UTC び表示されます。 


P iS?5 f 5.S ^ 

司圓 










巧 UTC にごいて 

UTC (^Coordinated Universal Time 二協定世界時）は、 GPS 機器と接続して取得さ 
れた世界標準時で、カメラで設定されている時刻はとは別に記録され、連動しません。 

巧 GPS を使用した撮穀について 

GPS 機器と接続していても、 GPS 通信マーク邸 a び点なするまで緯度、経度、標高、 
UTC は記録されません。撮影時に表示パネルの GPS 通信マーク曲 a び点なしている 
ことを確認してください。 

•GPS 機器のスイッチをオンにした直後など、 GPS 通信マーク曲 a び点滅する場合 
は、 GPS 機器び取得している情報び確定していません。この場合、撮影を行っても、 
緯度、経度、標高、 UTC は記録されません。 GPS 通信マーク曲0び点なするまで 
お待ちください。 



ツーボタンリセット 


ツーボタン U セットにより、簡単に各機能の働きやカメラ各部の設定 
を初期状態に戻すことびでさます。カメラ操作中にいったんカメラを 
初期状態に戻したい場合に便利です。ただし、ツーボタン U セットで 
はカスタムメニューの U セツトはでさません。 



応 

用 

編 

撮 

影 


ツ 

I 

ボ 

夕 

ン 

U 

セ 

ツ 


露出補正ボタン度参と画質モードボタン 
(それぞれのボタンに緑色の•び表示さ 
れています）を2秒じ(上同時に押すと、一瞬 
表示パネルの表示び消え、カメラの各機能 
び次のように初期設定に戻ります。 


AF エ U アモードびグループダイナミック AF の場合、中央のグループび選択されます。 
《2カスタムメニュ ー c 2「 AE / AF-L ボタンの 機能」はリセットされません。 

《3撮影コマ数び日に設定されます。 AE 、 フラッシュブラケティングの補正ステップは] 
段に、 W 巨ブラケティングの補正ステップは]になります。 

ツーボタン U セットでは、次の撮影メニュー項目の内容も初期状態に 
戻ります。ただし、初期状態に戻るのは撮影メニュー「撮影メニュー 
切0換え」 ( P .199) で選択されている撮影メニュー （ A 〜 D のいずれ 
か）の内容のみです。現在選択されていないメニューの項目は初期状態 
に戻りません。 


ホワイトバランス微調整 

解除 （0) 

倍日設定 

100 


画質モード 

NORMAL 

画像サイズ 

L 

ホワイトバランス 

A (オート） 


囚撮影メニユーのリセット 

撮影メニユーの 「リセット」 （ P .2 日 1) で 「する」 を選択すると、 「撮影メニユー切り換 
え」で選択されている撮影メニューび U セツトでさます。 


オートブラケティング 

解除^ 3 

フラッシュ 
シンク□モード 

先幕シンク □ 

調光補正 

解除 (0.0) 

FV □ック 

解除 


フオーカスエ U ア 

中み※ 1 

露出モード 

P (プ□グラムオート） 

プ□グラムシフト 

解除 

露出補正 

解除 (0.0) 

AE □ックの 
ホールド状態 

解除^ 2 



Mr ： カスタムのリセット （ P .230) 

カスタムメニュー R 「リセット」 で 「する」 を選択するとカスタムメニュー C 「カス 
756 タム切り換え」 で選択されているカスタムメニューび IJ セットできます。 
































【応用編】再生 


画像を再生する 


1コマ再生表お 

このカメラは、ワンタッチでメモ U —カードに 
記録した画像を再生でさます。撮影済みの画像 
を再生するには再生ボタン®を押します。最後 
に撮影した画像び液晶モニターに表示されます。 

• 1コマ再生表示中にメニューボタン喔》を押 
すと、再生を終了し、メニュー画面 （ P .34) 

び表示されます。 

• 1コマ再生表示中に再生ボタン®を押す、 

またはシャッターボタンを半押しすると、 

モニターの 表示画面び消え、撮影可能状態 
になります。 

• 縦位置で撮影された画像は、縦位置で再生 
されます。 

因撮影直後の画像確認 

再生メニューの 「撮影直後の画像確認」 （ P .224) を 「する」 に設定すると、再生ボタ 
ン®を押さなくてを、撮影した画像をメモ U —力ードに記録しなびら自動的に液晶 
モニターに表示します。 

• 1コマ、セルフタイマー、ミラーアップ撮影時は、]コマずつ表示されます。 

•高速、低速連続撮影時は、撮影び終了した後に、連続撮影時の最初のコマから順次 
画像表示を行います。 

囚縦位置自動回乾 

通常、縦位置で撮影された画像は、液晶モニターでわ縦位置で再生されますび、再生 
メニューの 「縦位置自動回転」 では、すべての画像を横位置で再生するように変更で 
さます。ただし、セットアップメニューの 「縦横位置情報の 記録」 （ P .19 日）を「記録 
しない」 に設定して撮影した画像は、 「縦位置自動回転」 の設定にかかわらず、すべて 
横位置で表示されます。 

Mc 5 : 液晶モニターのパワーオフ時間 （ P .247) 

初期設定では、2日秒間何を操作を行わないと、液晶モニター表示は自動的にオフに 
なりますび、自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 
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画像情報の表示 

1コマ再生表示中にマルチセレクターの▲および▼を押すと、次のよ 
うに撮影情報の表示び切り替わります。 


ヒストグラム表示^ 


t 


標準表示 


t 


ファイル情報 


t 


撮影情報1 i 


八イライト表示^ 


RG 目ヒストグラム表示^ 


GPS データ* 


撮影情報23 


《 ] 初期設定では表示されますび、再生メニューの 「再生画面設定」 ( P .223) で非表 
示に設定でさます。 

《2 GPS ( P .154) を使用して撮影した画像に対して表示されます。 


fSSi 7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレノ（一の設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


標準表示 

1プ□テクト設定の有無 . P .16 已 

2フォルダー番号ーコマ番号 . P .21 已 



図 f 3 :1コマ再生でのマルチセレクターの上下-をちの機能入換え （ P .268) 

1コマ再生時にマルチセレクターの ▲/ ▼を押して表示画像を、 ◄/ ►を押して画像 
158 情報のページを切り換えるよラに変更でさます。 
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ファイル情報 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 


プ□テクト設定の有無 . P .16 已 

フオーカスフレーム^ . P .86 

コマ番号/画像数 . P .21 已 

フオルダー名 . P .203 

画質モード . P .41 

撮影日付 . P .1 已 

撮影時刻 . P .1 已 

ファイル名 . P .20 已 

画像サイズ . P .46 

フオルタ’一番号ーコマ番号 . P .2 1已 



《再生メニューの r 再生画面設定」 （ P .223) で 「フォーカスフレーム」 び設定されている場 
合のみ表示されます。 AF エ U アモード （ P .88) をシングルエ U ア AF モードに設定して 
撮影した画像では、選択したフォーカスフレームをホく表示します。また、ダイナミック 
AF モード、グループダイナ三ック AF モード、または至近優先ダイナ S ック AF モードに 
設定して撮影した画像では撮影時のピント合わせに使用したフォーカスフレーム（フォー 
カスモードび S (シングル AF ヴーボ）の場合は、最初に□ックされたフォーカスフレーム) 
をホ < 表示します。 

撮影情報 1^' 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 


プ□テクト設定の有無 . 

.…. P .16 已 

カメラ名 


測光モード . 

.…. P .100 

シャッタースピード . 

.…. P .102 

mm . 

.…. P .102 

露出モード . 

.…. P .102 

露出補正値 . 

.…. P .1 13 

焦点距離 . 

.…. P .279 

フラッシュシンク□モード.… 

.…. P .12 已 

フオルタ’一番号ーコマ番号.… 

.…. P .21 已 



《再生 メニ ューの 「再生画面設定」 （ P .223) で 「撮影情報」 び設定されている場合のみ表示 
されます。 


撮影情報23 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 


プ□テクト設定の有無 . 

..... P .16 已 

仕上がり設定 . 

........ P .48 

ISO 感度※2 . 

........ P .48 

ホワイトバランス/ 


ホワイトバランス微調整 ........ 

........ P . 已1 

階調補正 . 

........ P .78 

輪郭強調 . 

........ P .77 

カラー設定/色合い調整 ........ 

........ P .78 

彩度設定 . 

........ P .79 

画像コメント . 

..... P .188 

フォルタ’一番号ーコマ番号.… 

..... P .21 已 



《 ] 再生メニューの 「再生画面設定」 （ P .223) で 「撮影情報」 び設定されている場合のみ表示 
されます。 

《2感度自動制御び機能して撮影された画像の場合、 ISO 感度値びホく表示されます。 
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GPS データ XI 

1 プ□テクト設定の有無 .P.16 已 

2緯度’ 

3経度^ 2 
4標局 

5 UTC (協定世界時） 

6フォルダー番号ーコマま号 .P.21 已 

《 ]GPS ( P .1 已 4) を使用して撮影した画像 
に対して表示されます。 

《2パソコンで表示する場合、ご使用のソフトウエアによりカメラの液晶モニター 
で表示される数値と表示形式び異なることびあります。 



RGB ヒストグラム表示 X 1 

プ□テクト設定の有無 . P .16 己 

画像の八イライト（白とび/色とび）部分が各 
色ごとに点滅表示されます’ 

3フォルダーま号ーコマ番号 . P .215 

4 RG 目のヒストグラム 
5赤色 （ R ) のヒストグラム 
6緑色 （ G ) のヒストグラム’ 

7青色（巨）のヒストグラム^ 3 
8八イライト部分が点滅表示されている色’ 

~ ] 再生メニューの 「再生画面設定」 （ P .223) で 「RGB ヒストグラム」 び設定さ 
れている場合のみ表示されます。 

《2サムネイルボタン®を押しなびらマルチセレク 
ターの◄または►を押すと、次のよラに点滅表示 
される八イライト部分び切り替わります。 



@ 



白とび部分 
(RGB) 


k 赤色の色とび^ 
' 部分の）， 


k 緑色の色とび^ 
部分の）， 


青色の色とび 
部分旧）， 


点滅表示なし 4- 


《3横軸はレベル、縦軸は画素数を表します。 


D 200 のヒストグラム表示について 

D2 日日のヒストグラム表示は、画像加エアプ IJ ケーションで表示されるヒスト 
グラムと異なることびあります。 
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八イライト表示 XI 

プ□テクト設定の有無 . P .16 已 

画像の八イライト（白とび/色とび）部分び各色 
チヤンネルごとに点滅表示されます^ 2 。 

八イライト部分が点滅表示されている色 X ’ 2 
フオルタ'一番号ーコマ番号 . P .2 1已 

《 ] 再生メニューの 「再生画面設定」 (P.223) 

で 「八イライト」 び設定されている場合の 
み表示されます。 

《2サムネイルボタン©を押しなびらマルチセレク 
ターの◄または►を押すと、次のよラに点滅表示 
される八イライト部分び切り替わります。 



白とび部分 
(RGB) 


赤色の色とび 
部分の）, 


k 緑色の色とび^ 
部分の）, 


青色の色とび 
部分旧） 


1 


ヒストグラム表示 X 

プ□テクト設定の有無 . P .16 已 

画像のヒストグラムが表示されます。横軸はレ 
ベル、縦軸は画素数を表します。 

3」フォルタ’一番号ーコマ番号 . P .21 已 

《再生メニューの 「再生画面設定」 (P.223) 
で 「ヒストグラム」 び設定されている場合 
のみ表示されます。 
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サムネイル表巧 

サムネイルボタン©を押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回すと、画面に表示される 
画像の数を切り換えることびでさます。設定 
でさるのは、 ] コマ、 4 コマ または9 コマの 
いずれかです。4 コマと 9 コマの 表示時は、 
画像はサムネイル（縮ル画像）で一覧表示さ 
れます。この状態では次の操作び可能です。 



762 


7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレノ（一の設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


表示コマ数 
の変更 

@ + 

=^J サ 

公 

サムネイルボタン©を押しなびらメインコマンドダ 
イヤルを回すと、表示コマ数 （1 コマ/4コマ/9コ 
乃び切り替わります。 

1コマ表示 
と4コマ/ 
9コマ表示 
の切り換え 

@ 

4 コマ または9 コマ 表示時にマルチセレクターの中央 
部を押すと、 ] コマ 表示になります。 ] コマ 表示時に 
再度マルチセレクターの中央部を押すと、マルチセレ 
クターの中央部を押して] コマ 表示に切り換える前の 
表示 コマ 数になります。 

画像の選択 

© 

マルチセレクターの►を押すと、表示画 
面でカーソル（黄色い枠）び移動します。選択する画 
像にカーソルを合わせます。 

ページ送り 

© + 


サムネイルボタン©を押しなびらサブコマンドダイ 
ヤルを回すと、設定されたコマ数 （4 コマ/9コマ） 
単位でページ送りされます。 

選択画像の 
削除 


削除ボタン®を押すと削 

除確認画面び表示されます I 」し1 B 

( p . i 66 )o 

•削除確 i 馳@輔神にち 

度削除ボタン®を押すと画 ■ .； ：^m ■ 

像の削除び実行され、サム 
ネイル表示画面に戻ります。 

• 削除確認画面の表示中に再生ボタン®を押すと、画 
像の削除をキャンセルして、サムネイル表示画面に 
戻ります。 
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選択画像の 
拡大表示 

#(9) 

実行ボタン® (拡大再生ボタン SO を押すと選択中の画像 
び拡大表示されます （P. 164)。さらに、サムネイルボタ 
ン©を押すと、ホいお大工 U ア選択砕び表示されます。 
サムネイルボタン©を押している間、メインコマンドダ 
イヤルを回してお大工 U ア選択砕の大ささを変更したり、 
マルチセレクターを操作して拡大したい画像の部分にお 
大工 U ア選択砕を移動させることびでさます。サムネイ 
ルボタン©から指を離すと、お大工 U ア選択砕内の部分 
び瞬時に拡大表示されます。拡大表示中に、マルチセレ 
クターを操作すると、画面をスク□ールさせて見たい部 
分に移動でさます。再度実行ボタン參を押すと、拡大表 
示び終了し、サムネイル表示画面に戻ります。 

表示画像の 
プ□テクト 
設定/解除 


画像の表示中にプ□テクトボタン©を押すと、選択され 
ている画像にプ□テクトアイコンび表示され、プロ 
テクトびかかります （P.] 6己)。プ□テクトアイコン 
び表示されている画像は、削除ボタン®または再生メ 
ニューの「削除」では削除でさません（ただし、メモリー 
カードをフォーマットすると、プ□テクトをかけた画像 
を削除されます)。プ□テクトアイコンび表示されて 
いる画像を選択してプ□テクトボタン©を押すと、プロ 
テクトアイコンび消え、プ□テクトび解除されます。 

メニユー 
画面の表示 


メニューボタン參を押すと、再生を終了し、メニュー 
画面 (P.34) び表示されます。 

撮影モード 
に戻る 

シャッターボタン 

/© 

再生ボタン®を押す、またはシャッターボタンを半 
押しすると、モニターの表示画面び消え、撮影可能状 
態になります。 


囚撮影直後の画像確認 


再生メニューの 「撮影直後の画像確認」 （P.224) を 「する」 に設定すると、再生ボタ 
ン®を押さなくてを、撮影した画像をメモ IJ ーカードに記録しなびら自動的に液晶 
モニターに表示します。 

• 1コマ、セルフタイマー、ミラーアップ撮影時は、]コマずつ表示されます。 

•高速、低速連続撮影時は、撮影び終了した後に、連続撮影時の最初のコマから順次 
画像表示を行います。 

Mc 5 : 液晶モニターのパワーオフ時間 （ P .247) 

初期設定では、2日秒間何を操作を行わないと、液晶モニター表示は自動的にオフに 
なりますび、自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 

図 f 1 :マルチセレクターの中央ボタンの機能 （ P .266) 

「再生モード」 により、再生時 （1 コマ/4コマ/9コマ表示時）にマルチセレクター 
の中央部を押すと、ヒストグラム表示、または撮影時に使用したフオーカスエ U アを 
中むに拡大再生び行われるように変更でさます。 



【旅用編】再生画像を再生する 











拖大表お 

画像の表示中に実行ボタン參け広大再生ボタンのを押すと、表示され 
ている画像 （1 コマ表示時）または選択されている画像 （4 コマ/9コ 
マ表示時）び長さ比で最大約25倍（画像サイズび L の場合)、約] 9倍 
(画像サイズび M の場合）または約] 3倍（画像サイズび S の場合）まで 
拡大表示でさます。この状態では次の操作び可能です。 


拡大表示の 
開始/終了 

® 巧） 

実行ボタン参（拡大再生ボタン (j)) を押すと、画像び 
拡大表示されます。拡大表示中に実行ボタン參を押す 
と、拡大表示び終了し、拡大再生前の表示に戻ります。 

お大工 U ア 
の選択 

© 

実行ボタン善で拡大後、サム 
ネイルボタン®を押すと、ホ 
い拡大工 U ア選択枠び表示さ 
れます。この選択枠は、サム 
ネイ j レボタン®を押しなびら 
メインコマンドダイヤルを反 



ノ 

JT 

、 / / \ h ベ 

時す四リ II 四ずとノ」\で^召^リ、 

時計回りに回すと大きくなります。マルチセレクター 
を操作して拡大したい画像の部分に拡大工 U ア選択枠 
を移動させ、サムネイルボタン©から指を離すと、拡 
大工 U ア選択枠内の部分び瞬時に拡大表示されます。 

拡大画像の 
切り換え 

趣 

拡大表示中にメインコマンドダイヤルを回すと、同じ 
場所を拡大したまま画像を切り換えることびでさます。 

画像の他の 
部分の表示 

© 

画像の拡大表 TJX 中にマルチセ 
レクターの►を 
押すと、画面をスク□ールさ 
せて見たい部分に移動でさま 
す。マルチセレクターを押し 
続けると、高速移動すること 
びでさます。 
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画像を保護するープロテクト 


画像にプ□テクトをかけると、その画像を削除することびでさなくなり 
ます。これにより、誤って画像を削除してしまうことを防止でさます。 
画像の表示中にプ□テクトボタン©を押すと、表示されている画像 
(1 コマ表示時、拡大表示時）または選択されている画像 （4 コマ/9 
コマ表示時）にプ□テクトびかかります。 

1 1コマ表示の場合は、プ□テクトする画像を表示します。4 

コマ/9コマ表示の場合は、プ□テクトする画像をマルチ 
セレクターにより選択します。 

プ□テクトボタン©を押します。 
画像にプ□テクトアイコン區 I び 
表 7 J \ されます。 

• 画像のプ□テクトを解除するには、 
解除する画像を表示 （1 コマ表示、 
拡大表示の場合）、または選択 （4 
コマ/9コマ表示の場合）して、 

プ□テクトボタン©を押します。 


プ□テクトの一括解除について 

プ□テクトボタン©と削除ボタン®を同時に2秒じ(上押し続けると、再生メ 
ニューの 「再生フオルダー設定」 で設定されているフオルダ内のすべての画像の 
プ□テクトび一括で解除でさます。 

ragg プ□テクト画像のファイル属性 

プ□テクトを設定した画像は、 DOS ファイルフオーマットの「読み取り専用」属 
性になります。 


D メモ U — 力ードのフオーマット 

メモ IJ 一力ードをフオーマットすると、プ□テクト設定した画像を消去されますので 
ごを意ください。 
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画像を削除する 


巧プ□テクト設定/非表示設定された画像の削除 

プ□テクト設定されている画像や、非表示設定されている画像は削除でさません。 

因画像の削除 ( P .213) 

再生メニューの 「削除」 では、複数の画像を選択して削除したり、全画像を一括して 
削除することびでさます。 

0削除後の次再生画像 ( P .224) 

再生メニューの 「削除後の次再生画像」 では、画像の削除後に表示される画像を、削 

除された画像の 「後ろのコマ」、「前のコマ」、「直前コマ送 0 方向に従 5」から選択す 

766ることびでさます。 


画像の再生画面では、ボタン操作によって]コマ単位で削除でさます。 
削除した画像は元に戻せません。 

1 1 コマ再生表示の場合は、削除する画像を表示します。 4 コ 

マ/ 9 コマ表示の場合は、削除する画像を選択します。 


2削除ボタン®を押します。削除確認の画面び表示されます。 



• 再度削除ボタン®を押すと、表示中の画像び削除されます。 
• 再生ボタン®を押すと、画像は削除されません。 
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画像をテレビで見る 


カメラをテレビやビデオなどに接続して、液晶モニターの内容をテレ 
ビ画面に表示したり、ビデオデッキで録画することびでさます。接続 
には付属の専用ビデオケーブル EG-D] 日日 （LiTF、 ビデオケーブル）を 
ご使用ください。 



2 


端テカバーを矢印の方向に開けて<ださい。 



ビデオ出力端子 
DC 入力端子 



3 


カメラとテレビを下の図のように接続します。 



テレビの映像 
入力端子に接続 


カメラのビデオ 
出力端子に接続 
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4 テレビの入力をビデオ入力に切り換えます。 

5 カメラの電源を日 N にします。 

• 撮影した画像びテレビで再生され 
ます。 

• 画像をテレビで再生しているとさは、 
液晶モニターでは再生でさません。 

• テレビ画面では、画像の周辺部び一部ケラレて表示される場合びあ 
ります。 

• ビデオケーブル接続時にち、ボタン入力などのカメラの操作は接続 
前と同様に行えます。 

•AC アダプター EH -6 (別売）接続中は、液晶モニターのパワーオフ 
設定は]日分に固定されます。また、半押しタイマーはオフにはな 
りません （ P .247)。 



巧端子巧ま差し時のご注意 

ビデオ出力端子を抜さ差しするとさは、必ずカメラの電源スイッチび日 FF になって 
いることを確認してください。 

囚ビデオ出力 

ビデオ出力の初期設定は 「 NTSC 」 です。ご使用の機器び PAL 方式の場合は、 「 PAL 」 
にセットしてください (P.186)。PAL 方式の機器に出力した場合は、間引きび行わ 
768れるため多少解像度び低下します。 
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画像を/ c ソコンに転送する 


このカメラは US 目インターフェースを装備しており、付属の USB 
ケーブル UC - E 4 を介してパソコンと通信することびでさます。付属ソ 
フトウェアを使用すると、 D 2 日日で撮影した画像をパソコンに転送し 
たり、転送した画像のサムネイルー覧表示や簡単な画像調整および印 
刷びできます。また、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.4 _LU 齡では、 
付属ソフトウェアの機能に加えて、より高度な画像調整やバッチ処理 
などをパソコン上で行ったり、パソコンからカメラをコント□ールす 
ることびでさます。 

• 最初に各ソフトウェアの使用説明書をよくお読みになり、必要なソ 
フトウェアをインス I -ールしてください。 

• 動作環境はご使用のパソコンの機種によって異なります。ソフト 
ウェアの使用説明書をご覧ください。 

• バッテ U —の消耗を防ぐため、 AC アダプター EH -6 (別売）のご使 
用をおすすめします。 

カゾラをパソコンに接続する前に 

ご使用のパソコンの 0 S (オペレーティング 
システム）に合わせて、正しい通信方式び力 
メラにセットされていないと、撮影した画像 
をパソコンに転送することびでさません。通 
信方式は次ページの表を参考にして、セッ 
トアップメニューの 「USB 設定」 で設定し 
てください （ P . 193)。 初期設定は 「Mass 
Storage 」 に設定されています。 
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0 S 

USB 通信方式 

付属ソフトウエアの 
転送機能^1 

ニコンキヤプチヤー 4 
カメラコント□—ル^2 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storage 

PTP 

Mac OS X 

Windows 2000 Professional 
Windows Millennium Edition (Me) 
Windows 98 Second Edition (SE) 

Mass Storage 

PTP 

Mac OS 9 

対応していません 

PTP 


付属ソフトウェアの機能の一つで、メモ U —カードに記録された撮影済み画像をパソ 
コンに転送します。 

《2 D 2 日日に対応する Nikon Ca が ure 4のバージヨンは Ver .4.4 し U 降です。 



Windows 2000 Proressionak Windows Millennium Edition 
( Me)、Windows 98 Second Edition ( SE ) をご使用の場合のご注意 


上記の OS で付属ソフトウてアの転送機能をご使用の場合は、セットアップ 
メニューの 「USB 設定」 を rPTPJ に設定しないでください。 

「USB 設定」 を 「 PTP 」 に設定して、上記日 S のパソコンと接続した場合には、下 
記の要領でパソコンとの接続を外してください。 

再度パソコンと接続する場合は、必ず 「USB 設定」 を 「Mass Storage 」 に変更し 
た後、パソコンと接続してください。 

Windows 2000 Professional の場合： 

「新しい八ードウエアの検索ウイヴードの開始」と表示されますので、「キャンセル 
(中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 

Windows Millennium Edition ( Me ) の場合： 

「八ードウ I ア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウ I アの追加 
ウイヴード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を選択して画面を閉じ、 
パソコンとの接続を外してください。 

Windows 98 Second Edition ( SE ) の場合： 

「新しい八ードウエアの追加ウイヴード」と表示されますので、「キャンセル 
(中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続をがしてください。 
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カメラとパソコンを接続する 

1 セットアップメニユーの 「US 巨設定」 ( P .193) で USB 通 
信ち式を設定します。 

• 専用 US 目ケーブルを使ってカメラとパソコンを接続する前に、 
使用するソフトウエア、および接続するパソコンの 0 S に合わせ 
て US 目通信ち式を選択します。 

2 パソコンを起動します。 


つ カメラの電源スイッチを日 FF に 
します。 


4 カメラとパソコンを US 目ケーブル UC - E 4 で接続します。 



a 使用する電源について 

カメラからパソコンにデータを転送するとさは、確実に電源を供給でさる AC アダプ 
夕一 EH -6 (別売）のご使用をおすすめします （ P .286)。 カメラをバッテ IJ - で動作 
させるとさは、バッテ U —び充分に充電されていることをご確認ください（予備バッ 
テ U —のご用意をおすすめします)。 

巧 USB 八ブについて 

USB ； \ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 
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付属ソフトウエアおよびこコンキヤプチヤー 4 カメラコント□ールの詳 
しい説明については、各ソフトウエアの使用説明書をご覧ください。 

巧パソコン接続時のごま意 

772カメラとパソコンの通信中は、電源スイッチを日 FF にしないでください。 


C カメラの電源を ON にします。 


• セットアップメニューの 「US 巨設定」 
( P .193) を 「Mass Storage 」 に設 

定した場合、パソコンとの通信び正常 
に行われると、表示パネルの絞り値表 
ホ部、ファインダ-内表示の記録可能 
コマ数表示部分に 「戸,!:」 という文宇び 
表示されます。また、表示パネルでは 
PC 接続中インジケーターび点滅しま 
す （「 PTP 」 に設定した場合、表示は変 
化しません）。この状態では、付属ソ 
フトウエアを使用してメモ U —カード 
内にある撮影済み画像の転送び可能に 
なります。 

•パソコンと正しく接続され、 Nikon 
Capture 4 ( Ver . 4.4 _IU 降）のこコン 
キヤプチヤー 4 カメラコント□ールを 
起動している場合、表示パネルの記録 
可能コマ数表示部に 「P ご」 とい 5 文字 
び表示され、撮影された画像はメモリー 
カードではなく、パソコンに保存され 
9 〇 
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転送び終わったら、パソコンとカメラの接続を外します。 

• US 目通信方式が PTP の場合： 

カメラの電源を日 FF にして、 USB ケーブルを抜いてください。 
• US 目通信方式が Mass Storage の場合： 

US 巳ケーブルを外したり、カメラの電源を日 FF にする前に、必 
ず次の操作を行ってください。 

• Windows XP Home Edition / Professional : 
パソコン画面ち下の「八ードウてアの安全な取り外 
し」アイコンをク IJ ックして rus 巨大容量記憶装置 
デバイスードライブ （ E :) ^を安全に取り外します。」 
を選択してください。 

• Windows 2000 Professional : 

パソコン画面ち下の「八ードウてアの取り外しまた 
は取り出し」アイコンをク U ックして 「 US 目大容量 
記憶装置デバイスードライブ （ E :) ^を停止します」 
を選択してください。 

• Windows Me : 

パソコン画面ち下の「八ードウてアの取りがし」ア 
イコンをク IJ ックして 「 US 日ディスクードライブ 
( E :) ^の停止」を選択してください。 

• Windows 98 SE : 

マイコンピュータの中の nj ムーバブルディスク」 
上でマウスをちクリックして「取り出し」を選択し 
て < ださい。 

「ドライブ ( E :) J はお使いのパソコンによって異なります。 

Mac OS X : 

デスクトップ上の 「NIKON D 2 日日」のアイコンを 
3ミ箱に捨ててください。 



—口【ろ)化幻 
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画像をプリンターで巧刷する 


カメラで撮影した画像をプ U ント（印刷）します。画像をプ U ントする 
には、次のような方法びあります。 

1. カメラとプリンターを直接つないでプリントする^ P .17 S 

2. メモリーカードをプリンターのカードス□ットに挿入してプリントする 

プ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

DPOF ( P .220) 対応プリンターをお使いの場合は、事前にプ U ント指 
定 ( P .220) を行い、指定通りにプ U ントすることびできます。 

3. メモリーカードをプリントヴービス店に持ち込んでプリントを依頼する 

事前にプ U ント指定 （ P .220) を行った場合は、 DPOF 対応のプ U ン 
トサービス取扱店にお持ち込みください。 

4. カメラの画像をパソコンに乾送してか5プリントする 

画像の転送方法については「画像をパソコンに転送する」 （ P .169) を 
ご覧ください。パソコンでのプ U ントち法はお使いになるソフトウェ 
アやプ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

※]〜3 のち法では、 RAW 画像 （ P .41) はプ U ントできません。 
RAW 画像はパソコンに転送してから、付属ソフトウ王アや Nikon 
Capture 4 ( Ver .4.4 じ(降）などのソフトウェアを使って、プ U ントし 
て < ださい。 
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巧直接プリントする場合の注意点 

画像調整を行わずに直接プ U ントする画像は、撮影メニューの「色空間」を rsRGBJ 
774 に設定して撮影してください （ P .82)。 







US 目通信方式を rPTPj に設定して、 
カメラとプリンターを接続する （ P .176) 



カメラとプリンターを直接つないでプリントする 

PictBridge (ピクトブ U ッジ： P .306) 対応プ U ンターをお使いの 場 
合、パソコンを使わずに、カメラとプ U ンターを直接接続してメモ U — 
カード内の画像をプ U ントすることびでさます。これを「ダイレクトプ 
U ント」といいます。ダイレクトプリントは、次の手順で行うことびで 




US 目ケーブルを巧を、プリントを終了する I . 

_ I で 

EP 

次ページから、それぞれの手順について詳しく説明します。 刷 

す 

る 


巧使用する電源について 

カメラからパソコンにデータを転送するとさは、確実に電源を供給でさる AC アダプ 
夕一 EH -6 (別売）のご使用をおすすめします （ P .286)。 カメラをバッテ IJ - で動作 
させるとさは、バッテ U —び充分に充電されていることをご確認ください（予備バッ 
テ U —のご用意をおすすめします)。 / 7^ 
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USB 通信方式を PTP に設定して、カメラとプリンターを接続する 


セットアップメニューの 「USB 
設定」 を 「 PTP 」 に設定します 
( P .193)。 



プ U ンターの電源を日 N にします。 


4 カメラに付属の US 目ケーブルで、カメラとプ U ンターを接 

続します。 



[I[e] 111 

芯 



US 目ケーブルは、無理な力を加えず、端子にまっすぐに差し込んでください。 



C ； カメラの電源を ON にします。 

• 正しく接続されると、液晶モニター 
に①の画面び表示された後、③の 
画面び表示されます。 


①I 


② 


r( 

PictBridge 


ぶ- 
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1 コマだけプリントする 


あらかじめカメラとプ U ンターを正しく接続してから （ P .176)、 次の 
手順でプ U ントしてください。 


I 左の画面でマルチセレクターの 

◄または►を押して、プ U ントし 
たい画像を選びます。 

サムネイルボタン©を押しなびらメインコマ 
ンドダイヤルを回すと目コマ表示と]コマ表 
示び切り替わります。 

実行ボタンを押し続けると、拡大表示画面に切り替わります。再生時の拡大 
表示 （ P . 164)と同様の操作で、細部を確認しなびら画像を選ぶことびでさます。 




つ 実行ボタン帶を押してすぐに放 

すと、左の画面び表示されます。 


つ 次の項目を設定します。▲または▼で設定したい項目を選 
んで►を押すと、それぞれの設定画面び表示されます。 


用紙設定 



プ U ントする用紙のサイズを 「プリン 
ターの設定」、 「 L サイズ」、に L サイズ」、 
「はがき」、 「100 x 150 mm 」、 「4 x 6 
in 」、 に 03 x 254 mm」、「Le け er 」、「 A 3 
サイズ」、 「 A 4 サイズ」 から選びます。 
►を押すと、2の画面に戻ります。表示 
される用紙サイズは、プ U ンターによつ 
て異なります。 


枚数指定 



プ IJ ントする枚数 （99 枚まで）を設 
定します。 

►を押すと、2の画面に戻ります。 
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巧プリンターの設定を優先してプリントしたいとまは 

「用紙設定」、「フチ設定」、「曰付プリント」 の設定について、プ IJ ンターの設定を優 
778先したいとさは、それぞれの設定時に 「プリンターの設定」 を選んでください。 


フチ設定 



「プリンターの設定」、「お 0」（フチあり 
プ IJ ント）または 「なし」 （フチなしプ 
U ント）を選びます。 

►を押すと、2の画面に戻ります。 


日付プリント 



「プリンターの設定」、 「 ON 」 （日付を印 
刷する）または 「 OFF 」 （日付を印刷し 
ない）を選びます。 

►を押すと、2の画面に戻ります。 


I しな L 、 ► 藻 aj 


節囲指定 

プ U ント範囲を指定します。「ずる」を選んで►を押 
すと、下のよラな画面び表示されます。メインコマ 
ンドダイヤルを回すと範囲の大ささび変わり、マル 
チセレクターの►で範囲び移動します。 



実行ボタン警を押すと範囲び 
決定し、2の画面に戻ります。 


フ U ント中 


り电ル 


4 「プリント実行」 を選んで►を押す 

と、プ IJ ントび始まります。プ IJ ン 
卜び終わると、1の画面に戻ります。 

• プ U ントを途中で中止したいとさは、 
実行ボタン參を押してください。 
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複数の画像をプリントする 

あらかじめカメラとプ U ンターを正しく接続してから （ P .176)、 次の 
手順でプ U ントしてください。 



左の画面でメニューボタン参を 
押します。 



つ 「プリント画像選択」 または 「DPOF 

プリント」 を選び、マルチセレク 
ターの►を押します。 

• 事前に 「プリント 指定」 ( P .220) 
をした場合 、 「DPOF プリント」 を 
選べば、3の画面にプ IJ ント指定 
で設定したプ IJ ント枚数び反映さ 
れます。 



3 


(ここでは「プリント画像選択」 
の画面で説明していますが、 
「 DPOF プリント」画面でも 
操作方法は同じです） 


◄ または►でプ U ントする画像を 
選びます。プ□テクトボタン©を 
押しなびら▲または▼を押すとプ 
U ント枚数 （99 枚まで）を設定で 
さます。 

• プ U ントされる画像には、 fl アイ 
コンとプ U ント枚数び表示されま 
す。枚数を日にすると、呂アイコ 
ンび消え、その画像はプ U ントさ 
れません。 

• サムネイルボタン©を押している 
間は、選択中の画像び拡大表示さ 
れます。 
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用紙設定 


E 王がさ ► ! モ定 U 


1 的 XI 抽— 
M ヴイス 


プ U ントする用紙のサイズを 「プリ 

ンターの設定」、「しサイズ」、 「21_ ヴ 
イズ」、「はがき」、 ri 00 x 150 mm 」、 
「4 x 6 in 」、「203 x 254 mm 」、 
「 Letter 」、「 A 3 サイズ」、 「 A 4 サイズ」 

から選びます。表示される用紙サイズ 
は、プ U ンターによって異なります。 


フチ設定 



「プリンターの設定」、「あり」 （フチあ 
りプ IJ ント）または 「なし」 （フチなし 
プ U ント）を選びます。 

►を押すと、4の画面に戻ります。 



日付プリント 

「プリンターの設定 」、 roNj (日付を印刷する）または 
「 OFF 」 （日付を印刷しない）を選びます。 

►を押すと、4の画面に戻ります。 


巧プリンターの設定を優先してプリントしたいとまは 

「用紙設定」、「フチ設定」、「曰付プリント」 の設定について、プ IJ ンターの設定を優 
180 先したいとさは、それぞれの設定時に 「プリンターの設定」 を選んでください。 



4 実行ボタン参を押すと、左の画 

面び表示されます。 


C 次の項目を設定します。▲または▼で設定したい項目を選 

んで►を押すと、それぞれの設定画面び表示されます。 


田お巧を 

フチ股ま 
曰がフ U ント 
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6 「プリント実行」を選んで►を押 

すと、プ U ントび始まります。プ 
U ントび終わると、2の画面に戻 
ります。 

• プ IJ ントを途中で中止したいときは、 
実行ボタン參を押してください。 


wara 7ルチセレクターの操作 

画像の再生中や メニューの 操作中は、 フォーカスエ IJ ア □ッ クレバーの設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


巧 r プリント指定 J で設定した旧付 J と r 撮影情報 J について 

ダイレクトプ U ントでプ IJ ントする場合、再生メニューの 「プリント指定」 で行った 
「撮影情報」、「曰付」 の印字の設定は無効になります。日付のプ U ントを設定する場 
合は、「プ IJ ント設定」の曰付プ U ントで行ってください。 


プ IJ ント中 


@丰加 
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巧 DPOF、 プリント指定について 

DP 日 F およびプ U ント指定についての詳綱ま、「プ IJ ント指定」 （ P . 22 0) をご覧くだ 

さい。 181 











巧プリント中のエラーについてのごま意 

プ IJ ント中にエラーメッセージび表示された場合は、プ U 
ンターを確認してください。エラーの原因を取り除いた後、 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、「継 
続」を選択し、►を押すと、プ IJ ントを再開します。 「キヤ 
ンセル」 を選択し、►を押すと、その時点でプ U ントを中止 
します。 

•エラーの内容によっては、「継続」を選択でさない場合び 
あります。 

巧ダイレクトプリントについてのご注意 

• RAW 画像 （ P .41) はダイレクトプ IJ ントでさません。これらの画像を画像選択画 
面に表示されますび、選択することはでさません。 




応 

用 

編 


INDEX (インデックス）プリント 

メモ U —カード内のすべての JPEG 画像 （ P .41) び一覧でさる「インデックス」をプ 
U ントすることびでさます。 

1 「複数の画像をプ IJ ントする」 （ P .179) のステップ 
2で 「INDEX プリント」 を選ぶと、ちのよラな画面 
び表示されます。 

2 実行ボタン®を押すと、「複数の画像をプ U ントす 
る」 ( P .179) のステップ4の画面に移ります。似下、 

ステップ 己、6 と同様の手順でプリントしてください。 

•用紙サイズによっては、インデックス印刷びでさない場合びあります（警告画面び 
表示されます)。 

•インデックス印刷でさるのは25目コマまでです。メモ IJ ーカード内に257コマじ ( 
上の画像びある場合は、印刷されない画像びあります（確認画面び表示されます)。 



• 「フチ設定」 と 「範囲指定」 は、接続したプ IJ ンターびそれぞれの機能に対応してい 
ない場合は、選ぶことびでさません。なお、「範囲指定」で狭い範囲を大さくプ IJ ン 
182 卜した場合は、画像び粗くプ U ントされる場合びあります。 
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【設定編】いろいろな設定 


セットアップメニューには次のメニュー項目びあります。メニューの 
表示方法や操作方法については、 P .34 をご覧ください。 


力ードフオ ー7 ット 



諭 Sfft 齡!游 wM 


おななしに項目 

— 

T USB 巧定 

巧*" ■ 

旦け- y ? 扑才?デイ巧» 

」 

jg 地チェック 

— 

ra ? ドが正?トジジ 

一 


カードフ オー マット 

P .184 

液晶モニターの明るさ 

P .18 己 

クリーニングミラーアップ X 

P .18 己 

ビデオ出力 

P .186 

ワールドタイム 

P .187 

言語 ( Language ) 

P .187 

画像コメント 

P .188 

縦横位置情報の記録 

P .190 

最近設定した項目 

P .191 

USB 設定 

P .193 

イメージダストオフデータ取得 

P .194 

電池チェック 

P .196 

ファームウェアバージヨン 

P .197 


《バッテ U —残 量 表示び t ^ l^TF の場合、および単 3 
形電池を電源として M 巨 -0200 (別売）を装着してい 
る場合は操作でさません。 


カゾラの基本設定ーセットアップ乂二〕 


7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ IJ ア□ックレバーの設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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カードフオーマット（カードのネリ期化） 

メモ U —カードは、使用前に初期化（フオー 
マット）を行う必要びあります。 



カードフ f ーマット 

I ( T ) 力ード巧のデータは 
レ^をて削巧されすす 
- よろしいでずか？ 


マルチセレクターの▲または▼を操作し 
て「はい」を選択します。 



実行ボタン®を押すと初期化が開始さ 
れ、「カードの初期化中」というメッセー 
ジが表示されます。 

• 初期化が終了すると、セットアップメ 
ニュー画面に戻ります。 

• 初期化を行わない場合は「いいえ」を選 
択して実行ボタン®を押すと、セット 
アップメニュー画面に戻ります。 


巧カード初期化中のご注意 

「カードの初期化中」のメッセージび液晶モニターに表示されている間は、カメラの 
電源スイッチを日 FF にしたり、メモ IJ ーカードを取り出したりしないでください。 

巧初期化する前に 

メモリーカードを初期化ずると、カード内のデータはずべて消去されまず。初期化す 
る前に保をしたい画像をパソコンに転送することをおすすめします。 

巧 FAT32 に〇いて 

D 2 日日は FAT 32 に対応しているため、 2 G 日上の容量のメモ U —力ードを使用す 
ることびでさます。ただし、すでに FAT 1 6で初期化されているメモ U —カードを初 
期化すると、 FAT 1目で初期化されます。 

囚ボタン操作による初期化 

メモ IJ ーカードは、フオーマットボタン[〇画3(露出モードボタン#811と削除ボタン 
@)を操作して初期化することをでさます （ P .21)。 
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液晶 モニターの 明るさ 


液晶 モニターの 明るさを調整します。明るさ 
は己段階で調整でさます。設定された液晶モ 
ニターの 明るさは、すべての液晶 モニター 表 
示に適用されます。マルチセレクタ ーの ▲ま 
たは▼を押すと、連動して画面の明るさび変 
わります（▲で明る<、▼で暗<なります）。 
一2〜+ 2の範囲から最適な明るさを選択し 
ふ^ 〇 



マルチセレクターの►を押すと設定び有効になり、セツトアップメ 
ニュー画面に戻ります。 


クリーニング5ラーアップ 

撮像素テに装着されている□ーパスフィル 
ターの汚れを調べたり、ク U —ニングするた 
めに、ミラーをアップした状態に固定しま 
す。詳しくは「□ーパスフィルターのお手入 
れ」 ( P .292) をご覧ください。バッテ U — 

残量表示び tj 图 iU 下の場合、および単3形 
電池を電源として MB - D 2 日日（別売）を装着している場合や、多重露 
出による撮影中はこのメニュー項目は操作できません。 

セットアップメニュー画面から 「クリーニング S ラーアップ」 を選択 
して、マルチセレクターの►を押すと、「ク U —ニングミラーアッ 
プ」の設定画面び表示されます。さらにマルチセレクターの►を押 
すと、ク U —ニングミラーアップの待機状態になり、表示パネルに 
-—び表示されます。 

• シャッターボタンを下まで押し込むとミラーアップ状態になり、表 

示パネルの . び点滅します。ミラーをダウンするには 

カメラの電源スイッチを日 FF にしてください。 

• ク U —ニングミラーアップの待機状態をキャンセルするには、カメ 
ラの電源スイッチを日 FF にしてください。 







• 作業中のバッテ u —切れを防ぐために、フル充電したバッテ U —、 
または別売の AC アダプタ ー EH -6 をご使用ください。 

• S ラーアップ中にバッテ U —の残量び少な<なった場合、電子音び 
鳴り、 AF 補助光び点滅してお知らせします。約2分経過するとシャッ 
ター幕び閉じてミラーびダウンしますので、ただちに作業を終了し 
て < ださい。 


ビデオ出力 



霞 

定 

m 

力 

と 

の 

基 

本 


テレビやビデオなどに接続する場合のビデオ 
出力ち式を、 NTSC 方式または PAL 方式の 
いずれかに設定します。 



NTSC 

(初期設定） 

NTSC 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通常、 
日本国内でご使用の場合はこちらを選択します。 

PAL 

PAL 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通常、曰 
本では使用されません。 


• ビデオ出力ち式にかかわらず、ビデオケーブル EG - D ] 日日をカメラ 
に接続しているとさは、液晶モニターは点打しません。 


セ 

、ツ 

卜 

ア 

、ツ 

プ 

乂 


ユ 

I 

786 









ワールドタイム 

現在地と曰時、年月曰の表示順を設定しま 
す。各設定項目についての詳しい説明は、「は 
じめに一撮影の準備」 （ P .1 日）をご覧くださ 
い。曰時は定期的に設定することをおすすめ 
し9 〇 



現在地の設定 

現在地のタイムゾーンを選択します。現在地のタイムゾーンを変更す 
ると、 「曰時の設定」 で設定された日時び、時差に合わせて自動的に要 
新されます。 

曰時の設定 

「現在地の設定」 で選択されているタイムゾーンの時刻を設定します。 

曰付の表示順 

液晶モニターに表示される、曰付の年、月、曰の表示順を、 「年/月 
/曰」、「月/曰/年」、「曰/月/年」 から選択します。 

夏時間 

現在地の時刻び夏時間の場合は 「 ON 」 に、そうでない場合は 「 OFF 」 
に設定します。夏時間を使用しない場合は 「 OFF 」 に設定します。初 
期設定は 「 OFF 」 です。 


言語 （ Language) 

メニュー画面やメッセージの表示言語を、次 
の中から選択することびでさます。 


De Deutsch 

ドィツ語 

Py PyccKi/iii 

□シア語 

En English 

英語 

Sv Svenska 

スウェーデン語 

Es Espanol 

スペイン語 

繁中文（繁體） 

繁体中国語 

Fr Fran が is 

フランス語 

简中文（简体） 

簡体中国語 

It Italiano 

イタ u ア語 

曰曰本語 

曰本語 

Ne Nederlands 

オランダ語 

过哥音 

韓国語 

Po Portugues 

ポルトガル語 




巧時計用電池についてのご注意 

カメラの内蔵時計は、バッテ U —とは別の時計用電池で作動します。カメラにバッテ 
IJ 一を入れるか、別売の AC アダプター EH -6 を接続すると、時計用電池び充電され 
ます。充電には約2曰間かかり、約3ヶ月の間設定した曰時を記憶することびでさま 
す。表示パネルに Higga (時刻未設定マーク）び点滅した場合は、内蔵時計の設定び 
初期化されているため、撮影曰時び正しく記録されません。をラー度曰時設定を行っ 
てください ( msm び点滅中は、「2日日5.日 1 . 01 . 日日；日日；日日」からカウントされ 
た曰時となります)。 


lajS^ (Language) 
• I 化 Portugues 
Py PvcQKm 
^ Sv Svenska 
T 巧中で(巧 
音！な中で(巧せ） 


づ日時の巧を 
^巳付の巧对 i 

時間 OFF 

下か", SmhI 
のけ a 

2005/01 /Ot M: 邮;加 
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画像コ乂ント 

あらかじめ入力したコメントを新規に撮影す 
る画像に添付することびでさます。添付され 
たコメントは、 D 2 日日で画像再生を行った際 
の撮影情報ページにあるコメント欄や、付属 
のソフトウェアや別売の Nikon Capture 4 
( Ve 「.4.4 LU 降）の撮影情報に表示されます。 



設定終了 


「画像 コメント」メニューを終了し、セツトアップメニュー画面に戻 
ります。 


コメント入カコメントを入力します。 


コメント 添付 コメントを撮影画像に添付します。 


コメントの入力 

「コメント入力」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、下の画 
面び表示されます。36文字まで入力でさます。 


キーボードエ U ァ 
マルチセレクターを使っ， 
て文字を選択します。マ 
ルチセレクターの中央部 
を押すと、文字が決定し 
ます。 




の 0 み - リル @ 入力 （ H 決定 


コメントエ U ア 
f 入力した文字が表示されます。 
カーソルを上下左ちに移動さ 
せる場合はサムネイルボタン 
m ©を押しながらマルチセレ 
クターを操作します。 


コメントエ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合 
は、マルチセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上 
にカーソルを移動させ、マルチセレクターの中央部を押します。 
コメントエ U アのカーソルを上下左ちに移動する場合は、サムネイ 
ルボタン©を押しなびらマルチセレクターを操作します。 

文字はカーソル位置に挿入されます。 

37文字じ(上入力すると、コメントエ U ア （36 文字）からあふれた文 
字び削除されます。 
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コメントの添付 

コメントの入力び終了したら、画像に入力し 

たコメントを添付するかどうかを選択します。 

• 次に撮影する画像からコメントを添付する 
場合は、マルチセレクターの▲または▼を 
操作することにより 「コメント添付」 を選 
択して、マルチセレクターの►を押します。 

「コメント 添付」の□に/び入ります。 

• 「コメント添付」 の□に/び入っていることを確認して、マルチセレ 
クターの▲または▼を操作することにより 「設定終了」 を選択し、マ 
ルチセレクターの►を押すとセットアップメニュー画面に戻ります。 

• 「コメント添付」 の□に/び入っていると、それ iU 降撮影された画像 
にはすベてコメントび添付されます。 

• 画像へのコメントの添付を中止する場合は、 「コメント添付」 を選択 
してマルチセレクターの►を押し、□の/をはずしてください。 「設 
定終了」 を選択してマルチセレクターの►を押すとセットアップメ 
ニュー画面に戻ります。 iU 降の撮影画像にコメントは添付されなく 
なります。 


• コメントを]文字削除する場合は、サムネイルボタン©とマルチセ 
レクターを使って削除する文字の上にカーソルを移動させ、削除ボ 
タン®を押します。その文字び削除され、それより後方の文字全体 
び繰り上がります。 

•コメントの内容を確定し、コメント入力を終了する場合は、実行ボ 
タン#を押します。画面は画像コメント画面に戻ります。 

• コメントを確定せずにセツトアップメニュー画面に戻る場合はメ 
ニューボタン (1) を押します。 


K 



撮影情報2 

入力-添付された画像コメントは、撮影情報2の画像コメントに最初の]已文字 
のみ表示されます ( P .159 )o 


メント入力 
メントあが 


函巧コメン 
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縦横位置情無の記録 


撮影時のカメラの縦横位置情報を画像に記録 
するかどうかを選択します。 D 2 日日に内蔵さ 
れた縦横位置センサーから得られる縦横位置 
情報を画像に記録しておくと、縦位置で撮影 
された画像を液晶モニターに表示したり、付 
属ソフトウェアや別売の Nikon Capture 4 
( Ve 「.4.4 iU 降）で開いた場合に、自動的に縦 
ち向に回転して表示されます。 


沿な(巧巧の拓揉 


おなしない 


霞 

定 

編 


ミ 


の 

基 

本 



カメラを上向さ•下向さで撮影する場合、誤った縦横位置情報び記録されることびあ 
ります。その際は「記録しない」を選択してください。 

《2連続撮影時 （ P .38) の構図の縦位置•横位置に関する情報は、連続撮影開始時の情報 
び記録されます。連続撮影中に構図を変えてち、反映されませんのでごミち意ください。 


セ 

、ツ 

卜 

ア 

、ツ 

プ 

^囚縦位置自動回乾 


ユ通常、 「縦横位置情報の記録」 を 「記録する」 に設定して縦位置で撮影された画像は、 
I 液晶モニターでを縦位置で表示されますび、再生メニューの 「縦位置自動回転」 では、 
790 すべての画像を横位置で表示するように変更でさます。 


















































最近設定した項目 


「最近設定した項目」メこユー画面に表示され 
る撮影メこユー項目やカスタムメこユー 
を、□ックしたり、すべて消去することびでき 
ます。これより、「最近設定した項目」メこ 
画面の内容をいったん消去し、必要な項目のみ 
を表示して□ックすることびでさます。 


とィし 

項目 
^でさ 



表示項目の 
□ツク 


全表示項目 
の消去 


「最近設定した項目」メニューに現在表 
示されているメニュー項目のまま、□ッ 
クするかどうかを選択します。設定画面 
び表示されますので、マルチセレクター 
の▲または▼を押して 「しない」 または 
「する」 を選択し、►を押します。 


現在「最近設定した項目」メニューに表 
示されているメニュー項目をすべて消去 
するかどうかを選択します。設定画面び 
表示されますのでマルチセレクターの ▲ 
または▼を押して 「しない」 または 「す 
る」 を選択し、►を押します。 


最巧巧をした頂目の巧を 


1巧示項目のロック 


ずる 


最坦巧をした巧目の巧を 


，をを巧巧目の消去 


ずる 


巧メニュー項目のロック、消去について 

•「最近設定した項目」に表示されるメニュー項目を□ックしたり、消去してを、各メ 
ニュー項目の設定内容び□ックされたり消去されることはありません。 

• 「表示項目の□ック」 を 「する」 に設定している場合でを、 「全表示項目の消去」 で 
「する」 を選択すると、「最近設定した項目」メニューに表示されているすべてのメ 
ニュー項目び消去されますのでご注意ください。 















a 

« あ巧をした g 目 


V 

が■す g 化を 
csM じりづ?のづ？ 

か H 1 
白*' 

がか巧バ- 


Y 

btR 度 白 0 助の 

肝 

M ホ* 7 イトバランス 
サイス 

A 

の 


3 「最近設定した項目」メニュー画面に表示したい撮 
影メニュー項目やカスタムメニュー項目を実際に 
操作します。 

• 「最近設定した項目」メニュー画面に表示でさ 
るメニュー項目は最大で] 4項目です。操作す 
る撮影メニュー項目やカスタムメニュー項目び 
] 4項目を超えた場合、先に操作したメニュー 
項目から順番に消去されます。 



4セットアップメニュー「最近設定した項目」の「表 
示項目のロック」で「する」を選択し、「最近設定 
した項目」メニュー画面に表77^されているメニュー 
項目を□ックします。 


r 最近設定した項目 J メニュー画面のカスタマイズ 

「最近設定した項目」メニュー画面は、次の方まで必要なメニュー項目のみ（最大 
] 4項目まで）を表示するようにカスタマイズでさます。 


1|巧投写し^^«目め投巧 
巧示 fli 呂の口甘ク 



セットアップメニュー「最近設定した項目」の「表 
示項目の□ツク」で「しない」を選択し、「最近設 
定した項目」メニュー画面に表示されているメ 
ニュー項目の□ックを解除します。 



2セットアップメニュー「最近設定した項目」の「全 
表示項目の消去」で「する」を選択し、「最近設定 
した項目」メニュー画面に表 TJX されているメニュー 
項目を消去します。 
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USB 設定 


専用 us 目ケーブル UC-E4 を使用してカメ 
ラとパソコンを接続する前に、 US 目通信方 
式を選択します。ご使用のパソコンの 0 S (才 
ペレーシヨンシステム）に合わせて正しい通 
信方式びカメラにセットされていないと、撮 
影した画像をパソコンに転送することびでさ 
ません。 



USB 通信ち式は 、 「Mass Storage 」、「 PTP 」 から選択び可能です。 
初期設定は 「Mass Storage ] に設定されています。 USB 通信ち式は、 
ご使用のパソコンの 0 S と使用するソフトウエアの組み合わせにより、 
次のように対応しています。 


0 S 

USB 通信方式 

付属 ソフトウエアの 
転送機能 ^1 

ニコンキヤプチヤー 4 
カメラコント □— ル ^2 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storage 

PTP 

Mac OS X 

Windows 2000 Professional 
Windows Millennium Edition (Me) 
Windows 98 Second Edition (SE) 

Mass Storage 

PTP 

Mac OS 9 

対応していません 

PTP 


付属ソフトウェアの機能の一つで、メモ U —カードに記録された撮影済み画像をパソ 
コンに転送します。 

《2 D 2 日日に対応する Nikon Capture 4のパージョンは Ver .4.4 l ソ降です。 














イ乂ージタストオフデータ取得 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.4 LU 降）の 
イメージダストオフ機能を使用するための、 

イメージダストオフデータを取得します。 「イ 
メージダストオフデータ取得」 は CPU レン 
ズ装着時のみ選択でさます。イメージダスト 
オフ機能については 、 Nikon Capture 4の 
使用説明書をご覧<ださい。 

• イメージダストオフデータを取得するときは、焦点距離び己日 mm じ I 
上の CPU レンズのご使用をおすすめします （ P .27 目）。 

• ズームレンズを使用する場合は、望遠側にセットしてください。 

• 取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞 
_ り値を変更して撮影した画像にも適用でさます。 

VJ) イメージダストオフデータは、次の手順で取得します。 

霞 

定 

m 

力 

と 

の 
基 
本 


セ 

、ツ 


ア 

、ツ 

プ 

と 

ユ 

I 
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「イメージダストオフデータ取得」の設定画面でマルチセレ 
クターの►を押すと、イメージダストオフデータ取得の待 
機状態になり、露出やホワイトバランスなど各種設定び自 
動的に最適な状態に設定されます。 

• この状態では、液晶モニターに「レンズ先端から]日 cm 程度離 
れた明るく模様の無い白い紙などを撮影して下さいレンズは無 
限遠に制御されます」というメッセージび表示され、表示パネル、 
ファインダー内表示に rf {こび点巧します。 


"-种补;巧-9恥！ 

レ; a 巧巧から 10 (m 柱度 
なれた明るく巧なの掩 
い白い巧などを巧おし 
て 下さいに ぶま 巧煩る 
に 制御されます 


• イメージダストオフデータ取得の待機状態をキャンセルするには、 
電源スイッチを日 FF にするか、メニューボタン®またはマルチセ 
レクターの◄を押してセットアップメニュー画面に戻ってください。 

• 液晶モニターび消なすると、待機状態はキャンセルされます。 











2 レンズ先端から]日 cm 程度離れた、明るく白い無地の被写 

体を画面いっぱいにとらえ、シャッターボタンを半押しし 

よ9 〇 

• オートフォーカスび自動的に無限遠に制御されます。 

• フォー カスモードを M (マニュアルフォー カス）にセットしてい 
る場合は、レンズを手動で無限遠にセットしてください。 

• 絞りを絞り IJ ングで設定するようにしている場合は、最小絞りま 
で手動で絞り込んで < ださい。 

3 シャッ ターボタンを押し込んで撮影します。 

^ . 被写体び暗い場合はノイズ除去び自動的に実行されるため、メモ 

IJ 一力ードへの記録に時間びかかる場合びあります。 

• シャッターボタンを押すと、液晶モニターび消打します。 

• 被写体び明るすざたり暗すざる場 
合、データの取得び行われずに液 
晶モニターに「露出条件び不適切で 
す」というメッセージび表示され、 

待機状態（手順 1) に戻ります。被 
写体の明るさを変えて再度撮影を 
行ってください。 



133巧イメージタストオフ機能について 

別売の Nikon Capture 4 ( Ver . 4.4切降）のイメージダストオフ機能は、取得 
したイメージダストオフデータと撮影した RAW 画像を比較し、カメラの撮像部 
に付着した 3' ミを画像から消去する処理を自動的に行います。イメージダストオ 
フ機能は RAW 画像にのみ対応しています。 


P 記録されたイメージタストオフデータについて 

• イメージダストオフデータは画像処理ソフトウエアなどで 
開くことびでさません。 

•イメージダストオフデータをカメラで再生すると、格テ模 
様の画面び表示されます。 


イト巧化: f 巧 -fl 














電池チェック 


カメラに装着中の、 Li-ion U チャージャブル 
バッテ U — E N-E L 3 e についての情報を表示 
します。 


[5! 巧 地 チェック 1 

冊 

残容量 m 

Y 

巧お回曲 が 

1 

共化な 0 

(0-4) m て 11,. 巧 


残容量 

現在のバッテ U —の残容量を]%単位で表示します。 

撮影回数 

バッテ IJ 一び充電されてから、そのバッテ U —を使用して 
シャッターをさった回数を表示します。 

劣化度 

バッテ U —の劣化度合いを已段階のノ くーグラフで表示します。 
•バーグラフび「日」を示している場合は、バッテ U - は劣化 
していません。 

•バーグラフび「4」を示している場合は、バッテ U - の寿命 
です。新しいバッテ U —と交換してください。 


撮影回数について 

「撮影 回数」 に表示される回数は、シャッターをさった回数です。プ U セットホワイ 
トバランスのデータ取得など、実際に画像びメモ IJ 一力ードに記録されない場合で 
も、シャッターをさるごとに]ずつ加算されます。 

バッテリーパック1\/16-0200装着時の表示について 

別売のバッテ U —ノ（ック MB - D 200 を装着している場合は、バッテ IJ - パックに装 
慎しているバッテ U - (または電池）の種類と数量により、 「電池 チェック」の表示内 
容び次のよラになります。 


種類 

数量 

表示の内容 

EN - EL 3 e 

] 個 

「左ス□ット」または「ちス□ット」にバッテ IJ 一の情報び表 
示されます。 

EN - EL 3 e 

2個 

それぞれのバッテ U —の情報を「左ス□ット」、「ちス□ッ 
卜」として並記します。 

単3形電池 

目本 

セットアップメニューで 「電池 チェック」び選択できず、表 
示することびでさません。 


















ファームウェアバージヨン 

カメラのファームウェアバージヨンを表示し 
ま9 〇 

情報表示画面の表示中にマルチセレクターの 
◄を押すとセットアップメニューに戻ります。 


7?-が-別3 


けージョン巧ち 


日 1-00 
S too 




撮影メニューには、次のメニュー項目があります。メニューの表示方 
法や操作ち法については、 P .34 をご覧ください。 




ぁィニュ- かり 化7 Ml 

リセット 

録フォルダー巧を 

100 

フでィルちほ定 

DSC 

召1化上が〇投定 

0 N 

•色 空 巧 

備 

@ 画 »モ〜ド 

斷， 




※ツーボタン IJ セット ( P .156) を行うと、初期設定 
に U セットされる項目です。 

撮影メニュー画面は3ページから構成されています。マルチセレクター 
の▼または▲を操作して、すべての項目に移動することびできます。 


撮影についての設定 一撮影 メ ニコ 


メニュー項目 

ツー ボタン 
リセット※ 

参照ページ 

撮影メニュー切0換え 


P .199 

リセット 


P .201 

記録フォルダー設定 


P .203 

ファイル名設定 


P .20 已 

仕上が0設定 


P .206 

色空間 


P .206 

画質モード 

参 

P .206 

画像サイズ 

参 

P .206 

JPEG 圧縮 


P .207 

RAW 圧縮 


P .207 

ホワイトバランス 

参 

P .207 

長秒時ノイズ除去 


P .208 

高感度ノイズ除去 


P .209 

に0感度設定 

参 

P .210 

画像合成 


P .210 

多重露出 


P .21 1 

インター八ルタイ7— 


P .21 1 

レンズ情報手動設定 


P .21 1 


7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレノ（一の設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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撮影乂ニユ I 









































债驚乂ニューの切 0 換え 

撮影メニューの設定状態を 「 A 」、 旧」、に」、 

「 D 」 の4通りに記憶させておくことびでき、 

撮影状況に合わせて、あらかじめ記憶させて 
おいた設定状態を一括して簡単に呼び出すこ 
とびできます。 「 A 」、 旧」、に」、の」には、 

それぞれ名前をつけることびでさます。 

撮影メニューの項目を変更すると、現在選択されている撮影メニュー （A 
〜 D のいずれか）における設定のみ変更され、他の撮影メニューの設定 
は変更されません（インターバルタイマー、多重露出はすべての撮影メ 
ニューで共通です)。 


《 「名前編集」 で名前を編集した場合は、編集後の名前を表示されます。 


撮影メニュー設定表示について 

表示パネルに「撮驚 メニューの切 0 換え」で設定 
したメニュー （ A 〜 D ) び表示されます。 

P ，で S f 5.5 ^ 

司。 r のぶ 



八※ 

(初期設定） 

撮影メニュー A に切り換えます。 


撮影メニュー B に切り換えます。 

じ※ 

撮影メニュー C に切り換えます。 

〇※ 

撮影メニュー D に切り換えます。 

名前編集 

撮影メニュー A 〜 D の名前を編集します（最長2日文字)。 


B 

C 

D 

曲クち前餐集 


一め切口みま 
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名前編集 

「名前編集」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、メニュー A 
〜 D の名前び一覧で表示されます。 



マルチセレクターの▲または ▼ 
を押し、名前を変更する撮影メ 
ニューを選択します。 


2 


マルチセレクターの►を押すと、下のような名前編集画面 
び表示されます。2日文字まで入力でさます。 


キーボー ドエリア 
7ルチセレクターを 
使って文字を選択しま 
す。7ルチセレクター 
の中央部を押すと、文 
字が決定します。 



名前エ U ァ 

入力した文字が表示されま 
す。カーソルを左ちに移動 
させる場合はサムネイルボ 
タン©を押しながらマルチ 
セレクターを操作します。 


名前エ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合は、 
マルチセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上に 
カーソルを移動させ、マルチセレクターの中央部を押します。 

名前エ U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボタ 
ン@を押しなびらマルチセレクターを操作します。 

文字はカーソル位置に挿入されます。 

21文字！; Lb 入力すると、名前エ IJ ア （20 文字）からあふれた文 
字び削除されます。 

名前を]文字削除する場合は、サムネイルボタン©を押しなび 
らマルチセレクターを操作して削除する文字の上にカーソルを移 
動させ、削除ボタン®を押します。その文字び削除され、それ 
より後方の文字全体び繰り上びります。 

名前を変更せずに撮影メニューの一覽表示画面に戻る場合はメ 
ニューボタン画)を押します。 


ms 

2345 
口 BCD 
MRS 


应♦の化©入万 M 法定 
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qLJu^B 

口 ri" … n 


ユーめ 切口み 无 


ス 名前を確定し、名前編集を終了す 
る場合は、実行ボタン参を押し 
ます。メニュ ー A 〜 D の名前一 
覧表示画面に戻ります。 


MC 夕ち前巧ま 


撮影乂ニューのリセット 

撮影メニューの設定内容を初期設定に戻す場 
合に使用します。ただし、初期状態に戻る 
のは撮影メニュー 「撮影メニュー切0換え」 
( P .199) で選択されている撮影メニュー （A 
〜 D のいずれか）の内容のみです。現在選択 
されていないメニューの項目は初期状態に戻 
りません。 



1 しない 

►巧を ■ 

する 



しない 

(初期設定） 

撮影メニューの U セットは行いません。 

する 

撮影メニューを次ページの初期設定に戻します。 


ツーボタンリセツト 

画質モード、画像サイズ、ホワイトバランス、に日感度設定は、ツーボタン IJ セツ 
卜 （ P .1 已 6) でも IJ セツトされます。 
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メニュー項目 

初期設定 

ファイル名設定 

DSC 

仕上が0設定 

標準 

色空間 

sRG 巨 

画質モード 

NORMAL 

画像サイズ 

L 

JPEG 圧縮 

サイズ優先 

RAW 圧縮 

非圧縮 RAW 

ホワイトバランス^1 

A (オート） 


メニュー項目 

初期設定 

長秒時ノイズ除去 

しない 

高感度ノイズ除去 

する（標準） 

に0感度設定 

100 

多重露出 

設定解除^ 2 

インターバルタイマー X ‘3 

開始しない 

レンズ情報手動設定 
(焦点距離） 

設定なし 

レンズ情報手動設定 
(開放絞0値） 

設定なし 


微調整した値を U セットされます。 

《2すべての撮影メニューで初期状態（解除、コマ数； 2、自動ゲイン補正；する） 
に U セットされます。なお、多重露出撮影中は、 ] コマ目を撮影してから解除 
されるまで、撮影メニューの「リセット」を選択することびでさません。 

《3実行中のインターバル撮影は終了します。すべての撮影メニューで初期状態（開 
始卜 U ガー：即時スタート、時間間隔：]分、設定：]回 X ] コマ、撮影動作； 
開始しない）に IJ セツトされます。 



撮 

影 

乂 
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記録フオルター設定 

画像を記録するフォルダーの新規作成や選択 
を行います。 


新規作成 


助をフォルダー 
か5選択 


画像を記録するフオルダーを新規に作 
成します。「新規作成」を選択してマル 
チセレクターの►を押すと、フオル 
ダー番号設定画面に移行します。マル 
チセレクターの▲または▼を操作して 
フオルダー番号の数値を設定し、マル 
チセレクターの►を押すと、設定び有 
効になり撮影メニュー画面に戻りま 
す。次に撮影する画像は、ここで作成 
した新規フオルタ'一に保をされます。 
画像を記録する既存のフオルダーを選 
択します。「助をフオルターか5選択」 
を選択してマルチセレクターの►を押 
すと、「既存フオルダーから選択」画面 
に移行します。マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作してフオルダーを選択 
し、マルチセレクターの►を押すと、 
設定び有効になり撮影メニュー画面に 
戻ります。次に撮影する画像は、ここ 
で選択したフオルタ'一に保をされます。 




フォルブー巧定 
新規巧ぶ 


&既巧別ルトからち 
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•カスタムメニュー d 目「連番モード」 （ P .25 日）の設定にかかわらず、撮影中に記録 
フォルダー内に999個のファイルび記録された場合、メモ IJ 一力ード内に存在す 
る最大フォルダー番号+ ] といラ番号のフォルダーび自動的に作成され、記録フォ 
ルダーとしてそのフォルダーび選択されます。ただし、999というま号のフォル 
ダーびすでに存在する場合は、フォルダーの自動作成び行われず、レ IJ ーズび□ッ 
クされます。 

•カスタムメニュー d 目「連番モード」 （ P .25 日）び 「 ON 」 に設定され、撮影中にファ 
イル番号び9999となった場合、メモ U —力ード内に存在する最大フォルダー番 
号+ ] のま号のフォルダーび自動的に作成され、記録フォルダーとしてそのフォル 
ダーび選択されます。ただし、999という番号のフォルタ'一びすでに存在する場合 
は、フォルタ'一の自動作成び行われず、レ IJ ーズび□ックされます。 

•カスタムメニュ ー d 目「連番モード」 ( P .250) び rON 」 に設定され、999とし巧 
ま号のフォルダーに9999といラま号のファイルまで記録した場合は、レ U —ズび 
□ックされます。 

上記のいずれかの理由でレ U —ズび□ックされてを、メモ U —力ードにまだ空さ容量 

びあれば、次の場合、さらに撮影を続けることびでさます。 

• フォルダー番号び999似下でまだ記録ファイル数び999に達していないフォル 
ダーびあり、それを記録フォルダーとして選択した場合 


• フォルダー番号び999切下のフォルダーの新規作成び可能で、それを記録フォル 
204 ダーとして選択した場合 


ボタン操作によるフォルダーの新規作成 

プ□テクトボタン©を押しなびら電源スイッチを日 N にすると、新規フォルダー 
び作成されます。 この場合、新規フォルダーは、メモ IJ ーカード内にを在する最 
大フオルタ'一番号 +] のフオルタ'一番号になります。ただし、メモ IJ ーカードに 
ある最大番号のフォルダーび空の場合は作成でさません。 
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ファイルち設定 

このカメラで撮影された画像には DSCjinnn . 
XXX (撮影メニューの「色空間」 （ P .82) で 
「 AdobeRGB 」 に設定した場合は _ DSCnnnn . 
XXX ) という名称び付さます。 「ファイル名設 
定」を使用すると、 DSC _ rmrm . xxx または 
_ DSCnnnn . xxx の 「 DSC 」 の3文字を任意に 
変更することびでさます。 


□ _ H ぉゾニ：!- 

巧おゾニュー切0巧え A 

リセヴト ー I 

t tfS 録フォルダー巧を 1抑 

V DSC 

有 I 化上が0巧定 0 N 


キーボー ドエ U ァ 
マルチセレクターを使って’ 
文字を選択します。マルチ 
セレクターの中央部を押す 
と、文字が決定します。 



^^^ァイルち田を >1 


占ラ-技宝し虹じ帖の： 
DS し1234 
占う-巧を E け dobe 帖が： 
_ 的 C 12 M 


文字表示エ U ァ 

入力した文字が表示されま 
す。カーソルを左ちに移動 
させる場合はサムネイルボ 
タン©を押しなが5マルチ 
セレクターを操作します。 


文字表示エ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合 
は、マルチセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上 
にカーソルを移動させ、マルチセレクターの中央部を押します。 

文字表示エ U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボ 
タン©を押しなびらマルチセレクターを操作します。 

文字は文字表示エ U アのカーソル位置に上書さされます。 

ファイル名を確定し、文字入力を終了する場合は、実行ボタン參を 
押します。画面は撮影メニュー画面に戻ります。 

ファイル名を確定せずに撮影メニュー画面に戻る場合はメニューボ 
タン參を押します。 
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仕上が Q 設定 

記録する画像の仕上びりを己種類から選択、 
もしくはカスタマイズしたり、白黒画像とし 
て記録することびでさます。内容については 
「【応用編】撮影 一 仕上がり設定」をご覧くだ 
さい （ P .7 己)。 


杜上が〇抵を 


0 VI おやかに 
巧げよ。货やがに 
抑ボートレート 
巧ぶカスタ7イス 
娜白馬 


を空間 

記録する画像の色空間を sRGB または 
AdobeRG 目から選択できます。内容につい 
ては「【応用編】撮影一色空間」をご覧くださ 
い （ P .82)。 



画質モード 

画像を記録する際の画質を7種類から選択 
します。内容については「【応用編】撮影 一 
画質モードと画像サイズ」をご覧ください 
( P .41)。 


困«モード 
賺 FINE 
m+MORML 
賺 BASIC 



画像サイズ 

画像を記録する際の画像サイズ（大ささ）を、 

L (3872 x 2592 )、 M (2896 x 1944)、 
S (1936 x 1296) から選択します。内容につ 

いては「【応用編】撮影一画質モードと画像ヴ 
イ XI をご覧ください （ P .46)。 


勺回基;志の m >決司 
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JPEG 店縮 

J PEG 画像記録時にフアイルサイズを優先し 
てデータを圧縮するか、画質の低下を抑える 
ことを優先してデータを圧縮するかを選択す 
ることびできます。内容については「【応用 
編】撮影一画質モードと画像サイズ」をご覧 
ください （ P .44)。 


RAW 巧縮 

画質モードで 「RAW + FINE」、「RAW + 
NORMAL」、「RAW + BASIC 」、「 RAW 」 

のいずれかに設定した場合の、 RAW 画像の 
非圧縮/圧縮を選択します。内容については 
「【応用編】撮影一画質モードと画像サイズ」 
をご覧ください （ P .4 己)。 


ホワイトバランス 

ホワイトバランスを9種類から選択します。 
内容については「【応用編】撮影 ー ホワイいく 
ランス」をご覧ください （ P . 日1)。 
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巧長秒時ノイズ除去を r する J に設定した場合のご注意 

• 再生メニューの 「撮影直後の画像確認」 を 「する」 に設定して、撮影と同時に液晶モ 
ニターに撮影画像を表示する場合、または撮影した後、画像の記録び終了する前に 
再生ボタン®を押して画像を再生すると、液晶モニターにノイズ除去処理を行ラ前 
の画像（ノイズび入った画像）び表示される場合びあります。 

208 •シャッタースピードにかかわらず、連続撮影可能コマ数は半減します。 


長砂時ノイズお去 


シャッタースピードび低速になると、画像に 
ノイズび入る場合びあります。 「長秒時ノイズ 
除去」 を 「する」 にすると、シャッタースピー 
ドび約8秒より低速の場合に、このノイズを 
低減させることびでさます。 
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長が時 y イスおホ 


>決定国 



しない 

(初期設定) 


長秒時ノイズ除去は機能しません。 


する 


シャッタースピードび約8秒より低 
速になると、ノイズ除去び有効な画 
像に対して長秒時ノイズ除去び機能し 
ます。撮影後のノイズ除去処理中は、 
シャッタースピードと絞り表示部に 
Job nr び点滅します。撮影後 
のノイズ除去処理に時間（撮影時間の約 
1/2〜撮影時間と同等）びかかるため、 
画像記録するまでの時間びその分だけ 
長くなります。この表示び消えるまで 
撮影でさません。 


Job 


nr 


H 


ESA 


1333 ] 
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高感度ノイズお去 

「高感度ノイズ除去」 を 「する」 に設定すると、 
IS 0400上の I S 日感度で撮影した画像の 
ブラつさ（ノイズ）を低減させることびでさ 
ます。 


VPH 


ま麽巧ノイス按ホ 


LOW する(開め） 
HI 削ずる(留め） 
しない 


巧旧0感度が800よ0ち高くなつた場さについて 

に日感度び8日日よりを高くなった場合は、 「高感度ノイズ除去」 の設定にかかわらず、 

常に高感度ノイズ除去び行われます。この場合、 「高感度ノイズ除去」 を 「しない」 に 
設定すると、 「する（弱め)」 よりを弱いノイズ除去の効果び適用されます。 209 


する（標準） 

(初期設定） 

IS 日感度び400切上の高感度になると、高感度ノイズ除去び機能しま 
す。 

•カスタムメニユ ー b ] 「感度自動制御」 び 「する」 の場合、制御され 
る IS 日感度び40日切上の高感度になると高感度ノイズ除去び行わ 
れます。 

• 「する（強め)」 に設定するとをっとをノイズ除去の効果び強く、続い 
て 「する（標準)」、「する（弱め)」 の順になります。 

する（弱め） 

する（強め） 

しない 

高感度ノイズ除去は機能しません。 
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ISO 感度設定 

IS 日 感度を撮影状況に より 標準 （1 日 0) より 
も高く設定することびでさます。ただし、力 
スタムメこュ ー b ] 「感度 自動制御」を 「する」 
にしている 場合は、16 日日よりも 高し MS 日 
感度を選択することはでさません。内容につ 
いては 「【応用編】撮影 一 IS 日 感度」をご覧く 
ださい （ P .48)。 


m ■抑におお 

ザ1。。 雨 


画像合が 

メモ U —力ードに記録されている D 2 日日で 
撮影された RAW 画像から、選択された2つ 
の画像を重ね合わせて]つの画像に合成し、 
元画像とは別の画像として記録します。内容 
については「【応用編】撮影一画像合成と多重 
露出」をご覧ください （ P .133)。 
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安■巧出 


レンズ情報手動設定 

非 CPU レンズを装着した場合に、レンズ情 
報（焦点距離、開放絞り値）を設定すること 
によって、マルチパターン測光、絞り値表示、 

BL 調光など、 CPU レンズを装着した場合の 
機能の一部を使用することびでさます。内容 
については「【応用編】撮影一非 CPU レンズ 
のレンズ情報手動設定」をご覧ください （ P .148)。 


レンス巧巧手かおを 


d 巧尉目が（瞧， 1 

n _ 胜をなし I 


多重露出 

連続して撮影する2〜]日コマを重ねて写し 
込み、 ] つの画像として記録します。内容に 
ついては「【応用編】撮影一画像合成と多重露 
出」をご覧ください （ P .136)。 


インターバルタイマー攝影 

設定した時間間隔とコマ数で、自動的に撮影 
を行います。内容については「【応用編】撮 
影 ー インターバルタイマー撮影」をご覧くだ 
さい （ P .141)。 
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再生メニューには、次のメニュー項目びあります。メニューの表示方 
法や操作方法については、 P .34 をご覧ください。 


カメラにメモ U —力ードび入っていない場合、再生メニューは表示 
されません。 


7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレノ（一の設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 



削除 

P .213 

再生フォルダー設定 

P .215 

スライドシヨー 

P .216 

非表示設定 

P .218 

プリント指定 

P .220 

再生画面設定 

P .223 

撮影直後の画像確認 

P .224 

削除後の次再生画像 

P .224 

縦位置自動回転 

P .22 己 


口 再をゾニュー 

スライドシヨー 
^ S 非み巧巧を 
t フ U ント巧を 
Y . 苗生画面巧定 
有巧が區をの画凿確巧 


おむ9自の回ち 


国 再をゾニュー 

， 113 [巧 I 
^巧をフォルダー巧を ND の ]I 

!スライド シヨー を记 

' i " け I 表を投定 m 

有！フ U ン K お定 な 

^吊生困面巧定 … 

摄お屋をの画な巧巧[画し 
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選択画像の削除 

「選択画像 削除」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、再生メ 
ニュー画面の 「再生フオルダー設定」 ( P .215) で設定したフォルダー 
内の画像びサムネイル表示されます。 


1 


マルチセレクターの ▲、▼ 、イ、►を操 
作して削除する画像を選択します。 

• サムネイルボタン©を押している 
間、選択している画像を1コマ表示で 
さます。サムネイルボタン©を放す 
と、サムネイル表示画面に戻ります。 


2 






マルチセレクターの中央部を押すと選択 
画像の削除が設定されます。削除が設定 
された画像には®が表示されます。 

• 1と2の手順を繰り返して削除する画 
像をすべて設定してください。 

• 削除の設定を解除する場合は再度マ 
ルチセレクターの中央部を押して、® 
を消します。 

• 削除設定を行わずに終了する場合は、 
メニューボタン(|)を押すと、再生メ 
L 一画面に戻ります。 


【設定編】再生に05ての設定 



再生乂ニュ I 


273 



















削除設定した状態で実行ボタン®を押す 
と選択画像削除画面が表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作して、 
「はい」または「いいえ」を選択します。 

• 「はい」を選択してから実行ボタン®を 
押すと、画像の削除を実行し、削除完了 
表示をして再生メニュー画面に戻ります。 
• 「いいえ」を選択してか5実行ボタン® 
を押すと、画像の削除は行われずにサム 
ネイル表示画面に戻ります。 


設 全画像削除 

這「全画像削除」 を選択して、マルチセレクター 
この►を押すと、ちの画面び表示されます。マ 
圣ルチセレクターの▲または▼を操作して、 

1こ 「はい」または「いいえ」を選択します。 

ピ •「はい」 を選択して実行ボタン參を押すと、 

て 「再生フォルダー設定」 （ P .21 己）で設定し 

§ たフォルダー内の全画像の削除び実行さ 

ち れ、削除完了表示後、再生メニュー画面に 
戻ります。 

• 「いいえ」を選択して実行ボタン参を押すと、画像の削除は行われず 
に削除画面に戻ります。 

文 

ユ 

I 巧非表示設定、プ□テクト設定された画像について 

BI びついている画像はプ□テクト設定 ( P .165) されているため、削除でさません。 
また、非表示設定 （ P .2] 8) されている画像はサムネイル表示されないため、削除で 
をません。 

巧削除に必要な時間について 

選択画像削除、または全画像削除を実行する場合、作成されているフォルダー数、お 
よび記録されている画像ファイル数により、画像の削除び完了するまで数十分の時間 
2/4 びかかる場合びあります。 



















再生フオルター設定 

画像を再生するフオルダーを設定します。 


ルダ^巧ま 


ND 200 

D 2 日日で作成されたすベてのフオルダーを選択します。 

全てのフォルダー 

メモ IJ 一力ードに記録されている、参照可能なすべてのフオル 
ダーを選択します。 

現在記録中の 
フォルター 

現在記録に使用されているフオルダーを選択します。 


をてのみ叫¬ 
ち巧記録中の 別!) 夕- 
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回記録するフオルターについて 

画像を記録するフオルターは撮影メニューの 「記録フオルター設定」 ( P .203) で設定 
してください。 275 










スライドシヨー 

画像を一定の間隔で順次再生するスライド 
ショーを行います。 


スライド 


'む jm け冠 


©なインタ ー A ルほを 


阳抵後の一持巧止^» 


開始 

スライドショーを開始します。 

インターバル設定 

画像を切り換える時間間隔を設定します。 


スライドシヨーの開始 

「開始」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、スライドショー 
び始まります。 「再生フォルダー設定」 （ P .21 己）で設定されたフォル 
ダー内の画像び記録された順番で再生されます。ただし、 「非表示設定」 
( P .218) されている画像は再生されません。スライドショーの実行中 
は、次の操作び可能です。 


1コマ進む 

© 

マルチセレクターの►を押すと、]コマ進みます。 

1コマ戻る 

© 

マルチセレクターのイを押すと、 ] コマ戻ります。 

画像情報を 
見る 

© 

マルチセレクターの▲または▼を押すとスライド 
ショーの再生中に画像情報び表示され、画像情報画面 
の切り換えびでさます。 

一時停止 

する 


実行ボタン参を押すとスライドショーび一時停止し 
ます。 

再生メニューへ 
戻る 


メニューボタン娜を押すと、スライドショーを中止し 
て再生メニューに戻ります。 

再生モードに 
戻る 

© 

再生ボタン®を押すと、スライドショーを中止して再 
生モードに戻ります。 

撮影モードに 
戻る 

シャッター 
半押し 

シャッターボタンを半押しすると液晶モニターび消な 
し、スライドショーを中止して撮影モードに戻ります。 
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スライドショーび終了するか、一時停止をし 
た場合にはちの画面び表示されます。マルチ 
セレクターの▲または▼でメニュー項目を選 
択し、►を押すと実行されます。 

-「再開」 を選択すると、現在表示されている 
画像の次からスライドショーび再開されま 
す。 

-「インターバル設定」 を選択すると、画像を 
切り換える時間の間隔を設定でさます。 

-「終了」 を選択するか、メニューボタン參 
を押すと、再生メニュー画面に戻ります。 

インターバル設定 

1コマの画像を表示している時間の変更びで 
さます。スライドショーの開始前、終了後、 

または一時停止中に表示される選択画面か 
ら、 「インターバル設定」 を選択します。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作して、画 
像を表示している時間を2秒、3秒、己秒、 

1日秒のいずれかから選択します。 

インターバル時間を選択した後、マルチセレクターの►を押すと設定 
び有効になり、スライドショー設定画面に戻ります。 「開始」 を選択し 
てマルチセレクターの►を押すと、スライドショーび始まります。 
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ミ様お設定 


画像を非表示設定にすると、その画像は非表 
示設定画面！;(外では表示されなくなります。 



設定 


選択した画像を非表示にする-しないを設定します。 


一巧解除 


非表示設定を一括して解除します。 


選択画像の非表示設定 

「設定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、再生メニュー画 
面の 「再生フオルダー設定」 ( P .215) で設定したフォルダー内の画像 
びサムネイル表示されます。 



マルチセレクターの▲、▼、イ、►を操 
作して非表示設定にする画像を還択しま 
す。 

• サムネイルボタン©を押している 
間、選択している画像を1コマ表示で 
をます。サムネイルボタン©を放す 
と、サムネイル表示画面に戻ります。 





マルチセレクターの中央部を押すと選択 
画像が非表示設定されます。非表示設定 
された画像には ES が表示されます。 

• 1と2の手順を繰り返して非表示にす 
る画像をすべて設定してください。 

• 非表示設定を解除する場合は再度マル 
チセレクターの中央部を押して、離！ 
を消します。 

• 非表示設定を行わずに終了する場合は 
メニューボタンを押すと、再生メ 
L 一画面に戻ります。 
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naaa 非表示画像のファイル属性とコマ番号 

非表示設定画像は、 DOS ファイルフォーマットの「隠しファイル」属性と「読み取 
り専用」属性びセットされます。画像は非表示設定画面外では表示されません 
び、コマ番号は付加されます。また、 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録で撮影 
された画像の場合、 RAW 画像と JPEG 画像の両方に同じ属性びセットされます。 




非表示設定した状態で実行ボタン®を押 
すと非表示設定が実行され、再生メニュー 
画面に戻ります。 


I 非ち示おを 

] 非表示巧定の 

—括お除をしまずか？ 


一巧解除 

「一括解除」 を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、ちの画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作して、 

「はい」 または 「いいえ」 を選択します。 

• 「はい」 を選択してからマルチセレクター 
の►を押すと、 「再生フォルダー設定」 

( P .215) で設定したフォルダー内の画像 
の非表示設定び一括して解除され、「一括 
解除完了」画面び一瞬表示されて再生メ 
ニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」 を選択してからマルチセレクターの►を押すと、非表示設 
定の一括解除は行われずに再生メニュー画面に戻ります。 



巧プ□テクト設定の解除について 

プ□テクトと非表示の両方び設定されていた画像の非表示設定を解除すると、プ□テ 
クト設定を解除されます。 219 
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フリント指き 


プリント指定 

プ U ントする画像の選択、枚数の指定、撮影 
曰時や撮影データの写し込みといった、撮影 
画像をプ U ントするための設定をあらかじめ 
カメラでセットしたり消去したりすることび 
でさます。これらの設定内容は、デジタルプ 
U ント オーダー フ ォー マット ( DPOF ) に巧 
応したプ U ントショップやプ U ンターでプ U 

ントする場合に適用されます。ただし、 RAW 画像に対してはプ U ント 
指定はでさません。 



設定 1 

プ U ント指定を行います。 

-巧解除 1 

プ U ント指定を一括解除します。 


ragg Ex が Version 2.21について 

D 2 日日は 、 Exif Version 2.2] および sYCC 色空間に対応しています 。 Exif 
Version 2.2] は、デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化し、高品質なプ U 
ント出力を簡単に得ることを目指した規格です 。 Exif Version 2.21 対応のプ U 
ンターを使用することで、撮影時のカメラ情報を活かし、プ IJ ンターび最適なプ 
IJ ント出力を提供することびでさます。プ U ンターの使用説明書をお読みのラえ 
ご使用ください。 

《 Ex げ二 Exchangeable image file format for digital still cameras 

デジタルプリントオーターフオーマット （ DPOF ) 


DPOF (Digital Print Order Format ) は、デジタルカメラで撮影した画像を 
ラボプ U ントサービスや、家庭用のプ U ンターで自動プ U ントするための記録 
フォーマットです。これは、現在の各社独自仕様となっているプ IJ ント情報を標 
準化することで、より効率的なプ IJ ントの実現をするための規格です。 

•ご使用のプ IJ ンター-プ IJ ントサービスび DPOF に対応しているかご確認くだ 
さい。 


巧 r プリント指定 J が選択できない場さについて 

プ IJ ント指定の設定内容を書さ込むための充分なメモ IJ 一残量びメモ IJ 一力ードにな 
い場合は、再生メニュー画面で 「プリント指定」 を設定することびでさません。不要 
220 な画像を削除して、再度操作してください。 
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プリント指定の設定 

「設定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 
択」の設定画面び表示されます。 


r プリント画像選 




マルチセレクターの▲、▼、◄、►を操作 
してプ U ント指定する画像を選択します。 

• サムネイルボタン@を押している間、 
選択している画像を1コマ表示でさま 
す。サムネイルボタン©を放すと、ヴ 
ムネイル表示画面に戻ります。 


2 



マルチセレクターの中央部を押したり、プ□テクトボタ 
ン©を押しながらマルチセレクターの▲または▼を操 
作することにより、選択画像のプ U ント指定を行いま 
す。プリント指定された画像には fll が表示されます。 

• マルチセレクターの中央部を押すと、プリント枚数が 
1になります。 

• プ□テクトボタン©を押しながらマルチセレクター 
の▲を押すとプリント枚数は増加し（最高99枚)、 ▼ 
を押すと減少します。 

• 1と2の手順を繰り返してプ U ントする画像をすべて 
選択します。 

• プリント指定を行わずに終了する場合は、メニューボ 
タンを押すと再生メニュー画面に戻ります。 


ISS 1 マルチセレクターによるプリント指定の解除について 

プリント枚数び表示されている画像のプ IJ ント指定を解除する場合は、マルチセ 
レクターの中央部を押します。 

ダイレクトプリントについて 

D 2 日日と PictBrid 旨 e 対応プ IJ ンターを付属の US 巨ケーブル UC - E 4 で接続す 
ることにより、メモ IJ ーカードに記録した画像を、パソコンを介さずにカメラか 
らの操作で直接プ U ントすることびでさます。プ U ンターとの接続時に液晶 モニ 
夕一に表示される fPictBridgeJ メニューで 「DPOF プリント」 を選択すると、 
「プリント指定」 で設定したプ IJ ント枚数で画像をプ IJ ントできます。その場合、 
「プリント指赴画面で行った 「撮影層報」、「日付」 の印字の設定は無効になりま 
すのでごを意ください。 


【設定編】再生に05ての設定 



再生乂ニュ I 


221 




























3 




プリント指定した状態で実行ボタン®を^ 
押すとプリント指定が完了し、「プリント 
指定」画面が表示されます。マルチセレク 
ターの▲または▼を押してプリント時に 
印字する情報を選択します。 


指定したすべての画像にシャッタースピードと絞り値をプリントするときは、「撮影 
情報」を選択して►を押します。撮影情報の前の□に/が入ります。 

指定したすべての画像の撮影曰をプ U ントするとをは、「曰付」を選択して►を押しま 
す。日付の前の□に/が入ります。 

選択した項目のチェックをがすとさは、その項目を選んで►を押します。 

選択項目の□に/が入った状態で、「設定終了」を選んで►を押すと、プ U ント指定 
が実行され、再生メニュー画面に戻ります。 


プリント指定の一巧解除 

「一巧解除」 を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、ちの画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作して、 

「はい」 または 「いいえ」 を選択します。 

• 「はい」 を選択してからマルチセレクターの 
►を押すと、メモ U —カード内の画像のプ 
U ント指定び一括して解除され、「一括解除完了」画面び一瞬表示さ 
れて再生メニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」 を選択してからマルチセレクターの►を押すと、プ U ント 
指定の一括解除は行われずに再生メニュー画面に戻ります。 



巧プリント指定を行った場合のご注意 

• プ U ント指定ファイルを作成したメモ U —カード内の画像を、パソコンなどで削除 
しないでください。正しくプ U ントされなくなる場合びあります。 

• プ U ント指定した画像に、後から非表示設定の操作を行わないでください。 

巧直接プリントする場合の注意点 

画像調整を行わずに直接プ U ントする画像は、撮影メニューの「色空間」を rsRGBJ 
222 に設定して撮影してください （ P .82)。 
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再生画面設定 


画像を]コマ再生する場合の画像情報 
(P.1 己 8) に、撮影情報やヒストグラム表示、 
八イライト表示、フオーカスフレーム表示を 
表示/非表示に設定します。 



「再生画面設定」 では次の内容を表示/非表示に設定でさます。それぞ 
れの内容についての詳細は、]己8ページをご覧ください。 


撮影情報^ 


画像情報で撮影カメラ、測光、露出、焦点距離、ホワイトバラ 
ンス、画像の調整など、撮影時の情報のページを表示します。 


ヒストグラム^ 


画像情報でヒストグラム表示のページを表示します。 


八イライト※ 


画像情報で八イライト表示（点滅表示）のページを表示します。 


RGB 

ヒストグラム^ 


画像情報で色別（白、ホ、 
ジを表示します。 


緑、青）のヒストグラム表示のペー 


フ オー カス 
フレーム 


AF エ IJ アモード ( P .88) をシングルエ IJ ア AF モードに設定し 
て撮影した画像では、選択したフオーカスフレームをホく表示 
します。また、ダイナミック AF モード、グループダイナミッ 
ク AF モード、または至近優先ダイナミック AF モードに設定し 
て撮影した画像では、撮影時のピント合わせに使用したフオー 
カスフレーム（フオーカ スモー ドび S (シングル AF サーボ）の 
場合は、最初に□ックされたフオーカスフレーム）をホく表示 
します。 


※初期設定では「表示」に設定されています。 

• マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、表示したい 
内容を選択し、►を押すと、選択した内容の前の□に/び入ります。 
表示したいすべての内容に/を入れてください。 

• 設定を終了する場合は、 「設定終了」 を選択してマルチセレクターの 
►を押します。設定び有効になり、再生メニュー画面に戻ります。 
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撮影直後の画像お認 



削お後の次再生画像 

画像の再生時に画像の削除 (P.32) を行った 
場合の、削除完了後に液晶モニターに表示す 
る （1 コマ再生の場合）または選択状態にな 
る（サムネイル表示の場合）コマの設定を選 
択します。 


削除をの巧ちを画巧 


@ミ绝ろめ]7 


回た前の] 3 


►决を! 


^^直前]?送〇方向に巧ろ 


後ろのコマ 

(初期設定） 

再生時の画像削除完了後に、削除されたコマの次のコマを液晶 
モニターに表示 （1 コマ再生時）または選択（サムネイル表示 
時）します。ただし、削除されたコマび最後のコマの場合、] 
つ前のコマを表示または選択します。 

前のコマ 

再生時の画像削除完了後に、削除されたコマの]つ前のコマを 
液晶モニターに表示 （1 コマ再生時）または選択（サムネイル表 
示時）します。ただし、削除されたコマび最初のコマの場合、 
次のコマを表示または選択します。 

直前コマ送0方向に 
従5 

直前のコマ送りび、前のコマから後のコマだった場合、「後ろ 
のコマ」選択時と同様になります。後のコマから前のコマだっ 
た場合、「前のコマ」選択時と同様になります。ただし、削除さ 
れたコマび最後のコマの場合、 ] つ前のコマを表示します。ま 
た、削除されたコマび最初のコマの場合、]つ後のコマを表示 
します。 
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巧縦位置画像の再生について 

撮影画像を縦位置で再生する場合、画像び長さ比で約2/3に縮小されて表示されま 
す。画面いっぱいに画像を表示したい場合、「縦位置自動回転」を「しない」に設定し 
て再生してください。 

囚縦位置.横位置情報の記録 


セットアップメニユーの「縦横位置情報の記録」 ( P .190) では、撮影するすべての画 
像を横位置として記録するように変更でさます。「縦横位置情報の記録」を「記録しな 
い」に設定して記録された画像は、「縦位置自動回転」の設定にかかわらず、すべての 
画像び横位置で表示されます。 225 


縦位置自動回乾 

このカメラは、撮影時に構図の縦位置-横位 
置を感知する縦横位置センサーを内蔵してお 
り、セットアップメニューの 「縦横位置情報 
の記録」 び 「記録する」 に設定されている場 
合、撮影画像に縦横位置の情報び記録されま 
す。通常は画像再生時に、撮影時の縦横位置 
を反映し、画像を自動的に回転して液晶モニタに表示しますび、 「しな 
い」 に設定すると、すべての画像を横位置として表示します。 


する 

(初期設定） 

画像再生時に、撮影時の縦横位置 （ P .190) を反映し、画像を 
自動的に回転して液晶モニターに表示します。 

しない 

画像再生時に、すべての画像を横位置として表示します。 
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さ 5 に細かい設定ーカスタムメニこ 



カスタムメこューでは、カメラの各機能の働き 
やセット内容を、撮影者自身の好みにあった状 
態に変更でさます。 

カスタムメニュー画面は2つの階層で構成 
されています。カスタムメニューで最初に表 
示される第]階層は目次画面で、マルチセレ 
クターの▼または▲を操作することにより、 

カスタムメニューの項目（カスタムメニュー C 「カスタム切0換え」、 
カスタムメニュー R 「リセット」、 その他のカスタムメニューの区分 
( a 〜 f )) を選択できます。 


，面 IU セット 


a す ートフ ホー カス 

b 31出•测お 

C が/がロック‘タイマ- 
dffl お，巧沒ぷを 
巧?別棚 R+BK 巧 i 巧 


カスタムメニューの区分 

含まれるカスタムメニュー 

a 才ートフォーカス 

al 〜 al 日 

b 露出•測光 

bl 〜 b 7 

C AE/AF □ック • タイ7— 

cl 〜 c 已 

d 撮影•記録•表示 

dl 〜服 

e フラッシュ撮影 • BKT 撮影 

e ] 〜 e 8 

f 操作 

fl 〜 f 7 


カスタムメニューの詳細項目 （ al 〜 f 7) (第2階層）を選択するには、 
第1階層でマルチセレクターの▼または▲を操作して、選択したいカス 
タムメニューび含まれる区分 （ a 〜 f ) を選択し、►を押します。 

第2階層では選択した区分に含まれるカスタム 
メニュー項目び表示されます。なお、第2階層 
では、マルチセレクターの▼または▲を操作し 
て4己項目すベてのカスタムメニュー （ a ] 〜 
f 7) に移動することびでさます。 

•第]階層に戻るには、マルチセレクターの 
◄を押します。 


A ぶ が- Sf - ド時の g 巧 

m ' 

r 姐別—みなリ？化-ム巧換えい!] 

\J a げ卜巧イだ,)が 

m 

11 础 F 日がわ 

NORM 

■■ 加 半 巧し AF い J 巧曲 

柳 

m al 別-リ?巧蜗 

A . 


I nggi 7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレノ（一の設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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C カスタム切0換え 

:カスタムの切0換え 

P.229 

R 

リセット 

:カスタムのリセット 

P.230 

a 

才一 

トフ オー カス 




a1 

AF-C モード時の優先 

: AF-C モード時の優先条件 

P.232 


a2 

AF-S モード時の優先 

: AF-S モード時の優先条件 

P.232 


a3 

フオーカスエリアフレーム 
切換え 

:フオーカスエリアフレームの切0換え 

P.233 


a4 

グループダイナミック AF 

:グループダイナミック AF の設定 

P.233 


a5 

AF □ックオン 

: AF □ックオン 

P.236 


a6 

半押し AF レンズ駆動 

:シャッターボタン半押しによる AF 
レンズ駆動 

P.236 


a7 

フオーカスエリア照明 

:フオーカスエリア照明の点な設定 

P.237 


a8 

フオーカスエリア循環選択 

:フオーカスエリアの選択を循環ち式に 

P.237 


a9 

內蔵 AF 補助光 

:內蔵 AF 補助光の照射設定 

P.238 


a10 MB-D200 の AF-ON ボタン 

:パ'ッテリーパック MB-D200 の 
AF-ON ボタン機能 

P.238 

b 露出 

-測光 




b1 

感度白動制御 

:感度の自動制御 

P.239 


b2 

に0感度設定ステップ幅 

:に0感度設定のステップ幅 

P.242 


b3 

露出設定ステップ幅 

:露出値の設定のステップ幅 

P.242 


b4 

露出-調光補正ステップ幅 

:露出補正値、調光補正値の設定の 
ステップ幅 

P.242 


b5 

露出補正簡易設定 

:露出補正簡易設定 

P.243 


b6 

中央部重点測光範囲 

:中央部重点測光の範囲 

P.244 


b7 

基準露出レベルの調節 

:基準露出レベルの調節 

P.244 

C AE/AF □ツク*タイマー 


c1 

半押し AE □ック 

:シャッターボタン半巧しによる AE 
□ック 

P.246 


c2 

AE-L/AF-L ボタンの機能 

: AE/AF □ックボタンの機能 

P.246 


c3 

半押しタイマー 

:半押しタイマーの作動時間 

P.247 


c4 

セルフタイ7— 

:セルフタイマーの作動時間 

P.247 


c5 

液晶モニターのパワーオフ 

:液晶モニターのパワーオフ時間 

P.247 
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d 撮影-記録-表示 


d 1 電子音設定 

電子音の設定 

P .248 

62 格子線表示 

格テ線の表示 

P .248 

d 3 ファインダー内警告表示 

ファインダースクリーン上の警告表示 

P .249 

d 4 低速連続撮影速度 

低速連続撮影時の撮影速度 

P .249 

d 已露出デイレーモード 

露出デイレーモード 

P .2 已〇 

d 6 連まモード 

連まモード 

P .250 

67 イルミネーター点な 

半押しタイマー中のイルミネーター 
点灯 

P .251 

d 8 MB - D 200 電池設定 ： MB - D 200 の単3形電池設定 

P .252 

e フラッシュ撮影 -BKT 撮影 


e 1 フラッシュ撮影同調速度：フラッシュ撮影時の同調速度 

P .2 己3 

9フラッシュ時シャッター ：フラッシュ撮影時のシャッタースピー 

スピード制限 ド低速制限 

P .2 己4 

e 3 内蔵フラッシュ発光 

內蔵フラッシュ発光モード 

P .2 已4 

e 4 モデリング発光 

プレビューボタンでのモデリング発光 

P .263 

e 5 オートブラケテイングのセット 

オートブラケティングのセット 

P .263 

e 6 BKT 変化要素 (M モード） 

オートブラケティングの変化要素 
(M モード） 

P .264 

幻 目 KT 補正順序 ：才ートブラケティング撮影時の補正順序 

P .26 己 

e 8 目 KT 設定方法 ：オートブラケティングの設定ち法 

P .26 已 

f 操作 


f 1 中央ボタンの機能 

マルチセレクターの中央ボタンの機能 

P .266 

f 2 マルチセレクターでの起動 

マルチセレクターでの起動 

P .268 

f 3 上下左ち機能入換え 

1コ7再生での7ルチセレクターの 
上下 • 左右の機能入換え 

P .268 

f 4 フアンクシヨンボタンの機能 

フアンクシヨンボタンの機能 

P .269 

巧コマンドダイヤル設定 

コマンドダイヤルの設定 

P .270 

f 6 ボタンによる設定ち法 

ボタンによる各操作の設定ち法 

P .273 

f 7 カードなし時レリーズ 

メモリーカード未挿入時のレリーズ 

P .274 


• カスタムメニュー a ] の 「 AF-C モード時の優先」を選択しているとさに▲を押すと、 
カスタムメニュー f 7 の「カードなし時レリーズ」に移動します。 

• カスタムメニュー f 7 の「カードなし時レリーズ」を選択しているとさに▼を押すと、 
カスタムメニュー a ] の 「 AF-C モード時の優先」に移動します。 
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C :カスタムの切 0 換え 

カスタムメニューの設定状態を 「 A 」、 「目」、 

「 C 」、「 D 」 の4通りに記憶させておくことび 
でさ、操作内容に合わせて、あらかじめ記憶 
させておいた設定状態を一括して簡単に呼 
び出すことびできます。 「 A 」、 旧」、「じ|、の」 

には、それぞれ名前をつけることびでさます。 

カスタムメニューの項目を変更すると、現在選択されているカスタム （A 
〜 D のいずれか）における設定のみ変更され、他のカスタムの設定は変 
要されません。 



八※ 

(初期設定） 

カスタムメニューの内容をカスタム A に切り換えます。 


カスタムメニューの内容をカスタム巨に切り換えます。 

じ※ 

カスタムメニューの内容をカスタム C に切り換えます。 

〇※ 

カスタムメニューの内容をカスタム D に切り換えます。 

名前編集 

カスタム A 〜 D の名前を編集します（最長2日文字)。名前の編集ち法 
については、「撮影メニューの切り換え」 ( P .200) をご覧ください。 


《 「名前編集」 で名前を編集した場合は、編集後の名前を表示されます。 


tgais カスタムメニューを変更した場合の表示について * (*) 

初期状態と異なるカスタムメニューび設定され 
た場合は、表示パネルに囚回因！]と、選択さ 
れているカスタム （ A 〜 D ) び表示されます。ま 
た、第2階層(下のメニュー項目にアスタ IJ スク 

(*) び表示されます。 
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I ※すべての測光モードで日に U セットされます。 

巧ツーボタンリセット 

230 カスタムメニューはツーボタン U セツトでは U セツトでさません。 


R :カスタムのリセット 

カスタム U セットはカスタムメニューの設定 
内容を初期設定に戻す場合に使用します。力 
スタムメニュー C 「カスタム切0換え」 によ 
り選択されているカスタム （ A 〜 D のいずれ 
か）の設定内容のみび U セットされます（例： 
カスタム A び選択されている場合はカスタム 
A の設定内容び U セツトされます)。 



しない （初期設定） 

カスタムメニューの U セットは行いません。 

する 

カスタムメニューを次ページの初期設定に戻します。 


カスタムメニューの初期設定 


カスタムメニュー 

初期設定 

カスタムメニュー 

初期設定 

a 1 

AF - C モード時の 
優先 

レリーズ 

b 1 

感度自動制御 

しない 

b 2 

ISO 感度設定 
ステップ幅 

1/3段 

a 2 

AF - S モード時の 
優先 

フオーカス 

b 3 

露出設定ステップ幅 

1/3段 

a 3 

フオーカスエリア 
フレームの切換え 

ノ ー7 ルフレーム 
(11 就 

b 4 

露出-調光補正 
ステップ幅 

1/3段 

a 4 

グループ 
ダイナミック AF 

パターン1 • 
中央優先 

b 5 

露出補正簡易設定 

OFF 

a 5 

AF □ックオン 

標準 

b 6 

中央部重点測光範囲 

0 8 mm 

a 6 

半押し AF レンズ 
駆動 

ON 

b 7 

基準露出レベルの 
調節 

〇※ 

a 7 

フオーカスエリア 
照明 

AUTO 

c 1 

半巧し AE □ック 

OFF 

a 8 

フオーカスエリア 
循環選択 

しない 

c 2 

AE - L / AF - L ボタン 
の機能 

AE - L / AF-L 

a 9 

內蔵 AF 補助光 

ON 

c 3 

半押しタイマー 

6秒 

a 10 

MB - D 200 の 
AF - ON ボタン機能 

AF - ON ボタン 
機能 AF エリア 
選択 

c 4 

セルフタイ7— 

10秒 

c 5 

液晶モニターの 
パワーオフ 

20砂 


【設定編】さ6に細か5設定 





































カスタムメニュー 

初期設定 

カスタムメニュー 

初期設定 

か 

電子音設定 

高音 

f1 


中央ボタンの機能 

62 

格子線表示 

OFF 


撮影モード 

AF エリア中央 
リセット 

d3 

ファインダー內 

言口こむ术 

ON 

再生モード 

1 コマとサムネ 
イルの切 0 換え 

d4 

低速連続撮影速度 

3 コマ/秒 

に 

7 ルチセレクターで 
の起動 

半巧しタイマー 
起動しない 

d5 

露出デイレーモード 

OFF 

d6 

連まモード 

OFF 

巧 

上下左ち機能入れ 
換え 

OFF 

67 

イルミネーター点灯 

OFF 

f4 

フアンクシヨンボタ 
ンの機能 

FV □ック 

d8 

MB-D200 電池設定 

単 3 形アルカリ 

e1 

フラッシュ撮影時 
の同調速度 

1/250 

巧 


コマンドダイヤル設定 


回転ち向 

ノースレ 

e2 

フラッシュ時シャッ 
タースピード制限 

1/60 

メインとサブの 
入れ換え 

OFF 

e3 

內蔵フラッシュ発光 

TTL モード 

サブコマンドタ' 
イヤルでの絞値 
設定 

する 

e4 

モデリング発光 

ON 

e5 

オートブラケテイン 
グのセット 

AE •フラッシュ 
ブラケテイング 

再生/メニユ ー 
モードでの使用 

OFF 

e6 

BKT 変化要素 
(M モード） 

フラッシュ • 
シャッター 
スピード 

f6 

ボご 

タンによる設定 
方法 

デフオルト 

f7 

カードなし時 
レリーズ 

レリーズ禁止 

e7 

BKT 補正順序 

初期設定の順 

e8 

BKT 設定ち法 

補正値/コマ 
数単独設定 
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a 1 : AF - C モード時の優先条件 

初期設定ではフォーカスモードセレクトダイ 
ヤルを C (コンテイニユアス AF ヴーボ）に 
セットした場合、ファインダー内のピント表 
示 （•） の点灯/消打にかかわらずいつでち 
シャッターをさることびでさますび、ピント 
表示 （•） び点灯するまでシャッターボタン 
を押してもシャッターびされないように変更できます。この場合でも、 
ピント表示 （•） びいったん点灯してちフォーカス□ックは行われず、 
シャッターをさるまでピント合わせの動作を続けます。 


a け F ィモード時の»巧 
を件 


レ IJ — ズ ►巧ち I 


レリーズ 

(初期設定） 

ファインダー内のピント表示（参）の点な/消なにかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされます。 

レリーズ/ 

フ オー カス 

ファインダー内のピント表示 （♦) の点な/消なにかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされますび、低コントラス 
卜-低輝度の被写体の場合、連続撮影時にでさるだけピントび合ラ 
よラ、連続撮影速度を落としてフオーカス動作を行います。連続撮 
影時に撮影速度よりをピント合わせを優先したい場合に有効です。 

フ オー カス 

ファインダー内のピント表示（参）び点なするまで、シャッターボ 
タンを押してをシャッターびされません。 


ぶが - S モード時の®ホ 
まか 


a 2: AF - S モード時の優先条件 

初期設定ではフォーカスモードセレクトダイ 
ヤルを S (シングル AF ヴーボ）にセットし 
た場合、ファインダー内にピント表示 （•） 

び点打するまでシャッターボタンを押してち 
シャッターをさることびでさませんび、ピ 
ント表示 (•) の点打/消灯にかかわらず 
シャッターボタンを押すとシャッターびされるように変更でさます。 
この場合でも、ピント表示 （•） び点打した状態でシャッターボタンの 
半押しを続けると、フォーカス□ックび行われます。 



フ オー カス 

(初期設定） 

ファインダー内のピント表示 （♦) び点なするまで、シャッターボ 
タンを押してをシャッターびされません。 

レリーズ 

ファインダー内のピント表示 （•） の点な/消なにかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされます。 
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パターン1 

各フオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ U アの組 
み合わせびパターン](次ページ）になります。 

パターン2 

各フオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ U アの組 
み合わせびパターン2 ( P .235) になります。 


a 3 : フオーカスエ リア フレームの 切 0 換え 

初期設定ではノーマルフレーム （1] 点）の 
フオーカスエ U アでピントを合わせますび、 

AF エ U アモードび[叫（シングルエ U ア AF 
モード）または [ t :，] (ダイナミック AF モード） 

の場合に、7力所のフオーカスエ U アを使用 
し、より広いエ U アでピント合わせを行う 
「ワイドフレーム （7 点)」に変更でさます。内容については「【応用 編】 
撮影ーフオーカス」をご覧ください （ P .90)。 



a 4 :グループダイナミック AF の設定 

AF エ U アモードセレクトダイヤルを〔◊〕（グ 
ループダイナミック AF : P .89) にセットし 
た場合の、各フオーカスエ U アグループに含 
まれるフオーカスエ U アの組み合わせを変更 
したり、各フオーカスエ U アグループのうち 
一番近い主要被写体に重なるフオーカスエ U 
アでピントを合わせるように変更することびでさます 


| jp —中を g ホ ►ホす ■ 

ぶ^^^^^^ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 「パターン 1」 
または 「パターン 2」と、 「中央優先」 または 「至近優先」 の組み合わせ 
を選択でさます。初期設定は 「パターン 1」の 「中央優先」 です。 

「パターン 1」と 「パターン 2」の内容は、それぞれ次のようになります。 


カスタム乂ニユ I 
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「中央優先」と「至近優先」の内容は、それぞれ次のようになります。 


中央 優先 

選択されたフオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ 
U アのうち、中央にあるフオーカスエ IJ アでピントを合わせま 
す。グ>1レープの中央にあるフオーカスエ IJ アから被写体び一時 
的にはずれた場合でを、同じグループに含まれる他のフオーカ 
スエ IJ アからのピント情報を利用してピントを合わせることび 
でさます。「至近優先」のよラに一番手前にあるを要被写体に重 
なっているフオーカスエ U アをカメラびミ夫定する必要びないた 
め、迅速にフオーカス動作を開始することびでさます。 「中央 
優先」設定時は、各グループの中央にあるフオーカスエ U アび、 
表示パネルで [+] で表示されます。 

至近優先 

選択されたフオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ 
U アのラち、一番手前にあるを要被写体に重なっているフオー 
カスエ IJ アを使用して、自動的にピントを合わせます。その 
フオーカスエ U アから被写体び一時的にはずれた場合でを、同 
じグループに含まれる他のフオーカスエ IJ アからのピント情報 
を利用してピントを合わせることびでさます。 


カスタムメニュー a 4 設定の組み合わせについて 

カスタム メニュー a 4 の設定の組み合わせによって、各フオーカスエ U アグループに 
含まれるフオーカスエ IJ アは次のようになります。 


フオーカスエリア 
の組み合わせ 

優先される 
フオーカスエリア 

各グループに含まれるフオーカスエリア 
(表示パネル） 

パターン 1 

中央優先 

(初期設定） 

じつ 

巧+ I Pr I 「+H 

左 中央ち 

じ！::]」 

至近優先 

じ:] 

区〇 Qa こ过 

左 中央ち 

QJ 
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フオーカスエリア 
の組み合わせ 

優先される 
フオーカスエリア 

各グループに含まれるフオーカスエリア 
(表示パネル） 

パターン2 

中央優先 

じつ 

R 1 r + w +1 1 巧 1 。 

左 中央 I’x ち 中央2^ 

し +]。 

至近優先 

じ ‘] 

EJ La DJ 

左 中央 I’x ち 中央2^ 

QJ 


《パターン 2 設定時は、中央のグループを選択すると、中央]と中央2のうち前回 
選択されたグループび選択され、し^後マルチセレクターの中央部を押すごとに中 
央]と中央2び切り替わります。ただし、カスタムメニュー fl 「中央ボタンの機 
能」で「撮影 モード」 び 「AF エリア中央リセット」 (外に設定されている場合、中 
央2は選択でさません。 
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a 5 : AF □ックオン 

オートフォーカス撮影時に、被写体との距離 
び瞬時に大さく変わった場合のフォーカス動 
作について設定を行います。 



強い 

被写体との距離び瞬時に大さ<変わった場合、一定時間経過し 
てからこれに追従するよラフオーカス動作を行います。被写体 
とカメラの間を障害物び横切るよラな撮影の場合など、意図に 
反して障害物にフオーカス動作を行ラことを防止します。 

• 被写体との距離び瞬時に大さく変わってから、追従するよラ 
フオーカス動作を開始するまでの時間び長い順に、「強い」、 
「標準」、「弱い」になります。 

標準 

(初期設定） 

弱い 

OFF 

被写体との距離び瞬時に大さく変わった場合でを、ただちにこ 
れに追従するよラフオーカス動作を行います。距離の異なる複 
数の被写体を次々と撮影するよラな場合に有効です。 


a 6 :シャッターボタン半押しによる AF レンズ駆動 

初期設定ではシャッターボタンを半押しする 
か、 AF 作動ボタン®(を押すと AF レンズを 
駆動させてピント合わせを行いますび 、 AF 
作動ボタン®のみで AF レンズを駆動させ 
るように変更でさます。 



ON 

(初期設定） 

シャッターボタンの半押し、または AF 作動ボタン®!により 
AF レンズを駆動させてピント合わせを行います。 

OFF 

シャッターボタンでは AF は駆動せず、 AF 作動ボタン#のみ 
で AF レンズを駆動させてピント合わせを行います。 


OFF 


がシャツターポタンキ巧 
しによるがレンズ化の 


頭し、 

OFF 


3な Fn ックオン 

圓挂い 
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a 7 :フオーカスエリア照明の点な設定 


初期設定ではフアインダー内のフオーカスエ 
U ア（フレーム）は、マルチセレクターで選 
択されたフオーカスエ U アを被写体の明るさ 
に応じて見やすいように、瞬間的に赤色に自 
動照明しますび、照明しない、ちしくは被写 
体の明るさによらず照明するように変更でさ 



よ9 〇 


AUTO 

(初期設定） 

マルチセレクターで選択されたフオーカスエ ij アを被写体の明 
るさに応じて赤色に自動照明します。 

OFF 

フオーカスエ IJ アを照明しません。 

ON 

被写体の明るさに関係なく常にフオーカスエ IJ アをホく照明し 
ます。背景の明るさによっては、赤色の照明び見えない場合び 
あります。 


a 8 :フオーカスエリアの選択を循環方式に 

初期設定では上下、または左ち反対側にあ 
るフオーカスエ U アを選択する場合、マルチ 
セレクターの反対ち向を押さなければなりま 
せん。循環ち式に変更すると、マルチセレク 
ターの▲を押すと上ち向に、▼を押すと下方 
向に、►を押すとち方向に、◄を押すと左方 
向に、それぞれ循環させることびでさます。これによりマルチセレク 
ターの押す位置を変えることなく反対側のフオーカスエ U アの選択び可 
能になります。 



しない 

(初期設定） 

フオーカスエ U ア選択の際、循環方式は使用でさません。 

する 

フオーカスエ U ア選択の際、循環方式を使用でさます。 


霞 

定 

m 

さ 

ら 

に 

々 m 

細 

か 

い 
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a 9： 内蔵 AF 補助光の照射設定 

内蔵 AF 補助光の発光条件び満たされた場合 
( P .9 己）、シャッターボタンを半押しすると 
自動的に内蔵 AF 補助光び照射されますび、 
内蔵 AF 補助光を発光しないように変更でさ 
ます（ただし、オートフ ォー カスでのピント 
合わせびでさなくなる場合びあります)。 




►みを ■ 

OFF 



ON 

(初期設定） 

内蔵 AF 補助光の発光条件び満たされた場合に内蔵 AF 補助光 
を照射します。 

OFF 

内蔵 AF 補助光は発光しません。 


a 10 :バッテリーパック MB - D 200 の AF - ON ボタン機能 

別売のマルチノ くワーバッテ U —パック M B - 
D 200 ( P .286) の縦位置 AF 作動ボタンで 
行ラ機能を設定します。 
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AF-ON ボタン機能 
AF エリア選択 

(初期設定） 

縦位置 AF 作動ボタンはカメラの AF 作動ボタン©と同じ 
機能になります。さらに、縦位置 AF 作動ボタンを押しなび 
ら MB - D 2 日日の縦位置サブコマンドダイヤルを回すことで 
フオーカスエリアを選択でさます。 

AF-ON ボタンの 
機能 

縦位置 AF 作動ボタンはカメラの AF 作動ボタン參と同じ機 

能のみとなります。 

AE/AF 丄ボタン機能 
エリア選択 

縦位置 AF 作動ボタンはカメラの AE/AF □ックボタン®と 
同じ機能になります。さらに、縦位置 AF 作動ボタンを押し 
なびら MB - D 2 日日の縦位置サブコマンドダイヤルを回すこ 
とでフオーカスエ U アを選択でさます。 

AE/AF-L ボタンの 
機能 

縦位置 AF 作動ボタンはカメラの AE/AF □ックボタン ® と 
同じ機能のみとなります。 

AF エリア選択のみ 

縦位置 AF 作動ボタンを押しなびら MB - D 20 日の縦位置サ 
ブコマンドダイヤルを回すことでフオーカスエ U アを選択 
でさます。なお、このとさはカメラの AF 作動ボタンと同じ 
機能はありません。 

フアンクシヨンボタン 
の機能 

縦位置 AF 作動ボタンはカメラのフアンクシヨンボタンと同 
じ機能になります。カスタムメニュー f 4 「フアンクシヨン 
ボタンの機能」 ( P .269) により、カメラのフアンクシヨン 
ボタンの機能び変更された場合は、 M 日 - D 2 日日の縦位置 AF 
作動ボタンの機能を変更されます。 


b 1 :感度の自動制御 

「する」 を選択すると、撮影時の設定条件で 
は適正露出を得られない場合にカメラび自動 
的に撮影者び選択した I S 0感度を制御して適 
正露出にします（または適正露出に近づけま 
す)。 旧日 感度を]6 日日よりも 高く増感して 
いる場合、このカスタムメニュー項目は選択 
できません。また、感度自動制御を 「する」 にしているときには 、 ISO 
感度を] 6 日日よりも 高く増感することはできません。なお、フラッシュ 
使用時ち、使用するフラッシュの光量び適正となるように感度自動制 
御び機能します。 



ク する 

Y \ 制な)上巧应® 

^ 1600 
i 化なお巧田!定 

■ V 扣巧 
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しない 

(初期設定） 


露出の状態にかかわらず、撮影者び設定した IS 日感度に固定されます。 


設定 IS 日感度で適正露出び得られる場合は、撮影者び設定した感度 
で撮影び行われます。設定 IS 日感度で適正露出び得られない場合、 
カメラは次の「制御上限感度」、「低速限界設定」の設定内容に合わせ、 
自動的に感度を制御して適正露出にします（または適正露出に近づけ 
ます)。 

•露出モードび P (プ□グラムオート)、/こ!（絞り優先才ート）の場合、「ほ 
速限界設定」で選択したシャッタースピードでは露出不足になる場合や、 
シャッタースピードび]/8日日日秒でち露出オーバーになる場合に感度 
び自動制御されます。 

• 露出モードび I ろ（シャッター優先才ート）の場合、セットしたシャッタース 
ピードで適正露出び得られない場合に感度び自動制御されます。 

•露出モードび/1(マニュアル）の場合、セットしたシャッタースピード、 
絞り値で適正露出び得られない場合に感度び自動制御されます。 


61 该啤自かま IJ 郷_ 
J が巧 上 お感巧 


制御上限感度 


選択してマルチセレクターの►を押す 
と、感度自動制御を行う場合の、 IS 日感 
度の上限を選択する画面び表示されま 
す。 

• に日感度び自動で制御される場合の上 

脚ま、に00」、「400」、「800」、「1600」 

から選択でさます。 

• 撮影時に適正露出を得るための旧日感度 
び、ここで選択された上限を超えている 
場合、選択された上限で撮影されます。 

• マルチセレクターの▲または▼を押してに日感度の上限を選択し、►を 
押すと、「感度の自動制御」画面に戻ります。感度の自動制御を行ラ場合 
は、「感度の自動制御」画面で「する」を選択してください。 


低速限界設定 


選択してマルチセレクターの►を押す 
と、露出モードを P (プ□グラムオー 
卜）、 F ! (絞り優先才ート）にセットして 
感度自動制御を行う場合の、シャッター 
スピードの低速側の限界を選択する画 
面び表示されます。 

• シャッタースピードの低速側の限界は、 

]/2日日〜]秒の範囲で選択でさます。 

• マルチセレクターの▲または▼を押してシャッタースピードの低速側の 
限界を選択し、►を押すと、「感度の自動制御」画面に戻ります。感度の 
自動制御を行ラ場合は、「感度の自動制御」画面で「する」を選択してく 
ださい。 
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感度自動制御設定時の表示について 

「する」に設定した場合、表示パネル、ファイン 

ダー内表示に ISO - AUTO 、 旧〇 AUTO び表示 

されます。感度び自動制御されると旧 0 -AUTO 
び点滅し、ファインダー内表示に制御された IS 日 
感度び表示されます。ただし、フラッシュ使用時 
は感度び自動制御される場合でも ISO - AUTO は 
点滅しません。 


巧フラッシュ使用時の感度自動制御について 

「感度の自動制御」 を 「する」 に設定すると、フラッシュの光量び適正となるように感 
度自動制御び機能します。ただし 「感度の自動制御」 び 「する」 に設定されていても、 
次のよラな場合は手前の被写体び露出アンダーになることびあります。 

•低速シャッタースピードでフラッシュ撮影（ス□ーシンク □) を行う場合 
• 曰中の明るい場所でフラッシュ撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
• 背景び明るい場合 

このよラな場合には、次の操作を行ラことでフラッシュの照射光び届さやすくなります。 

• 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 
• ス□ーシンク□を解除する 

巧 r 感度の自動制御 J について 

「感度の自動制御」 を 「する」 にした後、に日感度を]目日日よりも高く増感している撮 
影メニュー （ A 〜 D ) へ変更した場合、感度自動制御は機能しません。また、に日感 
度を] 6日日よりを高く増感した後、 「感度の自動制御」 を 「する」 にしたカスタム （A 
〜 D ) に切り換えた場合、感度自動制御は機能しません。詳細については、「測光•露 
出一露出モード」をご覧ください （ P .1 日3、 ] 日5、 ] 日7、110)。 

C 高感度で記録された画像 

IS 日感度び高くなると、低く設定したとさに比べて、多少ざらついた画像になること 
びあります。 

囚高感度ノイズ除去 





撮影メニユーの 「高感度ノイズ除去」 （ P .209) を 「する」 に設定すると 、 IS 日4日日似 
上の高感度で撮影を行った場合に、撮影画面に生じるヴラつさ（ノイズ）を低減する 
ことびでさます。 241 
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I b 4: 露出補正値、調光補正値の設定のステップ幅 

m 初期設定では露出補正値、調光補正値を]/3 
g 段 （ EV ) で設定できますび、1/2段または 

設] 段に変更でさます。 

定 


1/91/2段 
1 1段 




b 2 :に0感度設定のステップ幅 

初期設定では I S 日感度のステップは1/3段 
( EV ) ですび、]/2段または]段に変更でき 
よ9 〇 


□ 

沒豈單霄の 



1 口皿…巧 

►巧定> 


1の 1" 段 


L?J 

1 1お 



霞 

定 

編 


b 3 :露出値の設定のステップ幅 

初期設定では露出値（シャッタースピード、 
絞り、オートブラケティング補正ステップ） 
を1/3段 （ EV ) で表示または設定できます 
び、]/2段または]段に変更でさます。 


の製熙送定の 


■晒1/3巧 


1/31/2段 
1 1段 


►巧定 ■ 
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b 5 :露出補正簡易設定 

露出補正ボタン•を使用せずに、コマンド 
ダイヤ j レのみで露出補正でさるよ5に変更す 
ることびでさます。露出補正は±己段の間で 
セツトでさます （ P .1 13)〇 
• 露出補正簡易設定を 「 ON 」 に設定すると、 
露出補正値にかかわらず露出インジケー 
ターの「0」び点滅します。 



眠口日 N (自抽リセット） 


OFF 

(初期設定） 

露出補正ボタン@とメインコマンドダイヤ j レで露出補正を設 
定します。 


コマンドダイヤルのみで露出補正を設定します。カスタムメ 

ニュー f 5 「コマンドダイヤルの設定> メインとサブの入れ換え」 

の設定により、次の表で記載しているダイヤルで露出補正び巧 
能です。 





カスタムメニュー巧 >ゾインとサブの入れ換え 


ON 




OFF 

ON 




露 

出 

モ 

1 

ド 

P 

サブコマンドダイヤル 

サブコマンドダイヤル 




5 

サブコマンドダイヤル 

メインコマンドダイヤル 




FI 

メインコマンドダイヤル 

サブコマンドダイヤル 




M 

機能しません。 


ON 

(自動リセット） 

上記 roN 」 の場合と同様に、コマンドダイヤルのみで露出補正 
を設定します。電源スイッチを日 FF にするか、半押しタイマー 
びオフになると、設定されている露出補正量のラち、コマンド 
ダイヤルのみで設定した露出補正量びキャンセルされます。 
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が中巧が盾点が化の巧四 


り日な 611111 



b 6 :中央部重点測光の韶囲 

中央部重点測光は、ファインダー中央部を重 
点的に測光して、露出値を決定します。中央 
部重点測光範囲の初期設定は0 8 m m ですび、 

0 6 mm 、 0 ] 日 mm 、 0 ] 3 mm 、 画面全体の 
平均のいずれかに変更でさます。ただし、非 
CPU レンズを装着している場合は、このカス 
タムメニュー項目の設定や「レンズ情報手動設定」 （ P .148) の設定にか 
かわらず、測光範囲は常に 0 8 mm となります。 


HlOOIOtim 

卜)巧な13圆 
蝴明画面をホの平ち 


b 7 :基準露出レベルの調節 

適正露出の基準を撮影者の好みに合わせ、測光モードごとに明るめま 
たは暗めに調節することびでさます。1/目段ステップで、±]段の範 
囲で設定でさます。初期設定は日で、一側に設定すると適正露出び暗 
めに、+側に設定すると明るめに調節されます。 



カスタムメニュー画面の第2階 
層から化7 基準露出レベルの調 

節」を選択して、マルチセレク 
ターの►を押すと、「日じ(外に設 
定すると、基準露出レベルび変化 
しますび、露出補正マークは点 
打しません。設定しますか？」と 
いうメッセージび表示されます。 
基準露出レベルを変更する場合 
は、マルチセレクターの▲または 
▼を操作することにより、 「はい」 
を選択して►を押します。 

• 基準露出レベルを変更せずにカス 
タムメニュー画面に戻る場合は、 
「いいえ」を選択して►を押します。 
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• カスタムメニュー b 7 「基準露出レベルの調節」 の設定は、カスタムメニュー A 、 巨、 C 、 
□のうち、選択しているカスタムメニューにのみ保存されます。したびってカスタ 
ムメニュー b 7 の設定を変更した場合、カスタムメニュー間で露出レベルの基準び 
異なります。カスタムメニューを切り換える場合は、カスタムメニュー b 7 の設定 
の違いにご注意ください。 

• カスタムメニュー b 7 「基準露出レベルの調節」 を日似外に設定してを、露出補正マー 
ク囚は表示されませんのでご注意ください。設定した基準露出レベルの確認は、 
カスタムメニュー b 7 の設定画面でのみ可能です。 


•一般的な露出レベルの変更には、露出補正マークび表示される露出補正 （ P .] ] 3) 

を行ラことをおすすめします。 245 


の基準露出 レベルの 調節に ついて 


侈 



0 測光モードの選択画面び表示され 

ますので、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより、 

「7 ルチパターン測光」、「中央部 
重点測光」、「スポット測光」 から 

基準露出レベルを変更する測光 
モードを選択し、►を押します。 



3 


「基準露出レベルの調節」の設定 
画面び表示されますので、マルチ 
セレクターの▲または▼を操作 
することにより、調節値を選択 
します。►を押すと選択び実行さ 
れ、カスタムメニュー画面の第2 
階層に戻ります。 

• 基準露出レベルの設定は、測光モー 
ドごとに行ってください。 


M 基ホ a 出レペルの M 節 
マルチパターン袖!巧 


0中巧が重点測巧 
0スボット測巧 


カスタム乂ニユ I 
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c 1 :シャッターボタン半押しによる AE □ック 

初期設定では AE / AF □ックボタン®を押 
しているときに AE □ックび行われますび、 
シャッターボタンを半押ししたとさに AE 
□ ックび行われるように変更できます。 



c 2 : AE / AF □ックボタンの機能 

初期設定では、 AE / AF □ックボタン®を押 
すと AE □ックとフ ォー カス□ックび同時に 
行われますび、下の表のよラに変更でさます。 



AE - L / AF-L 

(初期設定） 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ックとフォーカス□ッ 
クび同時に行われます。 

AE-L 

AE/AF □ ックボタン®を押すと AE □ ックのみび行われます。 

AE-L (レリーズで 
リセット） 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ ック状態び維持され、 
半押しタイマーび日 FF になるか、シャッターをさると AE □ッ 
クは解除されます。また、再度 AE / AF □ックボタン®を押し 
てを、 AE □ックは解除されます。 

AE-L (ホールド） 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ック状態び維持され、 
シャッターをさっても AE □ックは解除されません。半押し夕 
イマーび日 FF になるか、再度 AE / AF □ックボタン®を押す 
と 、 AE □ックは解除されます。 

AF-L 

AE/AF □ックボタン®を押すとフォーカス□ックのみび行わ 
れます。 


OFF 

(初期設定） 

AE / AF □ックボタン®で AE □ックします。シャッターボタ 
ンの半押しでは AE □ックしません。 

ON 

AE / AF □ックボタン®またはシャッターボタンの半押しで 
AE □ックします。 


围が -L 

想 A 化 -L (叫-スでリせか) 
曲み AE - L な-が） 

思が -L 


C 2 化け F ロックボタンの 

mm 


训 


けシャッタ^ポタン半巧 
しによるがロック 
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c 3： 半押しタイマーの作動時間 

カメラの電源スイッチを ON にしたとさや 
シャッターボタンを半押ししたとさの半押 
しタイマーの作動時間を4秒、目秒、8秒、 
16秒、制限なしのいずれかに変更でさます。 
初期設定は6秒です。半押しタイマーを延長 
すると、バッテ U —の消耗び早くなります。 


n ►漢を] 


みお8巧 
み化16が 
み U 剌恨なし 


AC アダプター EH -6 (別売）接続中は、カスタムメニュー c 3 の設 
定にかかわらず、半押しタイマーはオフになりません。 


c 4 :セルフタイマーの作動時間 

セルフタイマー撮影 （ P . 131)の際、シャッ 
ターボタンを押してから、シャッターびされ 
るまでの時間を、2秒、日秒、 ] 日秒、2日秒 
のいずれかに変更でさます。初期設定は]日 
秒です。 



c 5 :液晶モニターのパワーオフ時間 

操作を終了してから液晶モニターび自動的に 
オフになるまでの時間を]日秒、2日秒、]分、 
己分、 ] 日分に設定します。初期設定は2日 
秒です。液晶モニターの表示時間を延長する 
とバッテ U —の消耗び早くなります。 


-'、媒を] 


窗 5u 日巧 
留化10巧 


AC アダプター EH -6 (別売）接続中は、力 

スタムメニュー C 己の設定にかかわらず、液晶モニターび自動的に才 
フになるまでの時間び約]日分に固定されます。 
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d 1 :電子音の設定 




初期設定では次の場合に電子音び鳴りますび、 
電子音を低音にしたり、鳴らないように変更で 
さます。 

• セルフタイマー作動中 


オートフォーカスのピントび合ったと 
さ（フォーカスモードび AF-S でカスタム 
メニュー a 2「 AF-S モード時の優先」 び 「フオーカス」 （初期設定）の 
場合のみ） 



高音 

(初期設定） 

上記の場合に高音の電子音び鳴ります。 

低音 

上記の場合に低音の電子音び鳴ります。 

電子音なし 

電子音は鳴りません。 


編 

さ 

ら 

に 

細 

か 

い 


62： 格子線の表示 

アオ U 撮影や水平、垂直位置出しなどに便利 
力 な構図用格テ線 （ P .8) をファインダーに表 
ろ 示させることびできます。構図用格テ線を表 
2示させるとさは 「 ON 」 を選択します。初期 
^設定は 「 OFF 」 です。 




raqa 電子音設定時の表示について 

「高音」または「低音」に設定した場合、表示パネ 
ルに電子音マークび表示されます。 


•••?5巧ぶ 


IRM[ [] j 


MU A 


333] 
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d 3 :ファインダースクリーン上の警告表示 


初期設定では、ファインタースク U —ン上に 
次の警告表示を行いますび、表示されないよ 
うに変更でさます。 

• 白黒 マー ク B/W (撮影メニューの 「仕上 
がり設定」 び 「白黒」 に設定されている場合 
に表示されます。） 

• バッテ U —残量表示 a (バッテ U —の残量びかない場合に表示さ 
れます。） 

•力ードなしマーク(カメラにメモ U —力ードび挿入されていない 
場合に表示されます。） 



ON 

(初期設定） 

フアインダースク U —ン上に上記の警告表示を行います。 

OFF 

フアインダースク U — ン上に警告表示を行いません。バッテ 
IJ 一の残量、メモ U —カードの挿入は、表示パネルで確認して 
ください。 


d 4 :低速連続撮影時の撮影速度 

低速連続撮影 （ Cl ) 時の連続撮影速度を、 
4コマ/秒、3コマ/秒、2コマ/秒、 ] コマ/ 
秒のいずれかに変更でさます。初期設定は3 
コマ/秒です。 


円おホ而死兩綺雨 

コマ/が > 巧を I 


l | W 2 コマ巧よ 
ai 1〕マ/が 


c 連続撮影速度について 

シャッタースピードび低速の場合、設定した連続撮影速度で撮影でさない場合びあり 
ます。 

巧インターバルタイマー撮影速度について 


動作モードを S (1 コマ撮影）または Mup (ミラーアップ撮影）にセットしてインター 
バルタイマー撮影を行った場合、 カスタムメニュー d 4 で設定した連続撮影速度で撮 

影されます。 249 
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d 5 :露出デイレーモード 

初期設定ではシャッターボタンを押すと同時 
にシャッターびされますび、顕微鏡撮影時 
などのカメラブレを最小限に押さえるため、 
シャッターボタンを押すと最初にミラーび作 
動し、約 0.4 秒後にシャッターびきれるよう 
に変更でさます。 


OFF 

(初期設定） 

シャッターボタンを押すと同時にシャッターびされます。 

ON 

ミラーの作動後、約日.4秒後にシャッターびされます。 


d 6 :連番モード 

連番モードを ON に設定すると、最後に記録 
を行ったファイ j レ番号びカメラに記憶され、 

次に撮影を行ったとさには記憶内容に従って 
連番で記録び行われます。メモ U —カードの 
交換を行ったときには、カード内にあるフォ 
ルダー番号-ファイル番号を参照し、撮影メ 
ニューにより選択されているフォルダーまたは必要に応じて新規に自 
動作成したフォルダーに、その中で常に最も大さいファイル番号を付 
けて画像の記録を行います。このため、複数のカードを使用する場合 
でち撮影後の画像ファイルの管理び容易に行えます。 




力 

ス 

夕 

ム 

木 田ファイル番号について 

~ • 連まモードび日 FF の場合、撮影メニューの 「記録 フ ォルダ ー 設定」 でフォルダーを 

I 新規作成すると、その中のファイルま号び日日日]まから始まります。 

•保存を行ラフォルダー内に9999といラ番号のファイルびを在した場合に撮影を行 
ラと、自動的に新規フォルタ'一び作成され、連まモードの設定にかかわらずファイ 
250 ル番号び日日01番に戻ります。 
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d 7 :半押しタイマー中のイルミネーター点の 

初期設定では電源スイッチをイル S ネーター 
みこまで回すと、表示パネルのイル S ネー 
ターび点灯しますび、半押しタイマーの作動 
中は常にイルミネーターび点打するように変 
要することびでさます。 


OFF 

(初期設定） 

電源スイッチをイルミネーターイ^こに合わせると、イルミネー 
ターび点なします。 

ON 

半押しタイマーの作動中は、イルミネーターび点なします 
(バッテ U —の消耗は早くなります)。 


OFF 

(初期設定） 

連まモードを無効にします。日 FF の状態で撮影を行った場合、 
フオルタ'一を新規に作成したり、メモ IJ 一力ードを交換するご 
とに日日日]からファイル番号び付さます。画像を記録するフオ 
ルタ'一内に画像ファイルびある場合は、次のま号からファイル 
番号び付さます。なお、連まモードを日 N の状態から日 FF にす 
ると、カメラびファイル番号を記憶した状態で連番モードを無 
効にします。 

ON 

連まモードを有効にします。メモ U —カードを交換したり、 
フオルタ'一を新規に作成してを、画像ファイルには撮影順に連 
続した番号び付さます。 

リセット 

カメラび記憶しているファイル番号を U セツトします。 IJ セツ 
卜した後に撮影を行うと、現在選択中のフオルタ'一にファイル 
びない場合には日日日1から連までファイル番号び付さます。す 
でにファイルびある場合にはそのファイル番号+ ] から連番で 
ファイルま号び付さます。 


ON 


E 3| が半押しタイ？一中の 
I イル 5ネータ ー爲巧 
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d 8 : MB - D 200 の単 3 お電池設定 

別売のマルチパワーバッテ U —パック 
MB - D 2 日日を装着し、電源に単3形電池 （6 
本）を使用する場合、カメラでより正確な電 
池の残量表示を行うために、電池の種類を 
指定します。ただし、電源に Li-ion U チャー 
ジャブルバッテ U - EN - EL 3 e を使用してい 
る場合は設定する必要びありません。 

MB - D 2 日日に電源として単3形電池を使用する場合、アルカ U 電池、 
ニッケル水素充電池、 U チウム電池、ニッケルマンガン電池び使用で 
さます。使用する電池の種類に応じて次のように設定します。 

• 間違った電池の設定を行ラと、カメラび正常に作動しない場合びあります。 


《使用する電池自体の特性により、充分な性能を発揮でさないことびあります。 

巧単3お電池の使用について 

別売のマルチパワーバッテ U —パックに単3形電池を電源として使用する場合は、次 
のことにご注意ください。 

•アルカ U 電池、ニッケルマンガン電池（オキシライド乾電池、ニッケル乾電池 
を含む）を電源として使用した場合、他の電源を使用した場合と比較して撮影 
でさるコマ数び極端に減少します。通常の撮影では他の電源を使用し、アルカ 
U 電池、ニッケルマンガン電池は緊急用として使用してください。 

•電池のメーカーや銘柄によっては、撮影でさるコマ数び少なかったり、使用でさない場合びあります。 
• 周囲の温度び2日むよりち低い環境で使用する場合は、撮影でさるコマ数び極端に減少 
する場合びあります。 

• 電池の使用推奨期間内であってち、保管状態によっては撮影でさるコマ数び減少した 
り、使用でさない場合びあります。 

• 表示ノ（ネルとフアインダー内のバッテ U —残量表示は次のよラになります。 


表示パネル 

ファインダー 

意味 

化の 

表 7JT なし 

バッテ U- は充分に残っています。 



バッテリーが残り少な<なりました。バッテ U — 交 
換の準備をして<ださい。 

亡13 (点滅） 

CM (点滅） 

撮影でさません。バッテ1」一を交換してください。 


カメラや MB - D 2 日日の性能を充分に発揮するためには、 EN - EL 3 e のご使用をおすすめします。 



単3おアルカリ 

(初期設定） 

LR 6 単3形アルカ IJ 電池の場合に設定します。 

単3お Ni-MH 

H R 6単3形ニッケル水素充電池の場合に設定します。 

単3おリチウム 

FR 6 単3形 IJ チウム電池の場合に設定します。 

単3おニッケルマンガン 

ZR 目単3形ニッケルマンガン電池（オキシライド乾電池、 
ニッケル乾電池を含む）の場合に設定します"^ 


脚がお Ni-MH 
日阳日単3がリすウ占 
咖#術二？化れむ 


が邮-の日日の単3お巧池 
紛定 
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e 1 :フラッシュ撮影時の同調速度 

フラッシュ撮影時のシ ヤッ タースピードの同 
調速度を、1/25日〜1/6日秒の範囲で下の 
表から設定することびでさます。 



1/2日0が(すート FP ) 
1/站〇技 
1/化0砂 
1/1巧砂 
1/100が 


1/250 

(初期設定） 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/25日 
秒に設定します。 

1/250 
けート FP) 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/2己日 
秒に設定します。スピードライト（別売） S 日-8日日、 SB - 600、 
S 巨 - R 2 日日使用時は]/25日秒より速いシャッタースピードで 
は自動的に FP 発光に切り替わります^。内蔵フラッシュ本発光 
時は、 FP 発光は行われません。 

1/200 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を]/20日秒 
に設定します。 

1/160 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を ] /16日秒 
に設定します。 

1/125 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を ] /12已秒 
に設定します。 

1/100 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を ] /10日秒 
に設定します。 

1/80 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/8日秒 
に設定します。 

1/60 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードの同調速度を]/目日砂 
に設定します。 


《露出モードび P 、 A で、表示パネル、ファインダー内表示のシャッタースピード表 
示部が]/2已日秒を示す場合、実際に制御されるシャッタースピードび1/2已日秒 
よりわずかでわ高速側なら FP 発光に切り替わり、低速側なら FP 発光に切り替わり 
ません。 


シャッタースピードの同調速度を固定するには 

露出モードび5、けの場合にシャッタースピードの同調速度を上記で設定した値 
に固定する場合は、最を低速側 （3 日秒または bu i b ) の次の位置を選択してく 
ださい。この場合、表示パネルとファインダー内表示にフラッシュシンク□マー 
ク X と上記で設定した値び表示されます。 
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e 2: フラッシュ撮影時のシャッタースピード低速制限 

初期設定では、フラッシュ撮影時の露出モー 
ドび P (プ□グラムオート）または F ! (絞り優 
先オート）の場合、シャッタースピードの低速 
側び]/60秒に制限されますび、]/60秒〜 

3日秒の範囲で]段ステップで設定することび 
できます。ただし、ス□ーシンク□モード、後 
幕シンク□モード、赤目軽減ス□ーシンク□モード時や、露出モードび S 
(シャツター優先才ート)、け（マニュアル）の場合は、自動的にシャツター 
スピードの低速側の制限び3日秒まで延長されます。 



e 3 :内蔵フラッシュ発光モード 

初期設定では内蔵フラッシュは i - TTL 調光 
を行いますび、「マニュアル発光モード」や、 
繰り返し発光する「リピーティング発光モー 

ド」、カメラから離れたスピードライト（別 
売） SB - 800、 SB -600、 SB - R 200を制 
御する「コマンダーモード」に変更すること 
びでさます。 



TTL モ ーK 

(初期設定） 

内蔵フラッシュの光量は、撮影状況に応じて自動的に調節され 

よ 9 〇 

マニュアル発光 
モード 

内蔵フラッシュび指定した発光量で発光します。モニター発光 
を行わないので、内蔵フラッシュを SU -4 などを使用した多な 
撮影 0 J モート発光）のマスターフラッシュとして使用すること 
びでさます（次ページ参照)。 

U ピーテイング 
発光モード 

シャッターび開いている間、内蔵フラッシュび指定した発光量、 
発光回数、発光間隔で、繰り返し連続発光します。 ] コマの画 
像内に被写体の連続的な動さを分解写真のよラに写し込むこと 
びでさます（次ページ参照)。 

コマンターモード 

内蔵フラッシュびプ U 発光しなびら、カメラから離れたスピー 
K ライ h (月 IJ 売） S 巨-800、 S 巨-600、 S 巨 - R 200をワイヤレ 
ス（アドバンストワイヤレスライティング）で制御します。内蔵 
フラッシュ、スピードライトのそれぞれに、調光方式、調光補 
正量を設定でさます （ P .25 目)。 
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マニュアル発光モードの設定方法 
「マニュアル発光モード」 を選択して、マル 
チセレクターの►を押すと、発光量の選択画 
面び表示されます。マルチセレクターの ▲ 

または▼を操作することにより、 「 Full 」 （フ 
ル発光）、「1/2」、「1/4」、「1/8」、「1/16」、 

「1/32」、「1/64」、「1/128」のいずれかの発 
光量を選択して►を押すと、カスタムメニュー画面に戻ります。 

•「 Full 」 （フル発光）に設定した場合、内蔵フラッシュのガイドナンバーは 
約] 3 (ISO 100 - m. 2 ぴ C) となります。 

リピーティング発光モードの設定方法 
「リピーティング発光モード」 を選択して、マ 
J レチセレクターの►を押すと、 「 U ピーティ 
ング発光モード」の設定画面び表示されます。 


'两巧巧が: 1 稱がモ-ド 



巧巧 ■ 

回が 

問巧 

iKgg 

の 

mwz 

1/128 
- 1/4 

卜巧 

卜日〇 

の松定 

■) 決定 


次ページの表を参考にしなびら、マルチセレクターの◄または►を操作 
して 「発光量」、「回数」、「間隔」 の各設定項目を選択し、▲または▼で 
設定する数値を選択してください。設定を有効にしてカスタムメニュー 
画面に戻るには、実行ボタン參を押します。 


Bai 調光補正マークの表示について 

カスタムメニュー e 3 を 「マニュアル発光モード」、「リピーティング発光モード」 

に設定した場合は、表示パネルとファインダー内の調光補正マーク日3び点滅し 
ます。 


ユ 
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発光量 

発光]回あたりの発光量を設定します。設定できる発光量は、1/4、 
1/8、 1/16. 1/32、 1/64. 1/128のいずれかです。 

回数 

1コマで連続発光する回数を設定します。設定できる発光回数は2、3、4、 
己、6、7、8、9、 ]0、 ] 己、20、2己、30、3已回のし)ずれむ、です。 

間隔 

発光間隔を、 ] 秒あたりの発光回数で指定します。設定でさる]砂あ 
たりの発光回数は1、2、3、4、已、目、7、8、9、 ] 日、20、3日、 
4日、5日回のいずれかです。 
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巧回数について 

•「回数」で設定した数値は、最大の発光回数です。内蔵フラッシュは露光中にのみ 
発光するため、シャッタースピードを長くしたり、「間隔」を長く （1 秒あたりの発 
光回数をルさく）設定すると、実際の発光回数は設定した回数！;旗下になります。 


•「発光量」の設定により、のように連続発光回数び制限されています。表を 
参考にして、各数値を設定してください。 


発光量 

連続発光回数 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

15 

20 

25 

30 

3己 

1/4 

〇 














1/8 

〇 

〇 

〇 

〇 











1/16 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 






1/32 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





1/64 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



1/128 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


《「間隔」は上記表の連続発光回数の組合せで、自由に選べます。 


コマンターモードの設定方法 
「コマンダーモード」 を選択して、マルチセレ 
クターの►を押すと、「コマンダーモード」の 
設定画面び表示されます。コマンダーモード 
は、内蔵フラッシュを主打（マスターフラッ 
シュ）として、 A グループおよび B グループ 
の2つのグループに含まれる]個または複数 
の補助打（別売のスピードライト）をワイヤレス（アドバンストワイヤ 
レスライティング）で制御します。 


_ .巧 巧 巧か 1 巧 巧トド 

• I] む トト ド 

* 巧巧トド 巧正る 
巧 巧 巧が 1 on- 

A 如-了 画 H 
B 如-ブ 011 
f い础 且 CH 
巧な 拉 の巧定 M 巧定 
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X- FAAJ に設定して補助なに S 目- 6 日日、 S 巨 -R2 日日を使用した場合は、発光しません。 
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「コマンダーモード」の設定画面では次の設定び可能です。 


内蔵フラッシュ 

主なとなる内蔵フラッシュの調光方式を設定します。 


TTL 

内蔵フラッシュは、 i-TTL 調光を行います。調光補正量の設定画面び 
表示されますので、内蔵フラッシュの調光補正量を、 1/3 段ステッ 
プで+ 3 .日〜一 3.0 段の範囲の中から選択します。 


M 

内蔵フラッシュはマニュアル調光を行います。発光量の選択画面 
び表示されますので、「1/1」（フル発光）、「1/2」、「1/4」、「1/8」、 
「1/16」、「1/32」、「1/64」、「1/128」から選択します。 


—— 

撮影時に補助なのみ発光します。内蔵フラッシュは本発光しません 
び、撮影時はプ U 発光を行えるよう、フラッシュ□ック解除ボタン 
を押して内蔵フラッシュをポップアップしてください。 

A グループ 

A グループの補助なの調光ち式を設定します。 A グループに設定さ 
れた、すべての補助なに設定び適用されます。 


TTL 

A グループの補助なは、 i-TTL 調光を行います。調光補正量の設定画 
面び表示されますので、 A グループの補助なの調光補正量を、] /3 
段ステップで+ 3 .日〜一 3.0 段の範囲の中から選択します。 


八八※ 

A グループの補助灯は、絞り連動外部自動調光を行います。調光補正 
量の設定画面び表示されますので、 A グループの補助灯の調光補正量 
を、]/ 3 段ステップで+ 3 .日〜一 3.0 段の範囲の中から選択します。 


M 

A グループの補助なは、マニュアル調光を行います。発光量の選択 
画面び表示されますので、「1/1」（フル発光)、「1/2」、「1/4」、「1/8」、 
「1/16」、「1/32」、「1/64」、「1/128」から選択します。 


—— 

A グループの補助なは発光しません。 

B グループ 

目グループの調光方式を設定します。目グループに設定された、す 
ベての補助なに設定び適用されます。 


TTL 

巨グループの補助抑ま、 i-TTL 調光を行います。調光補正量の設定画 
面び表示されますので、目グループの補助なの調光補正量を、] /3 
段ステップで+ 3 .日〜一 3.0 段の範囲の中から選択します。 


八八※ 

巨グループの補助灯は、絞り連動外部自動調光を行います。調光補正 
量の設定画面び表示されますので、日グループの補助灯の調光補正量 
を、]/ 3 段ステップで+ 3 .日〜一 3 .日段の範囲の中から選択します。 


M 

巨グループの補助なは、マニュアル調光を行います。発光量の選択 
画面び表示されますので、「1/1」（フル発光)、「1/2」、「1/4」、「1/8」、 
「1/16」、「1/32」、「1/64」、「1/128」から選択します。 


—— 

巨グループの補助なは発光しません。 

チヤンネル 

補助なと通信を行うためのチヤンネルを、「1」、「2」、「3」、「4」から 
選択します。ここで設定されたチヤンネルと同じチヤンネルを、使 
用するすべての補助なでを設定する必要びあります。 
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コマンターモー ドでの撮影は、次の手順で行います。 


ら巧 K 巧が1発おトド 
I ]マパ—トト ■ 

発光トト’巧正 ■ 
^巧 K 巧が1 QQ - 

A 加 -7 on H9 

日別-了 Em Ha 
frjU H Gi 
巧がか巧ぉ壳 IB 巧定 


「コマンダーモード」の設定画面 
で、マルチセレクターの◄または 
►を操作することにより、「内蔵 
フラッシュ」の「発光モード」を 
選択し、▲または▼を操作するこ 
とにより、内蔵フラッシュの調光 

方■式を 「 TTL 」、「 M 」、 「-」か 

ら選択します。 


2 


巧 K 巧が1巧おトド 
リバ-トト- 

^ 発光トト- 補正 ■ 

ク巧な?ラが1田の！ IQH : 

A 如-了 Em H 9 
日州-了 四 HI 
fp>U B CH 
巧が里]冷おを m 巧定 


al み醒巧が1巧お f - ド 
つ〕マ： f トトト- 

^ 発如トト-巧正 ■ 

巧庇巧が1 KM WSM ^ 
t A 如-了 田！ H 9 
日州-ブ四 mm 
frM B CH 

巧待曲巧おを m 決を 


マルチセレクターの►を操作する 
ことにより、「内蔵フラッシュ」 
の「補正量」を選択します。選択 
した調光ち式に応じて、次の設定 
を行います。 

• 手順]で riTu を選択した場合、 
マルチセレクターの▲または▼を 
操作することにより、内蔵フラッ 
シュの調光補正量を、 ]/3 段ステッ 
プで+ 3 .日〜 一 3.0 段の範囲の中 
から選択します。 

• 手順]で 「 M 」 を選択した場合は、 
マルチセレクターの▲または▼を操 
作することにより、内蔵フラッシュ 
の発光量を「1/1」、「1/2」、「1/4」、 
「1/8」、「1/16」、「1/32」、「1/64」、 
「1/128」から選択し、►を押します。 
• 手順]で「一一」（非発光）を選択 
した場合は、「内蔵フラッシュ」の 
「補正量」を選択でさません。 
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侈 


をのうが饼巧トド 
巧パ-トド 

おがトト-巧正 ■ 

巧巧?うが1田田！ HKI 

I A 如 -7 03 HEI 

日別-ブ nn HE 
ft>>U Q CH 
巧梓 ®) が巧を m 巧を 


3 


7ルチセレクターの ◄ または►を 
操作することにより、 「 A グルー 
プ」の「発光モード」を選択し、 
▲または▼を操作することによ 
り、 A グループの補助打の調光方 
式を 「 TTL 」、「 AA 」、「 M 」、 「--」 
から選択し、►を押します。 



〇] .却 巧巧,5^ 視_ 

づ抓 トト ト- 

^ ち巧トト‘巧正 ■ 

^ 巧 巧? う巧 1 ■"■ 

t A 別-了 El mm 

B 则-ブ nn Hs 
'frM Q CH 

巧挣里]が巧を m 巧を 


A マルチセレクターの►を操作する 

ことにより、 「 A グループ」の「補 

正量」を選択します。選択した調 

光ち式に応じて、次の設定を行い 

On 9 〇 

• 手順 3 で 「 TTL 」 または 「 AA 」 を選 
択した場合、マルチセレクターの ▲ 
または▼を操作することにより 、 A 
グループの補助打の調光補正量を、 
1/3 段ステップで +3 .日〜一 3 .日段 
の範囲の中から選択します。 

• 手順 3 で 「 M 」 を選択した場合は、 
マルチ セレクタ ーの ▲または▼を 
操作することにより 、 A グループの 
補助打の発光量を、「1/1」、「1/2」、 
「1/4」、「1/8」、「1/16」、「1/32」、 
「1/64」、「1/128」から選択し、 ► 
を押します。 

• 手順3で「一一」（非発光）を選択 
した場合は、 「 A グループ」の「補 
正量」を選択でさません。 
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み K 巧が 1 発おトド 
抓トトド 

, 発がトト’補正 ■ 

巧巧巧か11111 
A 加-7 田！ H 9 

日ブ化ーブ fm - Ha 
f 卜柳 H CK 
巧接 ft 巧 gS ま IS 巧を 


C ； B グループの補助灯を使用する場 

合は、手順 3 〜 4 と同様の操作 
で 、 「B グループ」 についてち設 
定を行います。 


み R 巧が1巧お f - ド 
孤トトド 

発がトドお正《 

巧巧?うが11111 I^B 

A 如-:7 Em HS 
日州-7 nn 

f の训 か CH 
巧が曲な巧を m 決を 


6 


7ルチセレクターの ◄ または►を 
操作することにより、 「チヤンネ 
ル」 を選択し、▲または▼を操作 
することにより、補助打との通 
信に使用するチヤンネルを「1」、 
に」、 「3」、「4」から選択します。 


7 実行ボタン参を押して設定を有効にします。 


Q 構図を決め、カメラと補助打（別売のスピ- 

置します。 

• 補助打は次の範囲内に配置してください。 


ドライト）を配 


6 cau 内 ^ 

約 10 m 鹏 一 \ \^ msrnim 

\ 3日。馳/ 丫、く 


補助灯のワイヤレス U モー 
トセンヴー窓をカメラ側に 
向けて設定してください。 


3 cau 内 


可 



カメラ 

俩蔵フラッシュ） 


人 

約5 ml ； 1内 


6 CaU 内 


カメラの内蔵フラッシュと補助巧の距離は、カメラの対向正面 
(左も各3ぴ助巧）で約]日のまで、両ヴイド（左も各6ぴ助巧) 
で約日 m までび目安です。ただし、周辺環境により、この距離は 
多少変化します。 
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力 
ス 

巧コマン ター モー ド時の 調 光補正と表示に ついて ミ 

• コマンダーモード時は、調光補正ボタンとメインコマンドダイヤルで設定した調光 > 
補正は無効になります。 - 

•内蔵フラッシュを 「 TTU にして調光補正量を日外に設定すると、表示パネルと I 
ファインダー内表示に調光補正マーク 日君 び点なします。 

• 内蔵フラッシュを 「 M 」 に設定すると、表示パネルとファインダー内表示に調光補正 
マーク日 2 び点滅します。 261 


Q 使用するすべての補助打の電源を ON にし、グループ （ A ま 

たは巨）とチヤンネルを設定します。 

• 補助打の設定ち法については、スピードライトの使用説明書をご 
覧ください。 

• 補助打のチヤンネルは、必ずカメラで設定したちのと同じチヤン 
ネル （1 〜 4) に設定してください。 

10フラッシュ□ック解除ボタンを 
押して、内蔵フラッシュをポップ 
アップさせます。 

• 「内蔵フラッシュ」の「発光モード」 
をトー」に設定した場合も、プ IJ 
発光を行うために内蔵フラッシュ 
をポップアップさせます。 

11カメラのファインダー内表示とすべての補助灯でレディー 

ライトび点打していることを確認し、ピントを合わせて撮 

影します。 

• 撮影前にプレビューボタンを押すと、使用するすべてのフラッ 
シュのモデ IJ ング発光び行われるので、照射光の効果を簡単に確 
認することびできます（カスタムメニュー e 4 「モデリング 発光」 
( P .263) び 「 ON 」 に設定されている場合のみ)。 

• コマンダーモードは FV □ック ( P .128) と組み合わせて撮影す 
ることを可能です。 
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〇互 内蔵フラッシュを発光させない場合の表示について 

「内蔵フラッシュ」の「発光モード」を「——」に 
設定した場合で、内蔵フラッシュびポップアッ 
プした状態では、表示パネルのフラッシュシン 
ク□モード表示から V び消なします。 

P の巧ぶ作 1 

dr##^ 

司 D’ 山 7 刖ぶ 
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巧コマンターモード時のご注意 

•補助なは、内蔵フラッシュのプ IJ 発光の光びセンサー窓に入る位置（通常はカメラ 
より被写体に近い位置）に置さます。特に、手持ちで撮影する場合、プ IJ 発光の光 
び確実にセンサー窓に入るように、補助なはカメラより前に構えてください。 

• 補助なの直接光または強い反射光び、カメラの撮影レンズ （「 TTU 設定時）や他の 
補助なの外部自動調光用受光窓 （「 AA 」 設定時）に入らないよラにしてください。光 
び入ると、適正露出び得られません。 

•同時に使用でさる補助なの台数に制限はありません。しかし、センサーに他の補助 
なの強い光び入ると、正常動作でさない場合びあるため、実用上は3台程度び限度 
です。 


• 「内蔵フラッシュ」の「発光モード」を「一一」に設定した場合でを、補助なの発光 
タイミングを合わせるため、プ IJ 発光とは別に、撮影中に内蔵フラッシュび少量発 


ます。画像への影響を防ぐには、低い IS 日感度、または小さい絞り（大さい絞り値） 
に設定して撮影するか、内蔵フラッシュ用赤外パネル（別売） SG -3 旧を使用して 
ください。少量発光の光量び大さくなる後幕シンク□撮影では、内蔵フラッシュ用 
赤外ノ（ネル SG -3 旧を使用してください。 


262 •撮影準備と配置び終わったら、必ずテスト撮影を行って、画像を確認してください。 
















e 4 :プレビューポタンでのモデリンク発光 

初期設定では、内蔵フラッシュ、スピードラ 
イ I - (另 IJ 売） S 巨-800、 S 巨-600、 SB - R 200 
使用時にカメラのプレビューボタンを押すと、 

影の状況を把握するためのモデ U ング発光び 
行われますび、行われないように変更するこ 
とびでさます。 


3 ON ► 巧を I 



ON 

(初期設定） 


内蔵フラッシュ、スピードライト（別売） S 巨- 8 日日、 S 巨-目日日、 
SB - R 2 日日使用時にカメラのプレビューボタンを押すと、プレ 
ビュー動作 ( P .124) ととをに、モデ U ング発光び行われます。 


OFF 


カメラのプレビューボタンではモデ U ング発光は行われません。 


65 :オートブラケティングのセット 

オートブラケティングセット時の内容を 、 AE 
ブラケティングとフラッシュブラケティング 
の同時セット、 AE ブラケティングのみのセッ 
卜、フラッシュブラケティングのみのセット、 
またはホワイトバランス ( WB ) ブラケテイン 
グのセットに設定でさます。 


DBl 化‘7うが]巧巧〇 ►巧を J 

巧 1 1 謝な 


巧化巧巧ィバ 
t 巧が]巧巧ィパ 
m HB 巧巧〇グ 


AE •フラッシュブラケテイング 

(初期設定） 

AE ブラケティングとフラッシュブラケティングを 
同時に行います。 

AE ブラケテイング 

AE ブラケティングを行います。 

フラッシュブラケテイング 

フラッシュブラケティングを行います。 

WB ブラケテイング 

ホワイトバランス ( WB ) ブラケティングを行い 
ます。画質モードび rRAW + FINE」、rRAW + 
NORMAL」、「RAW + BASIC 」、「 RAW 」 の場合、 

WB ブラケティングは使用でさません。 
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カスタムメニュ ー b ] 「感度自動制側び「する」に設定され、かつフラッシュび使用 
されていない場合、カスタムメニュー e 6 の設定にかかわらずに日感度のみび変化し 
ます。 

《2フラッシュ調光レベルは、 i - TTL 調光時または絞り連動外部自動調光時のみ変化します。 


7巧ホワイトバランスブラケテイングについて 

カスタムメニュー e 已 「オートブラケテイングのセット」 び rWB ブラケテイング」 に 

設定されている場合、カスタムメニュー e 目の設定にかかわらず、ホワイトバランス 
264 び変化します。 


目6 :オートブラケティンクの変化要素 （ M モード） 

露出モードを /'!( マニュアル）にセットして 
AE •フラッシュブラケティング、 AE ブラケ 
ティング、フラッシュブラケティングを行つ 
た場合に、変化させる内容を下の表のように 
設定することびでさます。 




お嘴巧が]*州がずぷ〇惟 
卜③巧が]*较〇植 
t 巧，シユ 


オートブラケティング時に変化する内容 
は、カスタムメニュー e 日 「オートブラケテイングのセット」 の設定 
との組み合わせによって次のようになります。 
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補正値/コマ数 
単独設定 

(初期設定） 

オートブラケティングボタン®を押しなびらメインコマン 
ドダイヤルを回して撮影コマ数を、サブコマンドダイヤル 
を回して補正ステップをセットします。 

組み合わせで設定 

オートブラケティングボタン®を押しなびらメインコマン 
ドダイヤルを回してオートブラケティングの日 N /日 FF を 
設定し、サブコマンドダイヤルを回して撮影コマ数と補正 
ステップの組み合わせを選択でさます。 


e 7： オートブラケティング撮影時の補正順唐 

オートブラケティングの補正順序を初期設定 
の順 （ P .3]2) から、マイナス側からプラス 
側の順序に変更でさます。 



初期設定の順 

(初期設定） 

オートブラケティングの補正順序は、初期設定の順 ( P .312) 
になります。 

一側か5+側へ 

オートブラケティングの補正順序は、マイナス側からプラ 
ス側になります。 


68：オートブラケティングの設定方法 

初期設定では、オートブラケティングは補正 
ステップと撮影コマ数を別々にセットしま 
すび、所定の組み合わせの中から選択するこ 
とで、まとめてセットでさるように変更でさ 
ます。 


0+9巧み合ね巧で巧を 


Q 才^トフラサティング 
1の按定方法 
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f 1 :マルチセレクターの中央ボタンの機能 


撮影時および再生時の、マルチセレクター中 
央部を押した場合の機能を設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、 「撮驚モード」 または 「再生モード」 
を選択し、マルチセレクターの►を押すとそ 
れぞれの設定画面び表示されます。 


H スル于セレクターめ 
中みボタンの巧化 


因巧をモード 


撮影モード 
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初期設定では撮影時にマルチセレクターの中 
央部を押すと、中央の フオーカスエ U アを選 
択しますび、下の表のように変更することび 
でさます。 


けスル于セレクターの 
中みポタンの煤化 



AF エリア中央 
リセット 

(初期設定） 

撮影時にマルチセレクターの中央部を押すと、中央の AF エ 
リア (グループダイナミック AF の場合は中央のフオーカス 
エ U アのグループ气を選択します。 

選択 AF エリア表示 

撮影時にマルチセレクターの中央部を押すと、ファインダー 
内で選択されているフ オーカ スエリア（グループダイナミッ 
ク AF の場合はフ オーカ スエ U アのグループ）のフレームび 
点なします。 

使用しない 

マルチセレクターの中央部は、撮影時には機能しません。 


《カスタムメニュー a 4 「グループダイナミック AF の設定」 で 「パターン 2」を選択 

している場合 （ P .235)、 中央のフオーカスエ U アのグループび選択されている状 
態でマルチセレクターの中央部を押すと中央]から中央2に切り替わります。 


7ルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ IJ ア□ックレバーの設定位置 
に関係なく、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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再生モード 

初期設定では再生時にマルチセレクターの中 
央部を押すごとに、1コマ表示とサムネイル 
表示 （4 コマまたは9コマ）を切り換えます 
び、下の表のよラに変更することびでさます。 



1コ7とサムネイルの 
切0換え 

(初期設定） 

マルチセレクターの中央部を押すごとに、]コマ表示とサム 
ネイル表示 （4 コマまたは9コマ）を切り換えます。 

ヒストグラム 
表示/非表示 

マルチセレクターの中央部を押すと、表示画像 （1 コマ表示 
時）または選択画像 （4 コマ/9コマ表示時）のヒストグラ 
ム （ P .] 目 1) を表示します。再度マルチセレクターの中央部 
を押すと、元の表示に戻ります。 

お;大画面との 
切0換え 

画像の再生時にマルチセレク 
ターの中央部を押すと、表示 
画像 （1 コマ表示時）または選 
択画像 （4 コマ/9コマ表示 
時）を、設定した拡大率で撮影 
時のフオーカスエ IJ アを中むに 
拡大表示します。再度マルチセ 
レクターの中央部を押すと、元口 
画面との切0換え」 を選択してマ. 
すと、け広大画面との切り換え」眉 
▲または▼を操作することによじ 
「高倍率」 から拡大率を選択し、 

宜 

D 

□ 

けマルチセレクターの 
中をボタンの巧能 

化大届 面との 切〇み无 

で 

ち 

曲を 巧 > 巧を！ 

) 表示に戻ります。「拡大 
ルチセレクターの►を押 
面び表示されますので、 
)、「低倍率」、「中倍率」、 
を押して < ださい。 
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f 2 :マルチセレクターでの起動 

半押しタイマーびオフのときにマルチセレク 
ターを操作することで、半押しタイマーまた 
はオートフ オー カスび起動するように変更す 
ることびでさます。 



半押しタイマー 
起動しない 

(初期設定） 

半押しタイマーびオフのとさにマルチセレクターを操作し 
てを、半押しタイマーは起動しません。 

半押しタイマー 
起動する 

半押しタイマーびオフのとさにマルチセレクターを押すと、 
半押しタイマーび起動します。 

AF 起動する 

マルチセレクターを押すと半押しタイマーび起動し、押し 
続けている間オートフオーカスび作動します（マニュアル 
フオーカス時を除さます）。 


f 3 :1コマ再生でのスレチセレクターの上下-左ちの機能入換え 

初期設定では、 ] コマ再生時にマルチセレク 
ターの▲または▼を押して画像情報のページ 
を、◄または►を押して表示画像を切り換え 
ますび、機能を入れ換えることびできます。 



OFF 

(初期設定） 

マルチセレクターの ▲/ ▼を押して画像情報のページを、 
◄ /►を押して表示画像を切り換えます。 

ON 

マルチセレクターの ▲/ ▼を押して表示画像を、◄/►を 
押して画像情報のページを切り換えます。 


キ巧し9イマ-苗かずる 
おかずる 


巧スル于セレクタ^での 
起 B 
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f 4 :フアンクシヨンボタンの機能 

初期設定ではフアンクシヨンボタンを押すと、 
FV □ック X ’ （ P .128) を行いますび、下の表 
のように機能を変更することびできます。 

《 FV □ックは内蔵フラッシュ、スピードライト（別 
売） S 巨-800、 S 巨-600、 S 巨 - R 200使用日寺のみ 
機能します。 


FV □ック 

(初期設定） 

内蔵フラッシュ、スピードライト（別売） S 日-8日日、 S 巨-6日日、 
S 巨 - R 2 日日使用時は、ファンクシヨンボタンを押すと FV □ッ 
クを行い、再度押すと解除します。 

FV □ック. 
レンズ情報設定 

内蔵フラッシュ、スピードライト（別売） SB - 800、 SB -600、 
SB - R 200使用時は、ファンクシヨンボタンを押すと FV □ックを 
行い、再度押すと解除します。また、非 CPU レンズ装着時は、内 
蔵フラッシュび収納され、スピードライト SB - 800、 SB -600、 
ワイヤレススピードライトコマンダー(別売） SU -8 日日び非装着 
またはオフの場合に、ファンクシヨンボタンを押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回すと焦点距離を、サブコマンドダイヤルを回す 
と開放絞り値をそれぞれ設定できます （ P .1 已0、 ] 已3)。 

シャッター • 絞0値 
1段選択 

露出値のステップ幅の設定にかかわらず、ファンクシヨンボタン 
を押しなびらメインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルを 
回すことにより、 5( シャッター優先オート])、 け （マニュアル） 
時はシャッタースピードを、 A (絞り優先才ート） 、巧 （マニュアル） 
時は絞り値を]段ステップで設定することびでさます。 

AE-L/AF-L 
ボタンと同じ 

ファンクシヨンボタンに AE / AF □ ックボタン®と同じ機能を 
設定します。 

フラッシュ発光禁止 

ファンクシヨンボタンを押しなびらシャッターボタンを押す 
と、フラッシュを発光禁止にします。 

BKT 自動連写 

オートブラケティング撮影時にファンクシヨンボタンを押しな 
びらシャッターボタンを押すと、動作モードび]コマ撮影に設 
定されていてを、設定したコマ数まで自動的に撮影を行います。 
低速連続撮影/高速連続撮影の場合はファンクシヨンボタンを 
押しなびらシャッターボタンを押し続けている間、同じオート 
ブラケティングの設定で繰り返し撮影を行います。また、 VV 巨 
ブラケティング撮影時にファンクシヨンボタンを押しなびら 
シャッターボタンを押すと、動作モードび]コマ撮影/高速連 
続撮影の時は高速連続撮影の速度で、低速連続撮影のとさはそ 
の撮影速度で連続撮影を行い、各コマに対して W 日ブラケティ 
ング撮影を行います。 

7ルチパターン 
測光簡易設定 

ファンクシヨンボタンを押している間、測光モードびマルチパ 
ターン測光に切り替わります。 



旧冲 FV 日?ク，い巧巧巧 
^：«)@'>ゎ夕-*を0お1段巧巧 
H 化- L/AF-L3f わと同じ 
@巧が: t 巧が背止 
脚日け自の巧写 


ンボタン 
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中央部重点 
簡易設定 

ファンクションボタンを押している間、測光モードび中央部重 
点測光に切り替わります。 

スポット測光 
簡易設定 

ファンクションボタンを押している間、測光モードびスポット 
測光に切り替わります。 

フオーカスエ リア 
フレーム 切0換え 

ファンクションボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを回 
すと、フオーカスエ U アをノーマルフレーム （1] 点）とワイド 
フレーム （7 点）に切り換えます （ P .9 日)。 


f 5： コマンドダイ 17 ルの設定 

メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイ 
ヤルに関する設定を行います。 


マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、「回転方向」、「メインとサブの入 
れ換え」、「サブコマンドダイヤルでの絞値設 
定」、「再生/メニューモードでの使用」を選 

択し、マルチセレクターの►を押すとそれぞれの設定画面び表示され 
よ9 〇 


巧 n でンドブイサルめ 
がを 


口 


画ち方向 


パ）とがのスれ巧是 
リ7]り卜‘さけ1^での烧植巧；定 
西生/だ:!-トドでの巧巧 


6コタンドタイヤルの 
巧を 


►巧定 I 


回転方向 

シャッタースピード、絞り値、プ□グラムシフ 
卜量、簡易露出補正、露出モード、露出補正量、 

オートブラケティングの補正ステップおよびフ 
ラッシュシンク□モードを操作するとさの、メ 
インコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤル 
の回転ち向を逆ち向に変更でさます。 

• 別売のバッテ U - パック M 目 - D 2 日日を装着している場合、 MB - D 200 
の縦位置メインコマンドダイヤルと縦位置サブコマンドダイヤルの回 
転ち向わ変更されます。 



ノーマル 

(初期設定） 

メイン コマン ドダイヤル、サブ コマン ドダイヤルは通常どおり 
の回転操作となります。 

逆方向 

メイン コマン ドダイヤル、サブ コマン ドダイヤルとを逆回転 
操作となります。 
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1 巧^! ンドブイがレの 
J イイ化がの入れ巧え 


メインとサブの入れ換え 

初期設定では、メインコマンドダイヤルで 
シャッタースピードを、サブコマンドダイヤ 
ルで絞りをセットしますび、「メインとサブ 
の入れ換え」を日 N に設定すると、この機能 
を入れ換えることびでさます。 


別売のバッテ U —パック MB - D 200 を装 

着している場合、 M 目 - D 2 日日の縦位置メインコマンドダイヤルと縦 
位置サブコマンドダイヤルの機能も入れ替わります。 



OFF 

(初期設定） 

メインコマンドダイヤルでシャッタースピード、サブコマンド 
ダイヤ>1レで絞りを設定します。 

ON 

メインコマンドダイヤルで絞りを、サブコマンドダイヤルで 
シャッタースピードを設定します。 


サブコマンドダイヤルでの絞値設定 

初期設定では、 CPU レンズを装着時に露出 
モードび/こ!（絞り優先オート）、.け（マニユア 
ル）の場合は、サブコマンドダイヤルで絞り 
をセットしますび、レンズの絞り U ングで絞 
りをセットするように変更でさます。ただ 
し、絞り U ングのないレンズ （ G タイプレン 
ズ）装着時は、この設定にかかわらず、絞りのセットはサブコマンドダ 
イヤルで行います。また、非 CPU レンズを装着時は、この設定にかか 
わらず、絞りのセットはレンズの絞り U ングで行います。 



する 

(初期設定） 

サブコマンドダイヤルで絞りをセットします （「メインとサブの 
入れ換え」 を 「 ON 」 に設定した場合は、メインコマンドダイヤ 
ルでセットします)。 

しない 

(絞 0 リングで設定） 

レンズの絞り U ングで絞りをセットします。絞り U ングによる 
中間絞りの設定は可能ですび、絞りの表示は]段ステップにな 
ります。 
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再生/メニューモードでの使用 

初期設定では再生時の表示画像の切り換えお 
よび画像の選択、またメニュー画面での項目 
の選択はマルチセレクターを操作して行いま 
すび、メインコマンドダイヤル、サブコマン 
ドダイヤルを操作しても行えるように変更で 
さます。 


6 Z 3 でンドブイヤルの 
>岳生/たトモ-ドでの®巧 



OFF 

(初期設定） 


1再生時の表示画像の切り換え、画像の選択、およびメニュー画 
面での項目の選択はマルチセレクターを操作して行います。 


再生時 


• 1コマ再生表示時 

メインコマンドダイヤル：撮影画像のコマ送りを行います。 
サブコマンドダイヤル：画像情報の表示ページを切り換え 
ます。 

• 4 コマ/ 9 コマ 再生表示時 

メインコマンドダイヤル：表示画面でカーソル（黄色い枠） 
び左ちに移動します。 

サブコマンドダイヤル：表示画面でカーソル（黄色い枠） 
び上下に移動します。 

メニュー画面表示時 


メインコマンドダイヤルで選択項目を切り換え、サブコマンド 
ダイヤルを時計方向に回してサブメニューに移動し、サブコマ 
ンドダイヤルを反時計方向に回して前の画面に戻ります。ただ 
し、サブコマンドダイヤルでは選択項目のミ夫定はでさません。 
選択項目をミ夫定するにはマルチセレクターの►または中央部を 
押すか、実行ボタン参を押してください。_ 


巧お大表示時について 


【設定編】さ6に細か5設定 



カスタム乂ニユ I 


再生画像の拡大表示時は、 「再生/メニューモードでの使用」 の設定によって、メイ 
272 ンコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルの機能は変わりません。 












f 6： ボタンによる各操作の設定方法 

初期設定では、ボタンとメインコマンドダイ 
ヤル/サブコマンドダイヤルを組み合わせて 
設定を行う場合、ボタンを押し続けている間 
のみ設定可能状態になりますび、ボタンを押 
してから戻してち設定可能状態び維持され、 

同じボタンを押すか、シャッターボタンの半 
押しで設定可能状態び終了するように変更でさます。巧象となるボタ 
ンは、露出モードボタン韻®、露出補正ボタン@、オートブラケティ 
ングボタン®、フラッシュシンク□モードボタン0、 ISO 感度ボタン 
画質モードボタン^、ホワイトバランスボタン巧^です。 



デフオルト 

(初期設定） 

ボタンを押し続けている間のみ設定可能状態になり、メインコ 
マンドダイヤル/サブコマンドダイヤルにより設定び行えます。 

ホールド 

ボタンを押すと設定可能状態びホールド（維持）され、メイン 
コマンドダイヤル/サブコマンドダイヤルにより設定び行えま 
す。再度ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しすると、 
設定可能状態び解除されます。また、初期設定では約2日砂経 
過すると設定可能状態び自動的に解除されます。ただし、カス 
タムメニュー c 3 「半巧しタイマー」 び 「制限なし」 に設定され 
ている場合や AC アダプター EH -6 (別売）接続時は、設定可 
能状態の自動解除は行われません。 
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f 7 : メモリーカード未挿入時のレリーズ 

初期設定ではカメラにメモ U —力ードを入れ 
ていない場合はレ U —ズでさませんび、レ 
U —ズでさるように変更でさます。 

• ニコンキヤプチヤー4カメラコント□-ル 
と接続した場合は、記録先びパソコンにな 
るため、「メモリーカード未挿入時のレリー 
ズ」を「レリーズ禁止」に設定してもシャッ 
ターをさることびでさます。 


レリーズ禁止 

(初期設定） 

カメラにメモ IJ 一力ードを入れていない場合、レ U —ズはでさ 
ません。 

レリーズ許可 

カメラにメモ U —力ードを入れていない場合でを、レ U —ズ可 
能となります。ただし、メモ IJ ーカードび入っていないとさに 
撮影した画像は液晶モニターには表示されますび、 プリントや 
保存はでさません のでご注意ください。 



【設定編】さ6に細か5設定 



カスタム乂ニユ I 


274 









アクセヴ u —を活用して、撮影の幅を広げることびできるのも、デジ 
タルー眼レフカメラの楽しみのひとつです。 D 2 日日には、じ(下のよう 
なニコン製アクセヴ U —び用意されています。 


バッテリーパック 


スピードライト 


ファインダー用 
アクセサリー 



アクセサリーについてのご注意 

D 2 日日には、ニコン製のアクセサ U —をお使いいただくことをおすすめします。他社 
製アクセサリーは、カメラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製アク 
セサ IJ 一使用によるカメラの不具合については、保証の対象となりませんので、ご了 
承ください。 


別売アクセヴ U — 



付録別売アクセサリ— 


























レンズ 

D 2 日日には、 CPU レンズ（ IX ニッコールを除く）のご使用をおすすめ 
します。特に G または D タイプレンズを装着すれば、カメラの機能び 
最大限に使用でさます。 


装着可能なレンズおよび使用可能な機能 

\ _ _ _ 


\モ-ド 

フォーカスモード 

露出モード 

測光モード 

才ート 

フオー 
カス 
エイド 

マニ ユ 

P 

A 

マルチパターン測光 

中央部 
重馬則光 



レンズ \ 

フオー 
カス 

アル 

S 

M 

3D- 
RG 己 

RGB 

/スポット 
測光 

C 

P 

U 

レ 

ン 

ろ 

吕 

G タイプレンズ^ 3 、 
□タイプレンズ^ 3 、 

AF-I レンズ、 AF-S レンズ 

参 

参 

• 

• 

• 

参 

- 

参※ 1 

PC マイク □ 8已 mm 

F2.8 が 4 

- 

•※曰 

参 

- 

•※巨 

• 

- 

參※ 1 

AF-S/AF-I 

テレコンバーター 

•ぷ 8 

参※ 8 

参 

参 

参 

• 

- 

參※ 1 

G タイプ • D タイプがの 
AF レンズ （F3AF 用を除く） 

0ぷ白 

•※曰 

参 

参 

• 

- 

参 

参※ 1 

Ai-P ニッコール 

— 

10 

参 

参 

参 

— 

• 

參※ 1 

非 

C 

P 

U 

レ 

ン 

ズ 

な 

ど 

11 

Ai-S、Ai、 

シリーズ E レンズ、※に 
改造 Ai レンズ 

- 

10 

参 

— 

貧※ 13 

- 

14 

•※巧 

メディカル 120mm F4 

- 

• 

参 

- 

貧※ 16 

- 

- 

- 

レフレックスレンズ 

— 

— 

• 

— 

13 

— 

— 

•※巧 

PC ニ ッコール 

— 

•※曰 

• 

— 

貧※ 17 

— 

— 

• 

Ai-S、 

Ai テレ コンパ‘一夕一^ 18 

- 

参※ 8 

参 

- 

參※ 13 

- 

貧※ 14 

1 已 

AF テレコンバーター 
TC-16AS 

- 

•※吕 

• 

- 

参※ 13 

- 

會※ 14 

1 已 

ベ□-ズ PB- 目※19 

- 

•※只 

参 

- 

貧※ 20 

- 

- 

参 

才ート接写リング （PK- 
1 1A.12.13.PN-11) 

- 

•※扫 

参 

- 

参※ 13 

一 

- 

参 


《 ] フォーカスエ U アの選択によりスポット測光エ U アの移動び可能 （ P .101)。 

《2 IX レンズは装着でをません。 

《3 このカメラは VR レンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

《4カメラの測光モード、および調光制御機能は、アオ U 操作（シフトまたはティルト）を行って 
いるとき、または開放絞りじ(外に絞りびセットされているときには、正しく機能しません。 
※己アオ U 操作を行っていない場合のみ可能。 

《6露出モードはマニュアル （ ri ) で使用可能。 

※フ AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用（ただし AF-S DX ED 12-24 mm F 4 白、 AF - SED 17- 
3已 mm F 2.8 D 、 AF-S DX ED ] 7-已已 mm F 2.8 G 、 AF-S DX ED ] 8 -已已 mm F 3.5- 
己.日 G 、 AF-S DX ED 18-70 mm F 3 .已 —4 .已 G 、 AF-S DX VR ED 18-200 mm F 3 .已 
-已.日 G 、 AF-S DX ED 已已 -200 mm F 4 —已.目 G 、 AF-S ED 24-8 已 mm F 3 .已 -4 .已 G 、 
AF-S VR ED 24-120 mm F 3 .已-已 .6 G 、 AF-S ED 28-70 mm F 2.8 D は使用不可)。 
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《 8 合成絞りび f / 己目必上明るい場合に使用可能。 

《9 AF 80-200 mm F 2.8 S 、 AF 3 己- 70 mm F 2.8 S 、 AF 28-8 已 mm F 3 .已 -4 .已 S ( New )、 

AF 28-8 已 mm F 3 .已 -4 .已 S レンズを使用し、ズームの望遠側かつま近距離で撮影した場 
合、ファインダースク IJ ーンのマット面の像とオートフォーカスのピント表示び合致しない 
場合びあります。このよラな場合は、マニュアルフォーカスによりファインダースク U —ン 
のマット面を利用してピントを合わせて撮影して<ださい。 

《]0開放絞りび f / 已.目攻上明るいレンズのみ使用可能。 

《 ]] 一部装着不可能なレンズ （ P .278) びあります。 

《]2 Ai ED 80-200 mm F 2.8 S の兰脚座を回転するとカメラと干渉するため、回転ち向に制限 
びあります 。 Ai ED 200 -400 mm F 4 S をカメラに装着したままでのフィルター交換はで 
さません。 

《]3レンズ情報手動設定 （ P .148) でレンズの開放絞り値を設定することにより表示パネル、 
ファインダー内表示に絞り値び表示されます。 

《]4レンズ情報手動設定 （ P .148) でレンズの焦点距離、開放絞り値を設定することにより可能 
です。一部のレンズでは焦点距離と開放絞り値を設定してわ充分な精度び得られない場合び 
あります。この場合は中央部重点測光またはスポット測光を選択して撮影してください。 

※巧レンズ情報手動設定 （ P .148) で焦点距離、開放絞り値を設定することにより、測光の精度 
び向上します。 

《 ] 6露出モードはマニュアル（/1)でシャッタースピードは]/12已秒じ(下で使用できます。レ 
ンズ情報手動設定 （ P .148) でレンズの開放絞り値を設定することにより表示パネル、ファ 
インダー内表示に絞り値び表示されます。 

《]7絞り込み測光で使用します。露出モードび絞り優先オート （ fi ) の場合はレンズ側で絞りプ U 
セットを行い、 AE □ック後アオ U を行ってください。露出モードびマニュアル（/" I )の場合 
はレンズ側で絞りプ U セットを行い、アオる前に測光して露出をミ夫定して<ださい。 

《 ] 8 Ai 28-8 已 mm F 3 .已 -4 .已 S、Ai 3己-] 〇已 mm F 3 .已 -4 .已 S、Ai 3己-] 3已 mm F 3 .已- 
4.已 S 、 AF-S 80-200 mm F 2.8 D レンズとの組み合わせによっては、露出補正を行う必 
要びあります。詳細はテレコンバーターの使用説明書をご覧ください。 

《 ] 9オート接写 U ング PK -] 2または PK -] 3を併用すると装着できます。 

《20絞り込み測光で使用可能、露出モードび絞り優先オート （ fi ) の場合はベ□ーズ側で絞り込 
みを行い、測光後撮影して<ださい。 

• 複写装置 PF -4 へは カメラアダプター PA -4 を併用すると装備でさます。 


^非 CPU レンズを使用する場合は 

非 CPU レンズを使用する場合は、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （ P .148) 
でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定することによって、絞り値表示、 RGB マル 
チパターン測光など CPU レンズをカメラに装着した場合の機能の一部び使用可能に 
なります。レンズの焦点距離と開放絞り値を設定しない場合、 RG 目マルチパターン 
測光び使用できなくなり、 RGB マルチパターン測光にセットした場合は、自動的に 
中央部重点測光で測光されます。 

また、非 CPU レンズを使用する場合は、露出モードび/こ!（絞り優先才ート)、(マニュ 
アル）でのみ使用可能になります。絞りのセットは、レンズの絞り U ングでのみ行え 
ます。 「レンズ情報手動設定」 でレンズの開放絞り値を設定しない場合、表示パネルと 
フアインダー内表示の絞り値表示び開放からの絞り込み段数表示となりますので、絞 
りの確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。露出モードを P (プ□グラムオー 
卜）または 5 (シャッター優先オート）にセットした場合は、露出モードを自動的に R 
(絞り優先オート）に切り換えて制御します。この場合、表示パネルの P または5び 
点滅して警告し、フアインダー内表示に A び点なします。 
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CPU レンズには CPU 信号接点びあります。その中で G タイプレンズ 
には、レンズに 「 G 」 マークび、 D タイプレンズには、レンズに 「 D 」 マー 
クびあります。 



CPU レンズ G タイプレンズ D タイプレンズ 


• G タイプレンズには、絞り U ングびありません。このため、この力 
メラで使用する場合、従来の絞り U ングびあるレンズのように、絞 
り U ングを最小絞り（最ち数値の大さい絞り）にセットする必要びあ 
りません。 

^使用でまないレンズ 

下記の非 CPU レンズは使用でさません。無理に装着しよラとすると、カメラやレン 
ズを破損しますのでご注意ください。 

• Ai 改造をしていないレンズ （ Ai 方式切前の連動 / n を使用するタイプ） 

•フォーカシングユニット AU -1 を必要とするレンズ （4 日日 mm F 4.5、 6日日 mm 
巧.6、800 mmF 8、 1200 mm F ]]) 

•フィッシュアイ （6 mm F 5 .目、 8 mm F 8、0 P 1 Omm F 5.6) 

•旧 2 ]mm F 4 

• K 2 U ング 

• EDI 80- 60日 mm F 8 (製品 No . 174041 -174180) 

• ED 360 -12 日日 mm F ]] (製品 No . 174031 〜] 74] 27) 

• 2 日 0-600 mm F 9.5 (製品 No . 280001〜3日日49日） 

• F 3 AF 用旧日 mm F 2.8、 2日日 mm F 3.5、 テレコンパーター TC -16 S ) 

• PC 28 mm F 4 (製品 No . 18日9日日切前の製品） 

• PC 35 mm F 2.8 (製品 No . 851001〜90620 0) 

• 旧 PC 3 已 mm F 3.5 

•旧レフレックス]日日日 mm F 6.3 

• レフレックス]日日日 mm F ]] (製品 No . 1423目]〜] 43日日日） 

• レフレックス2日日日 mm F ]] (製品 No .2001 11 -200310) 
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レンズの画角と焦点距離について 

D 2 日日では さまざまなニコン3己ミ U フイルム ー眼レフカメラ用レ 
ンズび使用でさます。ただし、3己 mm 判カメラの撮影画面サイズは 
36 X 24 mm ですび、 D 2 日日では 約23 .目 x ] 己 8 mm となってお 
り、3日 mm 判カメラと D 2 日日では、 画面サイズび異なります。した 
びって、同じ焦点距離のレンズを使用して同じ距離から撮影した場合 
でち、画角 （フイルム 面に写し込む被写体の大ささや写り込む範囲）び 
3己 mm 判カメラに対して変化します。 



3己 mm 判 カメラの 撮影画面サイズは、対角線の長さで D 2 日日の 撮影 
画面サイズの約].已倍です。したびって、 D 2 日日に 3己 mm 判 カメラ 
用レンズを装着した場合、その焦点距離はレンズに表記された数値に 
1.己を掛けた値に相当します。 


カメラ 

3己ミリ判カメラ換算のおおよその焦点距離 （mm) 

3已ミリ判カメラ 

105 

135 

180 

200 

300 

400 

已〇〇 

600 

D 200 

]已7.己 

2日2.己 

270 

300 

4已〇 

600 

750 

900 


カメラ 

3己ミリ判カメラ換算のおおよその焦点距離 （mm) 

35ミリ判カメラ 

17 

20 

24 

28 

35 

50 

60 

8己 

D 200 

25.5 

30 

36 

42 

己 2.5 

7已 

90 

]27.己 
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装着可能なスピードライト（フラッシュ） 

D 2 日日はニコンのク U エイティブライティングシステムに対応して 
おり、ク U エイティブライティングシステム対応のスピードライト 
S 巨-800、 SB - 600、 Uf — ^^発光用の SB - R 200との組み合ねせ 
により、 i - TTL 調光 （ P .12 日）、 FV □ック （ P .128)、 才ート FP 八イ 
スピードシンク □ ( P .253) のほか、さまざまな機能び使用できます 
( P .282)。 詳しくは各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 
また、スピ ー K ライ I - S 巨-800、 S 巨-600、 SB - R 200は、内蔵フラッ 
シュをコマンダーとして使用した時、およびアドバンストワイヤレス 
ライティング時の補助打として U モート発光させることび可能です。 

SB -800 

• ニコンスピードライト S 目-8日日はガイドナンバー38 (照射角 
3己 mm 時、 IS 日]日日 - m 、 2ぴ〇の高性能スピードライトです。電 
源は単3形電池辯しくは SB -8 日日の使用説明書をご覧ください）を 
4本咐属の増設電池パック SD -8 日日使用時は己本）使用しますび、 
外部電源（別売）として SD -6、 SD -7、 SD -8 A 、 パワーブラケット 
SK -6 も併用できます。 

• フラッシュヘッドび上方向90°から下ち向7°、左方向]80°から 
ちち向90°の範囲で回転し、バウンス撮影や近接撮影びでさます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートズーム機能 
(24 〜]日日 mm ) を備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用 
すると、照射角び] 4 mm 、]7 mm になります。 

• 周囲び暗い場合でち操作しやすいように、 LCD と各操作スイッチに 
イルミ ネーターを 備えています。 

• SB -8 日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 
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SB -600 


• ニコンスピードライト S 目-6日日はガイドナンバー3日（照射角 
3己 mm 時、 IS 日]日日 - m 、 2ぴ〇の高性能スピードライトです。電 
源は単3形電池簡しくは S 目-6日日の使用説明書をご覧ください）を 
4本使用します。 

• フラッシュヘッドび上ち向9ぴ、左方向]80°からち方向90°の 
範囲で回転し、バウンス撮影や近接撮影びでさます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートズーム機能 
に4〜8己 mm ) を備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用す 
ると、 ] 4 mm の照射角度になります。 

• 周囲び暗い場合でち操作しやすいように、表示パネルおよび操作ス 
イッチにイルミネーターを備えています。 

• SB -6 日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 

SB - R 200 

• ニコンワイヤレス U モートスピードライト SB - R 200 はガイドナンノ く一 
] 日 （ IS 01 日〇 - m 、 2日で）の U モート発光用スピードライトです。電 
源は 3 V の CR 123 AU チウム電池（詳しくは SB - R 2 日日の使用説明 
書をご覧ください）を]本使用します(カメラ本体には直接装着できま 
せん)。 

• SB - R 2 日日はアドバンストワイヤレスライティングに対応したカメ 
ラの内蔵フラッシュ、またはスピードライト SB -8 日日、ワイヤレス 
スピードライトコマンタ' - SU -8 日日（別売）で U モート発光します。 
D 2 日日は内蔵フラッシュをコマンダーにして SB - R 2 日日を U モート 
発光させることびでさます。 

• アタッチメント U ング SX -1 およびアダプター U ングを使用してレン 
ズ先端に装着したり、スピードライトスタンド AS -2 日でカメラから 
離して設置したり、手持ちで照明することにより、 i - TTL 調光による 
多彩な近接 （ ク□ーズアップ)撮影や U モート撮影び可能です。 


SB -800、 SB -600、 SB - R 200 との組み合わせで使用可能な機能 

スピード'ライ!-(月 I 」売） SB - 800、 SB -600. S 巨 - R 200を使用する 
場合、スピードライトとレンズの組み合わせによって次の機能び使用 
できます。装着レンズ欄の①は CPU レンズ（ IX ニッコール、 F 3 AF 用 
を除く）、②は非 CPU レンズを示します。ただし、非 CPU レンズを装 
着してレンズ情報 （ P .148) を設定した場合は①になります。 


m 
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《 ] アドバンストワイヤレスライティング時は、補助打としてのみ使用可能です。 

《2カスタムメニュー e 3 「内蔵フラッシュの発光モード」 （ P .2 己 4) を「コマンタ'—モード」 
に設定するか、カメラに装着したスピードライト SB -8 日日またはワイヤレススピード 
ライトコマンダー SU -8 日日（別売）を併用することにより、アドバンストワイヤレス 
ライティングによる U モート発光び可能です（カメラ本体には直接装着でさません)。 

《3測光モードをスポット測光し U 外にセットしてください。 

《4測光モードをスポット測光しソ外にセットしてください。撮影メニューの「レンズ情報 
手動設定」でレンズの開放絞り値と焦点距離を設定すると、調光の精度び向上します。 

※己測光モードをスポット測光にしてください。また、スピードライト側でわ設定巧能です。 

《6絞り連動外部自動調光、外部自動調光の設定はスピードライト側で行って<ださい。 

义1 カスタムメニュー e ] 「フラッシュ撮影時の同調速度」 （ P .2 已 3) をり/250 (オート 
FP ) J に設定してください。 

《8カスタムメニュ ー e ] 「フラッシュ撮影時の同調速度」 （ P .2 已 3) を「1/250 ( 才ート 
FP )」 に設定してください。内蔵フラッシュ本発光時は、 FP 発光は行われません。 

《9 AF レンズ装着時のみ可能です。 

日カメラに主灯としてスピードライト S 巨-8日日、またはコマンダーとしてワイヤレス 
スピードライトコマンター SU -800 (別売）を装着している場合のみ使用可能です。 
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その他のスピードライト 

lil 下のスピードライトを使用する場合、外部自動調光 （A) あるいはマ 
ニュアル発光撮影となります。 TTL にセットすると、カメラのシャッ 
ターボタンは□ックされ、撮影できません。装着レンズによって機能 
び変わることはありません。 


スピードライト 

SB-80DX 

SB-28DX 

SB - 已 ODX 

SB-28 

SB-26 

SB-2 已 
SB-24 

S 己 -30 

SB-27*i 

SB-22S 

SB-22 

SB-20 

SB-1 巨 B 

SB-1 已 

SB-23 
SB-29 ※吕 
SB-21B ※吕 
SB-29S《2 

i 

A 

外部自動調光 

〇 


〇 

〇 


M 

マニュアル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

國 

マルチフラッシュ 

〇 


〇 



REAR 

後幕 シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


《] D 2 日日と SB -27 を組み合わせると自動的に TTL モードにセットされますび、 TTL 
モードでは使用できませんので、 SB -27 を強制 A モードにセットし直してくださし、 
《2 SB -29 S • 29 - 2] 日使用時のオートフ ォー カス撮影は、一部の AF マイク □ 
(6 日 mm •] 日 5 mm • 2日日 mm ) レンズ装着時のみ可能です。 


^他社製のフラッシュについて 

他社製のフラッシュ（カメラの X 接点に 250 ViU 上の電圧びかかるをのや、アクセ 
サ IJ ーシュー部の接点をショートさせてしまラをの）を使用しないでください。カメ 
ラの正常な機能び発揮でさないだけでなく、カメラおよびフラッシュのシンク□回路 
を破損することびあります。 28^ 
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のスピードライト（別売）を使用する場合の注 意 

•スピードライトを装着すると、撮影状況にかかわらず、撮影時は常に発光します。 

• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覽ください。 

ク U エイティブライティングシステム対応のスピードライトの使用説明書にカメラ分類 
表び記載されている場合は、ク U エイティブライティングシステム対応デジタルー眼 
レフに言亥当する箇所をお言売みくださし、なお、 D 2 日日は S 目-8日 DX 、 S 己- 28 DX 、 SB - 
已 ODX の使用説明書に記載のデジタルー眼レフカメラには該当しません。 

•オート FP 八イスピードシンク□を行わない場合、フラッシュ撮影時の同調シャッ 
タースピードは]/25日砂し U 下の低速シャッタースピードです。 

• i - TTL や外部自動調光モードにおいて、フル発光でを露出アンダーになる可能性のある場 
合には、発光直後にレディーライトちび約3秒間点滅し、露出アンダー警告を行います。 

• i - TTL モード時の IS 日感度連動範囲はに日1日日〜]目日日相当です。 

• に日感度を ] 6日日よりを高く増感した場合には、距離や絞りによっては適正な発光 
量にならない場合びあります。 

•スピードライト S 巨-8日日、 S 巨-6日日使用時で、フラッシュシンク□モードび赤目 
軽減、赤目軽減ス□ーシンク□モードの場合は、スピードライト側で赤目軽減発光 
び行われます。 

• D 2 日日と S 日-8日日、 SB -60 日外のスピードライトの組み合わせでは、被写体び 
暗い場合でを、スピードライト側の AF 補助光び照射されません。補助光の照射条 
件び満たされると、カメラ側の AF 補助光び照射されます （ P .9 曰〜96)。 

• D 2 日日と S 日-8日日、 SB -60 日处外のスピードライトの組み合ねせでは、オートパ 
ワーズーム機能は使用でさません。 

• 露出モードび P (プ□グラムオート）の場合、カメラび自動で設定するスピードライ 
卜の開放側の限界絞りは、使用する感度によって下表のように制御されます。 


旧0感度と開放側の限巧絞り （ F ) 

100 

12己 

160 

200 

2已〇 

320 

400 

己00 

640 

800 

1000 

1250 

1600 

4 

4.2 

4.5 

4.8 

已 

已 .3 

已 .6 

6 

6.3 

6.7 

7.1 

7.6 

8 


《感度]段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞り 
び暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 


• i - TTL モード時に、調光コード SC -17、 SC -28、 SC -29 を使用してカメラからス 
ピードライトを離して撮影する場合、スタンダード i - TTL 調光外では適正露出を 
得られない場合びあります。この場合は、スタンダード i - TTL 調光に切り換えて撮 
影してください。また、あらかじめテスト撮影を行ってください。 

• i - TTL モード時に、発光面に内蔵パネルまたは付属のバウンスアダプター外の部 
材け広散板など）を装着しないでください。カメラ内の演算に誤差び生じ、適正露 
光とならない場合びあります。 

•スピードライト S 目-8日日、 S 巨-6日日を使用するとき、測光モードを囚（スポット 
測光）にセットすると、スタンダード i - TTL 調光になります。 

• 内蔵フラッシュびポップアップした状態でスピードライトを装着した場合、内蔵フ 
ラッシュは発光しません。 
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りスピードライト SB -800、 SB -600 装着時の感度自動制御につ いて 

カスタムメニュ ー b ] 「感度自動制御」 （ P .239) を「する」に設定してスピードライ 
卜（別売） S 巨-8日日、 SB -6 日日を装着すると、フラッシュの光量び適正となるように 
感度自動制御び機能します。ただしカスタムメニュー b ] び「する」に設定されてい 
てを、次のよラな場合は手前の被写体び露出アンダーになることびあります。 

•低速シャッタースピードでフラッシュ撮影（ス□ーシンク □) を行ラ場合 
• 曰中の明るい場所でフラッシュ撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
• 背景び明るい場合 


このよラな場合には、次の操作を行ラことでフラッシュの照射光び届さやすくなります。 

• 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 

• ス□ーシンク□を解除する 285 


rggra アクセサ u — シュー 

このカメラはアクセサ U —シューを装備していま 
す。スピードライ hS 巨-800 • 600 • 80 DX • 
28 DX • 28 - 50 DX • 27 • 23 - 22 S • 29 S 
などを使用する場合、アクセサ U —シューに差 
し込むだけでコードレスで接続でさます。セー 
フティ□ック機構（□ック穴）を備えていますの 
で、セーフテイ□ックピン付さのスピードライト 
( S 巨-8日日、 S 日-6日日など）を取り付けると、ス 
ピードライトび不用意に外れるのを防止でさます。 

シンク□ターミナル 

シンク□コードを必要とするフラッシュ撮影時 
に、シンク□コードをシンク□夕ーミナル （ JIS - 巨 
型がれ防止ネジ付さ）に接続してください。た 
だし、スピードライト S 日-8日日 • S 目-6日日- 
80 DX ■ 28 DX • 28 -已 0 DX • 27 • 23 ■ 
22 S • 29 S などをアクセサ IJ ーシューに装着し 
た状態で後幕シンク□を行ラ場合には、シンクロ 
ターミナルに他のフラッシュを接続して増な撮影 
などを行わないでください。 




別売アクセサリ— 
















































その他の別売アクセサリー 


Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 e 

付属のバッテ U —と同型のをのび別にお求めになれます。 D 200 
は EN - EL 3 e との通信機能に対応しているため、バッテ U — の状 
態をカメラで確認することびでさます （ P .19 目)。 

《 EN - EL 3 a 、 EN - EL 3 は D 2 日日、 M 巨 - D 2 日日には使用でさま 
せん。 

フルチ J \:ワーバッテリーパック MB - D 200 

Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 3 e を]個または2 
個、単3形電池（アル カ IJ 電池、ニッケル水素充電池、 U チウム 
電池、ニッケルマンガン電池)目本を使用してカメラに電源を供 
給することびできます。 MB - D 2 日日には縦位置シャッターボタ 
ンとメインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤル、 AF 作動 
ボタンび装備されているので、縦位置での撮影に便利です。カメ 
ラ本体のバッテ IJ 一カ バーと M 目 - D 2 日日用接点カバーを取りは 
ずして装着します。 

バッテ U —カノ（一は、下の図のように斜め上方向に弓 I っ張ると無 
理なく取り外すことびでさます。装着する場合を、同じ角度で逆 
の方向に挿入してください。 


讀 



_ ノ 


AC アダプター EH -6 

D 200 で使用でさる AC アダプターです。 


ボディキャップ BF -1 A 

レンズを取り外したカメラボディーに取り付けることにより、ミ 
ラーやファインダースク U —ンなどへの3ミやホコ U の付着を防 
ざ、カメラ内部を保護します。 


付録別売アクセサリ— 
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ファインダー用 
アクセサリー 

-接眼補助レンズ 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで 
簡単に取り換えびできます。一5、一4、一3、一 2、日、+0.5、 
+1、+2、+3の-1の9種類び用意されていますび、いずれを 
D 20 日の視度調節ノブび調節範囲の中央（一] itTI ) の場合の値 
です。視度補正は個人差び大さいので店頭で実際に取り付けてお 
選びください。 D 2 日日では、視度調節機能び内蔵されています 
(一2〜+ ] nrri ) ので、この範囲外の視度補正び必要なとさに 
ご使用ください。なお、接眼補助レンズを使用している場合は、 
接眼目当ては使用でさません。 

-マグニファイングアイピース DK -21 M 

D 2 日日のファインダー倍率を約].1日倍（已日 mm F 1.4 レンズ 
使用時 • W — 1.日 m 一 1のとさ）にホ広大します。 

-マグニファイヤ ー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。接写や複写、超望遠レン 
ズ使用時など、より厳密なピント合わせび必要なとさに使用しま 
す。別売のアイピースアダプターを装着することにより使用可能 
です。 

. アイピースアダプター 

D 2 日日にマグニファイヤー DG -2 を取り付けるためのアダプ 
ターです。 

-アングルファインタ’一 DR -6 

アングルファインダー DR -6 をカメラの接眼部に取り付けると、 
撮影レンズと直角の方向（水平方向に向けたカメラの真上など） 
からファインダー内の画像を確認でさます。 

ニコン 

デジタルカメラ 
専用 

ソフトウェア 

• Nikon Capture 4 ( Ver .4.4 JU 降） 

RAW 画像をより詳細に編集でさるソフトウエアです 。 Nikon 
Capture 4を使用すると、パソコンを操作して直接写真を撮影 
したり、撮影した画像を加工したり、八ードディスクなどへ保を 
したりでさます。 Ver .4.4 し:!降び D 2 日日に対応しています。 

PC 力ード 
アダプター 

- PC 力ードアダプター EC - AD 1 

CF 力ード（タイプ 1) と組み合わせて 、 PC Card Standard - 
ATA に準拠した PC カードとして使用でさます。 CF カードの画 
像を、 PCMCIA カードス□ットを装備したパソコンに直接読み 
込めます。 


付録別売アクセサリ— 
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• ニコンフィルターは、ねじ込み式、平枠式、および後部交換式の 
3方式に大別されます。また、他社製の特殊フィルターなどを使 
用する場合は、オートフ オーカ スやフ オー カスエイドび行えない 
ことびありますのでご注意ください。 

• カメラ測光系の特性上、従来の儒光フィルター （ Polar ） は使用 
できません。円偏光フィルター ( C - PL ) をご使用ください。 

• フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、 L 37 C 、 また 
は NC フィルターのご使用をおすすめします。 

• 逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、 
フィルターによって画像上に 3' —ストび発生する恐れびありま 
す。このような場合は、フィルターを外して撮影することをおす 
すめします。 

-フィルター係数のかかるフィルター(丫 44、 Y 48、 Y 已2、 
日己6、 R 目日、 X 日、 XI 、 C-PL (円偏光フィルター)、 ND 2 S 、 
ND 4 S 、 ND 4、 ND 8 S 、 ND 8、 ND 400、 A 2、 A 12、 巨2、 
巨8、 B ] 2) を使用する場合、 RGB マルチパターン測光、または 
3 D - RG 日マルチパターン測光の効果び得られない場合びありま 
すので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影すること 
をおすすめします。詳しくは、各フィルターの使用説明書をご覧 
ください。 


付録別売アクセサリ— 
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10 ピン 
ターミナル 
に接続ずる 
アクセヴ 
リ— 


] 日ピンターミナルに下記のアクセサ U —を接続することにより、遠隔 
撮影や無人撮影などび行えます。 

-使用しない場合は、必ず]日ピンターミナ 
ルにキャップをしてください。 3' ミ等が入 
ると、誤作動の原因となることびあります。 

-]0ピンターミナルへの接続は、図のように 
指標を合わせて接続します。 



アクセサリー 

用途 

長さ 

U モー トコード 

MC -22 

コード先端にある端テ（青、黄、黒）に特殊装置を接 
続すると、音や信号による遠隔操作び可能です。 

約1 m 

U モー トコード 

MC -30 

カメラブレを避けたい場合や、カメラから離れてレ 
U —ズ操作をしたい場合に便利です。また、長時間露 
出（バルブ）撮影用に、シャッターボタンを□ックす 
る機能を備えています。 

約8日 cm 

U モー トコード 

MC -36 

カメラブレを避けたい場合や、カメラから離れてレ 
U —ズ操作をしたい場合に便利です。また、設定時間 
間隔で撮影を行ラインターバルタイマーの設定や、露 
光時間を指定した長時間露出び可能です。照明付さの 
表示パネルや、長時間露出（バルブ）撮影用にシャッ 
ターボタンを□ックしたり、レ IJ ーズ中]秒ごとに電 
テ音で知らせる機能を備えています。 

約8已 cm 

延長コード 
MC -21 

MC -2 日、 MC -22、 MC -23、 MC -2 己、 MC -3 日、 
MC -36 に併用可能な延長コードです。 

約 3 m 

接続コード 
MC -23 

] 日ピンターミナルを装備するカメラを2台同時に作 
動させるための接続コードです。 

約4日 cm 

変換コード 
MC -25 

2ピンターミナル用のラジオコント□ールセット 
MW -2 や、インターバ□メーター MT -2、 ルミコント 
□ールセット ML -2 などを、 ] 日ピンターミナルに接 
続するための変換コードです。 

約2日 cm 

GPS 変換コード 
MC -35 

カメラと GPS 機器で通信を行うための接続コードで 
す。対応する GPS 機器と通信を行うことにより、撮 
影時の緯度、経度、標高、標準時 ( UTC ) び画像デー 
夕に記録されます （ P .1 54)。 MC -35 と GPS 機器と 
の接続には、各 GPS メーカーより提供される PC 接続 
ケーブルび必要です。 

約3日 cm 

ル三コント□ール 
セット 

ML -3 

最大で約 8 m 離れたところから、信号（赤外パルス光）に 
よる遠隔操作び行えます。また、あらかじめセットした 
撮影位置（送信機と受信機の間）に被写体び入ると自動的 
に撮影び行われるオートト U ガー撮影ち行なえます。 

— 


付録別売アクセサリ— 
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使用可能なメモリーカード 


次のコンパクトフラッシュカード （ CF カード）とマイク □ ドライブび 
使用可能です。 

• SanDisk 社製コンパクトフラッシュカード： 

SDCF 巨シ IJ- ズ 128M 巨、 256M 目、 512M 巨、 1G 巨、 2G 目、 4GB 

SDCF 目シ IJ- ズ （Type n) 300MB 

SDCF2 巨シ U — ズ (Type E ) 256MB 

SDCFH シ U - ズ （Ultra n) 256 M 目、 512 M 目、 1 G 目、 2 G 目、 4 G 目、 8 GB 

SDCFX シ U _ ズ （ Extreme 皿） 1 G 目、 2 G 巨、 4 G 巨 


• LEXAR MEDIA 社製コンパクトフラッシュカード： 


エント U - シ U - ズ 128 M 目、 

八イスピード 40 X WA シ U - ズ 256 M 目、 
プ□フェツシヨナル 80 X 
WA シ U - ズ 512 M 目、 

プ□フェツシヨナル 40 X 
WA シ U —ズ 8 GB 

プ□フェツシヨナル 80 X 
WA LockTight シ U - ズ 512 M 目、 


256 MB 、512 MB 
512 M 目、 1 G 巨 


1 G 巨、 2 G 巨、 4 G 巨 


2 G 巨 


• マイク□ドライブ： 



1 


ア 

ク 

セ 

ヴ 

U 
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DSCM -11000 

1 GB 

3 K 4-2 

2 G 巨 

3 K 4-4 

4 GB 

3 K 6 

6 G 巨 

※上記メモ U —カードの機能、 

動作の詳細、動作保証などについては、メモリー 


カードメーカーにご相談ください。その他のメーカー製のメモ U —力ードにつ 
さましては、動作の保証はいたしかねます。 

^ メモリーカード使用上の注意 

-カメラの使用直後にはメモ U —カードび熱くなっている場合びありますので、ごを 
意ください。 

-未使用のメモ IJ 一力ードや、パソコンなどでカメラ切がのデータを保存-削除した 
メモ IJ ーカードは、必ずカメラでフオーマット（初期化）してからご使用ください。 

-メモ IJ 一力ードのフオーマット中は、絶対にカメラからカードを取り出さないでく 
ださい。カードび使用でさなくなることびあります。 

•メモリーカードへ記録•削除び行われているときや、パソコンとの通信時には、のこと 
は行わないで<ださい。記録されているデータの破損やカードの故障の原因となります。 

-カードの着脱をする -カメラの電源を日 FF にする 

-バッテ IJ 一を 取り出す - AC アダプターを抜く 

-端テ部に手や金属を触れないでください。 

-メモ U —カードに無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 
•曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 





カゾラとレンズのお手入れ 


保管について 

長期間カメラを使用しないとさは、必ずバッテ U —を取り出しておい 
てください。バッテ U —を取り出す前には、カメラの電源スイッチび 
日 FF になっていることを確認してください。 

カメラを保管するとさは、下記のような場所は避けてください。 

• 換気の悪い場所や湿度び 60% をこえる場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
• 温度び己 crcLu 上、または一] crci ; (下の場所 


ク U —ニングについて 


カメラ本体 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏い、柔らかい乾いた布で軽くおさ 
ます。海辺でカメラを使った後は、砂や塩を真水で湿らせた布で 
軽くおさ取り、よく乾かします。 

ごを意：カメラ内部にゴミやほこり、砂などび入りこむと故障の 
原因となりまず。この場合、当社の保証の対象がとなりまずので 
ごを意ください。 

レンズ/ 

ミラー/ 

ファインダー 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで仏います。スプレー吿式のブ□アー 
の場合は、ちを傾けずにお使いください（中の液体び気化されずに 
吹さ出し、レンズ-ミラー-ファインダーを傷つける恐れびあり 
ます)。指紋や油脂などのミちれは、柔らかい布にレンズク IJ ーナー 
を少量付けて、ガラスを傷つけないよラにを意しておさます。 

液晶 モニター 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで仏います。指紋や油脂などの巧れ 
は、表面を柔らかい布かセーム革で軽くおさ取ります。強く拭く 
と、破損や故障の原因となることびあるのでご注意ください。 


巧液晶モニターが破損したとまのご注意 

液晶モニターび破損した場合は、ガラスの破片でけびをしないよラにご注意くださ 
い。また、液晶び皮膚や□、目に付かないよラにご注意ください。 


付録カゾラとレンズのお手入れ 



巧表示パネルのおるさの変動についてのご注意 

まれに、ブ□アーや布から起さた静電気で、表示パネルび明るくなったり暗くなった 
りすることびありますび、故障ではありません。すぐに通常の状態に戻ります。 297 







ローパスフイルターのお手入れ 

撮像素テの表面にある□ーパス フイ ルターに u ミやほこりび付いてい 
ると、画像に影び写り込むことびあります。□ーパス フイ ルターはじ I 
下の手順でク U —ニングすることびでさますび、非常に傷つさやすい 
ため、 ニコン サービスセンターにク U —ニ ングをお申し付けくださる 
ことをおすすめします。 

作業中のバッテ U - 切れを防ぐため、フル充電したバッテ U —、または別売 
の AC アダプター EH -6 をお使いください。 

セットアップメニュー画面 
( P .183) から 「クリーニングが 
ラーアップ」 を選択し、マルチセ 
レクターの►を押します。 

• 「ク U —ニングミラーアップ」の設 
定画面^び表示されます。 

※バッテ U —残量表示びし U 下の場合、および単3形電池を電源として 
MB - D 200 (別売）を装着している場合や、多重露出による撮影中はこのメニュー項 
目は操作でさません。 

再度マルチセレクターの►を押 
すと、ク U —ニング S ラーアップ 
の待機状態になります。 

• この状態では、液晶モニターに 
「シャッターボタンを押すと、ミラー 
び上びりシャッターび開さます。終 
了するには、カメラの電源スイッチ 
を日 FF にします。」と表示されるほ 

か、表示パネルに-— 

び、ファインダー内表示に 

- —び表示されます。 

• ク U —ニングミラーアップの待機状態 
をキャンセルするには、カメラの電源 
スイッチを日 FF にしてください。 




付録カゾラとレンズのお手入れ 
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3 シャッターボタンを押し込みます。 

• ミラーび上びり、シャッターび開 
いた状態になります。 

このとさ、表示パネルは 
— -- の点滅となります。 
フアインダー内の表示は消なします。 



4 □ーパスフィルターに光び当た 

るようにカメラを持ち、ゴミやほ 
こりび付いていないかどうかを 
点検します。 

• 3ミやほこりび付いていない場合は、 
ステップ6にお進みください。 



5 


□ーパスフィルターに付いたゴミ 

やほこりをブ□アーで仏います。 

• ブラシの付いていないブ□アーを 
ご使用ください。ブラシで□ーパ 
スフィルターの表面に傷び付くこ 
とびあります。 

• ブ□アーで取り除けないミちれびある 
場合は、ニコンヴービスセンター 
にク U —ニングをお申し付けくださ 
し、絶対に、手でこすったり、巧で 
おさ取ったりしないでください。 


付録カゾラとレンズのお手入れ 
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6 カメラの電源スイッチを OFF にし、付属のボディーキヤッ 

プをつけます。 

• ミラーび下びり、シャッター幕び閉じます。 


田作業中のシャッター幕の破損を防<ために 

カメラのシャッター幕は非常に破損しやすい部品です。シャッター幕は、カメラに 
電源の供給びなくなると、自動的に閉じる構造になっております。作業中に不意に 
シャッター幕び閉じて破損することを防ぐために、次の点にごを意ください。 

• 作業中に電源を日 FF にしないでください。 

•作業中にバッテ U —を取り出さないでください。また、別売の AC アダプター 
EH -6 を使用する場合は、作業中に AC アダプターを抜かないでください。 

•ミラーアップ中にバッテ IJ 一の残量び少なくなった場合、電子音び鳴り、 AF 補助 
光び点滅してお知らせします。約2分経過するとシャッター幕び開じてミラーびダ 
ウンしますので、ただちに作業を終了してください。 

巧撮像素子表面ゴミ付着についてのごま意 

ニコンデジタルカメラは撮像素テ表面に付着する 3' ミについて、当社の品質基準に基 
づいて製造、出荷しています。しかし、 D 2 日日はレンズ交換方式のため、レンズ交換 
の際にカメラ内に 3' ミび入り込むことびあり、撮影条件によっては、撮像素テ表面に 
付着したゴミび写り込む場合びあります。カメラ内への 3' ミの侵入を防止するため、 
ほこりの多い場所でのレンズ交換は避け、レンズを外してカメラを保管するとさは、 
必ず付属のボディーキャップを装着してください。その際、ボディーキャップの 3' ミ 
わ必ず除去して<ださい。撮像素テ表面に付着したゴミは、上記の手順でク IJ ーニン 
グしていただくか、ニコンサービスセンターにク IJ 一ニングをお申し付けください。 
なお、 3' ミの写り込みは、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.4 似降）や画像加エアプ 
U ケーシヨンなどで修正でさます。 


巧定期点検、 オーバーホールの おすすめ 

カメラは精密機械ですので、 ] 〜2年に]度は定期点検を、3〜已年に]度はオーバー 
ホールされることをおすすめします（有料)。 

• とくに業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• より安/こ\してご愛用いただけるよう、お使いのレンズやスピードライトなどを併せ 
294 て点検依頼されることをおすすめします。 
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カゾラと付属品の取0扱い上のごミま意 


カメラとレンズの取0扱い上のごを意 


参強いショックを与えないでください 

カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしな 
いよラにごを意<ださい。強い衝撃や振動を加 
えると、破損したり精密に調整された部分に悪 
影響を及ぼします。 

参かにめ！5さないでください 

カメラは水にめらさないよラにごを意くださ 
い。カメラ内部に水滴び入ったりすると部品び 
さびついてしまい、修理費用び高額になるだけ 
でな<、修理不能になることびあります。 

参急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激 
に暖かいところや、その逆になるところ）に力 
メラを持ち込むと、カメラ内外に水滴び生じ、 
故障の原因となります。カメラをバッグやビ 
ニール袋などに入れて、周囲の温度になじませ 
てからお使い < ださい。 

参強い電波や磁気の発生する場所で撮影 
しないで<ださい 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲 
や、強い静電気の周囲では、記録データび消滅 
したり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラび 
正常に機能しない場合びあります。 

参長時間、太陽に向けて撮影または放置 
しないで<ださい 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮 
影したり、放置したりしないでください。過度 
の光照射は撮像素テの漲色-焼さつさを起こす 
恐れびあります。また、その際撮影された画像 
に、真っ白くにじみび生じることびあります。 
参カメラ本体のお手入れについて 
カメラ本体のお手入れの際は、ブ□アーでゴ三 
やホコ U を軽<吹さ仏ってから、乾いた柔らか 
い布で軽<拭いて<ださい。特に、海辺で使っ 
た後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布 
で塩分を拭を取ってから、乾いた柔らかい巧で 
軽く拭いて乾かしてください。まれに、ブラシ 
などで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表 
示パネルび点打したり、黒<変色したりするこ 
とびありますび、故障ではありません。しばら 
くすると元に戻ります。 


•ミラーやレンズの手入れ方法について 

三ラーやレンズは傷び付さやすいので、コや 
ホコ U び付いているとさは、ブ□アーで軽<吹 
さ払う程度にしてください。なお、スプレー宙 
方式のブ□アーの場合、スプレー宙を傾けずに 
ご使用<ださい（中の液体び気化されずに吹さ 
出し、ミラーやレンズを傷つける場合びありま 
す)。レンズに万一指紋などび付いてしまった場 
合は、柔らかい清潔な巧に市販のレンズクリー 
ナーを少量湿らせて、軽<拭さ取って<ださい。 

参□ーパスフィルターの手入れち法について 

□ ーノ くスフィ ルターの ク U —ニングのち法につ 
いては P .292 をご覧ください。 

参レンズの信号接点について 

レンズの信号接点を巧さないよラにごを意<だ 
さい。 

参シャッター幕に触れないでください 

シャッター幕は非常に薄いため、押さえたり、 
突いたり、ブ□アーなどで強く吹くなどは、絶 
巧にしないで<ださい。傷や変形、破損などの 
原因となります。 

参風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥 
した場所を選んでカメラを保管して<ださい。 
ナフタ U ンや障脳の入ったタンスの中、磁気を 
発生する器具のそば、極度に高温となる夏季の 
車内、使用しているス I -ーブの前などにカメラ 
を置かないで<ださい。故障の原因になります。 

•長期間使用しないとさは、バッテリー 
を取り出し、乾燥剤と一緒に保管して 
<ださい 

カメラを長期間使用しないとさは、バッテリー 
の液漏れなどからカメラを保護するために、必 
ずカメラからバッテ U —を取り出しておいてく 
ださい。保管する際は、カメラをポ U エチレン 
袋などに乾燥剤と一緒に入れてお<とより安全 
です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れる 
と、変質することびありますので避けてくださ 
い。バッテリーは高温、多湿となる場所を避け 
て保管して<ださい。乾燥剤（シ U カゲル）は 
湿気を吸ラと効力びな<なるので、とさどを交 
換してください。カメラを長期間使用しないま 
ま放置しておくと、カビや故障の原因となるこ 
とびあるので、月に一度を目安にバッテリーを 
入れ、カメラを操作することをおすすめします。 


付録カゾラと付属品の取〇扱5上のごま意 
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参バッテリーや AC アダプターを取り外 
すとさは、必ずカメラの電源を日 FF 
にしてください 

カメラの電源び ON の状態で、バッテ U —の取 
り出しや AC アダプターの 取り外しを行ラと、 
故障の原因となります。特に撮影中や記録デー 
夕の削除中に前記の操作は行わないでください。 

♦液晶 モニター について 

• 液晶モニターの特性上、常時点打あるいは非 
点打の画素び一部存在することびありますび、 
故障ではありません。予めご了承ください。 
また、記録される画像には影響ありません。 

• 屋外では曰差しの加減で液晶モニターび見え 
にくい場合びあります。 


. 液晶モニター表面を強<こすったり、強<押 
したりしないで<ださい。液晶モニターの故 
障やトラブルの原因になります。わしホコ1」 
やゴミ等び付着した場合は、ブ□アーで吹さ 
仏ってください。汚れびひどいとさは、柔ら 
かい巧やセーム革等で輕 < 拭さ取って < ださ 
し、万一、液晶モニターび破損した場合、ガ 
ラスの破片などでケガをするおそれびあるの 
で充分ごを意<ださい。中の液晶び皮膚や目 
に付着したり、□に入ったりしないよラ、充 
分ごま意 < ださい。 

• カメラをご使用にならない場合や持ち運ぶ場 
合は、巧れ、傷を防ぐため液晶 モニターに 付 
属の モニターカバーを 取り付けて<ださい。 


バッテリーの取0扱いについて 

参接点のミちれについて 

バッテ I 」一の接点び巧れている場合は、乾いた 
巧などで拭いて<ださい。 

•バッテリーに関する使用上のごを意 

バッテ U —の使用ち法を誤ると液漏れにより製 
品び腐食したり、バッテ U - び破裂したりする 
おそれびあります。次の使用上のを意をお守り 
<ださい。 

• バッテリーはカメラの電源を OFF にしてか 
ら入れて < ださい。 

• バッテ U —を長時間使用した後は、バッテ 
U 一び発熱していることびあるのでごま意く 
ださい。 

• 必ず指定のバッテ U —をお使い<ださい。 

• バッテリーを火の中にお入したり、ショート 
させたり、分解したりしないでください。 

• カメラから取りがしたバッテリーには、必ず 
端テカバーを付けて<ださい。 

参撮影の前にバッテリーをあ5かじめ充 
電してください 

撮影の際は、バッテ U —の充電を行ってくださ 
い。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充 
電されていないので、ごを意ください。 

参予備バッテリーを用意してください 

撮影の際は、充電された予備のバッテリーをご 
用意<ださい。特に、海外の地域によってはバッ 
テ U —の入手び困難な場合びあるので、ごを意 
<ださい。 


参低温時には充分に充電されたバッテ 
リーを使用し、予備のバッテリーを用 
意してください 

低温時に消耗したバッテ1」一を使用すると、力 
メラび作動しない場合びあります。低温時には 
充分に充電されたバッテ U —を使用し、保温し 
た予備のバッテリーを用意して暖めなびら交互 
に使用してください。低温のために一時的に性 
能び低下して使えなかったバッテ U —でも、常 
温に戻ると使える場合びあります。 

参バッテリーの残量について 

電池残量びな < なったバッテ IJ 一をカメラに入 
れたまま、何度も電源の ON / OFF を繰り返 
すと、バッテリーの寿命に影響をおよぼすお 
それびあります。電池残量びな<なったバッテ 
リーは、充電してご使用ください。 

参充電が完了したバッテリーを、続けて 
再充電しないでください 

バッテ I 」一性能び劣化します。 

参バッテリーのリサイクルについて 

充電を繰り返して劣化し使用でさな 
くなったバッテ U —は廃棄せず、再 
利用のためリサイクルにご協力 < だ 
さい。端テにテープなどを貼り付け Li-ion 
て絶縁させてから、 ニコン サービス 
センターや U サイクル協力店へご持参ください。 


鎮 


付録カゾラと付属品の取〇扱5上のごを意 
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と思った s 


カメラの動作びおかしいとさは、ご購入店やニコンサービスセンター 
にお問い合わせになる前に、じ(下の項目をご確認ください。 


表示関連 


症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

ファインダー内びはつ 
さり見えない 

視度調節ダイヤルで調節してください。調節後を見 
え方び不充分な場合は、別売の接眼補助レンズをお 
使いください。 

P .24、 

287 

ファインダー内び暗い 

バッテ IJ 一残量は充分ですか？バッテ U —び入っ 
ていない場合や、入っていてを残量び無い場合は、 
ファインダー内び暗く表示される場合びあります。 

P .9、 

26 

ファインダー内や表示 
パネル、液晶モニター 
の表示び、すぐに消え 
てしま5 

カスタムメニュー c 3 「半 巧しタイマー」、 カスタム 
メニュー C 已「液晶 モニターのパワー オフ」で、表示 
び消えるまでの時間を設定することびでさます。 

P .247 

表示パネルに異常な表 
示び点好したまま、力 
メラび作動しない 

下記の「デジタルカメラの特性について」をご覧くだ 
さい。 

— 

表示パネルやファイン 
ダー内の表示び薄い、 
表示び遅い 

低温や高温のとさは液晶表示の濃度び変わったり、 
応答速度び遅くなる場合びあります。 

— 

ファインダー内にホい 
線や模様び見える 

液晶の特性上、フォーカスエ U アなどから外側に延 
びる細い線び見えたり、フォーカスエ U アを照明す 
るとさにファインダー内びホくなる場合びあります 
び、いずれち故障ではありません。 

— 


巧デジタルカメラの特性についてのご注意 

さわめて希なケースとして、液晶モニターに異常な表示び点なしたまま、カメラび作 
動しなくなることびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入 
したことび考えられます。万一このような状態になった場合は、電源スイッチを 日 FF 
にしてバッテ U —を入れ直し、電源スイッチを 日 N にしてカメラを作動させてみて く 
ださい。その際、カメラを長時間使用していますとバッテ U —び熱くなっていること 
びありますので、取り扱いには充分にご注意ください。 AC アダプターのご使用時は、 
いったんカメラから取り外して再度カメラに取り付け、電源スイッチを 日 N にして 力 
メラを作動させてみてください。また、この操作を行ラことでカメラび作動しなく 
なった状態のとさのデータは、失われるおそれびありますび、すでにメモ IJ ーカード 



故 

障 

か 

な 

7 

と 

思 

〇 


% 



に記録されているデータは失われることはありません。この操作を行ってをカメラに 
不具合び続く場合は、 ニコン サービスセンターにお問い合わせください。 297 













撮影関連 


症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

電源を日 N にしてから、 
撮影でさる状態になる 
までに時間びかかる 

メモ U —力ード内にフォルダーや画像び大量にある 
とさは、ファイル検索のため時間びかかる場合びあ 
0ます。 

— 

シャッターびされない 

• 空さ容量のあるメモ U —カードび入っていますか？ 

• 内蔵フラッシュの充電中はシャッターびされませ 
ん。 

• ピント表示参は点灯していますか？ 

• G タイプレンズじ(外の CPU レンズを装着している 
場合は、レンズの絞り U ングを最小絞り（をっとち 
大さい数値）に設定しないとシャッターびされませ 
ん。カスタムメニュー f 5 「コマンドダイヤル設定」 
の 「サブコマンドダイヤルでの絞0値設定」 を 「し 
ない（絞0リングで設定)」 に設定するとレンズの絞 
り環で絞り値を設定でさます。 

• 露出モード/ 1 でシャッタースピードを bu L と, に 
設定し、そのまま露出モードを S に変更した場合 
は、シャッタースピードを再設定してから撮影して 
<ださい。 

P .26 

P .123 

P .30 

P .103、 

271、 

278 

P .1 04、 
108 

ファインダーで見た 
視野と、撮影される画 
像の範囲び違ラ 

このカメラのファインダー視野率は上下左ちとち 
約9已％です。このため、ファインダーで見た視野よ 
りち、やや広い範囲び撮影されます。 

P .319 

ピントび合わない 

• マニュアルフォーカスになっていませんか？ 
オートフォーカスで撮影するには、フォーカスモー 
ドダイヤルを S ( AF-S :シングル AF ヴーボ）また 
はじ （ AF-C ;コンティニュアス AF ヴーボ）にセッ 
卜して < ださい。 

• じ(下のよラな被写体では、オートフォーカスではピ 
ントび合わせづらい場合びあります。マニュアル 
フォーカス、フォーカス□ックを利用して撮影して 
ください。 

明暗差びはっさりしない/遠くのをのと近くのち 
のび混在する/連続した繰り返しパターン/輝度 
差び著し<異なる/背景に対して主要被写体びル 
さい/絵柄び細かい 

P .84 

P .93、 

97 

設定でさるシャッター 
スピードの範囲び狭い 

フラッシュ撮影時は、シャッタースピードび制限さ 
れます。フラッシュ撮影時の同調シャッタースピー 
ドは、カスタムメニュー e ] 「フラッシュ 撮影 時の 同 
調速度」で、]/2已日〜]/6日秒の範囲で設定でさま 
す。「1/250 (才ート FP )」 に設定して、スピードラ 
イト（月 IJ 売） S 巨-800、 S 巨-600、 S 巨 - R 200を使 
用すると、全シャッタースピードに同調可能なオー 
卜 FP 八イスピードシンク □ び可能です。 

P .123、 

2已3 


付録故障かな？と思つた5 















症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

シャッターボタンを半 

フオーカスモードダイヤルび C ( AF-C :コンティニュ 

P .84、 

94 

押ししてを、フオーカ 

アス AF ヴーボ）にセッ ト されている場合、©ボタン 

スび□ックされない 

を押してフォーカスを□ックして < ださい。 

画像サイズび変更でさ 

「画質 モード」 び 「 RAW 」 のとさは、画像サイズを変 

P .41 

ない 

要でさません。 


•フォーカスエリアロックレバーび L (□ック）の位 

P .86 


置になっていませんか？ 

• AF エ U アモードび至近 優先 ダイナ三ック AF モー 

P .89 

フオーカスエ U アを選 
択でさない 

ドのときは、選択でさません。 

• 液晶モニターび点灯していませんか？液晶モニ 

P .86 

ターの点な中はフォーカスエ U アを選択でさません。 

. 半押しタイマーびされていませんか？フォーカスエ 

P .2 已 



U アを選択するには、シャッターボタンを半押しし 
て半押しタイマーを作動させてください。 


画像の記録に時間びか 

撮影メニュー「長砂時 ノイズ 除去」び「する」になっ 

P .208 

かる 

ていませんか？ 


•旧日感度び高くなっていませんか？旧日 4 日日し U 上 

P .48、 


の高感度で撮影する場合、撮影メニュー 「高感度ノ 
イズ除去」 を 「しない」 しソ外に設定すれば、ざらつ 

209 

画像びざらつ< 

さを軽減でさます。 

• シャッタースピードび約 8 秒よりち低速な場合は、 

P .208 


ノイズび発生しやすくなります。撮影メニュー「長 
砂特 ノイズ 除去」を「する」にして撮影すれば、ざ 
らつさを軽減でさます。 



•次の場合、 AF 補助光は発光しません。 



. フオーカスモードダイヤルび C ( AF - C : コンティ 
ニュアス AF ヴーボ）にセッ ト されている場合 

P .84 


-シングルエ U ア AF またはダイナミック AF 時に 
中央し U 外のフォーカスエ U アび選択された場合 

P .88 


•グループダイナ三ック AF 時、中央し U 外のグルー 

P .89、 


プ選択されているか、カスタムメニュー a 4 「グ 

233 

AF 補助光ランプび光ら 

ループダイナ三ック AF 」 び「至近優先」に設定 


ない 

された場合 



• カスタムメニュー a 9 「内蔵 AF 補助光」び 「 OFF 」 

P .238 


になっていませんか？ 

•AF 補助光ランプを連続して使うと、保護機能び働 



いて一時的に点好び制限されます。少し時間をおく 
と再び点打するよラになります。また、短時間に何 
回ち使うと、 AF 補助光ランプび熱くなることびあ 
るのでごミち意ください。 


画像に 3 三び写り込む 

• レンズびミちれていませんか？ 

• □ーパスフィルターに 3 三び付着していませんか？ 

P .291 

P .292 


付録故障かな？と思つた 6 
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症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

画像の色合いびおかし 
い 

• ホワイトバランスは正しく設定されていますか？ 

. 撮影メニュー 「仕上が 0 設定」 は正しく設定されて 
いますか？ 

P.51 
P.7 已 

ホワイトバランスのプ 
U セットデータび取得 
でさない 

被写体び明るすざるか、暗すざます。 

P. 已 9 

ホワイトバランスのプ 
IJ セットデータとして 
設定でさない画像びあ 
る 

D2 日日 1 ソ外のカメラで撮影した画像は、プリセット 
データとして設定することはでさません。 

P.67 

ホワイトバランス 
(W 巨）ブラケティング 
撮影びでさない 

•画質モードび 「 RAW」、「RAW + FINE」、「RAW 
+ NORMAL].「RAW + BASIC 」 の場合、ホワ 

イトバランスブラケティング撮影はでさません。 

• ホワイトバランスを因（色温度設定）または PRE 
(プリセット）に設定している場合、ホワイトバラ 
ンスブラケティング撮影はでさません。 

• ホワイトバランスブラケティングと多重露出によ 
る撮影を同時に行ラことはでさません。 

P.41、 

74 

P. 己] 

P.136 

仕上びり設定の効果び 
安定しない 

「仕上が 0 設定」 の 「カスタマイズ」 で、各項目を個別 
に設定してください。その際、 「輪郭強調」、 「階 調補 
正」、「彩度設定」 は 「オート」 し U 外にしてください。 

P.77 

測光モードび変更でさ 
ない 

AE □ ック中は測光モードを変更でさません。 

P.1 12 

露出補正びでさない 

露出モードび/"!の場合、露出補正はでさません。 

P.1 13 

連続撮影でさない 

内蔵フラッシュびポップアップしているとさは、連 
続撮影でさません。 

P.121 


再生関連 


癌げ 

ここをご確認ください 

ページ 

RAW 画像び表示され 
ない 

画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL 」、 
「RAW + BAS に」 にして撮影した画像は、 JPEG 画像 
しか再生されません。 

P.41 

すべての画像び表示さ 
れない 

再生メニュー 「再生フォルダー設定」 を 「全てのフォ 

ルタ' 一」にしてください。 

P.2] 已 


付録故障かな？と思つた5 
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症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 


• 再生メニュー「縦位置自動回転」び「しない」になっ 

P .22 已 


ていませんか？ 

•セットアップメニュー「縦横 位置情報の 記録」び「記 

P .190 

画像の縦位置-横位置 

録しない」 になっていませんか？ 


び正し<表示されない 

•連続撮影したとさの縦横位置は、最初の]コマを撮 

P .39 


影した構図で固定されます。 

• カメラを上向さ-下向さにして撮影すると、姿勢情 

P .190 


報び正し < 得られない場合びあります。 


画像び削除でさない 

画像にプ□テクトび設定されていませんか？ 

P .16 已 

「撮影画像びありませ 
ん」と表示される 

メモ U —力ードを交換直後に画像を再生するとさは、 
再生メニュー 「再生フォルダー 設定」を 「全てのフォ 

ルタ' 一」にしてください。 

P .2] 已 

プ U ント指定びでさない 

メモ U —力ードの空さ容量び不足していませんか？ 

P .220 

ダイレクトプ IJ ントび 

セットアップメニュー 「USB 設定」び rPTPJ になっ 

P .176、 

でさない 

ていますか？ 

193 

RAW 画像をプ U ント 
でさない 

RAW 画像はパソコンに転送してから、付属ソフト 
ウェアや Nikon Capture 4 ( Ver . 4.4 しソ降）などの 
ソフトウェアを使ってプ U ントしてください。 

P .41、 

169 

画像びテレビに映らない 

セットアップメニュー「ビデオ出力」び正しく設定さ 
れていますか？ 

P .186 

画像をパソコンに転送 

セットアップメニュー 「USB 設定」 び正しく設定さ 

P .169、 

でさない 

れていますか？ 

193 

ニコンキヤプチヤーの 
カメラコント□ール機 
能び使えない 

セットアップメニュー 「USB 設定」び rPTPJ になっ 
ていますか？ 

P .170、 

193 


その他 


症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

撮影曰時び正し<表示 
されない 

カメラの内蔵時計は合っていますか？ カメラの内 
蔵時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は高く 
ないので、定期的に曰時設定を行ラことをおすすめ 
します。 

P .1 已、 
187 

表示されているメ 
ニュー項目び選択でさ 
ない 

一部のメニュー項目は、使用しているアクセヴリー 
の有無などによって選択でさない場合びあります。 
•セットアップメニュー 「力ードフオーマット」 と再 
生メニューの全項目は、メモ U —カードびカメラに 
挿入されている場合のみ選択でさます。 

•セットアップメニュー「電池 チェック」 は電源 
に別売 AC アダプター EH -6 を使用している場合 
や、単3形電池を挿入した別売バッテ U —パック 
M 巨 - D 2 日日を装着している場合、選択できません。 

— 


付録故障かな？と思つた6 
























警告メッセージ 


表示パネル、ファインダー、液晶モニターに表示される警告メッセー 
ジの意味は liTF の通りです。 


表示パネル 

ファインダ- 

原因 

対処方法 

ぺージ 

fee 

(点滅） 

fEE 

(点 i ) 

レンズの絞0 U ング 
び最小絞りになって 
いません。 

レンズの絞り U ングを最小絞り 
にしてください。 

P .1 1 

し苗 

( C=B 

バッテ IJ 一 残量び残 
りわずかです。 

バッテ U —交換の準備をしてく 
ださい。 

P .26 

し苗 

(点滅） 

(点滅） 

-バッテ U —び消耗 
しています。 

-バッテ U —との情 
報通信びでさませ 
ん。 

-バッテ U —を交換してくださ 
い。 

-このバッテ U —は使用でさま 
せん。 

P .26 

P .13 

(点滅） 

— 

内蔵時計の曰時び設 
定されていません。 

曰時を設定してください。 

P .1 已、 
187 

JF 

JF 

開放絞りからの絞り段 
数び表示されていま 
す。非 CPU レンズび 
装着されているか、ま 
たはレンズび装着され 
ていない状態で、レン 
ズの開放絞り値び設定 
されていません。 

レンズの開放絞り値を設定する 
と、レンズの絞り値び表示され 
ます。 

P .148 

— 

参 

(点滅） 

オートフォーカスで 
ピント合わせびでさ 
ません。 

マニュアル（手動）でピント合 
わせを行ってください。 

P .98 

H 1 

hi 1 

被写体び明るすざて 
カメラの制御範囲を 
超えています。 

-に日]日日よりち高感度の場 
合、に日感度を低感度に設定 
して < ださい。 

• P モード時は ND (光量調節 
用フィルター）を使用してく 
ださい（5、 円 モード時に下 
記の操作を行ってち警告表示 
び消えない場合ち同様に対応 
して < ださい)。 

• 5モード時はシャッタース 
ピードをより高速側にセット 
して < ださい。 

• A モード時はより大さい数値 
の絞0にしてください。 

P .48 

P .288 

P .104 

P .106 


付録警告乂ツセ—ジ 
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表示パネル 

ファインダ- 

原因 

対処方法 

ぺージ 

io 

ici 

被写体び暗すざて、 
カメラの制御範囲を 
超えています。 

- 旧日 16 日日 未満であれば、 
に 日 感度を高感度に設定し直 
してください。 

. P モード時はフラッシュを使 
用して<ださい（5、 A モー 
ド時に下記の操作を行ってを 
警告表示び消えない場合ち同 
様に対応してください)。 

• 5 モード時はシャッタース 
ピードをより低速側にセット 
してください。 

•月 モード時はより小さい数値 
の絞りにしてください。 

P .48 

P .120 

P .104 

P .106 

bu L b 

(点滅） 

bu L b 

(点滅） 

5 モード時にシャツ 
タースピードび 
bu i b にセツトされ 
ています。 

tiu L b し U 外のシャッタース 
ピードにセットするか、 け モー 
ドにセットしてください。 

P .1 04、 
108 

□ 

(点滅） 

ち 

(点滅） 

i - TTL 調光に対応して 
いないスピードライ 
卜（別売）を TTL モー 
ドにセツ 卜していま 
す。 

TTL モードし U 外のモードに 
セットしてください。 

P .283 

h u L L 
0 

(点滅） 

F u i 

(点滅） 

-画像を記録する空 
さ容量びありませ 

•カメラび扱える 
ファイル数をオー 
バーしています。 

-カードに記録されている画像 
を削除して、カードに画像 
ファイルび保存可能な状態に 
してください。必要な画像は 
パソコンなどに転送してバッ 
クアップしてください。 

•新しいカードに交換してくだ 
さい。 

P .213 

P .20 

卜り 

m (点滅） 

/ [•り 

メモ IJ ー カードび 
入っていないか、正 
し<セツトされてい 
ません。 

メモ U —力ードを正しくセッ 
卜してください。 

P .20 
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表示パネル 

ファインダ- 

原因 

対処方法 

ぺージ 

E r r 

て庶威） 

E r r 

て庶威） 

撮影中に何らかの異 
常を検出しました。 

再度シャッターボタンを押し 
て <ださい。この操作で警告表 
示び解除されなかったり、頻繁 
に警告び表示される場合は、 二 
コン サービス センターにご相 
談ください。 

P .329 


液晶 

モニター 

表示パネル/ 
ファインダー 

原因 

対処方法 

ぺージ 

カードび 

入って 

いません 

卜り/ 

S (点滅)、 

[•り 

メモ U — カードび 
入っていないか、正 
し<セツトされてい 
ません。 

メモ U —カードを正しくセッ 
卜してください。 

P .20 

この 

カードは 
使用でき 
ません 

に馴 

(点滅）/ 

に•用 

(点滅） 

-メモ U - 力ードへ 
のアクセス異常で 
す。 

-新規フォルダーび 
作成でさません。 

• D 2 日日用のメモ IJ ーカード 
であるかどうかを確認して 
ください。 

-メモ U —力ードびこわれて 
いる可能性びあります。二 
コンサービスセンターまで 
ご連絡願います。 

-カードに記録されている画 
像を削除して、カードに画 
像ファイルび保存可能な状 
態にしてください。必要な 
画像はパソコンなどに転送 
してバックアップしてくだ 
さい。 

•新しいカードに交換してく 
ださい。 

P .290 

P .329 

P .169、 

213 

P .20 

力ードびネリ 
期化されて 
いません。 
フオ ー7 ツ 
卜して < だ 
さい 

(再生ボタ 
ン ® を 
押したと 
さのみ） 

( For ) 

(点滅）/ 

( For ) 

し庶威） 

メモ U —カードび正 
しくフオーマツトさ 
れていません。 

-メモ U —力ードのフオー 
マットを行ってください。 
•正しくフオーマットされた 
メモ U —力ードに交換して 
ください。 

P .20、 

21 
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液晶 

モニター 

表示パネル/ 
フアインダー 

原因 

対処方法 

ぺージ 

撮影画像 
びありま 
せん 

-/- 

• 撮影画像びありま 
せん。 

•再生するフオル 
ダーの指定に問題 
びあ0ます。 

-画像び記録されているメモ 
U —カードを入れてくださ 
い。 

• 再生メニューの 「再生フォ 
ルタ’一設定」 で、表示可能 
な画像びあるフォルダーを 
選択してください。 

P .20 

P .2] 已 

全て 
非表お 
でず 

一/一 

記録されている画像 
び非表示設定されて 
いるために表示され 
ません。 

再生メニュー画面の「非表示 
設定」で、画像の非表示設定 
を解除してください。 

P .218 

この 

ファイル 
は表示で 
をません 

-/- 

• アプリケーション 
ソフトで編集され 
た画像や DCF 規格 
外の画像ファイル 
のため再生でさま 
せん。 

• 画像ファイルに異 
常びあるため再生 
でさません。 

アプ U ケーシヨンソフトで編 
集された画像を上書さ保存し 
ないで < ださい。 

— 
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資料集 


この 「資料集」では、次の表や、グラフ、一覧を掲載しています。 


このカメラの準拠規格 

P .306 

画質 モード. 画像サイズと記録.連続撮影可能コマ数 

P .307 

ホワイトバランスの各微調整値に対ずる色温度 

P .309 

撮影コマ数と補正ステップの組み合わせ (WB ブラケティング時） 

P .310 

プ□グラム線図 

P .31 1 

撮影コマ数と補正ステップの組み合わせ 

(AE •フラッシュ、 AE、 フラッシュブラケティング時） 

P .312 

内蔵フラッシュの調光範囲（光の届く範囲）と限巧絞り値 

P .316 

内蔵フラッシュに使用可能なレンズ 

P .317 


このカメラの準拠規格 

• Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 2.0 :备社のデジタルカ 
メラで記録された画像ファイルを相互に利用し合ラための記録形式です。 

- DP 0 F (Digital Print Order Format ) :デジタルカメラで撮影した画像をプ U ン 
トショップや家庭用プ U ンターで自動プ IJ ントするための記録フオー マツ トです。 
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• Exif Version 2.21 : (Exif 二 Exchan 旨 eable image file format for digital still 
cameras ) :デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化し、高品質なプ U ント出力 
を簡単に得ることを目指した規格です。この規格に対応したプ U ンターをお使いに 
なると、撮影時のカメラ情報をいかして最適なプ U ント出力を得ることびでさます。 
詳しくはプ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

- PictBridge :デジタルカメラとプ U ンターメーカーの各社び相互接続を保証するも 
ので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずプ U ンターで直接印刷するための 
標準規格です。 
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画質モード-画像サイズと記録-連続撮影可能コマ数 （ P .41、46) 

撮影された画像のファイルサイズは、画質モードと画像サイズによっ 
て決定されます。そのため、メモ U —カードに記録でさる画像のコマ 
数は画質モードと画像サイズの組み合わせによって変化します 。] GB 
のメモ U —力ードで記録でさるコマ数、および連続で撮影でさるコマ 
数は、それぞれの設定で下のようになります （ SanDisk 社製メモ U — 
力ード SDCFX シ U - ズ （ Extreme の）の場合)。 


画質モード 

画像 

サイズ 

1 コ 7 あたりの 
ファイルサイズ 

記録可能 
コマ数※1 

連続撮影可能 
コマ 数※1、 《2 

RAW (非圧縮） + FINE "^3 

L※4 

約 20.7 MB 

44 コ 7 

約] 9 コマ 


約] 8.6M 巨 

49 コ 7 

約] 9 コマ 


約] 7.1 MB 

己己コ 7 

約] 9 コマ 

RAW (圧縮） +FINE《3 

L※4 

※曰 

約 

約 2 日コマ 


※曰 

の 

約 2 日コマ 

S《4 

※己 


約 2 日コマ 

RAW (非圧縮） +N0RMAL《3 

L※4 

約] 8.3M 巨 

己日コ 7 

約] 9 コマ 

M《4 

約] 7.2M 巨 

己 4 コ 7 

約] 9 コマ 

S《4 

約] 目. 5M 巨 

己 7 コ 7 

約] 9 コマ 

RAW (圧縮） +N0RMAL《3 

L《4 

※己 

約 

約 2 日コマ 

M《4 

※己 

《7 

約 2 日コマ 

S《4 

※己 

約 

約 2 日コマ 

RAW (非圧縮）+ BAS に※ 3 

L《4 

約] 7.1 MB 

己 5 コ 7 

約] 9 コマ 

M《4 

約] 目. 5MB 

己 7 コ 7 

約] 9 コマ 

S《4 

約] 6.2M 日 

58 コ 7 

約] 9 コマ 

RAW (圧縮）+ BAS に※ 3 

L《4 

※己 

約 

約 2 日コマ 

M 《4 

※己 

約 

約 2 日コマ 

S《4 

※曰 

約 

約 2 日コマ 

RAW 

非圧縮 

— 

約] 5.8MB 

6 日コ 7 

約 22 コマ 

圧縮 

— 

《6 

の 

約 23 コマ 
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画質モード 

画像 

サイズ 

1 コ 7 あたりの 
ファイルサイズ 

記録可能 
コマ数※1 

連続撮影可能 
コマ 数※ 1、 《2 

FINE 《3 

L 

約 4.8 M 日 

] 目 7 コ 7 

約37 コマ※ 8 

M 

約 2.7 M 日 

294 コ 7 

約 己目コマ^ 8 

S 

約 1.2 M 日 

6 己日コ 7 

約74コザ S 

N 0 RMAL 《3 

L 

約 2.4 M 日 

332 コ 7 

約 己 4 コマ^8 

M 

約 1.4 M 日 

己 78 コ 7 

約74コザ 8 

S 

約 日. 63 M 日 

] 2 日日コ 7 

約7 目コマ※8 

BAS に※ 3 

L 

約 1.2 M 日 

目己日コ 7 

約 己 7 コマ^8 

M 

約 日. 7 M 目 

]] 日日コ 7 

約75 コマ※ S 

S 

約 日. 33 M 日 

2200 コマ 

約7 目コマ ※ S 


カードの種類や撮影条件により、コマ数は増減することびあります。 

《2 IS 日感度び]日日の場合の数値です。連続撮影可能コマ数は次のような場合、減 
少します。 

-撮影メニューの 「 JPEG 圧縮」を「画質優先」に設定して JPEG 画像を撮影し 
た場合 

-高感度ノイズ除去び機能した場合 

-撮影メニューの「長秒 時ノイズ 除去」を roNj に設定した場合 
《3 ] コマあたりのファイルサイズおよび記録可能コマ数は、撮影メニューの 
「JPEG 圧縮」び 「サイズ 優先」に設定されている場合です。 「JPEG 圧縮」を「画 
質優先」に設定した場合、 JPEG 画像は 「サイズ 優先」設定時に対して最大 約 ]. 8 
倍のファイ>1レサイズになり、その分記録可能コマ数び減少します。 

《4画像サイズは JPEG 画像のみに反映されます。 RAW 画像の画像サイズは指定 
でさません。 

《5 RAW (圧縮）画像と JPEG 画像のファイルサイズの合計になります 。 RAW (圧 
縮）画像は RAW (非圧縮）画像に対して約50%〜目日％のファイルサイズにな 
ります。 

※目 RAW (非圧縮）画像に対して約5日％〜6日％のファイルサイズになります。 

义1 記録可能コマ数表示部に表示されるコマ数は、撮影開始時には RAW の非圧縮 
に設定した場合と同じコマ数で表示されますび、 RAW の非圧縮よりをファイル 
サイズびルさいため、撮影を行ラとコマ数の減少び少なくなり、実際の記録可 
能コマ数は撮影開始時よりを多くなります。 

《8連続撮影可能コマ数び25コマし: Lb の場合、実際の連続撮影可能コマ数にかか 
わらず、連続撮影可能コマ数表示部に r f 5 と表示されます。 
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ホワイトバランスの各微調整値に対する色温度 （ P .55) 


A (オート）1；(外の各ホワイトバランスで微調整を行うと、設定色温度 
は次のように変化します。 



電球 

堂光な^ 

晴天 
(自然光） 

フラッシュ 

曇天 
(自然光） 

晴天曰陰 
(自然光） 

+ 3 

約 2700 K 

約 2700 K 

約 4800 K 

約 4800 K 

約 5400 K 

約 6700 K 

+ 2 

約 280 0 K 

約 300 0 K 

約 4900 K 

約 5000 K 

約 560 0 K 

約 7] 0 0 K 

+ 1 

約 2900 K 

約 3700 に 

約己 000 K 

約己 200 K 

約己 80 0 K 

約 7 己 00 K 

±0 

約 3000 K 

約 4200 K 

約己 200 K 

約己 400 K 

約 6000 K 

約 800 0 K 

-1 

約 3] 00 K 

約己 00 0 K 

約己 300 K 

約己 600 K 

約 6200 K 

約 8400 K 

-2 

約 3200 K 

約 6500 K 

約 5400 K 

約 5800 K 

約 6400 K 

約 8800 K 

-3 

約 3300 K 

約 7200 K 

約 5600 K 

約 6000 K 

約 6600 K 

約 9200 K 


《堂光打モードの場合、他のモードと異なりを様な堂光打に対して I ソ下のよラに選択でさ 
ます。 



色温度 

適した堂光な 

+ 3 

約 270 0 K 

野球場、体育館などのナト IJ ウムなの混合光など 

+ 2 

約 300 0 K 

電球色堂光な 

+ 1 

約 370 0 K 

温白色堂光な 

±0 

約 420 0 K 

白色堂光な 

-1 

約己 000 K 

昼白色堂光な 

-2 

約 6500 K 

昼光色堂光な 

-3 

約 720 0 K 

高色温度の水銀ななど 


• 写真用カラーメーターで測定した色温度値とカメラの設定色温度は 
異なる場合びあります。 
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撮穀コマ数と補正ステップの組み合わせ （ WB ブラケティング時） ( P .72) 
カスタムメこユー e 己 「オートブラケティングのセット」 を 「WB ブラ 
ケティング」 に設定した場合は、次の撮影コマ数と補正ステップびセツ 
卜でさます。 
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表示パネル 

(撮影 コマ数 / 補正ステップ / 

WB ブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

卡がい .ii?. . 

3 

+ ] 段 

+ 1/0/+2 

- 卜がら ‘ -1iV?. . 

3 

+ 2段 

+ 2/0/+ 4 

パリ --l- l- ?. . 

3 

+ 3段 

+ 3/0/+6 

〜がい .?ii ■ ■ 一 - 

3 

-] 段 

-1/-2/0 

-- が ；‘ -1 .?.i.i - 

3 

-2 段 

-2/-4/0 

-3F 3 -1.?* i- i ■- 

3 

一3段 

-3/-6/0 

ずい .i?. . 

2 

+ ] 段 

0/+ 1 

- 卜が •？ -1.i ?. . 

2 

+ 2段 

日/ + 2 

- 卜が 3 -1 .: . . . 

2 

+ 3段 

日/ + 3 

二 1 ■'.?i. . 

2 

-] 段 

0/-1 

— が •？ -1.? i. . 

2 

-2 段 

日/-2 

— が 3 -1-. ?..i. . 

2 

-3 段 

日/-3 

がい . ル . . 

3 

± ] 段 

0/-1/+ 1 

が？ -1 . i?i■ - 

3 

±2 段 

0/-2/+2 

が 3 -1 パ - 

3 

±3 段 

0/-3/ + 3 

• -1- .. . 

5 

± ] 段 

0/-2/-1/+ 1/ + 2 

5 り -1 - 

5 

±2 段 

0/-4/-2/+2/ + 4 

5 り i i 

5 

±3 段 

0/-6/-3/ + 3/ + 6 

1 F 1 ' . iiiliii . . 

7 

± ] 段 

0/-3/-2/-1/ 

+ 1/ + 2/ + 3 

IF 1? ■••l i'i l i'i i**' ■ 

7 

±2 段 

0/-6/-4/-2/ 

+ 2/ + 4/ + G 

IF 3 -1- i. i. i •个 i. i. i - 

7 

±3 段 

0/-9/-6/-3/ 

+ 3/ + 6/ + 9 
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プ□グラム線図 （ P .102) 

次のグラフのプ□グラム線図は、露出モードを P (プ□グラムオート) 


にセツトして撮影する場合の露出制御を表しています。 


F1 

F1.4 

F2 

F2.8 


g F4 

D F5.6 
F8 


F11 

F16 

F22 

F32 


ISO 100、開放絞り fl.4 -最ル絞り f/1 目のレンズ 
(例： AF50mm F1.4D) の場合 

測光範囲： EV 日〜20 


夕’ >ウ乐，、》/、〇^ろ；>^ゎゎへをみみ<^み 
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30"15" 8" 4" 2"1" 2 4 815 3 0 60125 250 500 1 000 2000 4000 80 

(シャッタースピード） 


表示パネル 

(撮影コマ数/補正ステップ/ 

WB ブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

か 1 -1 . iiiiiiili . 

9 

± ] 段 

0/-4/-3/-2/- ]/ 
+ 1/ + 2/ + 3/ + 4 

y トピ 'i i i-i T i'i i i' 

9 

+ 2段 

0/-8/-6/-4/-2/ 
+ 2/ + 4/ + 6/ + 8 

y トニ} : 

9 

±3段 

日/-12/-9/-6/-3/ 
+ 3/ + 6/ + 9/+ 12 
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t 、 みぶ：；；'みゃ 


• 測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、に日10日の場合]61/3を超える EV 値では、すべて 
] 61/3として制御されます。 
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撮影コマ数と補正ステップの組み合わせ 

(AE •フラッシュ、 AE 、 フラッシュブラケティング時） ( P .116) 
カスタムメニュ ー e 日 「才ートブラケティングのセット」 を 「AE • フラッ 
シュブラケティング」、 「AE ブラケティング」、「フラッシュブラケティ 

ング」 に設定した場合は、次の撮影コマ数と補正ステップびセットでさ 
ます（カスムセッティング b 3 「露出設定ステップ幅」 の設定内容により、 
セットでさる補正ステップび異なります)。 

• カスムセッティング b3 r 露出設定ステップ幅」 （P.242) を「1/3段」 
(初期設定）に設定した場合 


表示パネル 

(撮影コマ数/補正ステップ/ 

オー ト ブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

-卜3ミこ CL 3 -1-. iii . . 

3 

+ 1/3段 

+ 0.3/0/+ 0.7 

-卜か LI . 1 卜 . i'i ? . . 

3 

+ 2/3段 

+ 0.7/0/ + 1.3 

-卜が I'.u -1- . . . i . ? . . 

3 

+ ] 段 

+ 1.0/0/+2.0 

— がな3 -1-. Iii . . 

3 

-1/3 段 

-0.3/-0.7/0 

— がな-い . li'i - 

3 

一 2/3段 

-0.7/- 1.3/0 

—が I.C ' . 1*1**! - 

3 

- ] 段 

- 1.0/-2.0/0 

ん?《二 SI .3 -1-. ii . . 

2 

+ 1/3段 

日/ + 0.3 

+ が 0.^ -1 . パ . . 

2 

+ 2/3段 

日/ + 0.7 

ずが 《. s-i パ . . 

2 

+ ] 段 

0/+ 1.0 

-EF 0.3 ■. ?i . . 

2 

-1/3 段 

日/-日. 3 

-EF 111 -1. T i - 

2 

一 2/3 段 

日/- 0.7 

III -1 . ?..i - 

2 

- ] 段 

0/- 1.0 

fiF C.fi .1 . iii . . 

3 

±1/3 段 

日/-日. 3/ + 日. 3 

zIF 0.1 1 . i-T i ....... - 

3 

± 2/3 段 

日/- 0.7/+ 0.7 

BF III ' i-T-i - 

3 

± ] 段 

日/-1.0/+ 1.0 

5 《二な 3 -1 . iiiii . . 

己 

±1/3 段 

0/- 0.7/-0.3 / 

+ 0.3/+ 0.7 

5 F on .1.....ivT i-i - 

5 

+ 2/3 段 

0/- 1.3/-0.7 / 

+ 0.7/+ 1.3 
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表示パネル 

(撮影 コマ数/補正ステップ/ 

オートブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

5F 1.0 | ■- 

己 

± ] 段 

日/- 2 .日/ - 1.0/ 

+ 1.0/+2.0 

1• 卜。 • ゴ -1.iiiiiii. . 

7 

±1/3 段 

0/-1.0 /-0.7/ 
-0.3/+ 0.3 / 

+ 0.7/+ 1.0 

} 卜。 • 1 ■'■••li'iii'ii*'- 

7 

+ 2/3 段 

日/- 2 .日/ - 1.3 / 
-0.7/+ 0.7 / 

+ 1.3/+2.0 

IF III i i 

7 

± ] 段 

日/- 3 .日/- 2 .日/ 

一 1.0/+ 1.0/ 

+ 2.0/+3.0 

y 卜。 • ゴ .1. iiiiiiiii - 

9 

±1/3 段 

0/-1.3/- 1.0/ 
-0.7/-0.3/+ 0.3 / 
+ 0.7/+ 1.0/+ 1.3 

rir u. • ' iiiiiiiii 

9 

± 2/3 段 

日/一 2.7/-2 .日/ 

- 1.3/-0.7/+ 0.7 / 
+ 1.3/+ 2.0/+2.7 

y 卜 {.u : i 

9 

± ] 段 

0/- 4.0/-3.0/ 
-2.0/-1.0/+ 1.0/ 
+ 2.0/+ 3.0/+ 4.0 
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• カスムセッティング b3 「露出設定ステップ幅」 （P.242) を「1/2段」 
に設定した場合 


表示パネル 

(撮影 コマ数 / 補正ステップ / 

オートブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

-トゴト。•台 1 . ivT . 

3 

+ 1/2 段 

+ 0.5/0/ + 1.0 

-トゴト J-u ■••i -i- i . 

3 

+ ] 段 

+ 1.0/0/+2.0 

— ゴト•ソ心 ■'. ivi . 

3 

一 1/2 段 

-0.5/- 1.0/0 

— ゴト J.U ■'. 1 

3 

一]段 

一 1.0 /-2.0/0 

-トピト•ソ心 .1 .. 

2 

+ 1/2 段 

0/ + 0.5 

-トピト J.U ■'.i *l. 

2 

+ ] 段 

0/+ 1.0 

— ピト•ソ.台 ■'. l-i. 

2 

一 1/2 段 

日/-0.己 

— か J.u -1- . T-i . 

2 

一]段 

0/- 1.0 

ゴト•ソ •!:, -1 . |个| . 

3 

+ 1/2 段 

日/-日.5/ +日.已 

かん。 -1 . i.?.i . 

3 

± ] 段 

0/-1.0/+ 1.0 

bl - L/.b ■'. ivivi . 

己 

±1/2 段 

0/-1.0/ -0.5/ 

+ 0.5/+ 1.0 

5 F -卜 .•.i ••パ • i . i ...- 

己 

± ] 段 

0/-2.0/- 1.0/ 

+ 1.0/+ 2.0 

1 卜。•台 -1. i-IVI VI -. - 

7 

+ 1/2 段 

0/-1 .己/- 1.0/ 

-0.5/+ 0.5 / 

+ 1.0/+ 1. 己 

IF 《I い i . i ••パ • i . i . i - 

7 

± ] 段 

日/-3.日/-2.日/ 

-1.0/+ 1.0/ 

+ 2.0/+ 3.0 

y 卜な！:, ' ■••ivivTvivi *'- 

9 

+ 1/2 段 

0/-2.0/- 1.5 / 

- 1.0/-0.5/+ 0.5 / 
+ 1.0/+ 1.5/+2.0 

y 卜, '.u iii -1 

9 

± ] 段 

日/-4.日/- 3.0/ 
-2.0/-1.0/+ 1.0/ 
+ 2.0/+ 3.0/+ 4.0 



314 











































カスムセッティング b3 「露出設定ステップ幅」 （P.242) を「1段」 
に設定した場合 


表示パネル 

(撮影 コマ数/補正ステップ/ 

オートブラケティングインジケーター） 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

-トゴト J.U . 

3 

+ ] 段 

+ 1.0/0/+ 2.0 

— か J.u .1. 1 •i- i- ' 

3 

- ] 段 

-1.0/ -2.0/0 

- トピト {.U ■'. 1-| . 

2 

+ ] 段 

0/+ 1.0 

— か 《.U .1.l-i. 

2 

一]段 

0/- 1.0 

EIF 1.0 ■ …… パ ..i - 

3 

± ] 段 

日/一 1.0/+ 1.0 

!:•卜 J.U i 

己 

± ] 段 

日/- 2 .日/ - 1.0/ 

+ 1.0/+2.0 

1 卜 J.U -1- - 

7 

± ] 段 

日/一 3 .日/- 2 .日/ 

-1.0/+ 1.0/ 

+ 2.0/+3.0 

ri r i.u 1 1 1 1 1 

9 

± ] 段 

0/- 4.0/-3.0/ 
-2.0/-1.0/+ 1.0/ 
+ 2.0/+ 3.0/+ 4.0 
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內蔵フラッシュの調光節囲（光の届く範囲）と限界絞り値 （ P .123) 

内蔵フラッシュは ISO 感度と絞り値によって調光範囲（光の届く範囲) 
び異なります。下表を参考にしてください。 


旧0感度および絞り値 

調光範囲 
( m ) 

100 

12已 

160 

200 

2已〇 

320 

400 

已〇〇 

巨40 

800 

1000 

1250 

1600 

1.4 

1.6 

1.8 

2 

2.2 

2.5 

2.8 

3.2 

3.5 

4 

4.5 

已 

己6 

1〜 7.5 

2 

2.2 

2.5 

2.8 

3.2 

3.5 

4 

4.5 

已 

已 .6 

6.3 

7.1 

8 

日.7〜己4 

2.8 

3.2 

3.5 

4 

4.5 

5 

已.目 

6.3 

7.1 

8 

9 

10 

11 

日.目〜 3.8 

4 

4.5 

已 

已 .6 

6.3 

7.1 

8 

9 

10 

11 

13 

14 

16 

日.目〜 2.7 

5.6 

6.3 

7.1 

8 

9 

10 

11 

13 

14 

16 

18 

20 

22 

日.6〜 1.9 

8 

9 

10 

11 

13 

14 

16 

18 

20 

22 

25 

29 

32 

日.6〜 1.4 

11 

13 

14 

16 

18 

20 

22 

2已 

29 

32 

— 

— 

— 

日.6〜日 .9 

16 

18 

20 

22 

2已 

29 

32 







日.6〜日 .7 


《内蔵フラッシュで調光でさる最短撮影距離は日. 6 m です。 

• 露出モードび戶 （プ□グラム オート） の 場合、内蔵 フラッシュ 使用時に 
カメラび自動で設定する限界絞りは、使用する感度によって下表のよ 
うに制御されます。 


に0感度と開放側の限界絞り （ F ) 

100 

12己 

160 

200 

250 

320 

400 

500 

巨40 

800 

1000 

1250 

1600 

2.8 

3 

3.2 

3.3 

3.5 

3.8 

4 

4.2 

4.5 

4.8 

已 

已 .3 

已 .6 


《感度]段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞り 
び暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 
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內蔵フラッシュに使用可能なレンズ ( P .122) 

内蔵フラッシュには、 ] 8 mm から3日日 mm までの CPU レンズび使用 
でさます。 

• ケラレを防止するため、レンズフードは取り外して使用してくださ 
い。 

• 撮影距離日. 6 m 未満では使用でさません。 

• マク□付さズームレンズはマク□領域では使用でさません。 

• 下記のズームレンズではケラレび発生し、写真の周辺光量び低下し 
ますので、使用でさる焦点距離や撮影距離に制限びあります。 


AF-S DX ED ] 2-24mm 
F4G 

焦点距離] 8mm 時の撮影距離] .5m し U 上、 

焦点距離 20mm 時の撮影距離] m し U 上で使用可能 

AF-S ED ] 7-3 已 mm 
F2.8D 

焦点距離 24mm 時の撮影距離] mi； (上で使用可能 

AF-S DX ED 17 -已已 mm 
F2.8G (IF) 

焦点距離 24mm 時の撮影距離] m で使用可能 

AF ED 18-3 已 mm 

F3 .已 -4 .已 D 

焦点距離] 8mm 時の撮影距離] .5mi^U 上で使用可能 

AF-S DX VR ED 18- 
200 mm F3 .己-己. 6G 

焦点距離] 8mm 時の撮影距離] mi； (上で使用可能 

AF 2 日- 3 已 mm F2.8 D 

焦点距離 20mm 時の撮影距離] rraU 上で使用可能 

AF-S ED 28-7 加 nm 
F2.8D 

焦点距離 28mm 時の撮影距離] .SiraU 上、 

焦点距離 35mm 時の撮影距離]上で使用可能 
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内蔵フラッシュ撮影時に使用可能な非 CPU レンズは、焦点距離び 
] 8 mm から3日日 mm までのニッ〕ール （ Ai - S 、 Ai 、 改造 Ai )、 ニコン 
レンズシ U —ズ E び使用でさます。ただし、次のレンズは使用に制限 
びあります。 


Ai 50-300mm F4.5 

Ai 己女己 0-300mm F4 .己、 
Ai-S ED 5日-3日日 mm F4 .已 

焦点距離] 35mm し:!上で使用可能 

Ai ED 己日-30日 mm F4.5 

焦点距離]日 5mm し处上で使用可能 
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主な仕様 


型式 

レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタ >1 レカメラ 

有効画素数 

] 日 .2 メガピクセル 

撮像素子 

23.6 X ] 已 .8mm サイズ 
総画素数： ] 日 .92 メガピクセル 


記録画素数 

3872X2 已92ピクセル （L)、 2896 x 1944ピクセル 
(M)、] 936 X 1296ピクセル （S) 

レンズマウント 1 ニコン F マウント （AF カップリン义 AF 接点付） 

交換レンズ 


G または D タイプレンズ 

フル機能使用可（IXニッコールを除く） 

PC マイク□ニッコール 
目曰 mm F 2.8 D 

オートフオーカスおよび露出モードの一部を除く機能使用 
巧 

G または D タイプ似がの 
AF レンズ 
( F 3 AF 用を除く） 

3D-RG 目マルチパターン測光IIおよび D-3D マルチ目 L 調 
光を除く機能使用可 

AI-P ニッコール 

3D-RGB マルチノ くターン測光II、 D-3D マルチ目 L 調光およ 
びオートフオーカスを除く機能使用可 

非 CPU レンズ 

露出モードみ巧で可、開放 F 値び f/ 瓦6より明るい場合 
フオーカスエイド可、レンズ情報手動設定により RG 巨マ 
ルチパターン測光、 D- マルチ巨 L 調光、絞り値表示など使 
用可（非 Ai レンズは使用不可） 

実撮影画角 

レンズ表記の約].已倍の焦点距離レンズに相当 

ファインダー 

アイレベル式ペンタプ U ズム使用一眼レフレックス式ファ 
イン ダー 


視度調節機構 

_ 2〜+ ] m _ 1 

アイポイント 

19.5 mm (- 1.0 m —i のとさ） 

ファインダースクリーン 

巨型ク U アマットスク U- ンII (フオーカスフレーム付、 
構図用格テ線表示可能） 

ファインダー視野率 

上下左ちとち約9已％ (対実画面） 

ファインダー倍率 

約日.94倍（日日 mm F1.4 レンズ使用時 • 〇〇 •- 1.日 m —i 
のとさ） 

ミラー 

クイック U ターン式 

レンズ 1 絞り 

瞬間復元式、電子制御式、プレビューボタン付 

フオーカスエリア 

ノーマルフレーム （1] 点）設定時：]]力所のフオーカス 
エ U アから]力所または複数力所を選択可能 
ワイドフレーム （7 点）設定時： 7力所のフオーカスエリア 
から]力所を選択可能 
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レンズヴーボ 

シングル AF ヴーボ巧)、コンティニュアス AF ヴーボ （ C ) 
およびマニュアルフォーカス （ M ) : ( C ) では被写体条件に 
より自動的に予測駆動フォーカスに移行 

才 

- 

トフォ ーカス 

TTL 位相差検出方式、マルチ CAM 1 日日日オートフォーカ 
スセンサーモジュールにより検出 


検出節固 

EV -]〜+]9 (に日]日日 換算、常温に 日む)） 


AF エリアモード 

シングルエ U ア AF モード、ダイナミック AF モード、グ 
ループダイナ三ック AF モード、至近優先ダイナ三ック AF 
モード 


フォー カス□ック 

AE / AF □ックボタン、またはシングルエリア AF ( S ) 時 
にシャッターボタン半押しにて可能 

露出 


測光方式 

TTL 開放測光方式 



マルチパターン測光 

G または D タイプレンズ使用時は] 00已分割 RG 日セン 
ヴーによる 3 D - RG 目マルチパターン測光 II び可能、 G ま 
たは D タイプじ(外のレンズ使用時は]日日已分割 RG 巨セン 
ヴーによる RG 目マルチパターン測光 II び可能、非 CPU レ 
ンズ使用時はレンズ情報の手動設定を行ラと] 〇日已分割 
RGB センサーによる RGB マルチノ くターン測光び可能 



中央部重点測光 

0 8 mm 相当を測光（中央部重点度約7已％)、0 6 mm 、 
01 0 mm 、 0 ] 3 mm 、 画面全体の平均のいずれかに変更 
可能 



スポット測光 

約を 3 mm 相当を測光（全画面の約2.日％)、フォーカスエ 
U アに連動して測光位置可動（非 CPU レンズ装着時は中央 
に固定） 


測光節固 

EV 日〜20 (マルチパターン測光、中央部重点測光） 

EV 2 〜2日（スポット測光） 

(旧日]日日換算、常温20で、 F 1. 4レンズ使用時） 


露出計連動 

CPU 連動方式、 AI 方式併用 


露出モード 

P ： プ□グラムオート（プ□グラムシフト可能)、 

5 :シャッター優先オート 、 A :絞り優先オート、 

け： マニュアル 


露出補正 

+已段の範囲で1/3、1/2、 ] 段ステップで補正巧能 


才 

ートブラケティング 

AE 、 フラッシュの場合、撮影コマ数； 2〜9コマ、補正ス 
テップ：1/3、1/2、2/3、 ] 段ステップで可能 W 巨の 
場合、撮影コマ数； 2〜9コマ、補正ステップ：]〜3段 
ステップで可能 


AE □ック 

AE/AF □ ックボタンによる輝度値□ック方式 

シャツター 

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 


シャツタースピード 

3日〜]/8日日日秒り/3、1/2、 ] 段ステップ )、 bulb 
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旧 0 感度（推奨露光指数） 

IS 日]日日〜] 6日日相当り/3、 1/2.] 段ステップ)、 

に日]目日日に対し約]段まで増感可能 


ホワイトバランス 

オート （1 日日已分割 RG 目センサー、撮像素テ併用によるホ 
ワイトバランス)、マニュアル目種（それぞれ補正び可能)、 
色温度設定可能、プ IJ セット可能、ホワイトバランスブラ 
ケティング可能 

内蔵フラッシュ 

押しボタン操作による手動ポップアップ方式 


ガイドナンバー 

約]2 (マニュアルフル発光時約] 3) (旧日100 ‘ m 、 2ぴ〇 

調光 


シンク□同調 

X 接点（半導体ち式)、1/25日秒下の低速シャッタース 
ピードでフラッシュと同調 


調光方式 

1005分割 RG 目センサーによる似下の TTL 調光制御： 

-内蔵フラッシュ、 S 目-8日日または S 巨-6日日と、スポット 
測光し U 外の測光モードの組み合わせにより、 i - TTL - BL 調 
光可能 

-内蔵フラッシュ、 S 巨-8日日または S 巨-6日日と、スポット 
測光の組み合わせにより、スタンダード i - TTL 調光可能 
( S 巨-8日日、 S 巨-6日日使用時はスピードライト側でも設 
定可能） 

絞り外部連動自動調光； S 目-8日日と CPU レンズとの組み 

合わせ時。非 CPU レンズ装着時は、レンズ開放絞り値を 

カメラで設定することにより使用可能 

夕卡ち E 自動調光： S 巨-80 日、 S 巨- 吕 0 DX 、 S 巨- 28 DX 、 S 巨-2 吕、 

S 巨-27、 SB -22 S などとの組み合わせ時 

距離優先マニュアル調光； SB -8 日日との組み合わせ時 


フラッシュシンク□モード 

先幕シンク □、 ス□ーシンク □、 後幕シンク □、 赤目軽減、 
赤目軽減ス□ーシンク□の各モードび設定可能 


レディーライト 

内蔵フラッシュ、 S 巨-8日日、 S 巨-60日、 S 巨-8日 DX 、 SB - 
28 DX 、 S 巨-已 0 DX 、 S 巨-28、 S 巨-27、 S 巨- 22 S など使用 
時に充電完了で点灯、フル発光による露出警告時は点滅 


アクセサリーシュー 

ホットシュー装備：シンク□接点、レディー信号接点、モ 
ニター信号接点、 TTL 調光ストップ信号接点、 GND 付、 
セーフティ□ック機構（□ック巧）付 


クリエイティプライティング 
システム 

• S 巨-800、 S 巨-600、 S 巨 - R 200との組み合ね甘にぶ 
りアドバンストワイヤレスライティング （ S 巨-6日日、 
S 巨 - R 2 日日は U モートのみ）可能。コマンダーモードに 
設定することにより、内蔵フラッシュをマスターフラッ 
シュとして制御可能 

-オート FP 八イスピードシンク□、発光色温度情報伝達、 
モデ U ング発光、 FV □ックに対応 



321 























記録 


記録媒体 

コンパクトフラッシュ IM 力ード (Type I / ll 対応)、 

マイクロドライブ™対応 

記録画像ファイル形式 

DCF 2.0 (Design Rule for Camera File Systems ) 準拠、 
DPOF (Digital Print Order Format ) 準拠 

圧縮 

- ] 2 ビット RAW 圧縮（約已日〇/〇〜6日〇/〇圧縮） 

- JPEG baseline 準拠（サイズ優先-画質優先選択可能） 

セルフタイマー 

電子制御式、作動時間2、已、]日、2日秒に設定可能 

プレビュー 

プレビューボタンによる絞り込み可能、 円 • 1 け では設定絞 
り値まで絞り込み可能、 P • 5 モードでは制御絞り値まで 
絞0込み可能 

液晶モニター 

2.已型低温ポ U シ U コン TFT 液晶、約23万画素、 

明るさ調整可能 

ビデオ出力 

NTSC 、 PAL から選択可能 

夕 I ' 部インターフエース 

USB 2.0 Hi-Speed 

王脚ネジ巧 

1/4 ( ISO 1222規格） 

ファームウエアパ’ージョン 
ァップ 

ユーヴーによるファームウェアバージョンアップ可能 

表示言語 

ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、イタ U ア語、 
オランダ語、ポルトガル語、□シア語、スウェーデン語、 
繁体中国語、簡体中国語、日本語、韓国語から選択可能 

電源 

- Li - ion リチャージャブルバッテリ ー EN - EL 3 e :電圧 
7.4 VDC [クイックチャージャー MH -18 a ] 使用 
-マルチパワーバッテリーパック M 目 - D 200 (別売）： Li - 
ion IJ チャージャブルバッテ iJ - EN - EL 3 e ] 本、または 
2本。単3形電池 （ LR 6 アルカ U 電池、 HR 6 ニッケル水 
素充電池、 FR 6 U チウム電池、 ZR 6 ニッケルマンガン 
電池）6本使用 
• AC アダプター EH -6 (別売） 

寸法 （W X H X D ) 

約] 47 X ] ]3 x 74 mm 

質量運さ） 

約83日旨（バッテ U —本体、メモ U —カード、ボディー 
キャップ、 LCD モニターカバーを除く） 

動作環境 


温度 

〇〜40で 

湿度 

8已％じ(下（結露しないこと） 
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^ 仕様についてのごま意 

-仕様中のデータは特に記載のある場合を除さ、すべて常温（2ぴご）フル充電バッテ 
IJ 一使用時のをのです。 

•仕様や性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書 
の誤りなどについての補償はご容赦ください。 323 


クイックチャージヤー MH -18 a 


電源 

AC ]0 〇〜 240 V (已 0/60 HZ ) 

巧電出力 

DC 8.4 V /9 日日 mA 

適用電池 

Li-ion リチャージャスレバツテリー EN - EL 3 e 

巧電時間 

約 2 時間]已分 

使用温度 

日〜 +4 日。 C 

寸法 （W X H X D ) 

約 9 日 X 3 已 X 已 8 mm 

コード長 

約] 8 日日 mm 

質量（重さ） 

約 8 日邑 （電源 コードを 除く） 


Li-ion リチャージャブルバツテリー EN - EL 3 e 


お式 

U チウムイオン充電池 

定格容量 

7.4 V / ] 已日日 mAh 

寸法 （W X H X D ) 

約 39 .已 X 已目 X 21 mm 

質量（重さ） 

約 8 日旨 （端テ カバーを 除く） 


付録主な仕様 
























巧撮影可能コマ数（電池寿命）について 

参考値： Li-ion IJ チャージャブルバッテ U - EN - EL 3 e (1500 mAh ) による撮影可 
能コマ数（電池寿命）の目安 

※充電状態、使用環境によって電池寿命び異なります。 

• 測定条件は当社条件（常温く 20で>)によります。 

• 記載されている数値は下記の当社試験条件によるをのです。撮影状況により数値は 
前後します。 

1) 約18日日〕マ 

装着レンズ AF-S VR ズームニッコール ED 7日-2日日 mm F 2.8 G ( IF )、 手ブレ補正 
機能オフ、動作モード Ch 、 フ オーカ スモード AF - C 、 画質モード目 AS に、画像サイ 
ズ M 、 シャッタースピード]/250砂でシャッターの半押しを3秒間持続させた後、 
無限遠から至近間を3往復し、目回連続レ U —ズした後、液晶モニターを5秒間点な。 
消な後、半押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

2) 約34日〕マ 

装着レンズ AF-S VR ズーム ニッ コール ED 24-] 2日 mm F 3 .己-已 .6 G ( IF )、 手ブレ補 
正機能オフ、動作モード S 、 フオーカスモード AF - S 、 画質モード NORMAL 、 画像サイ 
ズしシャッタースピード1/2已日秒でシャッターの半押しを已秒間持続させた後、無 
限遠から至近間を]往復し、]回レリーズ （2 回に]回は内蔵フラッシュをフル発光）し 
た後、半押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

を 1) 内蔵フラッシュ発光時には AF 補助光を発光させる。 

ミま 2) ]0 コマ撮影後、カメラの電源を]分間 OFF にする。 

次の場合はバッテ U —の消耗び早くなります。 

-液晶モニターを使用した場合 
付 -シャッターボタンの半押しを続けた場合 
^ -オートフオーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合 

主 . 画質モードを RAW に設定して撮影した場合 
S -低速シ ャッ タースピードで撮影した場合 

^ Li-ion IJ チャージャブルバッテ iJ - EN - EL 3 e の性能を最大限に発揮させるため、次 
のことにを意してください。 

> .バッテ U —の端テを巧さないでください。端テび巧れていると、充分な性能び発揮 
)0 できません。 

•充電び完了したバッテ U —は、なるべく早いうちにご使用ください。使用しないま 
ま放置していると、自己放電によって、バッテ U —残量び減ってしまいます。 

•定期的にセットアップメニューの「電池 チェック」 （ P .196) で、バッテ U —の状態 
をご確認いただくことをおすすめします。 

•バッテ IJ 一の特性上、カメラで表示される電池残量の減り方は、周囲の温度などに 
よって変化します。 
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索引 


メニュー項目 
囚巧ちメニュー 212 

削除213 

再生フォルダー設定21已 
スライドショー216 
非表示設定218 
プ IJ ント指定220 
再生画面設定223 
撮影直後の画像確認224 
削除後の次再生画像224 
縦位置自動回転22已 

む撮暴タニュ-198 

撮影メニュー切り換え]99 
リセット201 
記録フォルダー設定203 
ファイル名設定2日已 
仕上びり設定7已 
色空間82 
画質モード 4] 

画像サイズ46 
JPEG 圧縮44 
RAW 圧縮4已 
ホワイトバランス已] 

長秒時ノイズ除去208 
高感度ノイズ除去209 
旧日感度設定48 
画像合成]33 
多重露出]36 
インターバルタイマー 14] 

レンズ情報手動設定]48 

カスタムメニュー 226 

C : カスタム切り換え229 

R :リセット230 

al : AF - C モード時の優先232 

a 2 : AF - S モード時の優先232 

a 3; フォーカスエ U アフレーム 切換9 日 

a 4 :グループダイナミック AF 233 

a 已： AF □ックオン236 

a 6 :半押し AF レンズ駆動236 


a 7 :フオーカスエ U ア照明237 
a 8 :フオーカスエ U ア循環選択237 
a 9 :内蔵 AF 補助光238 
al 日： M 目 - D 2 日日の AF - ON ボタン機能 
238 

b ]: 感度自動制御239 

b 2 ;に日感度設定ステップ幅242 

b 3: 露出設定ステップ幅242 

b 4 :露出-調光補正ステップ幅242 

b 已：露出補正簡易設定243 

b 6: 中央部重点測光範囲244 

b 7 :基準露出レベルの調節244 

C ]; 半押し AE □ック246 

c 2 : AE - L / AF - L ボタンの機能246 

c 3; 半押しタイマー 247 

c 4 :セルフタイマー 247 

C 己：液晶モニターのパワーオフ247 

dl :電子音設定248 

CI 2: 格子線表示248 

d 3 :ファインダー内警告表示249 

CI 4; 低速連続撮影速度249 

d 已：露出デイレーモード2已日 

d 目：連番モード2已日 

d 7: イル三ネーター点灯2己] 

d 8 : M 巨 - D 2 日日電池言受定2已2 

e ] :フラッシュ撮影時の同調速度2已3 

e 2 :フラッシュ時シャッタースピード制限 付 

254 録 

e 3; 内蔵フラッシュ発光2已4 
e 4: モデ U ング発光263 索 

e 已：才ートブラケテイングのセット263 §1 

e 6 :目 KT 変化要素 （ M モード）264 
e 7 :目 KT 補正順序2目已 
e 8 :巨 KT 設定方法26已 
fl :中央ボタンの機能86、266 
f 2 ;マルチセレクターでの起動268 
f 3 ;上下左ち機能入れ換え268 
f 4 :ファンクシヨンボタンの機能269 
f 已；コマンドダイヤル設定27日 
f 6 :ボタンによる設定ち法273 
f 7 :力ードなし時レ U - ズ274 っ25 













y たッアップメニュー 783 

力ードフォーマット]84 

液晶 モニターの 明るさ ] 8 已 

ク IJ - ニングミラーアップ18己、292 

ビデオ出力]8目 

ワールドタイム ] 己、187 

言語 （ Language ) 187 

画像コメント188 

縦横位置情報の記録]9日 

最近設定した項目]9] 

US 巨設定 169. 176、193 
イメージダストオフデータ取得]94 
電池チェック196 
ファームウェアバージヨン197 

英数 

AE ブラケティング ]] 己、 ] ]6 
AE □ック… 

AF エ U ァモー ド88 
AF 補助光9已 
BASIC 41 
Bulb 108 

CF (コンパクトフラッシュ）力ード2日、 
290 

CPU レンズ276、278 
DCF Version 2.0 306 
DP 0 F (Digital Print Order Format ) 

220 

付 D タイプレンズ276、 278 
^ Exif Version 2.2122 日、 306 
FINE 41 

索 FV □ック 128 
引 GPS ] 已 4 

GPS データ 16 日 
G タイプレンズ276、278 
に日 感度48 
i - TTL - 巨 L 調光120 
i - TTL 調光]2 日 
K (色温度）已1、已2、已7 
K (記録可能 コマ 数の] 日日日コマし ソ上補助表 
示）9 

L (画像サイズ）4目 
326 M (画像サイズ）46 


Mass Storage (マスストレージ： US 巨通 
信方式）1目9、193 
Nikon Capture 4169、287 
NORMAL 41 

Piet 巨 ridge (ピクトブリッジ） ] 75 
PRE (プ U セットホワイトバランス）已1、 
已9 

PTP ( US 巨通信方式）]70、176、193 
RAW 41 

RG 巨ヒストグラム表示]6日 
RG 目マルチパターン測光 ] 日〇 
S (画像サイズ）46 
USB ]69、176、193 
W 巨ブラケティング72、 ]] 已、263 
1日日已分割 RG 目センサー已1、 ] 日日、 

120 

] コマ再生]57 
1コマ撮影38 

3 D - RG 目マルチパターン測光 II 100 

友 

ホ目輕減ス□ーシンク□モード ] 2已 
赤目輕減モード]2已 
圧縮 RAW 41、4已 
アドバンストワイヤレスライティング 
2已6、280 

後幕シンク□モード]2已 
イメージダストオフ194 
イル三 ネーター 7 
色合い調整79 

インターノレタイマー撮影 ] 4 ] 
インターバル設定（スライドショー）216 
色温度已1、已2 

色温度設定（ホワイトバランス）已1、已7 
色空間82 

才ート FP 八イスピードシンク □ 2已3、 
282 

才ートモード（ホワイトバランス）己] 

オー トフ ォー カス84 

オートブラケティング ]] 己、263 

か 

階調補正78 






開放絞り ] 日6、108 
開放絞り値の設定]48、 ] 已2 
画質モード 4] 

カスタムメニュー226 
カスタム A 〜 D 229 
画像合成]33 
画像サイズ46 
画像ファイル42 
カメラコント□-ル]69、193 
画面の明るさ ] 8已 
カラー設定78 
感度設定（に日感度設定）48 
距離情報]2日 
記録可能コマ数307 
記録フォルダー203 
クリーニングミラーアップ]8已、292 
ク IJ エイティブライティングシステム 
280 

グループダイナ三ック AF 89 
堂光灯モード（ホワイトバランス）已1、 
309 

言語 ( Language ) 187 
高感度ノイズ除去209 
高速連続撮影38 
コマ送り 32 

コマンダーモード2已4、2已6 
コンティニュアス AF ヴーボ ( AF - C ) 84 
コントラスト 75. 78 
コンパクトフラッシュカード20、290 

さ 

最近設定した項目34、 19] 

最小絞り]]、278 
サイズ46 
再生32、 ] 已7 
再生フォルダー 2] 已 
再生メニュー212 
先幕シンク□モード]2已 
削除32、213 
撮影可能コマ数324 
撮影画面サイズ279 
撮影メニュー198 
撮影メニュー A 〜 D 199 


サムネイル]62 
仕上び0設定7已 
至近優先ダイナ三ック AF 89 
時刻]已 

視度調節ダイヤル24 
絞り優先オート ] 日6 
シャッター優先才ート ] 日4 
焦点距離の設定]48 
初期化（メモ U —力ードの初期化）21、 
184 

白黒7已 

シングル AF ヴーボ ( AF - S ) 84 
シングルエ U ア AF モード88 
スタンダード i - TTL 調光]20 
スピードライト（使用可能なスピードライ 
卜）280 

スポット測光 ] 日] 

スライドショー216 
ス□-シンク□モード]2已 
晴天モード（ホワイトバランス）已] 

晴天日陰モード（ホワイトバランス）已] 
セットアップメニュー183 
セルフタイマー撮影 13] 

全画像削除213 
選択画像削除213 
増感48 
測光モード]日日 

た 

ダイナミック AF モード88 

多重露出 ] 33、 ] 36 

中央部重点測光 ] 日日 

調光範囲316 

長時間露出（バルブ） ] 日8 

長秒時ノイズ除去208 

ツーボタンリセット ] 已6 

低速連続撮影38 

電球モード（ホワイトバランス）已] 

動作モード38 

同調シャッタースピード]23、2已3、 
284 

時計用電池 ] 87 

曇天モード（ホワイトバランス）已] 
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な 

夏時間 ] 9、187 

日時]已、187 

ノーマルフレーム （1] 点） 90 

は 

八イライト表示 ] 目1、223 
場所-日付-時刻 ] 已 
パソコンモード （ PC ) 172 
バルブ撮影 ] 日8 
パワーオフ時間247 
半押しタイマー 25、247 
非 CPU レンズ]48、 276 
被写界深度 ] 日3、106 
ヒストグラム表示]6] 

ビデオ出力]67、186 
非表示設定218 
フオーカスエイド99 
フオーカスエ U アフレーム9日、233 
フオーカスフレーム（エリア） 86、 ] 已9 
フオーカスモード84 
フオーカス□ック （ AF □ック） 93 
フオーマット（メモ U —カードの初期化） 
21、184 

付属のソフトウェア]69 
フラッシュ（内蔵フラッシュ） ] 2日 
フラッシュ（別売のスピードライト）280 
フラッシュシンク□モード]2已 
付 フラッシュブラケティング ]] 已、]]6 
& フラッシュモード（ホワイトバランス）已] 
プ U セットホワイトバランス已1、已9 
^ プリント指定220 
51プ□グラムオート]02 
プ□グラムシフト102 
g プ□グラム線図311 
W プ□テクト16已 

ホワイトバランス已] 

ホワイトバランスブラケティング72、 

]] 已、263 


マニュアル（ピント合わせ）98 
マニュアル（露出） ] 日8 
マルチパターン測光]日日 
ミラーアップ撮影38 
メモ U - 力ード2日、290 
モデ U ング発光 ] 日3、124、263 
モニターカバー11 
モニター発光 ] 2日、] 29 

や 

予測駆動フオーカス8已 

ら 

U セット（カスタムメニュー）23日 

U セット（撮影メニュー）201 

リセット（ツーボタンリセット）]已目 

U ピーティング発光モード2已4 

輪郭強調77 

レディーライト]22 

レンズ（装着可能なレンズ）276 

レンズ（装着方法） ] 日 

レンズ情報手動設定]48 

連続撮影38 

連番モード250 

露出インジケーター109 

露出ディレーモード2已日 

露出補正113 

露出モード ] 日2 

わ 

ワイドフレーム9日 
ワールドタイム16、187 


ま 

マイク□ドライブ290 
323マニュアル発光モード254 




アフター ヴー ビスのご案内 

k _ d 


■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作方まや修理についてご質問びございましたら、ニコンカスタマー 

サポートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーヴポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

♦お願い 

•次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認の上、お問い合わせください。 

•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でち次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ 
承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

•ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご参照 
<ださい。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は、最寄りの 
販売店またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切り後7年を目まとしています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後 
でを修理可能な場合びありますので、ご購入店またはニコンサービスセンターへお問 
い合わせ<ださい。水没、义災、落下等による故障または破損で全損と認められる場 
合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコン 
サービスセンターにお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

•ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次 
の当社 Web サイトでご覧いただくことびでさます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/mdex.htm 

•製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 
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ニコンカスタマーヴポートセンター行 

FAX :03 -己977 -7499 


【お問い台わせ承り書】 太枠内のみご記入ください 


お問い合わせ曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シ IJ アル番号： 


フ1」ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL : 

— FAX : _ 

ご使用のパソコンの機種名： 

メモ IJ 一容量： 八ードディスクの空さ容量： 

0 S のバージョン： ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプ U ケーションソフト名： 

ご使用の当社ソフトウェアのバージョン名： 

問題び発生したとさの症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度： 

(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


※このページはコピーしてお使いください。 整理番号： 















Nikon 


製品の使い方と修理に関するお問い合わせ 


くニコンカスタマーヴポートセンター> 


を固巧 ^^ - 営業時間： 9:30 〜 18:00 ( 年末年始、夏期休暇等を除く毎日） 

Q 0570 - 02-8000 携帯電話、 邮 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 に 

市内通話料金でご麵いただけますち、かけくださし、 


巿巧通話料で OK 

ナビブイ巧レぉ 


FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけください。 


音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


ニコン宅配修理ヴービスのご案内 


修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 


くニコン宅配修理ヴービスお申し込み専用窓口> 

携帯電話や PHS 等からのご利用はでさません。 

SOI20-000-545 営業時間：の〇〜 i7:3o 吐.日.祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合びあります。 

なお、上記フ1」ーダイヤルでは宅配修理サービス関連!;^外のご案内は行っておりません。 


株式会社^ ^ 

ニコ >カイラ販売株式を社 
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